
昭和 29 年度



報 を発刊

第五号序文の中で， 年報発行についての困難な一面について述べておいた。そのことは， イ可も或

るイT：の年報だけに！浪られたものではなく， 玉：わば恒久的なものである。

印刷物は，イ1ifにせよ，一般にそうした宿命につきまとわれていると考うべきものである。というの

は，多くの印刷物は，その内容と体裁と経費との最も効果的な調整のもとに発行されねばならないか

らであるのこの三者のうちでも特に重要なのは，内容の良否の問題で、あることもちろんである。経費

と体裁とは，たとえ意に充たなくともなお忍び得る。しかし，内容の無意味なもの貧弱なものにいた

っては，絶対にたえることが出来ないD ことに緊迫の都財政－rにあって無益な印刷物は，排除せねば

ならない。

斯く考えながら青？トかに木号予定の原稿を閲読したところ，幸にして各稿ともつ｜ζ号に掲載すること概

ね支障無いものと認めることができた。のみならず発表・の責任を負わされていると考えねばならない

もの，或は発表することによって何等か・般に役立つと信じ得るものなど決して歩くないと考えるこ

とができた。本所の機構および運営に関する資料も検査，試験？研究についての報告・も二つながらそ

の範鴎に属するものと思考している。これひとえに本所員日常の「埼心によるものと感謝にたえない。

もとよりこのような考え方は p しばしば手前味H自に陥るものであり，且つおこがましさの限りでも

ある。しかしそう知りつつも敢えて発刊するに到った理向は，多少でも大方のお役にたちたいと希う

微衷に他ならないのである。

さドに柱Jl愛読を願う次第である。

｜昭和＼30 年 4月

新井義者
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第一章序 説

1. 設立の呂的と事業

東京都立衛生研究所は東京都の公衆衛生の向上階進

に寄与するために設立された。

業務内容は細菌学的検査，血清学的検査，寄生虫検

査，臨床試験，環境試験，水質検査，栄養試験，食品

検査，獣疫；検査，製品検査，医薬品検査など，きわめ

て多方面にわたっている。

これらの試験検査は，衛生行政の裏付けをなす収去

検体，中毒検体などの行政的検体を中心として行われ，

一般都民，開業医などからの依頼による依頼試験も行

っている。

その他地万衛生研究所，各検査研抗機関との技術交

換を行い技術の向じ検査成績の確実性を期するとと

もに学術的，基礎的調査研究にも努力を払っているO

叉衛生検査指針の作成，衛生関係各種委員会に夫々

委員を送り，衛生試験技術指導講習会を開催するなど

技術指導方面にも役割を果しているO

2. 沿草

本研究所の設立以前には衛生試験所，衛生検査所，

細菌険査所，獣疫検査所，血探研究所，製薬研究所の

6機関があったが，これらを統一して昭和24年に東京

都立衛生研史所が設置されたので、あるO

3. 組織の変遺

設立当初の組織は総務部（総務課，経理評），細菌部

（微生物課，寄生虫課，ワクチシ課，血援評），生活衛

生部（環境課，栄養課，水質評），食品獣医部（食品静，

製品課，獣医衛生誹〉，化学検査部（医薬品課，麻薬化

粧品静，衛生用品謀），製薬部（皆源諜，製薬課）の6

部17説、であったO

昭和25年12月に，民間産業の復興に伴いその役を果

した医薬品の製造業務を中止することとして製薬部を

廃止し，同部の資源課を化学検査部に移管して医薬品

第二二議lとした。

昭和26年Flニ．頃から乾燥血援，各種ワクチンなどの製

造業務も中止すること iなり，一時その操業を短縮し

ていたが11月に入って血援謀を廃止し，細菌部に臨床

検査課（後に臨床試験課と改称）を新設した。 11月に

はほとんど製ー造を中止していたワクチγ詳は廃止され

衛生動物官が新設された。引に化学検査部は化学試験

古I~ と改称され麻薬イt粧品評と衛生1日 r'rT1間とは合111:t て

医薬品約三i訪！となった。

4. 本年の状況

本年も昨年に51き続き，赤痢は減少傾向を示してい

るO 即ち一昨年の 317,039件から昨年は 266,402件と

大巾な獄少を示したが，更に本年も 225,917件と相当

の減少となっているO

これから見ると25年から異常な流行を見せて集団的

に各地に発生し，都民をなやませた赤痢も27年を頂点

として降り坂にかiったと見ることがでまる。これは

こL数年来の防疫措置が漸くその効果を現わして来た

ものと考えられ，喜ぶべき現象であるO

しかし叉いつ27年当時の猛威を振うかも知れない赤

痢に対して楽観は許されず，本年もその流行の感染源

をなす保菌者；検索の子をゆるめず，都内飲食店関係従

業員の強制検便を実施した。その結果特に注目される

のは検出した保菌者が昨年よりも増加していることで，

即ち昨年の 586名に対して本年は716名となっている。

これら食品関係従業者の保菌者を発見することは，と

りも直さず一般都民への赤痢流行を未然に防止するこ

とになり，陽性者の増加は：検索の強化と見ることも出

来る反田，将来の赤痢大流行の桔影をも見る感がす

る。叉昨年末検体処理の能率化をi習って，検査室，培

聾基製造室，消毒室間の連絡エレベーターの設置，勝

卵室の新設など施設の強化に努力しており，万一不幸

にして涼痢の大流行を見た際の多数検体の沼化にも万

全の措置を講じているO

毎年検査件数の増加するのは梅毒血、請反応で68,381

件と昨年より約1万件の大巾な増加となっている。こ

れは性病予防法などの周知に伴い，この万面への認識

が深まったためと思われる。そのほか結核，流脳， iヨ

脳，ヂブテリア，淋菌などの検査件数は大した増減は

見られなかった。

本年特：に話題となったものに放射能禍がある。 lWち

ビキニの原爆笑！段以来各地に魚類，雨水，野菜などに

ついて放射能が報告されて大きな問題になった。本研

究所においても水，食品（主としてrl5版野菜類の灰分）

などについて放射能の調査を行った。とくに大島，八

丈島，三宅島など、｛升豆諸品．は天7kを飲料としており 3

これに一肢剖．能が合まれていれば童大な結果を引きJ也す

ので、895('1 

例をのぞさ包カワント数は基準量以 Iζで、あり，またカワ

シト数のi高いものでも半紙期ω短いものが多かった。

il'f~f：や .'d開力IIの傾向を見せて憂慮された狂犬病の発

生も本11：は流行以来の最低発生数を見せたにとどまっ

( 1 ) 



た。 MUち25年に264頭と最高を示した都内の狂犬病は 入米検体39('1：，試料11,700粒について培養試験を行つ

27年には74頭と23年流行以来の最低数を示したが，昨 た。

28年には 128頭と哨加し再び上昇傾向を見せたのであ 先に述べたように昨年から保健所配属の職員に対し

るO しかるに本年は46頭と27年の74頭を謹かに下廻る 技術指導講習会を開催しているが，本年も都内49ケ所

最低発生数にとどまった。この傾向が持続されれば真 の保健所における検査技術者，各食品，薬事，環境監

に喜ぶべき現象と云えるO なお，狂犬病の検査ではー 視員，狂犬病予防員に対し日市業務に必要な試験技術

昨年から押捺標本による診断を実用化しており，叉補 と知識を取得せしめることを中心として細菌検査，寄

体結合反応試験を併用しその検査時聞は大いに短縮さ 生虫検査，臨床試験，水質検査，食品中の有害性物質

れている。 試験，容器の化学試験，牛乳および乳製品の検査，食

食中毒に関しては，細菌学89，理化学的試験併せて 肉魚介ならびにその加工品の：検査，医薬品試験，狂犬

100余件について検査した。 また病変米についてその 病診断法などについて，講習を実施し，この全講習課

菌生産色素の分離ならびに毒素の抽出の研究のため輸 棋を修了したものは 159名におよんだ。
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第二章機構bよび事業の概要

I :f.幾

本研究所は所長の下に総務部，細菌部，生活衛生部，食品獣医部，化学試験部の5部があるO 細部の組織，担当

栄務の概要及び配置人員は別表のとおりである。

所長 新井養老

耳哉 員 寸

H
U．hヨ 置 表

（昭和30年4月1日現在）

名

傭 員
t』
口

的
山
判

wnH
・

吏 員 雇員

古I~ 名｜課 名

用工作技
術

事

務
看

護

技

師
主

事

臨

時

職

技主技主

1
 

・・2
1

亨！：｜師｜事 I15市

円 L<:J守_i~） L員｜補｜間空！手｜子！員｜員｜員
21 11 6T 11一一「 -11 I I 1「－21 I -31-2 総務課

総務部

川田半三郎（主事） 1経 理 課

助 i助
業 務

．
 

・2
1

一
｛

19 
36 

17 

庶務室

；微生物課
細菌部

寄生虫謀

i協動物謀
！臨床試験課

各出張所 i( 7 ケ所〉

；環境課

生活衛生部
！栄養課
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算 算

1. 昭和29年度予算及び決算額

(1）総 括

区分 ：問 目（款） 予 算 額 決 算 額 備 考

才
者I~ IT 費

保健衛生費 56,245,559 5印刷5I執行率90.9%
125,803,805 120,688,261 

才｜使用料及手数料 20,304,200 20,656,735 

国庫支出金 6,203,648 7,559,671 

雑 収 入 1,007,003 905,578 

入｜ 27,514,851 29,121,984 1収入率106.0%

般財源充当額 98,288,954 91,566,277 

(2）才入内訳

科－ 自
予 算 額 決 算 額 備 考

款 項 自

3. 使用料及手数料 20,304, 円 20,656, 円

2. 寸＝γ一. 数 ~s/. 20,304,200 20,656,735 収入率 101.7% 

36. 衛生研究所文書子数料 65,000 

37. 細菌検査手数料 14,954,700 13,097,905 

38. 理化学試験手数料 5,284,500 7,457,330 

4. 国 庫 支 l品 金 6,203,648 7,559,671 収入率 121.8% 

1. 国 庫 負 d金 6,203,648 7,483,071 

3. 保健衛生費国庫負担金 6,203,648 7,483,071 

2. 国 庫 補 助 金 。 76,600 

4. 諸費国庫補助金 。 76,600 

7. 雑 4叉 入 970,003 905,578 収入率 93.4%

1. 納 付－ 金 40,003 34,348 

5. 失業保険料納付金 40,003 34,348 

5. 物品売払代金 930,000 820,280 

3. 生産品売払代会 150,000 37,660 

12. 不用品売払代企 780,000 782,570 

6. 調主 入 。
33. J品 ij: JJi[ 収入 。 51,000 

Iムこ＝1 27,477,851 29,121,984 収入率 106.0%

( 5 ) 



(3）才出内訳

利－ 日
予 算J 額 汐と 算 額 官街 Aち

款 項 1 目

円 円
2. 者日 庁 費 69,558, 69,558, 

1. 庁 賀z 69,558,246 69,558,246 執行率 100タぷ

1. 職 員 市φノl士、l 45,421,721 45,421, 721 

2. 諸 子 当 23,218,854 23,218,854 

3. 旅 費 ~18, 671 918,671 

14. f呆 倒： 街 生 型｛’ 56,245,559 51,130,015 

16. 衛生研究所 IJJ~ 56,245,559 51,130,015 執行半 90.9%

1. 研究所管 J:]l費 7,139,954 6,976,971 

2. 予防措置費 12,421,539 11,488,981 

3. 細菌検査費 14,182,982 13,233,223 

4. J~fl イじ学試験資 18,563, 794 16,676,477 

5. 研究調査費 1,454,990 1,032,833 

6. 技術指導費 2,482,300 1,721,530 

i』I 125,803,805 120,688,261 

2. 昭和30年度詣初予算の概要

(I）総括 (2）才入内訳

存｜ 目 当初予算額 i'-'1- 目
当初予算額

者！5 庁 賀F 67,260, ，円 4. 使用料及手数料 21,977, 
才

保健衛生費 51,206,648 2. 子 数 ＊＇~ 21,977,440 

l±J 
118,467,396 5. 国庫支出金 5,934,153 

i使）日料及手数料品 21,977,440 1. 国庫負担金 5,934,153 

才 1
国庫支出金 5,934,153 8. 雑 収 入 140,003 

来Jll 収 入 140,003 1. 納 付 1;入l. 40,003 

入｜一一
28,051,596 5. 物 iS-fi売が、代合 100,000 

一一 一一一一一

！差り卜一般財源五当部 90,415,800 
~こ＇； 28,051,596 

( 6 ) 



才出内訳(3) 

額守守…4 i",. ヰヰ

67,260,748 

1. 67,260,748 

45,025,200 

21,122,880 

707,168 

347,100 

58,400 

費

1. 職 員給

2.諸手当

3. 脱退給付金付保険料

4.旅費

5.需用費

費庁

庁

w
u
v
 

字
引2. 

51,206,648 貰J生衛健保14. 
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っ
山
内
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F
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h
o

51,206,648 

6,140,979 

11,882,549 

14,499,792 

15,812,148 

1,435,010 

2,136,170 

山

氏

費

費

費

費

費

費

Jill 

防措置

菌検査

化学試験

究 ~ml 査

術指導

m 多ピ研

管

予

細

理

研

技

L
十｝
払’
F

一
衛14. 

118,467,396 1』
仁1

富貴施耶雌

本研究所の施設は次のとおりである。

要；情敷地坪数山川
U

F吋
B
A
V在所名音jS

鉄筋コシクリート建

電（37)591・592• 593 • 3551 

1669 （所長〉

593 （夜間宿直用）

新宿区百人町4丁目539音rs

生活衛生部

食品獣医部

化学試験部

i海総

市l菌品目

立川市柴崎町3の155電立川 858立川出張所

荒川保健所内荒川区三河島7の605の1電（83)8483荒川出張所

小石川保健所内文京区小石川水道町6電（92)909小石川出張所

板権保健所内板橋区板橋町5の961電（96)1729板橋出張所

杉並間保健所内杉並区荻窪3の145電（39)2998・3018杉並 Ll:l張所

荏原保健所内品川区平塚4の23電（08)3209荏原 1:1:1張所

村
J健保白．、以例江東区深川白河阿J3の5電（74)3488深川出張所

鉄筋ゴンクリート平家建荒川区三河島9の1983電（89)4981三河島分室

( 7 ) 
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第三章業 務

I 総務部

1. 総務課

人事，文書，給与などの一般的庶務事項の他，検査

物の受付，各撞の統計の作成などを行っている。

との他本研究所の機関誌として事業月報，研究報告

及び年報を発行している。本年は保健所配属の衛生試

験技術者159名に対する技術指導講習会を開催し，叉

地方衛生研究所全国協議会には役員として活醸したっ

2. 経理課

業務概況

(1) 昭和t29年度当初予算及び、新規事業予算の査定（2
月〉ならびに議決（ 3月〉

(2) 細菌部リケツチャ定改修工事（1.22～3. 2) 

(3) 関東財務局からの要求により借用中の土地，建物

（大久保庁舎）の一部（倉庫4棟その他及びその周

辺地域）を返還，これに伴う倉庫整理及び不用品売

却（4. 5月）

性） 昭和28年度第2間臨時出納，険査（6.1) 

信） 昭・和29年度追加予算要求（ 6月〉放射能険査経費

を予備費より支出

(6) 昭和28年度決算書提出（ 7月〉

(7) 細菌部庁舎陸屋根防水工事竣工（ 8月）

(8) ガイガーカワシター 2台（東芝製）購入（ 8月）

(9) 凍結乾燥機2台不用品に組替売却（ 9月）

(10) 大久保庁舎の門塀工事故工（10月〉

同 昭和30年度当初予算及び新規事業予算編成並びに

要求書提出（11月）

仰大久保庁舎無菌室工事竣工（12月）

細菌部階卵室工事竣工（12月〉

側主なる工事

細菌部リケヅチマ室改修工事

自動車々庫改修工事

細菌部庁舎陸屋根防水工事

衛生研究所門及び聞陣設置

三河島分室陸屋根防水工事

結核用興事卵室設置工事

無菌室改修工事

外工事件数25件

制物品調達

ワーノレプノレク守氏険庄装置

基礎新陳代謝測定器

ライツ光電比色計

296,000円

105,000 

354,000 

940,000 

142,500 

297,200 

237,000 

3,102,396円

120,000 

287,904 

133,634 

AK  A光電管比色計

電気低温恒温槽

K型共電式特殊電話機

放射線；i十数器（ガイガーカワシター）

空気洗？際機

外購入件数 1,350件

闘不用品の売却］

血按凍結真空乾燥機（1ti型） 1 

II 

外売却件数 11件

JI 細菌部

1. 微生物課

（大型） 1 

160,000 

318,000 

300,000 

280,000 

188,000 

15,903,922円

181う300

253,000 

782,570円

各種の細菌学的検査，血清学的検査を行っており，

業務内容の大半を占めるのは法定伝染病病原菌の検査

業務である。本年の取扱件数は健康者 （！駐留軍麗傭日

本人労務者，飲食物取扱業者，各種団体の賄人，上水

道事業従事者〉，保菌者，注意患者， 保菌者及び患者

の家族関係者などに関する材料324,295件で昨年の

358,203件にくらべて僅かの被少となっているO

腸内細菌検査は229,271件で昨年より15%がた被少

し27年からの猷少傾向を維持しているが，夏季に都内

の飲食物取扱業者に対して行った強制検便は10%程度

の増加となっており，検出した保菌者も 716名と昨年

より 130名の増加を見せており，所期の成果をあげる

ことができたO

梅毒血清反応は緒方法及びガラス板法を併用してい

るが，その取扱件数は年々増加の傾向にあり，本年は

68, 381（！：！：と昨年より約1万件もの培加となっている。

これは性病予防法の周知に伴い：険査を受けることに理

解が深められて来た結果と思われる。

結核は23,191件と昨年よりやi獄少しているが，結

核の化学療法の進展に伴い，結核菌耐性試験がi菌加し

て来ている。この状態に鑑み試験室に新たに脚卵室を

設置して検査の完全を期している。

叉日本脳炎などグイーノレス性疾患に関する補体結合

反応， r:~I毒発生に伴う細菌検査などにも所期の成果を

あげている。

又この他にもイシターシ学生，その他の団体の見学

など都民に直接，間接に貢献する所が多い。叉設備の

点でも検査業務の能率化を計るため，検査室と培養基

製造，消毒室聞との間にエレベーターを設置し，時間

と労力を著るしく節約することができた。

なお29年の綜合業務成績は日lj去のとおりであ毛c

( 8 ) 



(1) ～12月〉 微生物課（ 7出張所検盃数を合む）

立

註太字け、陽性数を示：す（T,P,PA数を含む）o T！土チフス， P!i:ノミラスチフス， PAはパラチフスA菌を示す。
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細菌部取扱件数（最近 3年間）

2. 寄生虫諜

寄生虫，原虫の検査を行っており， 29年の険査件数

は205,979 ft！こと28年より約5万件の噌加を見せている。

このうち学生，生徒の団体依頼がその大半を占めてい

る。

その陽性率を：検討してみると26年には34J;.;,27年に

は28タム 28年には19タム 29年には17ガと連年陽性率が

蹴少しており， 26年当時からみると，実に半被してい

る。学生，生徒に対する集団検査が，その駆虫にいか

に貢献しているか，この数字がはっきり示しているの

( 9 ) 
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その｛也は赤痢菌を示す。



(3）業務成績年 細菌部寄生虫課
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毒予防剤殺虫剤の効力試験を行っている。そ体の：検査

は三戸j品分室においてペスト及びナノレモネラ菌の検査

を行い，昨年とほど同数36,940匹のそ体を処理した。

薬剤効力試験も昨年と同じく 73件について実施し

た。なお本年度の綜合業務成績は別表但）のとおりであ

その他， 7月に者1.1公衆衛生部からの委託で市飯野菜

365件について強制検査を実施した。

また特殊なものとして清浄野菜の虫卵検査，水道局

の汚水処理場の汚泥の虫卵検査などを行った。なお本

年の綜合業務成績は日u表（3）のとおりである。

3. 鏑生動物課

そ休‘昆虫に関する検査，発疹チフスの検査及び消

る。

( 12 ) 



1月～12月〉 細菌部衛生動物設

＼＼＼＼検
査

品目 菌 音rs 三河島分室

項 目 1二.＇.＿）~ヘ 検査数 十 検査数 十 検査数 十

鼠 36,940 36,940 

発 ワイノレブエリックス反応 14 一 4 

疹

ナ 補体結合反応 ← 

ブ

ス 4 14 一

イ ンブノレエンず 15 一 15 一

I] 本 I国 炎 578 183 一 578 183 

一一一一一一一一一一

薬 剤 効 ブ3 試 験 73 73 

680 183 36,940 37,620 183 

4. 臨床試験課 に応えている。

医師の診断に必要な血液，民，尿，脳脊髄液などの 本課の研究は主としてカノレνクム及びマグネνクム
検査を行っており，一般医師，病院からの依頼が件数 代謝で，その他に癌の化学的診断法， d任娠反応に関す
の大部分を占めている。 る研究も行っている。

本年の受付件数は昨年の2,005件を大巾に上廻る 多種多様な検査種目に対して優秀な精密機械とこれ

8,407件と去う数字を示している。これは4班に分れた ら研究に基く高度な技術とにより，他施設の検査不能

収集班の威力がその成果を表わしたものと思われる。 の難試験もよく消化して面白を全うしている。叉本年

現在収集班の活動している区域は文京，台東，豊島， はとくに学童の集団検尿を実施して学童の健康保持に

新宿，千代田，板椅，北などの各区にわたっており， 貢献することができた。なお本年の業務成績は別表倍）

検体の収集処理を速かに行って病院，医院各位の要望 のとおりであるO

( 13 ) 
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その事業対象はim民の公衆衛生に密接に関連してい

る公衆浴場，興行場，理美容所などで都民の日常生活

に直接にふれるものが多い。 29年に行った主な検査は

大部分が民間の依頼試験であって， ピノレ， 工場の空

気，有害ガス試験の外，各種器具の衛生試験や効力試

験を行った。

また本年は首都建設委員会に協力して都内各所にお

けるピノレ3 工場などから排出される煤煙について調査

を実施し，有益なる資料を得た。

なお，本±1三の業務成積は別表（6）のとおりである。ff1~￥日
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2. 栄養諜

部民の依頼による食品の成分分析，栄養価の測定，

栄養調理の指導などを行っている。
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諸種の環境衛生学的試験研究を行っており，その中

心をなすのは空気の衛生試験であるが，主な項目をあ

げると，（1）空気，日光，騒音に関する事，（2.）住民およ

び衣服衛生に関すること，（3）ぢん芥y し尿その他汚物

処理に関すること，性）その他衛生に関すること，とな

っている。
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従来多くの人々は台所を家の中で最も惑い場所に置 ていささかでも都民の食生活改普に寄興できるなら

いて何の疑いも持たなかった。しかし全家族の食事を ば，真に幸いであると思っているO

あずかる台所の占める意義は，保健衛生的に見ても， 木年行った主な調査研究としては， 「東京都におけ

経済的に見ても真に重要なものである。いわば台所は る栄養摂取状況第8報Jとして，公共職業安定所にお

一家の心臓部とも云うべき要所なのである。本語！とし ける登録日雇労務者の栄養撰収状況についての調査が

てはこの台所の持つ意義を認識することから都民の食 ある。

生活の改善に着手したので、で、ある。調理は単に食物を 都内には凡そ4万人の登録日雇労務者がいるが，浅

とると云うのではなく，適切な種類の栄養をとること 草山谷，滑川，石浜界隈など‘に住む人々のなかには人

が根本なのである。誤れるこれら食生活の実態につい 生の落伍者と自称し乍ら働いている人達がある。彼等

て反省を求め，正しい認識と食習慣を養うために，機 の生活は全くの風まかせ的態度で，その日その日の府

会あるごとに調理指導聞においてこのことを強調して 料と食事代をやっとの思いで払っている。そして1日

来た。即ち学校，幼稚園， PTA会，主婦連合会，事 の労働を慰める一杯の焼酎，パチンコ代なども食費を

業所の女子青年部員などに対してである。これによっ つめることによって生み［：！：＼されるのである。彼等は専

( 1（）〕
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用の簡易金堂，露店などで食事をとっているが，この

特殊性を対象として彼等の食生活の実態を把握する目

的で，当局の協力を得てこの調査を実施した。なお芝

浦荷役の重労働汗についてもこの制査を行うべく準備

r:j:iである。

叉南氷洋産冷凍鯨肉の栄養価については，鯨の各部

位にわたり分析を行った結果，動物蛋白i干lのアミノ般

に遜色のないことを明かにした。更に鯨肉の冷凍に［)5;~

し，その凍結方法と謝！解がDripの多少に影響を及ぼ

すのに関連して，その化学機構ならびに栄養について

追試したO

この他，学校給食の実態調査を実施したが，新宿区

教育委員会の協力を得て，区立小学校32~交の献立聞と

実際面に果してどのような蓄があるか，また給食用ノミ

シの製造元による栄養成分，調明器具及び食器類の汚

染！変ならびに調l'H室の落下細菌などについて諦1査を行

った。

本年行った依頼試験の内訳は，穀長22，魚類17，菓

子煩16，し好飲料18，調味料43件など、が主なものであ

った。

産業部門の飛躍的発達，躍進に伴って産業廃7k，ま

たド7k，河7k海水の汚染度などに閃する検査も顎裏•］:Lt

を加えている。

J ：水道は当日！と八王子，青梅雨diの依頼によって毎月

一回づL出張検査を行い，衛生自主環境状態，試験成績

に基いて必要な注意事項を指示している。

本年は者／）公衆衛生部，保健所の協力を得て公衆浴場

7k，水泳プーノレ7kの実態調査を行った。

また大島，八丈占手九三宅島・の夫プk，都内各プーノレプ'k,
海水浴場の海水など 895件について放・射音色の検査を実

施した。結果は 1,2の例を除色カクント数は基準量

以下であり，またカワント数の高いものでも半減期の

短いものが多かった。

この他三多摩地区数ケ所に起きた升二水の汚染問題に

ついては，地元保健所の協力を得て都公衆衛生音f.とと
もにその原因と汚染源の探究に努めている。なお本：年

の業務成績は別表（9）のとおりである。

イ牛

7,000 
l-個・醐

なお，木年の業務成績はりiJ表（7)(8）のとおりである。 。ω

50・一一－

10 

30 

20 
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生活衛生部栄養課

3. 水質課

本謀は水の試験検査に関する業務を担当している。

すなわち飲料水， 工業用水， ！：下．水， 廃7J<:, 河水海

水，浴場7k，プーノレ水などの:im化学的，徴生物学的試
験を行い，また温泉法による水質i会査，清掃j去に：！託制

される検査などを行っている。

依頼試験は井水，さく泉水がその大部分を占めてい

るが，とくに食品衛生法による食品関係営業者の井水

検査はiヨを追って哨加し，本年は 4,322 {t［二と昨年より

約900fl二の明加となっている。

600 /I'.. 
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生活衛生部水質課

IV 食品獣医部

1. 食品課

乳肉魚介を除く一般飲食物についての衛生行政試

：験，食付＝；毒の理化学的，細菌学的検査ならびに都民か

らの依頼検査を行っている。

本年は行政［負！本5,091件について検査を行い，また

歳末には都公衆衛生部，各保健所と協力して現場一斉

検査を実施し， 4,522 {ti二の検体を処mしたO 行政検体
のなかには人造氷93件，活涼飲料水の一斉検査， ih毒
原図調査55{Lj二など、がある。歳未一斉，除査ではメタノー

ノレ検出酒f績を含む299件の不適i完1を出している。

調査研究事項としては，病変米菌生産色素の分離な

らび、に毒素の抽出の研究のため， Il4Jtr入三！と検体 39件，討

料11,700粒について培養試験を行った。

( 19 ) 
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く高まることを実験的に証明した。

なお木作の業務成績は別表（10）のとおりである。

2. 製品謀

本謀で担当している業務は，食品衛生法第14条によ

る食品，添加物，器具又は容品包装の：検査である。従っ

て試験の対象となるものは合成菰味料，合成着色料，

合成膨脹剤の申請品が多く，ついで‘器具及び容器：包装

の依頼品である。

合成調味料の主原料は溶性ナヅカリンとズノレデシで

ある。これを混合製品としたものと，＼にこれ等をで

んぷん，煎糖，ぶどう糖，乳糖，食境，童‘曹などを用

いて混和稀釈し粉末又は錠剤としたものである。

申請品の主原料は溶性サグカリシ，ズノレチシである

がいずれも良品が多しよう融点の低いものは殆どな

く，不適品は稀である。然しながら最近収去品のなか

には不良品が多数発見された。特にズノレチンとして定

置する部分には不純物が多く混和された形跡があり，

融点の低いものが屡々認められ，叉鉱物質としてカノレ

ジワムやマグネνクム塩を多量に合，｛ノだものもあった。

合成着色料は食品衛生法で、は食用色素として24積績

が許可されているO 本課で、は混合又は混合稀釈の製.，安1

を試験している。最も多く使用されるのは赤色のもの

であって，次いで貰色，青色のJI民となっている。赤色

のものではアマラシス，エリスロνγ，ニユーゴクν
シ3 ヱオνン，ブロキνシ，ローズベンガノレ，黄色で
はナプトーノレエローS，タートラジン，サシセグトエ

ロー，青色ものはブリリアントブノレワ，イシジゴカー

ミンなどがある。混合色素の色調は紅，赤.Yt：，緑，

小豆，チョゴレートなどが多い。
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OoJ業務成績年報（昭和29年1月～12月）

取 扱 丘ー 安t

混合稀釈色素は稀釈物として，水，でん粉，デキス もよく，叉有害ー！生金属を含有するものもない。 ζれは

トリシ，水飴，食塩．ぼう硝，j報開，ぶどう糖又は乳糖 原料として使用される重曹，明ばん，酒石酸，重潤石

に限り｛克mを許可されているが，その内でん粉，食境 酸カPワム，酸性リシ酸石灰，塩化アンモシなど、の訂l

がよく使用される。最近の傾向として混合稀釈色素よ 質が良くなったことに起因するものと思われる。

りも混合色素の製品検査が多く申請される。これは各 申請品も収去I品も共に試験成績は良好で、あるが，な

家庭より色素使用業者が多く消費しているためと思わ かには稀にヨード液を脱色する還元性物質を合有する

れる。 疑いのあるものがある。

試験結果から見ると少数ではあるが不適品が認めら 器具及び容器包装は金属製品p 陶磁器の製品ともに

れた。イシジゴカーミンに鉄分を多量に含有するもの 最近衛生上の問題となったものもなく，叉試験も少数

や．ブロキνン，サシセタトエローなどに不純色棄を である。

検出するものが不適理由の主なものである。 合成樹脂製品中尿素樹脂製品は多数取扱ったが，着

合成膨脹雪ljは食糧事情の関係で毎年申請品の数量が 色料の色素も漸次改善されて，試験による溶lil色素は

ぜん増の傾向にあり，不適品はほとんどない。発泡力 僅かである。ホノレムアノレデヒドや石炭酸を溶l:l:lするも

( 22 ) 
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食品獣医部製品課年報 （昭和29年1月～12月）績成同業務
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食品衛生夏期対策要綱による），及び依頼品（会社，都

民〉などで，その種i績は市乳，アイスク Yーム，パター

などを主とし，その他乳製品全般にわたっている。検

査は厚生省告示，食民i衛生険査指針により，年間の受理

検体は収去品1,845件，依頼品518件，計2,363件に上

ったが，本年は依頼検査が著しく増加し特に， 4～9月

にわたりアイスクリームの規格適否検査が多かったO

(3) 食肉，魚介並びにその加工品の検査

検体は前項と同じく11:x去品及び依頼品を主とし，そ

の他これらの食品に起因したと疑われる中毒検体など

で，その種類は多いが生肉，ハム，ソーセーヂ，魚一次

加工品，ねり製品などが主なものである。：検査はおi

むね食品衛生検査指針により，感応，理化学的，細菌学

的に行い，年間収去品 3,761 f牛，依頼品 121件，中毒

検体51件，計3,933件を受理した。上記のように本年

取扱ったi:j::i毒検体は例年に比し著しく多かったがこれ

を月別，原因食別に区分すると第1表のとおりである。

のとおりである。

(1）狂犬病の検査

本年中に都内各保健所，捕獲犬抑留所などから疑似

狂犬病検体として犬251頭，猫20匹，猿7頭，らま 2

頭，計 280頭を受付け， これを病理組織学的検 査

(Negri1J、体，非イヒ膿性脳炎），補体結合反応，動物試

！換などにより狂犬病と決定したもの犬43頭，猫1匹，ら

ま2頭，計46頭で，（受付数に対する陽性比は16.4ガ）

昭和23年本病流行以来の最低数を示した。検体として

猿（7月丸子多摩川園），「らま」（ 9月上野動物園）なと、

動物閣の鑑賞用動物が送られ，検査の結果猿はいず、れ

も非狂犬病で、あったが，「らま」は2顕とも狂犬病と決

定したことは，本病流行史上から見ても特異な例であ

った。なお本年中の検査成績及び「らま」の検査成績

などの詳細については別稿記載のとおりである。

(2) 牛乳々製品の検査

：検体は食品衛生法に基き，都公衆衛生部及び各保健

考

その他は吐物

昭和29年月別，原因別中著書検体
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所から送られる収去品（公衆衛生部の一斉検査計画，

なお，昭和29年中の乳，肉関係一斉収去検査は第2

表のとおり合計・15回である。

当課の業務概要は以上のとおりであるが，この｛也各

々分担業務に従い次のような調査研究を行った。

付） 狂犬病野外毒接種マワスによる病毒，補体結合

抗元， Negri小体の発・現時期について。

（ロ） 顎下！県を用いた補体結合反応による狂犬病診断
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昭和29年中！こ行った一斉牧農検査状況第2表
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生クリームの鮮度，脂肪；検査

バターの色素及び衛生検査

粉乳の細菌検査

アイスクリームの規格検査

挽肉，こまぎれの衛生検査

アイスクリームの規格検査

＊粉乳の衛生検査

魚介及びねり製品の衛生検査

アイスクリーム規格検査

市乳々飲料の規格検査

肉加工品の衛生検査

チーズのダニ検査

粉乳のダニ及び衛生検査

生肉，々力fl工品の衛生検査

マーガリシ

午乳々製品 10回，

数的自び及象交す査，検検査月日

3. 8～ 3.17 

5.24 
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1 5回食肉魚介とその加工品

音ID豊島保健所などから77件が送られ何れも報告した。

一般の依頼試験としては年間 633；件で，その＇＊ tイじ学
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陸薬品第一課

29年度における業務は行政措置によるもの，一般依

頼，ならびに補給業務に伴うものその他，計4,091件で

ある。薬事衛生課よりの行政検体は局万試験，定性定

量試験，動物試験など 3,018 ｛＇＝！二で，本年は特に 4月中

にジアスターゼ，パンクレアチン，合主唐ぺプνンなど

を主剤とした，市阪のいわゆる消化剤と称されるもの

の一斉検査を行い，試験件数は約600件に及んでいる。

この種製剤は不良品が多く発見され，今後なお相当の

改良を必要とする事を知った。叉7,8月の盛夏に入っ

て最近特に市場に濫乱し，一般家庭に迄進出している，

D.D.T.,B.H.C.などを主剤とした多種多様な殺虫剤

の一斉収表されたものについて，合量が適正か否かを

if:"-J l, ooo f:I二について険討したが，その結果は少数のも
のを除いて概ね品質良好であった。叉年間60件の覚醒

剤についても，共の各成分の鑑定詑びに定量を行って

いる。補給業務に伴うものはlJWj次被少の一途にあるが

総数363件で本年は偶然か D.D.T.,B.H.C，アノレコー

ノレの Hfi日に限られ， D.D.T.製剤は其の 55タムB.H.

c. 製剤は35がを占めている。何れも！！持人にI~~ しての品

質試験である。その他準行政検体として農林省薬事衛

生課，部財務局検収諜，予防両I~，環境衛生課（公衆衛生

( 28 ) 



試験 196件，注射薬の発熱性物質的強79f'I二，無菌試験

26件，封械332件で特に封械試験の依頼が目立って増

加し，その結果抜取試験の卜．適当と認めたもの12,100

本を封械しその品質を当所で保証した。内訳はグリセ

リン5,500本，クレゾーノレ石ケン液5,750本，その他ヂ

アスターゼ，乳糖，ワセリン等850本である。向， i十1小

メーカーの代行試験もj弘前通り相当の件数を処理した。

なお，本年の業務成績は別表ωのとおりである。
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化学試験部医薬品第一課

z. 医薬品第Z謀
本棋の担当栄務は製薬原料の試験ならびに生薬とそ

の原料の試験，およびこれに伴う調査研究である。取

扱件数は昭和:j28年に比べ一般依頼試験は増加している

が，収去試験は猷少となっている。しかし第二改王国

民医薬品集が近く公布され，そのJjx_載生薬約80品目に

ついて品質鑑定上よる所を示されることになった。こ

れは日本薬局方と共に公定書として規定されるもので

あって，将来生薬など｜監視業務の試験の卜．に誠に喜ば
しいことで、ある。

薬用植物閣は本年9)j11itF':J区rnn整JWにより約 100坪
をi闘力Ifし全面積は 300坪となった。この整理を行うと

共に従来の医薬用植物区，染料香料植物区，：布毒植物

f~ ， j在地植物区，薬m樹木植物区を整備充実し試m~J

種の標本植物を栽植した。植物品目の総計はお~250種

で更に増加に努力し，日常業務の試験資料とすると共

に，広く一般都民の見学に供し，薬用資源の知識啓も

うを計りつLある。

昭和29年の主なる業務の実際は次のとおりである。

(1）一般依頼

生薬そのものとしてはコνョク末，黒コνョワ，ゴ

＼ア豆外皮，セノレソ νード，セージなど，いわゆる香辛

料の品質試験が多い。これ等には確たる品質規格がな

いので類似生薬を以て偽和される恐れがある。

また製薬原料としては輸入屑茶中のカフェインの定

量（カフェイシの製造原料〉？甘草エキスの局万試験が

多く， 1rt1脂には棒1ra，ゴマ油の他，蛇油，卵黄油のよ

うな動物油脂の品質試験がこれに次いでいる。

(Z) 軽視業務

局方生薬7種51件および局万外生薬5種20件につい

て一斉収去検査を行った結果は次のとおりである。な

おこの試験においてグンノνョクコ 9件，マクリ 6件の

収去険体全部が不適になったことは注目に値する。そ

の理由は主として成分合量の不足と灰分著量である。
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きわめてまれな例であるが，ヒガンバナ球根（リコ

リンと称する有毒アノレカロイド合有）を玉葱と誤用し

たi十l毒検体があったO その他チンνョワ魚粉末などの

路傍肢売生薬の収去が若干挙げられる。

(3) 補給業務

環境衛生の一環として例年のことであるが， 5月か

ら9月のνーズンに30倍m除虫菊乳剤が前後47検体送
付された。イロJれも過であったが国家検定の解除により

品質が適否の限界にあるものも認められるので注意を

要する。

(4）薬用植物園関係

i) サフランの栽培条件と αークロテンならびに球

根明殖関係に関する研究。

本研究は文部省綜合研究班の薬用植物成分の Bio-

g:msisに関する研究の一員として 4年間の研究であ

り，本年度比3要素によるポット試験を迫試した。

ii）ベラドシナの栽培条件に関する研究。近く公布

栽培iiJ111謁を拡充して外国産薬Ill植物区を新設し約40 を予定されている国民医薬品集にベラドンナ葉，ベラ
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ドγナ根が収載されるに至ったので、長野県より種子を

入手し，本年は発芽条件の調査研究を実施した。

なお本年の業務成績は別表制のとおりである。
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化学試験部医薬品第エ諜

3. 陸薬品第呈課

(I}麻薬

麻薬業務は昭和26年麻薬行政組織の変買．以来，折に

ふれ行政上の必要から家庭麻薬など、の一斉検査が行わ

れて来たが，送付される不正麻薬は一般に被少を示し

ている。本年も麻薬の；検体は少かったが，行政上の見

地から麻薬試験法の確立は強く各方面から要望され，

厚生省においても麻薬試験法の研究を要望課題として

一般に優秀な試験法を公募している実情にある。本課

においても昨年に引続き研究を行い，成果として別掲

のような論文2題を学会に報告した。

(2.）化粧品

昨年化粧品の一斉検査を実施したので，本年はその

成績に対する反応の現われる時期であって，外部にあ

っては，化粧品用色素の許可範囲拡張が厚生省に活畿

に陳情され，枇素含有の多い二酸化チタニワムの処置

についての検討などの2行われた。本；i果における検休は

数字の上ではや低調で、あったが，住粧品の傾向として

特殊有効成分の配合が流行しており，その著しいもの

にクロロブイノレがある。行政上の見地から 9月にこれ

に対する一斉，検査が行われ，試験を行った。歯．膳，化

粧品中のクロロブイノレ試験法の公定法を欠くため結果

を出すのに難渋したが，これを機会に，これらの試験

法の研究を行い，きわめて感度のよい定性的試験法及

び定量法を得て学会に発表した。

(3) 用具，衛生材料

行政険体，依頼検体共に空前の検体数を処理した。

すなわち 6,7月には東西メーカーの製品をほとんども

うらした，ゴシドームの一斉検査を行った，成績は概

ね良好で、あったが，ピンホーノレの認められるものがか

なり発見された。ピンホーノレの試験法は公定法では煙

試験法を採用しているが，これに対して批判の芦があ

り，科学的試験法設定の要望があったため，厚生省に

おいて検討・することになり，木課に対して諮問が行わ

れ，数次に渉り会合し，電気テスター法について検討

することになった。そこで、実際に本課において市販ゴ

ンドームについての試験を実施して，そのデータを提

出し，公定法の変更を見るに至った。

ゴンドームと併行して 7,8,9月には詐剥・筒，注射針

の一斉検査が行われた。注射針は一般に品質の上昇を

見るに至り，不良品は少かったが，注射筒は耐熱耐寒

試験において多数の不適格品が発見されたのは注目に

価する。脱脂綿は年末に近く，関西で出現したスブ

混入品の問題が全国的の事件となり，東京都において

も，これらの一斉検査を行い，都内メーカーの製品を

試験し，スブ混入綿6{ti：を発見する成果を得た。

試験法は第五改E日本薬局方？ではヨードエオジン法

を採用しているが，本課においてこれと併行してヨー

ドカリワム法を実施し，良好な成績を得た。

なお，本年の業務成績は別表制のとおりである。
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化学試験部医薬品第三課
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の

積 数 うE 力n 顕 メヌとま¥j 
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靭 曲 重 ，｛申 沈 そ 上じ 1谷「 競 熔 、tt 三E区コ 7染 ~tll 溜 感 酸化 誘 解 融 定 そ 菌
他
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頼 付身 査 L会 試

試験 試験
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東京都内のネコの Salmo問 Ila保菌状態
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ならびに大腸菌について

微生物課細菌部

良F

率コの剖検所見：糞便の性状と菌検出には特別な関

係は認められなかった。叉148匹の血、請につき s. 
typhi, S. paratyphi A, S. paratyphi B, S. para-

typhi Cによる Wida！反応を実施した所， S. para-

typhi Bに 1:80凝集したのが1例あったのみで，他

は1: 40以下で大部分陰性（ 1 : 20）であった。叉検

出された S. enteritidisによる当該ネコ血滑に対す

る競集反応3は陰性（ 1 : 20）であった。

(2）大腸菌165株中0-1～0-25に属するも¢は125

株（75.7ガ）で，その内訳は次のとおりで O～6,0～ 

8, 0～17, 0～2等に属するものが多かった。（第2表）

r1r 

ネコより分離した大腸菌の Serotype 

朱・

考諜：既報のとおり，東京都内のネズミおよびイヌ

についてしらべた｜取の Salmonella保菌状態は，ネズ

ミは 1,028匹i二｜二I21回（ 2 %), イヌけ、 204凶rcjc120 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

菌

園内における各種小動物聞の Salmonella分布状態

を明かにし，食物中毒の実態を明かにするために，我々

は東京都内のネズミから分離した Salmonellaならび

にShigellaC1），同じくイヌから分離したSalmonellaC2)

について報告して来たが，今回は都内のネコのSalm→

onellaおよび大腸菌の保菌状態および菌型について調

査研究を行うため，当所細菌部では杉並，板棺出張所の

協力により昭和29年1月から同年2月に至る閥， 154

匹のネコについて調査した結果について報告する。

材料ならびに方法

東京都内で，購入あるいは提供されたネゴ 154匹を，

屠殺解剖し，その肝・牌・腎・腸間膜淋巴節＠大腸内

容 e尿を， SS寒天・ B.T.B.乳糖加寒天に培養すると

共に，各材料の一部は Kauffmann培地で摺菌後，再び

同培地に分離培養し，型の如く菌を同定した。叉55匹

の大腸内容の直接培養から得られた大腸菌165株につ

き， 0-1～0-25 まで Serotypeの分類を試みた。

研党結果：（1)154匹中2Vli (1. 3%）から S.enteri-

ti disが検出された。（第 1表）。内 1匹は肝臓・牌臓

から直接及び増菌培養により，腸間膜淋巴節からは増

菌培養で証明された。他の 112-G.は腸間膜淋巴節のみか

ら増菌によって証明した。

第2表

( 33 ) 
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izg (9.8%）で，ネズミは S.enteritidisが大部分で

S. paratyphi A および S.typhト・muriumがごく少

数検出されたに過ぎぬが， イヌでは S.derby, S. 

thompsonが主で，その他S.paratyphi A, S. typhi→ 

murium, S. newport, S. enteritidis, S. anatum, 

S. senftenberg等多数の菌が検出されたn 之等の点
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から見ると，ネゴはネズミに類似の成績であるのは興

味深い。之等の小動物および家畜は人の生活と密接な

関係があるので，このようにかなり高率に Salmonella

を保菌することは注目すべきf事である。しかし大腸内

あるいは尿以外の臓器内の保菌が公衆衛生f：－.ど、れほど、

の意義あるかはさらに研究の余地があるものと考える Q



目 東京都内の健康者の Salmonella保菌状態について

国内における各種動物に存する Salmonella,Shig-

ellaの分布状態、およびその菌種の実態を明らかにしあ

わせて食物中毒の源泉を追求する研究目標の一環とし

て，我々は都内のネズミから分離した Salmonellaな

らびにShigellaC1），同じくイヌから分離した Salmon-

ellaC2），ネコから分離したSalmonellaおよび大腸菌（3)

について報告したが，今回は都内の健康人の Salmon-

ellaの保菌状態およびその菌型について，昭和29年

7月から昭和30年6月までの間に9,903名の糞便につ

いて調査した結果について報告する。

材料ならびに方法

健康者糞｛買を直接， SS寒天， B.T.B.乳糖却i寒天

に培養すると iもに，Kauffmann培地で増菌後｜司様培

地に培養して菌検索を行った。分離菌はまず T.S.I.

変法培地で乳糖，貯、糖の分解能， H2Sの産生能，ブド

ー糖の分解およびガス！窓生，運動の有無，インドーノレ

反応，クレアーゼ等について検し， Salmonellaに該

当した性状を存するものについては，さらに詳細にそ

の生物学的性状および免疫学的性状検査を行い菌型を

決定した。 （第 1表〉

成 績

9,903人の｛建康者糞便から Salmonella5除（0.05ガ）

が検出され，此等ーはすべて憎菌培養から分離された。

分離菌の性状

I)生物学的性状

分離菌はいづれもグラム陰性の梓菌で運動を有し，

乳糖，庶糖を分解せず，インドーノレ（ー）， ワレアー

ゼ（一），ガス（＋）で詳細は第1表に示すとおりで，

その他の性状も Salmonellaに一致した。たど分離菌

はいづれも H2Sを産生せず， うち2株は免疫学的性

状で明らかなように S.derbyに一致したが，S. derby 

で H2Sを産生しない variantの報告は知られていな

いようである。

Il)免疫学的性状

SalmoneilaのO，ならびに H国子血清を用いて分

離株の抗原構造について調べた結果，

細菌部徴生物課辺野喜 五 夫

松井清治

門野義雄：

( 35 ) 

挺同町wm誕

菌
斎道株 熊谷株 ! 斉金株 且株野

株

Glucose ⑦⑦⑦⑨  

Mannitol 十 十 十 十 ート

Dulcitol 十 十 十 十 ート

Sorbitol 十 十 十 十

Inositol 十 十

Maltose 十 十 十 十 十

Arabi nose 十 十 十 十 十

一 Rhamnose 十 十 十 十 十

Xylose 十 十 十

Trehalose 十 十 十 十 十

Dextrin 十

一
Adonitol 

Salicin 
般 一
Saccharose 

Lactose 

M. R. 十 十 十

v. P. 
Urease 

性 Citrate 十土 r、十~、土
十 十

Indol 

Rham. 十 イー ート 十

伺おa> 
Ara. 十 十 十 十

一
Dul. 十 十 十 ート

:1犬 Gul. 十 ート 十 十

Rham. 十 十 十 十
一一
Ara. 

N> 官。
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N> 

Dul. 十 十 十

Gul. 十 十 イー 十
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とについて比較すると S.paratyphi A はネズミおよ

びイヌから検出されており，叉 S.derbyはイヌから

かなり高率に検出されている。 叉 S.senftenbergの

検出例だけについてみればp 小島等の成績に近似して

いた。 我々が報告して来たネズミ (2. 04%), イヌ

(9.80%），ネコ（1.30ガ〉の検出率は別としても，小島

等の健康人よりの検出率（0.25ガ〉に比し我々の今回

の健康人よりの検出率（0.05ガ〉は著しく低率である

が，その批判はひとまずおくとして， S.enteritidis, 

S. typhi等の保菌者が非常に少くなっているように考

えられることは注目に値することである。

S. paratyphi A 1. 2・12:a，ー， 1株（近藤株〉，

S. derby 1・4:f, g，ー， 2株（斉金株，星野株），

S. senftenberg 1・3・19:g¥ s, t，ー， 2株（斉道株，

熊谷除〉，であった。

昭和11年小島等（4）は東京市内在住健康人 10,956名

の糞便より Salmonella28株（0.25ガ）を検出した。う

ち s~enteritidisが大部分の21株を占め， s. typhi 3 

株， S.senftenberg 3株，その他1株であった。上記

成績および我々が都内のネズミ，イヌ，ネコから分離し

た Salmonella菌種と，今回の健康人についての成績

按考
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松井清治
依旧三郎
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東京都西多摩郡に j泣ける鼠よ

の検索と悲虫の調査成績
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2. リケッチアの検索： ねずみの牌臓の生J:1TI食塩

水10倍乳剤 0.25ccを一群3匹のマワス腹腔内に接積

し，が~14日の間隔で、その牌臓混合乳剤を再びマクスに

継代接種し， 5代迄観察したO なお細菌汚染の恐れの

圏）

神糸JI)if!-, 

略

くコ削減謝

西多摩郡略図

郡塵d’ ~ 

青梅保健所

（西東京都西多摩郡下に原悶の明らかで、ない発疹性疾患

の存することは，一部開業医家の既に注目するところ

であった。近年横浜市鶴見地区，伊豆七島，その他関

東各地において，一種の悲虫病の存在が報告されるに

及んで，西多馬草地方におけるこの不明疾患に対しても

亦同様の疑がもたれつLある。そこで本疾患の誠査を

目的として，衛生局予防部および青梅保健所は患者の

発見につとめる一方，昭和29年2月から30年2月まで

の問，京・11下の野そ（鼠）を捕獲し，都立衛生研究所細

菌部は之等からのリケッチア検索と惹虫幼虫の採取お

よび同定を行った。未だ例数は少し統計的観察には

不充分であるが，現在迄得られた成績を報告するO

実験方法

1. 悲虫幼虫の採取および同定： 捕そ器を用いて

野外で捕えたねずみを封筒に封じて運び，黒紙の上．で、

全身を探して志虫を採取し，解剖後もその体を水を入

れた容器のとに2～ 3E=lつるして，付着している悲虫

のなるべく総べてを得る様にした。虫体はその総べて

をB3rleseoilで封じて顕微鏡下で同定したO

（昭和］29年2月～30年2月）

鼠 の 種 類 数 リケッチア

Apodenrns spcciosus speciosus Temminck （アカネズミ） 47 一
、

Mier叫 usmontebelli Milne-Edwards （ハタネズミ） 11 一

Mus molossinus molossinus Temminck et Schlegel （ハツカネズミ） 9 一

Eothnomys smithii smithii Thomas （カゲネズミ） 5 一

Rattus rattus alexandrinus Gefforoy （エジプトネズミ〉 13 一

85 一

( 37 ) 

出責成喪検7 チツケリと数、捕ニ鼠第 1表
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類種の虫常一

ω

号

＋ 

十十十十ート十＋

十

十十十

十十＋

ート

ート ート

ー「

十十

一「

十

十T. int 

T. pal 

T. pd 

T. fu 

T
 

1950 

Trombicula kitasatoi Fulmzmui et Obata. 1950 

Trombicula intermedia Nagayo, Mitamura et 
Tamiya, 1920 

Trombicula palpalis Nagayo, Mitamura et 
Tamiya. 1919 

Trombicula pallida Nagayo, Mitamura et 
Tamiya, 1919 

Trombicula tamiyai Philip et Euller. 1950 

Trombicula fuji Kuwata, Berge et Philip. 

ートートートートートーI-

十

+ 

T. ta 

G. s Gahrliepia sadusld Womersley. 1952 

Eushongastia ikaoensis Sasa, Sawada, Kano, 
Hayashi et Kumada. 1951 ＋ Eu.ika 

T. pallida(6）（鶴見〉は少数ながら認められた。なお，

T. intermediaのうちには定型的でないものが一部あ

った。すなわち感覚毛基根部の臓が非常に小さくて見

難く，叉背甲剛毛（AM,AL, PL) および背部剛毛

(DSA,HS）の校がやL細長く， T.palpalisのそれに

近い状態のものもあった。

2）志虫の分布状況： 西多摩郡全域について季節

を追っての調査ではないので，君・11下の惹虫のE確な分

布状態は分からないが，調査した3町7ケ村において

今日まで得られた基虫の種類をあげると第2表のとお

りである。最も広く見出されたものは T.fujiであり，

次いで Gahrliepia saduski, T. intermedia, T. 

kitasatoi, T. pallida，等であった。

3）患虫の種類と宿主との関係： 宿主1頭当りの

各種志虫の平均付着数を情主月I]に示すと第3表のとお

別平均付着数

ある材料にはベニνリンおよびストレプトマイジンを

夫々 1,000p/CCに加えた。

襲職成績

1. ねずみの種：績とリケッチア検索。

調査期間中に捕えたねずみは第1衰のように5種

類，~－！·85顕であって，アカネズミが多く，またカゲネ

ズミも少数認められた。何れのねずみからもリケッチ

アを検出することは出来なかった。

2. ねずみに付着していた惹虫幼虫の調査。

1）惹虫の種規： ねずみに付着していた悲虫は第

2表のように総数 982, 3属8種であった。このうち

T. fujiが 83.4%を占め，他は之に比べてきわめて少

数であった。惹虫病の病惑の楳：介者と見られ或いは疑

われている T.akamushi(l) （新潟，秋田）, T. scutel-

laris'.2)(3)(4)(5) （八丈島）等は認められなかったが，

第 3表 各種悲虫の宿 主

若； 虫 の 平 均 ［｝付 着 数
宿主の種類 宿主の数

T. ld I T. int T. fu T. pal T. pd T. ta G. s Eu.ika 

ハタネズミ 11 20.3 0. 5 I 。 1.4 0.3 。 0.4 。22.8 
アカネヌ：ミ 47 12.6 0.7 0.4 0.1 0. 1 0.02 1. 4 0. 1 15.4 

ハツカネズミ 9 0.6 。 0. 1 。 。 。 0.1 。 0.8 
カゲネズミ 5 。 。 。 。 。 。 。 0.2 
エジプトネズミ 13 。 。 。 。 。 。 。 。

85 I 9.6 0.4 0.2 0.2 0.1 0.01 0.9 0.04 11.6 

〔38) 



第 4表 F.I 7}1Jの各種悲虫の革均付費数

宿主 義 虫 の 平 均 付 語 数
月別 宿主の種類

l数 T. fu T. Id T. int T.pal T.pd T. ta G. s Eu. ika 

2 。 。 。 。。 。 。 。 。
9月エジプトネズミ 13 。 。 。 。 。 。 。 。 。

15 。 。 。 。 。 。 。 。 。

11月ハタネズミ 1 
2.0 。 。 。 0 。 2.0 。 4.0 (2) (2) (4) 

12月アカネズミ 5 
19.2 0.6 。 。 。 2.0 。21. 8 
(96) (3) (10) (109) 

1月アカネズミ 6 
24.7 。 。 。 。 0.2 4.5 。29.3 
(148) (1) (27) (176) 

アカネズミ 12 
21. 6 0.3 0.6 。 0.3 。 0.4 。23.2 

（~~~l ~：6 (7) ~~l 6~§ (278) 

ハタネズミ 7 。 2.1 。 。35. 
(2ii~~ (6) (15) (3) (2) (246) 

2月ハツカネズミ 7 。 0.1 。 。 。 。 1. 0 
(5) (1) (1) (7 

カグネズミ 4 。 。 。 。 。 。 。 。
30 
16.1 0.3 0.3 0.5 。 0.3 。17.7 、 (484) (10) (8) (15) (6) (8) (531) 

9 
8.0 1. 6 0. 1 0.4 0.1 。 0.1 。10.3 
(72) 

ci:6 
(1) ( 4) (1) (1) (93) 

3月カグネズミ 1 。 。 。 。 。 。 。 1. 
10 
7.2 P§ 0.1 0.4 0.1 。 0.1 。 ~~l 
(72) (15) (1) (4) (1) (1) (94) 

13 
1. 2 0.8 0.9 。0.07 。 1. 9 0.2 5.2 
(16~ (10) (12) (1) (25) (3) (67§ 

ハタネズミ 3 0. 。 。 。 。 。 。 。 0. 
4月

(1) (1) 

ハツカネズミ 2 。 。 。 。 。 。 。 。 。
18 
0.9 0.6 0.7 。 0.1 。 1. 4 0.2 3.8 
(17) (10) (12) (1) (25) (3) (68) 

註：（ 〉内は悲虫の採取数。

りであるO ~虫全体としての平均付着数はハタネズミ 4）義虫の季節的消長： 我々の捕そ数は少く，叉

が最も高く 22.8，次いでアカネズミ 15.4，ハッカネズ 同一場所で年聞を通じての調査ではないので，芯虫の

ミ0.8，カゲネズミ0.2，エジプトネズミ Oであり，叉 季節的消長を詳しく見ることは出来ないが，各種の芯

各種の志虫を通じて，その宿主はほとんどがハタネズ 虫の平均付着数を月別に表示すると第4表のとおりで

ミとアカネズミであるO 他の種のねずみは例数も少い ある。9月に得たねずみはエジプトネズミが多く（13),

が，苦虫の寄生ははるかに少なかった。叉各種の義虫 アカネズミは僅か2m;であったが，何れにも慈虫の寄

のIi1では， T. fujiの平均付着数がハタネズミ：もまよび 生け、見られなかった。 11～4月にはエジプトネズミは

アカネズミにJ七通して最も高く， filij者の間に差異を見 無く野そのみであって，この！日Jf~~J1t1に最も多く宥生し

HIし難い。他の種の芯虫については例数が少いので， ていた芯虫は T.fujiであるO その平均付着数は9

宿主の積類との相関関係け、結論出来ないが，ハタネズ 月(rJ:O, 11月は 2.0であるが 12月は急に高くなって

ミとアカネズミの間では大きな差異は見られないよう 19.2, 1月の24.7を最高として2月， 3月と下り， 4月

である。 は僅か 0.9となっている。すなわち T.fujiは1n. 
( 39 ) 



を］貰点とした秋から冬に多く見られるようである。｛也

の種の悲虫は例数も少いので季節的消長は諭ぜられな

いが， 11～4月を通じてその平均付着数は T.fujiに

比べてはるかに低かった。

総 錯

1.1[東京都西多摩郡において捕えた5種類，街頭の

ねずみからのリケッチア検索は総べて陰性であった。

2. ねずみから採取した基虫幼虫は総数982' 3属

8種であって，そのうち T. fujiが最も多くかっ広

く見出された。

3. 郡下の諒虫の分布，季節的消民，宿主の種煩と

志虫の種類との相関関係等に触れた。

本調査において義虫の同定は北里研究所小畑義男博

士の，叉ねずみの同定は国立科学博物館今泉古典博士

の御指導を受けた。ここに厚く感謝の意を表する。
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1V 都内某汚水処理場の汚水bよび汚泥の
寄生虫卵検査成績

緒言

腸内寄生虫卵の自然界における分布の根源は糞便に

ある事は申すまでもない。従って腸内寄生虫の予防撲

減の根本は糞便処理にあると言っても過言でない。糞

便処理の最も安全な万法は，完全なる水洗式便所によ

り下水道を通じ処理される事であるが，之は者lffljでな

ければ実施出来ない，しかしながら下水道に流れ込ん

だ糞便も，処理場における処理の万法のいかんによっ

ては，全然無害であるというわけにはいかない。

Vishnievskaya (1945）ソ聯の Bezlvnowの下水を調

査し，姻虫卵，鞭虫卵，萎小条虫卵および毛様線虫卵

を見出し，大部分の卵は生存し， Vassilkova(1934), 

Krovitsldおよび Artemenko(1934）なども同様な

報告をしている。 EloiseB. C, Donald 0, H. (1944) 

等は CincinatiOhio，において下水および泥を検査

して，寄生虫卵が， 6ヶ月聞はほとんど生存し，一部は

第 1閤 j号 水 の

細菌部寄生虫課今 国 義 盛

池沢茂

年余にわたるものもあったと言っている。

我々は都内某汚水処理場（都営）から採取した汚泥

およびこれを乾燥した乾燥泥について，寄生虫卵の検

査を行ったのでその成績を報告するの

検ー査方法

昭和29年9月から同年12月まで3間汚水処分場から

採取した汚水および汚泥を各々沈澱管に 1ccとlgずつ

取り，水を適宜注力11遠心沈澱し，上澄を捨て，これに

比重1.250前後の硫酸ヤグネνヤ溶液を注力H，再び遠

心器にかけ虫卵を浮遊せしめて標本を作り検査した。

検査成鰻

第 1回 (29年6月1日）汚水検体9件中最高虫卵

271f闘で姻虫卵231個，鈎虫卵2f国，東洋毛様線虫卵1

個，焼虫卵3個，鞭虫卵31個を見出し，最少は 4f闘でtl!Hil

虫卵のみを検出した。雌l虫卵はほとんど受精卵で細胞

内容は変化なく，わずかに変性卵をみとめている。

検 査 (29. 6. 1) 

材料1c.c・iこ！=iの虫卵の数 材料 1c.c.中の虫卵の種額及数
材料1.c. er千！の生死

（変性卵）（生）

A 621間 ｛鞭姻虫虫卵卵
59 

姻鞭虫虫卵卵
50 9 

3 3 

B 
4 II tl!illl虫卵 4 嗣虫卵 4 

c 35 II tlr担！虫卵 35 tl！回虫卵 31 I 4 

D 
3 II tl!lfll虫卵 3 自IOI虫卵 3 

85 II am使｜虫虫卵卵 77 鞭tl!f~I虫虫卵卵・', 71 6 

E 
8 6 2 

7 II tlrl~I虫卵 7 tl！回虫卵ー 6 1 

F 
｛鞭tl！回虫虫卵卵

79 
鞭曲目l虫虫卵卵

72 7 83 II 4 4 

G {ili鞭回虫虫卵卵 14 
1鞭1回虫虫卵卵

13 I 1 17 II 3 3 

H 

鈎鞭咽東蛾虫洋虫虫虫卵卵卵卵毛 231 4施鞭東蟻t-J虫虫洋虫虫卵卵卵卵毛 21~ I 
12 

27111 
様線虫卵 ~ I 

様線虫卵 1
3 

31 28 3 
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第 2回 乾操汚泥の検査 (29.9.11) 

I~ 
材料 1 瓦 I~二！の生死

材料1瓦 11=1の虫卵の数 虫卵 の 種類及数
（生） （変性卵〉

A 也37個 鞭ut回 虫虫 卵卵 301問 鞭tl!IBI 虫虫 卵卵 li伺// 111悶
7 // 。／／

B 47 If 鞭tlt@ 虫虫 卵卵
41 !/ ／／ 17 !/ 24 !/ 
6 If II 41! 2 II 

c 20 If 1鞭1回 虫虫 卵卵
14 ll II 9 II 5 II 
61! II 5 II 1 JI 

D 141! 鞭出ml 虫虫 卵卵 911 II 6 fl 3" 
5" II 411 l /1 

第 3国 乾 f集 汚 ；存， の 検 査 (29.12.1) 

材料、 1瓦中の生死
材料 l瓦中の虫卵数 虫卵の種類及数

姻虫卵
A 721国

鞭虫卵

姻虫卵
B 651! 

鞭虫卵

第2回 (29. 9.11）汚泥を乾燥したもの検体4

件中 lgの材料のなかに最高47個， di回虫卵41倒，鞭

虫卵6f闘で最少は 14個で姻虫卵9個，鞭虫卵 5f闘を

認め， 細胞内容の変化した変性卵約40%を検出して

し、る。

第3回 (29.12. 1）乾燥汚泥 2件で虫卵721固

と65伺を検出，姻虫卵は57個， 42個，鞭虫卵15個， 6

個であった。なお変性卵は75%を認めている。

結語

者I~内水洗便所より流入する下水を浄化する汚水処理
場の汚水汚混を検査した結果，汚水1c.c.中には甚だ

（生〉 （変性卵）

57flf!I tl！回虫卵 町田 511周

1511 鞭虫卵 4 ll 111! 

4211 II 8 II 3411 

23" ／／ 6 !/ 17 !/ 

多数の寄生虫卵を説明しているO この汚泥を天日で乾

燥せしめた後堆積した乾燥汚泥中にもなお相当数の鵠－

生虫卵を認めた。たどし乾燥した汚泥11二！の姻虫卵は約

75ガは細胞内群が変化し明かに変性卵と認められるも

のがあった。乾燥した汚泥を肥料として佐川する場合，

寄生虫感染の面から問題である。今回の汚泥の検査か

らすれば汚泥の腐敗醗酵等の現象により，寄生虫卵特

にtlt回虫卵は早晩死滅すものと考えられるが，なお相当

数の虫卵を含有しているので乾！燥肥料として使用する

場合は畑虫感染経路として一考を要するものと認めら

れる。
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v.昭和29年度臨床試験課の研究業績について

昭和 28年度に引続きカノレνクム，マグネνワム代
謝の研究を続行した。又一万新しい臨床試験課の業務

拡大を考慮、し，学校児童の検尿を行い，見るべき成果

をおさめた。その要旨は次のとおりである。

＠カルシウム及びマグネシウム代謝（第8報）

1. ＊＇＂号ン津射による血清透析性 Ca及ひ＇Mg量の

変動 柳沢文E 小笠原公1)

第26回日本生化学総会，東北大学医学部

4月25,26, 27日

健康な家兎にホノレモン剤を注射し，その血清総Ca,

透析性Ca，総 Mg，透析性 Mg，無機燐，総蛋白を測定

し，その消長を験べた。

輿裁方法

約 2kgの家兎を朝食を与えず，血液 2ccを採血す

る。その後ホノレモン剤を注射し，以後1時間，或は2

時間置きに数回 2mlずつ採血し， その血滑につき定

量を行った。

結果

1. Prae Hormon 100単位を家兎♀に静！泳注射す

ると，血、清総 Ca，透析性 Ca共に注射・後2時間で上

昇し， 24時間後も持続する。血、清無機燐は一時的に上

昇し，血清総 Mg，透析性 Mgは漸次低下する。血

清蛋白は変化しない。

2. Atonin (posterior pituitary hormone) 5～ 

10単位を家兎♀に皮下注射すると，血清総 Ca, 透析

性Ca共に 1～2時間後急激に低下し， 24時間に宝り

回復する。血清無機燐，総Mg，透析性 Mgは血清透

析性Caと逆相関である。

3. Thyradin (Thyroid Hormon) leeを家兎♀

に皮下注射した場合は，作用は弱いがほど Atoninと

同じF頃向がある。

4. Interenin (adrenal cortical hormone) leeを

家兎♀に筋注すると，血清透析性Caの多少の上昇及

び血清透析性Mgの低下が認められる。

5. Adrenalin 0. 5mgを家兎♀に皮下注射すると，

血清総Ca，透析性Ca共に急激に低下する。血清無機燐，

総Mg，透析性Mgは血清透析性 Caと逆相関である。

6. Insulin 5単位を家兎♀に皮下注射すると，注射

後2時間で低血糖となり，血清総Ca，透析性CaJ:lに

細菌部臨床試験課柳 沢 文正

著明に低下する。血清無機燐は2時間までは低下する

が，以後血清透析性Caと逆相関である。血清総Mg,

透析性Mgは僅かに上昇する。

7. Amolisin (Testosterone) lmgを家兎♀に筋注

した場合は血清総Ca，透析性 Ca共に遂次増加iする。

血清総 Mg，透析性 Mg，無機燐は血清透析性 Caと

逆相関である。

これに反し，家兎3に注射した場合は♀の場合と全

く逆であるO

8, Ovahormon Be11zoate (Esterone) 1000単位

を家兎♀に筋注した場合は，血清総Ca，透析性Caが

著明に低下する。血清総Mg，透析性 Mg，無｜幾燐は血

清透析性Caと逆相関であるO 家兎3では全く逆の結

果が認められ，著明に血清総Ca，透析性Caが上昇する。

この性ホノレモンと Caの関係は，乳癌及び前立腺癌の

如き Hormondependent cancerの機序の説明に役

立つものであると考えられる。

9. Oophormin Luteum (Progesterone) lmgを

家兎♀及び合に筋注した場合は，血浩透析性Caの著

明な低下が認められ，血清総Mg，透析性Mg，無j幾燐

は血清透析性Caにほど逆相関であるO 血清蛋白は変

動しない。

10. Gonadotrophin (P. M. S.) 10単位及び（Gon-

adotrophin) 15mgを夫々家兎♀に筋肉注射した場合，

血清総Ca，透析性 Ca共に著明な低下を示す。

Friedman氏法が尿i二十lGonadotrophinの定量法に

用いられるので Friedman反応陽性の家兎血清を！抗

べた結果同様に，注射前より血清総Ca，透析性 Caが

注射 20～24時間後低下する。然るにFriedman反応

陰性の家兎では反って血清透析性 Caが上昇する。叉

悪性）医療のFriedman反応でも同様の結果が認められ

るが，力価を唱すと反対に血、清透析性Caが増加する。

このことは尿中の Gonadotrophinと血清透析性 Ca

との低下とが比例するためとみられ，血清透析性 Ca

の測定により Gonadotrophin量が間接に定量出来る

と考えられる。

以上のホノレモシ注射による Ca及び Mg 量の変動

はホノレモシ量にも影響され，叉相互の関係も複雑であ

るので，これ~：の点に関して堤に検討したいと思う。
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2. カルシウム及びマグネシウム代謝（第9報）

労働時の Ca及び Mg代謝に関する研究

*PU沢文正藤井嘉寿2)3) 

第26回日本生化学総会東北大学

4 J=j 25, 26, 27日

私共は Ca及び Mg代謝の研究のーっとして朝夕

の血清及び尿のCaならびに Mg量を検索したO 測定

万法は Ca及び Mg は~Pll沢法，無険燐は Fiske&Sub-

barow法を用い，午前10時と午後4時における血清

及び尿につき分析を行った。その結果，血i告について

12名の平均値は午前総Ca10. lmg/dl，透析性Ca4.4 

mg/dl，総Mg1. 3mg/dl，透析性 Mg0. 8mg/dl，無敗

燐 3.4mg/dlであるに比し午后は総Ca9. 7 mg/dl，透

析性Ca3. fong/dl，総Mg1. 6mg/dl，透析性Mg0. 98 

mg/ell，無機燐 3.8mg/dlであり，労働及び年令により

多少の差異はあるが，一般に午後は午前に比較し，血清

総Ca透析性Caが低下し，総Mg，透析性 Mg，無機燐

の多少の t：昇が認められた。この透析性Caの低下/rl

重労働をした人に著明である。尿について 12名の平均

値は午前，総 Ca16. lmg/dl，透析性 Ca8. 3mg/dl, 

総 Mg5. 4mg/dl，透析性 Mgl.3m.g/dl, ~J!f;.j悲：燐 42

rng/dl，午後では総Ca19. 5mg/dl，透析性Ca11. 7mg 

/dl，総 Mg5. 7mg/dl，透析性 Mg2. 3mg/dl，無機

燐 54mg/dlで血消・と全く逆相関で総Ca及び透析性Ca

の排71世附加，総 Mg，透析性 Mg，無限燐の主11:7[1!猷少

が認められた。更に同一人の血清及びプエロチアン釘i]

法との閲に相関が認められる。このことは高野氏法の

本態である Kuperif errocyanid 穆質溶液焼結反応の

作用物質が尿中 Caイオンに帰していることと一致し

ている。然し高野氏法はMgイオンもかなり影響をう

けるので尿中にかなり Mg量の椴加している場合は防

害され多少数値に芝、がある。又 Sanbonmetabulator 

を用いた基礎代謝の BasalMetabolic Dateの備は，

透析性 Caと関係がある。然し本法はアメPカの計算

法を採用した数値で日本人の代謝とは多少差があるの

ではないかと思われる。

又家兎を日光浴及び温浴，水浴を行い，その前後の

血清・分析を行ったが，日光浴，温浴，水浴共に血清透

析性 Caの低下が認められる。

しかし日光浴の場合はすぐに回復し水浴の場合は低

下が少い。健康・人の温浴でも同様の結果が得られた。

これらは疲労によるものと考えられる。

の疲労については更に検討をするが，これにより疲労

が間接に測定出来るとすれば，私共はこの方法を「柳

沢・藤井法Jと呼称したいと！思う。
3.カルシウム及びマグネシウム代謝（第10報）

婦人科領域における血清透析性 Ca及び Mg
4〕5)6〕

量について 柳沢文正新井幸一

第73回日本生化学関東部会 )I［日天堂大学

11月20日

既に発表した;fPll沢法を用い，婦人科領域における血

清総Ca及び総Mg並びに透析M:Ca，透析性 Mg翠－

を測定した。

まず第ーにE常月経過期婦人12名につき 1日おきに

午前10時採血を行い，約1ヶ月余の血清分析を行った。

その結果月経週期とI血清・透析性 Ca及び Mg量とは

l>f~ 係があり，月経古iJIミlの平均値は血清総 Ca9. 98mg/dl 

透析性 Ca3. 76mg/dl，総 Mg1. 55mg/dl，透析性 Mg

1. lOmg/dl，無険燐 4.14mg/d／，月経第一日平均値は総

Ca 9. 85mg/dl, 透析性Ca 3. 72mg/dl総 Mg1. 55 

mg/dl，透析性 Mg1. 08mg / dl 無段燐 4.25 mg/dl 

である。叉月経最終日平均値は総 Ca10. 30mg/dl, 

透析性 Ca4. 69 mg/dl総， Mg1. 40 mg/dl，透析性

Mg 0. 88mg/dl，無l~~I燐 4.07mg/dl である。これは全

週期平均値総Ca10. 11 mg/dl，透析性Ca3. 99mg/dl, 

総 Mg1. 20mg/ dl，透析性 Mg0. 86mg/dl, 無j設燐

4.12mg/dlと比較すると差異ーがある。

即ち月経直前には血清 Mg，透析性 Mgが上昇し，

月経直後には血清 Ca及び透析性 Caの上昇が認め

られた。

この際各婦人全週期共，血糖蛋白は総 Caとほど相

｜珂であり，叉無j設燐は透析性 Caと逆相関であった。

叉月経古1112～15 日に血清透析・l~lミ Ca の著明に上昇す

るときがある。この平均値は総 Ca,10. 29mg/dl，透析

性 Ca 4. 80mg/dl，総 Mg1, Olmg;dl，透析性Mg

0. 64mg/dl，無機燐 3.51mg/dlで血浩透析性 Caが週

刊131十l最も高値でおりかつ銀民燐が低値を示す。これは

tr~ 9幸｜誌に述べた性ホノレモンと Caとの関係及び基礎体

温の変化と Caの関係より推祭し，排卵日と考えられ

る。これらのことは去勢婦人には認められない。

第二にfl{I:婦 106{7Uにつき月日ljによる血指分析を行っ

た。その平均値は総Ca9. 48mg/dl，透析性Ca3. 62 

m.g/dl，総 Mg1. 50mg/dl，透析性 Mg1. OOmg/dlで

前記の正常月経週j担婦人の全週JW平均値と比較し，総

HJ三のことから高野氏の提唱するように疲労が尿中 Ca及び透析性 Caの低下7J<..び総 Mg，透析性 Mg

Ca代謝と関係があるとすれば，柳沢法による尿l千i透 の上昇が認められたっと〈に鮭娠2ヶ月， 3ヶ月， 9

析性 Caが，疲労の重要な｜左！子であると忠われる。こ ケ刀， 10ヶ月においては透析性 Caの低下が著f!JJで，
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2ヶ月， 3ヶ月では総 Mg，透析性 Mgの上昇が認め

られる。このことは思｜抵と関係があると思う。

我々が提唱した VitaminK3が透析性 Caを上昇

するという考えから，この透析性 Ca低下の悪阻患者

にピ・K投与した結果透析性 Caが上昇し，悪阻症状

を軽快出来た重症患阻患者2{!ltlをあわせ報告する。

第三に分娩直後における母体制静脈血，胎盤後血，

！蹄帯血につき 13名の血清分析を行った。その平均は

肘静脈血々消総Ca9. 5mg/dl，透析性Ca3. 03mg/dl, 

総 Mg1. 02mg/dl，透析性 Mg0. 64mg/dl, 無l幾燐

4.30mg/dl で，胎盤後血々詰総 Ca9. 31mg/dl，透

析性 Ca4. Omg/dl，総 Mg1. 10mg/dl，透析性 Mg

0. 64mg/dl，無機燐 5.38mg/dl，叉l出市血清総 CalO.98 

mg/dl，透析性 Ca4. 95mg・／dl，総 Mg1. llmg/dl, 

透析性 Mg0.64mg/dl，無限燐 4.95mg/dlであるO

即ち！崎市血で、は母体血に比較し総 Ca，透析性Ca，無

機燐の著るしい明加を示すが Mg量は変化しない。

（区II略〉

4. カルシウム及びマグネシウム代謝（第11報）

唾液の総 Ca, 透析性 Ca量及び pHについて

相11沢文正新井幸一

第73回日本生化学関東部会， 11月20EI, JI国天堂大学

第 10報において正常月経周J{fj婦人の 1ヶ月間の血

清透析性 Ca及び Mg 量の変動につき報告した。今

回は唾液の総 Ca 及び透析性 Ca量につき報告し，

同時に pHとの関係について述べる。

実験方法

実験万法は前法と同様，総 Ca及び透析性 Ca量の

測定にはil~ll沢法， pH は水素イオン濃度試験紙を使用

し測定．を行った。唾液の採取は隔日に行い，被ι険者（正

常月経周期婦人4名）早朝j組床B'{tに， 3IB：蒸溜水lOOcc

にて口内清浄， 5分後に試験管内に lee の唾液を採

取し，遠心祝般の後測定を行った。なおそのl\t~同時に尿

を採取しその pH を測定！した。基礎体温は毎日早朝

起床時にmu;iーを行った。
実鶴結果

1) 正常月経周期婦人4名を 1ヶ月間mリjとし，その
l唾液の総Ca量は最高 9.lmg/dl，最低 2.3mg/dlで，平

均は 5.35mg/dl である。又唾液の透~fi··］~I: Ca量は最高

6. 2mg/dl，最低 1.Omg/dlで平均 3.05mg/dlであるO

2) llffi：液のlc[=i·）~Iミ Ca 量と pH とは，唾液の pH 1jr 

性に近い場合は相関を志：すが， l眼液の pHが比較的

酸性に傾く場合け、逆相！喝を示す。このことは基礎実験

を行った結果，歯牙より Caが溶解するものと考えら

れる。

3) l盟液の pH1ヶ月間の変動はほぼ一定の型式を

示す。排卵日と考えられる時期に唾液の pHは酸性

に傾く。

4) ！揺液の pHと尿の pHは逆柱Jl;¥Ejである

以上は研究続行中であるO その概説の主なるものは

下記の論文である。

相｜収文正，綜合医学，第11巻 9号， 529}:(, 1954, 

（医学書院懸賞入選論文）。

相［］沢文E，カノレジクム及びマグヰ、νワム新声霊法と

代謝（文光堂）単行本（1955）。

n百;FJJ29!r£

5. 癌患者血清及び尿の透析性マグネシウムについ
8) 

て ;j:J)JJ沢文E
日本癌学会，名古屋大学， 4月2,3日

癌患者 14名の血稿：と 6名の同忠者尿のカ／レνクム（
マク守ヰ、νクムならび、に刈噌！照としてわaつた｛建

の分析結果は次のとおりで、あるO

癌患者の血清総カノレνワム及び、透析性カノレνクムは

健康者に比し低く，反対に総マグネνクム及び透析性

マグネνワムは概して高値を示した。尿においても透

析性マグネνヲムが透析性性カノレνクムに比べて高備
を示した。然しかiる血清の透析性カノレνワム低下や

透析性マグネνワム増加は癌患者のみに民：有な現象で

はなく，疲労せる｛創素人又は妊婦の血清にも児られる

のみならず，一部の疾患、即ち宣告主結核，ネフローゼ，

熱性疾患，出血性素質事にも見られた。

第 1表健康人の血清分析結果
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第4表健康人尿の分析結果

I I 1総 Ca I 透析性向 I~% Mg！透ivr性除
名｜性 Img/dl I mg/dl I哩LE!I mg／剖
口 i小 1 91 只1 1自の1 7 A/ (I A 
... i・ u ~.A.. 、J 、，.』，，

I. 合 22.6 2.4 
T. 古 10.6 5.2 6.4 
o. ♀ 23.2 9.6 6.4 
Y. ♀ 33.0 10. 7.8 4.6 
IC ♀ 15.6 5. 9.2 1. 2 
I. ♀ 10.0 1. 6.4 。
K. 合 22.8 8.8 8.6 2.2 
s. ♀ 12.6 1. 6 2.2 2.2 
M. ♀ 13.8 3.4 7.8 2.4 
H. ♀ 26.2 14.2 6.8 2.8 

Cf: 
♀ 28.2 12.6 6.6 5.2 
♀ 25.6 13.2 7.8 5.2 

T. ♀ 20.0 12.6 8.4 7.4 
K. ♀ 11.6 5.4 1. 3 0.8 
F. 色 22.2 10.6 4.4 i：~ s. 平 8.8 5.9 3.6 
IC ♀ 21. 0 10.6 6.6 4.4 
A. 色 20.8 6.8 5.4 2.8 
I. ち 17.6 4.4 9.0 1. 6 

平均｛ 18.9 8.0 6.7 3.0 

6. 食品のカルシウムイオン測定法と測定値につい

で 柳沢文正藤井嘉寿

第8間栄養・食糧学会総会発表

5月10,11日（岡山大学，陸学部）

官、共は柳沢法1)2）を応用して食品Ca及びMgの測定

を行ったが3)4)' 今回は同法を応用して野菜に含まれ

ているカノレνワムイオンについて測定を行った。
測定の方法

試薬

1) 2.5×10-4 MoI クローノレブエノーノレアゾジオ

キνナフタリンジスノレホシ被ソーダ溶液
2) 2N NaOH溶？夜

3) 4%1彦酸安門溶液

4) 1ガ NaCN溶液

5) Ca標準溶液（lee中 20r)

実施

まず野菜を秤量し， ミキサーにかけて完全に粉砕

し，これをしぼってその液 O.lccド！二ICa合量が約lOr

前後になるように適当に稀釈し遠心する。この液O.lcc

を試験管にとり蒸溜水 0.4cc，試薬1)2. Occ，試薬2)

2.5cc，を加える。 Blankとしては，蒸溜水 0.5ecに

同様試薬 1)2）を加え，光電比色計の Transmittance

を30%に合わせて， 620mμ のFilterで透過率を測定

する。これは総 Ca量である。一万他の試験管に稀釈液

O.lccをとり，これに試薬3）を 0.4cc 加え，試験管

底部をたたきイオン化している Caを蕗酸と結合せし

め＇ 3分後試薬1)2.0ce試薬2)2.5ceを加え，正確に

3分後測定する。これは結合型 Ca量である。前者ーか

ら後者を3lいたものが Caイオン量であるO 食品に

Fe, Co, Ni, Mn のような妨害物質を合むものは前

述の稀釈液 0.5ecを試薬管にとり強アンモニア水1～

2滴を加え，之に 1%NaCN溶液 0.5ccを加えよく

混和し 40～50°Cで 10分時々振譲しながら加熱する。

この液 O.lecを上記の万法と同様にして総Caを求め

る C1h量〉。なお野菜により色素の影響するものは，
10%三塩化酪酸溶液をmいて除蛋白して総 Ca量を同
様にして求めるO これ等の透析性 Ca量は総 Caと透

析性 Caの量比より計算：で補正する。以上の測定と同

時に同一食品を灰化して，既報の食品 Caの定量法に

より総 Ca量を求めた。当実験に使用した野菜は昭和1

28年11月より昭和29年5月に至る迄の都内市販rfi!iで、あ

る。

結果

去に示す~II くで，）］！（イtによって利ーた総 Ca 量とミキ

( 46 ) 



ナーにより得た総 Ca量とを比べてみた。

jにFミイロ去 ミキサー粉砕に カノレvワ
食 i? 口 名

よる よる

総 Ca 総 CaIC透a析m性区 ムのイオ
mg g g y化率

白 菜 16.0 57.1 

キャベツ 10. 10. 2.6 25.2 

春 菊 50. 48. 21. 6 45.0 

;1 
尽 菜 32. 31. 10. 7 34.5 

一 ツ 環 5. 4.8 3.1 64.6 

つまみ菜 108.1 100.1 63.0 62.9 

サラダ菜 39.1 37.3 24.5 65.6 

大 j畏 葉 47.5 21. 8 45.9 

かぶの葉 57. 54.0 28.5 52.8 

さやえんどう 10. 9.8 3.9 39.6 

ね ぎ 9. 8.6 3.5 40. 7 

玉 ね ぎ 9.1 8.6 1. 4 16.4 

大 志良 19.9 19.3 6.4 33.2 

人 会'""' 15.0 7.3 48. 7 

iJ-,. ぶ 21.1 20.5 

高 10.2 10.1 3.2 

夏みかん 11.4 11. 0 9.0 

み か ん 16.1 15.5 0.9 

馬 鈴 薯 2.4 3.3 0.2 

(100g中含有量）

灰化による総 Ca量とミキサー粉砕による総 Ca

量の間に差を生ずるのは当然であるが，殆ど近いもの

と，そうでないものとがあり，大体その平均誤差は5

M前後であった。個々の野菜のイオシ化率を見ると，

つまみ粟，白菜，三ツ諜，サラダ菜，かぶ，夏みかん

等が高いように思われる。

総括

1) 食品特に野菜中に合まれる Caイオシ測定法を

報告した0

2) 同法に依る分析結果，つまみ葉，白菜，三ツ葉，

サラダ菜等の菜類に Caイオシが多く含まれてい

る。

7. 錨娠反応！こ関する知見（第1報） （継続〉

柳沢文：E 高野普七岸 政之10)

第14回東京都衛生局学会発表 日本医師会館

6月18日

当課における業務のーっとして Friedman及び

Mainini反応に依る姫娠反応を行っている。それに関

する成績及び2' 3の知見を得たのでここに報告す

るO 当課に依頼された昨年4月より本年4月までの 1

ヶ年間の姫娠反応の総数は第1表に示すように329件

で，その中 Frie出nan反応で、行ったもの 145件，＊

第 1表臨保試験課1年の姫娠反応成績

1. 総数329Hニ

妊娠反応

Friedman反応

Mainini 反応

2. 悪性紙毛上皮臨及び子宮外姫娠

姫娠反応

Friedman反応

* Mainini反応で、行ったもの 184件，そのうち中陽
性は前者が88件後者74fl：である。この外悪性紙毛上

皮腫と子宮外妊娠は Friedman反応で、 44件，そのう

ち陽性は 30件であるO 即ち姫娠反応，悪性臆療の試

第 1図 Gonadotrophin(RU) 15mg豊富露兎♀

に筋肉注討した場合

1b 
15 fho叫
~t 也、トかー

01 Ctt 
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之4

！験共に依頼件数の約半数以！二が陽性で、あったO 私共は

健康家兎に胎盤又は馬尿のゴナドトロピシを注射して

注射前後の家兎の血精分析を行い，その結果第1図，

に訳すように，血清透析性 Caが注射後 24時間では

著明に低下することを認めた。

Friedman反応はゴナドロビシの証明法であるか

ら被検者の尿を家兎に注射し，その前後の血清分析に

おいても同様血、活透析性 Caが低下するだろうと考え

実験を行った。

( 47 ) 



第 2表に示すように Frie出：nan 反応｜場1h~I：の家兎で

は血清透析性 Caの低下が認められ3 Friedman 陰

性の家兎では.nlJ.滑透析性 Caがかえって上昇する。

この上昇はすで、に;j~IJ沢等により報告されたが，異種

蛋白による刺戟によるものとされている。このことか

ら家兎に被検者の尿を注射する前及び 24時間後の2

回採血して透析性 Caを測定して姫娠反応が測定出来

ると思う。叉 Friedman反応で同様に血清透析性 Ca

をしらベた。

!31~ 2表に示すようにやはり 10ccの尿を汗J射した場

合は透析性 Caは低下し，単位をあげ、た場合同；逆に高

くなる。このことはゴナドトロピシ量と透析性 Caの

低下率との間に相関関係があると考えられる。即ちゴ

ナドトロビシを透析性 Caのmu定により官接に測定出

来ると思う。 Mainini反応は雄のガマに姫婦尿を注

射しその精虫の有無により姫娠反応を決Ji:::する万法で

ある。この場合ガマ自身の精虫及び尿注射後の精虫の

型態において MiddlePieceのところに異性が見られ

る。これは精虫2型によるものか，尿のホノレモンによ

る影響によるものか只今研究を続行中でこの次のj説会

に報告する。

8. 学襲の検原成績について

新井養老川l路利llU'!

高野普七岸 政之

柳沢文正11)

第14回東京都衛生学会発表 日本医師会館

6月18日

某小学校の依頼により全校児童932名の尿蛋白及び

還元反応につき，i会査を行った。

午前10時～11時一斉に採尿し，これをズノレブオサ

リチノレ酸法，ニーラシデノレ法により定性検査をした。そ

の結果蛋白強陽性 13名，陽性 33名、還元反応陽性

13名，疑陽性 33名であった（第 1表）（第2表）

第 1表尿蛋白及び‘還元位応の陽性率

学市4~11君J向H山；1Jn一学年 216 

－一日J企主任t 145 

三学年 118 1 2 :: 

四学年 136 司11 11 2 11813.2 
五学年 216 10 2 9 120 9. 3 

六学年 101 1 3 1 6 21110.9 

~－［－ 932 2 1 33 5 Sj_ 33 1181 8. 7 

（十件） ( 11河野liL25～30) 1名，（十十〉 u視野に 10
～20) 6、名， （十〉 ( 1視野に 1～5)32名で，白血

球（千十） 2名， 他全部（十），大腸菌（十件） 1名，（掛）

2名，（廿） 4名，他全部（十〉周平上皮細胞 43名，

紡錘！プ．皮細胞 16名，腎t皮細胞 11名，円柱につい

ては赤血球性円柱1名，脂肪穎粒1名，類円柱3名，

偽性円柱， ~I散様円柱各 1 名，ワロピリ，ーゲン強陽性

1名であった。 （第2表〉

この結果から直に腎， ））！平などの疾患を断ずることは

早計に過ぎるO 運動，食餌等との関係も充分考慮する

必要があるが，蛋白及び還元反応を示すもの，蛋白赤

血球両者を証明するものなどは，戒は異常の状態にあ

るのかもしれない。万ーその採な児童が気付かずに放

置されているとしたら児童の将来の重大問題で、ある。

更に詳細な司，＇ii査をしてみたいと考えている次第である。

9. 学童の検尿成績について（続報〉

新井養老川i路利）I民高野普七

岸 政之初ll沢文正12)

第15間東京都衛生同学会発表 日木医師会館

11月25日

前田本学会で発表した学輩、尿蛋白及び還元反応険査

につま，さらに五校行なったので，その結果を総括し

報告する。

総検査人員 5,423名r:!=I尿蛋白陽性者322名で5.9 ,?-&, 

還元反応陽性者 76名で， 1.4%両者陽性者は0.6ガで

ある。

なお尿蛋白陽性者の尿洗濯の検査の検査・成績におい

て， 5.3%の赤血球及び5.4%の白血球（（叫）（廿））

を認めた。

さらに前回報告した，忍O小学校陽性学童 42名に

つき， 6ヶ月後再検査を行った。この結果は， 20名の

陽性者を認めた。叉千mo小学校の陽性者1ヶ月後の，
再検査成績46名i:[=t15名の陽性者を認めた。

叉小O四中校医の報告により，陽性者 46名中， 2

週間後の再検査で26名が陽性者であることが判った。

以上の成績からすれば，尿蛋白｜場性者特に同時に，

赤血球を証明する様なものは，腎！臓｜埠碍，就l干し腎炎

の存在を推定せしめるものである。なお治療によって

軽快し，または放置してあるのが，以前より著明にな

る様な事実のあることは，これを裏付けるものと考え

られる。還元反応陽性者は，大部分が栄養及び発育不

良のものであることを見れば，確実な糖尿病と診断し

得ないにしても，何等か内分泌機能との関連があるの

ではないかと想像し得る。

さらに尿蛋白陽性の 46名の洗濯2検鏡成績は赤血球 何れにしても，尿の蛋白及び還元反応に，異常を認

( 48 ) 
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めるものの多いことは，興味のあることであり，児童

の衛生活；恕の面からしても，今後十分考究すべきもの

と思考せられ，これらの点に関し目下研究続行中であ

る。

最後に本研究に協力を賜った，学校当局並びに藤沢，

久田，北沢，奥田校医諸氏に感謝の意を表する。

以上の研究報告は概要のみを記載したので，その詳

細な点については原著を御高覧下さい。又 Japan

Science Review Medical Sciencesに，「カノレνワム新

定量法による基準定量法J(83），「防害物質と超微量硬

度測定法」（84），「食品マグネνワム新定。置法J(85），「動

物血清無機物質（2051)Jならびに「Schwarzenbach's

法のll今味」（2057）が掲載された。

文献

1) 柳沢文正，小笠原公：ホノレモシと臨床， 2,9, 

22, 1954. 

2) 柳沢文E，藤井嘉寿：医学と生物学， 33,2, 67, 
1954. 
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3) 柳沢文E，藤井嘉寿：医学と生物学， 33, 2, 

63, 1954. 

4) 柳沢文E，新井幸一：新潟医学会雑誌， 68,6, 

560, 1954. 

5) 柳沢文E，新井幸一：新潟医学会雑誌， 68,7, 

657, 1954. 

6) 柳沢文正，新井幸一：新潟医学会雑誌， 68,8, 

747, 1954. 

7) 新井幸一：日本産婦人科学会雑誌， 7, 11, 1, 

1954. 

8) 柳沢文正：Gann,45, 2～3, 92, 1954. 

9) 柳沢文正，藤井嘉寿：栄養と食糧， 7,5, 22, 
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10) 柳沢文E，高野善七，岸政之：第14回東京都衛

生局学会誌， 1954.

11) 新井養老，川路利JI国，高野善七，岸政之，柳沢

文E：第14回東京都衛生学会誌， 1954.

12) 新井養老，｝f］路利JI国，高野善七，岸政之，柳訳

文E ：第四回東京都衛生学会誌， 1954.



東京都の屋外空気と煤煙に関ナる調査

（第1回中間報告〉
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ところで，同年9月には当局および民間の広はんな関

係部門を網らする煤煙対策協議会が発足し，煤煙防止

指導基準や煤煙防止運動など、についての審議と共に，

煤煙実態調査が企闘されるに伴い特に本年頭初以来本

調査は強く推進されるに五った。 1955年4月末協議会

に都内の腰突煤煙のリシゲノレマン濃度，燃焼設備など

に関する調査結果が報告された際，我々も昨年11月15

日～本年2月15日間の我々の調査成績を第 1田中間報

告として報告したが，こ iに我々の調査成績の概略を

報告する次第であるO 調査は屋外空気に関する試験で

あって，降下煤塵関係の試験と，屋外一般空気試験と

2大別され，史．にその内容は次のようである。

n 調査方法
(1｝調査試験項目および試験器具 ( i）降下煤塵関係

事項：降下煤鹿の受器（煤鹿計〉には，運搬ないし試

卜μι叫

験の難易をも考慮し上図のような広口びんを使用したO

びんには試験開始に当り底部に少量の硫酸銅加蒸溜水

を入れ，以後の試験継続期間中これが蒸発すれば蒸溜

水を追加した。びん中の降下煤躍は一ヶ月毎に固形物

総量，熱しゃく蹴量（有機分）， 灰分（無機分）をそ

れぞれ分析定量し，さらにこれを1km2上の降下量（砲）

に換算して示した。叉3ヶ月白毎には更に内容を詳細

( 51 ) 

」
2ocm一一~

I 1Ji~煙問題は既に昭和の初期より東京のみなら

ず，全国主要都市において関係者の間に関心の高かっ

た問題であって，昭和7年には大阪府，昭和8年には京

都府，昭和10年には兵庫県に相次いで1,!it煙防止規則が

公布され，東京でも昭和10年に上記府県よりも一層詳

細な煤煙防止指導要領が作成され，煤煙防止日の設定

などと共に，煤煙対策が推進されたので、あるが，時あ

たかも戦時体制の強イtt拐に入って，急激な生産増強の

必要は煤煙防止を多く顧慮するのいとま無からしめ

た。終戦後復興の進むに伴い，再び工場，ピノレその他

諸事業場の煤煙排出量の増大は，都内空気を汚染し，

その都民生活におよぽす諸種の影響を憂えられるに査

った。元来霧の少なかった東京都も近年はしばしば畑

霧（smog）の発生を見，特に冬の爆開期の丸の内，日本

橋界わいの上空のごときは，常時煤煙のため曇夫の状

を呈し，生活者の気分を陰うつならしめ，建築物，衣

服，洗濯物，商品，樹木など一切のものを汚染，侵し

ょくするのみでなく，呼唆する外気にも清浄，爽快な

大気の感じが猷退して，保健衛生面その他におよぼす

影響も検討‘の要が感じられる。都の smogの健康に及

ぼす影響については，なお我が国の側からははっきり

した資料が得られていないが，駐留米軍の間で1946年

以来注目，研究されて， “環境性呼殴器病”と命名す

べく提唱されている旧称“横浜時息”なる新疾患は，

京浜地区のみならず広範囲の米軍人間に，さらに又米

軍関係のみならず日本人共他各国人にも起ったことが

認められた smog疾患である。

以上のような観点から，都内空気の煤煙による汚染

の実態を可及的は握し，ひいては首都の煤煙防止対策

ならびに煤煙防止規則の立案に寄与すべく本調査は計

画，着手されたものである。本調査ははじめ衛生局と

して1954年春以来準備を進め，同11月中旬に調査を開

始したが，煤煙問題の重要性は既に各方面の注目する



に分析して，降下庫を水に不溶分と可溶分とに鴻月I]

し，不溶分についてはターノレ分，ターノレ分以外の炭素

分，灰分および固形物総量，ガイガー＠カワント数，

可溶分については熱しゃく猷量（有機分〉，灰分（無機

分），硫酸，クローノレ，アジモニア，固形物総量，ガイ

ガー＠カクシト数を試験した。この際不溶分は二硫化

炭素にて抽出し，前後の差をターノレ分とし，抽出後の

残j査のしゃく熱蹴量をターノレ分以外の炭素分とし，残

分を灰分とする。可溶分の試験法は水質試験法に準じ

た。 (ii）気麗試験（柴田化学製改良型イシピンジャ

ー，公衆衛生院設計の空気汚染計，労研式塵挨~－1など

による） (iii）炭酸ガス試験（薬学会協定法による）

(iv）気菌試験（落下法による〉以上（ii）～(iv）の試験

は各保健所を月一回ずつ巡回して行った。ただし空気

汚染計は7ケ所（衛生研究所，および麹［llJ，中央，荒

川，滝野川，杉並西，青梅の各保健所）に定置し，月間

延べ10日を試験日数とした。 (v）紫外総量測定（1こ［=t

央気象台式 MCL紫外計による） (vi）天候，気温，風

向，風力階級などの測定，たどし気温の測定に百葉箱

やアスマン通風乾湿計などを備えていたのは衛生研究

所のみで，他は備えられなかったので，各地の気温の

測定値は単なる参考に過草ない。

(2）調査個所衛生研究所および（〉内の25ケ所の保

健所ないしその付近の屋上で‘ある，（麹ドIJ,神田，中央，

日本儲，芝，赤坂，四谷，牛込，小石川，浅草，向島，

城東，深川，大森，玉Jf］，渋谷，杉並間，王子，荒川，

お神井，青梅，立川，大島，麹filJ（千代田紙業〉，滝野川〉。

天候，気温などの調査は26の全測定個所で毎日10時，

2時の2回定時観測し，更に紫外線量及び最高最低気

温，湿度の測定が衛生研究所及び麹UIJ，中央，日本橋，向

島，杉並悶，滝野川，青梅の各保健所に追加された。

自 調査成績

(1）降下煤塵最今回の調査個所は26個所であるが，

その選定は (i）煤煙地区（都心モデノレ地区および商工

業地情）（麹fHJ，麹町〔千代田紙業〕，中央，日本l需，干m

EEi，深川，城東，向島，荒川l，滝野川，王子の日ケ所）

に重点を置き，あわせて中間地区（小商業乃至住宅地

域）（小石川，芝，赤版，渋谷，四谷，牛込，浅草，大

森，立川，杉並同，大久保（衛研）の11ケ所）と非煤

煙地区（近郊ないし郡部非煤煙都市）（玉川l，石神井，

青栂，大島〔離島〕）などを選んだ。

(ii）これらの調査個所は荒川隅田川沿いの工業地帯

およびそれより四万のほど旧市内部に大部分が合まれ

その他の新設各区ならびに郡部都市（大森，玉川，石

神井，青梅，立Jf］，杉並問）と 2大別される。

調査結果をl略述すると， 11月15日～12月15日（［［！29)

の降下煤鹿量（砲／k.1112I月〉は，最高荒川42.25臨，

最少は石神ヲード2.65国i，青梅3.07埴，上の（ i）の区分別

に観察すると，平均値で煤煙地区21.47聴，中間地区

10.32堪，非煤煙地区5.79埴， (ii）の区分によれば荒川

以西の旧市内 17.74聴，新区内及び~~＼＂日部郁子l:i7.10睡で

ある。

12月15日 er同29）～1月15日（昭30）となると，一
般に著しく増量し，（i)の区分で平均煤煙地区 27.78 

埴，中間地区19.791直，非煤煙地区8.22砲， (ii）の区分

では荒川白、西．の旧市内 25.39堪，新区内及びr1¥I部都市

10.92砲である0

1 月 15 日（昭30）～ 2 月 15 日（昭30）では.w~·に著し

く増加し， (i）の区分では平均煤煙地区56.09砲，中

間地区32.501直，非煤煙地区29.08胤，（ii）の区分では

荒川以西の旧市内46.85聡，新区内及び君＼I部都市30.96

砲となる。

以とのような降下煤鹿量の経月変化は，主に煤煙の

絶対量の変化によると思われるが， 2月に入ってから

の風向の若干の変化の影響も混っている所もあるよう

である。浅草などでは至近な隣接地区からの影響が考

慮を要すると思われるが， 5-6粁も離れると煤煙地区

からの影響はほとんど認め難いようである。

次に， 1月15日～2月15日（昭30）の降下煤麗の成

分は，所により可成の違いがあるが，平均では不溶

分，可溶分の固形防総量はほぼ等しく，硫酸5.4タムア

ンモニア0.5タム ターノレ分1.8タムターノレ分以外の炭素

分8.1＿%で，相当よく燃焼していると考えられる。

なお降下麗の放射能（ガイガ－ .カワシト数〉は，月

により相当差が大きいが，何れにせよ徴弱であった。

(2）庫挨数（気盛）平均は400/cc前後であるが，時，

所により相当区々で， 1000/cc｛立を示すととも往々あ

る（下表参照）。

都内屋上外気中塵挨数（個／cc)

｜月~~月試験時期 ｜～12 ～ E ～2月15日
｜（昭29) I~昭29）（昭30)1 （昭30)

最多（場所）ド16（渋谷川1130側 rl)l 942（研附
平 均何70 1447 1437 

最少（場所） 112昭梅）t 117 （王子） 1160 （神田）

(3) 浮遊塵量（インピンジャー使用）平均 2mg/m3前

後であるが，麹町，日本橋，荒川など鹿挨数の多い所

は浮遊鹿も多い傾向がある。

( 52 ) 



ドIJ, r[r央，荒川などで0.7～0.8?6o以kにも達すること

があった。

(5) 空中来田菌数（落下菌数〉時，所により著差があ

るが， 2～3月に多く，時に数百にも上ることがあるO

(6）紫外線強度 MCL紫外計発色番号n=lOに相当

する紫外線エネノレギー強度を 1,000とした場合の1、目対

的エネノレギー強度を以て各所ーの午前及び午後のエネノレ

ギー強度を示せば，大久保（衛研）はそれぞれ2.722, 

1. 918，日本楠1.431, 0. 971，中央は0.665,0.687と

なり，各地の差が著しい。

(7）天候晴，曇，雨と三大別してみたが，全地区

ほとんど同様で，晴曇何れとも明りように分け難いよ

うな時に若干観察結果が区々になることがあると思わ

れる位の差である。天候の局地的差違は多少存在する

ようである。晴天が多かった。

(8）風級平均で何処もポーブオート（13階級式）

の2-3 （軽ないし軟風）程度，たどし大島は4～5

位が多い。

(9）風向 調査月日ないし地区の異なるに従い多少

の，或はまれには著しい差があるが，一般には11月～

1月中旬は北ないし北東風が多く， 1月15日～2月15

日の聞では北ないし北西風が多く，北東風は少くなっ

ている。

（叫気温前記のように測定器具を多数の測定個所

に備えることが不可能で、あったので，日蔭で通風良い

場所を選んで試験してみたが，結果はかなり区々たる

感を免れなかった。

ω公衆衛生｜見式空気汚染計による制察 計器入手
がおそかったので，結果の報告をするに資料不足であ

るが，多少観察し得たととろを述べれば，浮遊塵震に

は経時的，経目的変動があり，一日の中では浮遊庫は

午前，午後共おおよそ8～9時頃最多となり 1～2時

頃最少となるようである。

lV 総括ならびに結論
本報告は昭和29年11月15日一昭和30年2月15日間の

東京都内26ケ所における屋外空気と煤煙に関する調査

報告である。調査結果は都内の降下煤腫量は一般に相

当多量であり，かっ同じく都内においても煤煙地区と

非煤煙地区との差違は著しいものがあることを示したO

鹿挨数や空中落下菌数などについてもほど同様の傾向

が見られ，浮遊鹿や炭酸ガス量等も煤煙地区や繁華街

に多い傾向がある。特に紫外線強度は煤煙地区が著し

く劣弱である。降下煤鹿量には天候，風向などの影響

も少くないことが予想され，発足後日なお浅い本中間

報告から年閣の推移を予測することは困難であるが，

都内において煤煙が建築物内外を汚染，障害じ，空気

を汚染し，紫外線をlWX弱させるなどの諸種の状況に対

しては，慎重検討をつづける必要があろうと思われる。

終り？と本調査に対し大きな協力をいただいている都

衛生局，各保健所，首都建設部，その他多くの関係各

位に，感謝の意を表する。
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VJ［興業場の衛生状態

一一一昭和28年2月調査の都内演芸場一一

生活衛生部環境課斎 藤 功

両角 清

中山袈裟典

A 本報告は，者I.＼内14演芸場の冬季昭和28年2月の (2）炭酸ガス量非開放的な冬季である外，多少は

衛生状態の調査成績である。都衛生局の委託と保健所 火鉢の影響もあるらしく，一般に相当多量で，観客入

の協力の下に行った。調査は，空気状態ならびに各種 場前から既に 1%以上の所も若干あり，大部分が1～

用具（便所把手，座布団およびそのカパー，下足札， 2 ~t,;を示し，満員だった某館は 3 ～ 4%を示した。

畳，茶わん等〉の付着細菌に関することであるO なお (3）一酸化炭素矧得席ヰ岐部で 0.006%以下痕跡

場内での喫i鹿は，比較的自由に行われていた。 ないし検出不能程度であった。炭酸ガス量と必ずしも

B 調査成績各興業場共客席中央を合む場内3～ 比例しない（北川式検知器使用〉。

4個所以上の所で，開場前ならび開場下1=1~~卜数回調査した。 (4) 落下菌数一般に比較的に少く， 50以下が多い。

1, ~鏡状態 たどほど定員以上の時：に， 100を超えることがあった

(1）温度条件温度，湿度，カタ冷却力，気動，感覚 和度である。これは場内の観客の行政が割合静穏なた

温度等を調査した。機械媛房設備のある所は皆無であ めと思われ，気HVJや人の出入が大きい入口外気等では

ったため一般に低温で，特に観客入場前の場内気温は 100以上がしばしばある。

当日の外気温の影響が大きく，開場直前の気温及び感 (5）鹿挨数観客入場に伴い再Ii惜し，一般に 500～

党温は最高13.2°C, 54° F. E.T.，最低4.2°C, 39°F. E. 1, 000/cc.余を訳す。 特に注意せられるのは，観客が

T.で、観客入場後は場内温度は漸次上昇するが，なお開 そう多くなくとも，庫挨は少くない所が往々あること

演中の最高温が冬季快感帯下限の 63°F.E.T.，以上に で，被；険14館ヰ11000前後は5館あった。空気試験成績

達したのは僅か1館のみであった。 の一例として某演芸場の場合を示す（表1）。

表. 1 環境試験成績

検査年月日 昭平1128年2月4日 天候曇 検査個所演芸場 No.2 
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数普通寒限度｜巌挨数i I ｜ ｜ i炭素｜
天37oc4s1 I I I ILuxl個／CCI I （定員数）
時間培養i I I I 

q
u
 

d
せ
噌

i

J
蹴
回
開

U
l一
目
白
羽
田
山
田
川
山
口
河
川

m
m
m仕
立
川

M
m

ス
町
一

0
．
1
．
L

Z

L

L

I

L

L

－－

L

l
．
－
－
日
仏
－

炭
ガ

c
一

Illi－
－
叫
l寸
削
勺
1削
刈

1川叶
l引叶
lm叫
I
M－
－
引
叶
｜
川
口
｜
ωuj1Nqio
－－－
u
l
J引
｜
一

流

回

一

日

日

目

閃

m
M
H
ω
叩

m
m
u
ω
臼
一

一

メ

町

一

円

札

仏

仏

乱

仏

仏

仏

仏

仏

仏

仏

札

ー

川

川

し

引
即
日
川
に
U
U
U什
川
U
ト－
J

O

5

5

感
温
町
一

4

4

4

4

4

5

5

5

4

5

5

5

4

3

一

－－－
J
I
l－
－
つ
引
INU－－
ω叶
｜
引
刊
lm叫
d
q
l旬刊
i川
叶
｜
引
叶
｜
民
old－
出
1
1
3
8

タ
力
一
湿
一

2
．
1

3
．
札

9
．
1

0
仏

1

4

9
．
2

0
．
＆

5
．一

ド
j
，

一

一

り

ム

ー

よ

り

白

ワ

ω

1
ょ

1
ょ

1

i

1
ょ

q
白

1

i

q
ム

ワ

ω

1
よ

q
O

一

刻
寸
i
i寸
4
I
4
1
1
0
l
d叶
4
1
6
i
d内
｜
引
｜
9
i
g
i
r
l
o｜
8
1
6
1一

カ
冷
一
乾
一

0
．
1

0
．
0仏口仏
O

仏
＆

1

0仏
口
仏

Q
山

9
．
1

6
．一

一

一

t

i

1

A

1

i

一

度
五
一

0

8

5

8

8

4

2

4

6

6

2

3

1

1

一

湿

ラ

一

6

5

6

5

5

6

5

5

6

5

6

5

7

一

」
気
付

η

一

例

応

部

位

∞

初

日

m
m
m
m
w
倒

的

付

u
m
m
一

晴
此

m

一4
4

1

4

5

6

．
5

1

1

1

＆

丘

1

4
．一

つ’’
h

一

球
度

3
1
1イ
吋
刈

4
U
4叫
司
4
4
1
1

湿
調
印
「
一

2

5

6

5

6

8

8

8

7

6

8

7

5

2

一

割
謝
引
一
件
寸
寸
バ
叶
斗
i
d
j
l
d勺
ι
d
i
d－一

4

日
四

o

一

5

8

8

8

9

1

2

2

9

9

1

1

5

一

l
日
w

F

1

1

一

1

i

ーは
i
hは
1111101いは
i川

r
i
l
l↑

円

二

＼

＼

一

前

央

前

央

後

前

央

後

ら

前

央

後

室

気

ω一

制

＼

所

一

諾

づ

H

煙
臨
一

旦

踏

倒

一

問

中

左

中

右

左

中

右

れ

左

左

中

右

喫

金

＼
＼
＼
寸
則
叶
｜
刊
叫
Ill1111J川
汁

Illi111111111MUlli－－－－
J叫
i凶叫
l
…

＼

＼

↑

1
ょ

n
U

円

ο

ハU
F

h

d

ワ
山
一

＼
＼
査
刻
一

M

M

H

H

H

H

H

H

一

子
＼
快
昨
一

4

6

7

9

7

4

一
( 54 ) 

59 5 i 2461 

i問
I 6ss1 
i 892i 

11, 0判
! 1, 073f 

907! 

931! 

994: 

839: 

8261 0. 00211;2 

526i 

374[ 

192i 

唱

i
n
u
u
A
U

つd
n
L
q
u

1/5(286名）

7 

13 ワ山，Ft
’
 

噌

i

47 

90 

49 

10 

13 

73 

25 



2. 用具の細菌汚染

試験したものは，便所把手，座布団およびそのカバ

ー，畳，下足札，茶わんの 6種である。調査法は用具

表聞の適当閣積（大なるものは20～10cm平方，小な

るものは全面〉を，適度に滅菌0.85%食境水で湿した

小滅菌ガーゼ片でふき，これを0.85%食塩水10cc1こ！＝tに

投じてよく撹伴し，この食塩水を培養して一般細菌数

および大腸菌群試験を行った。成績は表面100cm2当

りのものとして表示した（表2）。

各種用具の表面100cm2当りの付着一般紬菌数は，

同種の用具でも個々によりしばしば相当の差があって

必ずしも一様でないが，平均をとれば一般に 3,000～

8,000程度で，座布団と下足札が一番多く，次は畳，座

布団カパーとなり，便所把手は予想に反し一番少い。

例外は茶わんで、さすがに少く，平均160に過ぎない。

大腸菌群検出率は，演芸場別を考慮、せず一括して観察

すると畳と座布団が約50%（十〉で最高，座布団カバ

ー，下足札，茶わん，便所把手のJI民となり，使所把手

は茶わんより低率となった（たどし茶わんは被検例数

が少しす。 次にこれを演芸場を単位として観察するこ

ととし，検出例数の多少にかLわらず，被検例i=[=t1例

でも（十〉のあった演芸場を大腸菌群（十）の演芸場

とすると，座布団およびそのカパーは総ての演芸場が

大腸菌群（十）となり，畳と｜ミ足札は80～85%に，茶

わんは50%，便所把手は開演前後共36%に（＋〉とな

る。終りに特に注意をひくことは，細菌試験でも空気

試験の場合と同じく，汚染は必ずしも入場者の多少と

併行的でないことで，入場者の少い所でも他より汚染

度が高い例が往々見られた。叉保健所の環境監視成績

とは必ずしも一致しないが若干の関連はあるようであ

る。結局演芸場の衛生状態は，主に衛生管理の良杏と

入場者数の多少とによって影響されるようである（表

2. 3参照）。

次に衛生上一般に注意される対象である，便所把手

について若干補足する。平均値では開演前と開演中の

成績がほど等しいが，これは開演前の試験のときに把

手を一度よくふいてしまってあるから，開演後の植は

開演中だけの汚染である。表2に去すように細菌数は

演芸場により，又同一演芸場でも使用個所により，叉

｜司ー使用個所でも個々により相当の差があるから，如

何なるものが如何なる場合に菌数が多いかというよう

なことは，この程度の調査からは厳密には定め難いが，

把手の基材別に表2の成績をさらに分析集計してみる

と表4のようである。

なお，同一演宗場内では一般に基材による付着菌数

の差異は明瞭で、なかった。

表. 2 用具の細菌汚染

ー一一一一試 ！！強 種 目 一 i投 品目 菌 数 大腸菌群～～ ～～一

試 ！検 ＼＼＼  

試験回数

対象 最 少 平 均 最 乙hy戸 検出率

便 （開所演把前） 手 演試芸験例場別別 { 
14 530 3, 10 7,970 36% 
136 128 2,990 29,970 6% 

同
;; 例場別別 { 

14 510 2,820 11, 090 36 II 
（開演後） 136 96 2,780 76, 750 411 

座 ;(j] 団 ;; 例場別~u{ 12 4,730 8,640 30,400 100 II 
100 1,640 8,830 65,600 48 II 

座布団カバー II 例場別別 { 
3 2,640 4,940 7, 210 100 II 
15 1,540 4,940 14,930 3311 

~ヨL/, ;; 例場別別 { 
12 2,040 5, 760 21,390 80 II 
32 930 6, 700 54,080 50 II 

下 足 本L ;; 例場別別 { 
13 337 8,040 79,090 85 II 
65 104 8,040 169, '40 2511 

つノ次I、 椀 ;; {?I場Ufi別u{ 2 93 160 227 50 II 
10 36 160 499 10 II 

註 1）.一般細菌数は各試験対象何れもその表面積100口が当りの附着生菌数を示す。以下の諸表も同様である。

2). _I二欄1＇！コ演芸場別の欄内の各数字は，演芸場単位の試験成績（平均値で示す）を一括したものである。

3). J:.1関l宇試験例別の欄内の各数字は，演芸場の如何は考慮せずに，：各個の試験成績そのま Lを一括したも
のである0

4). ~封筒後とは開演後約 4～ 5 時間目を意味する。以下の諸表も同様であるO
5）.演芸仏｝の場合の大腸菌群i剣士i率の算：IUに当つては， j負／：！：！例数の多少に関わらず，被険例i=［こtl例でも（＋）
があれば，その演芸場は大腸菌群（＋）とした。
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表.3 観審入状と用具の細菌汚染の一例

監視 便所把子細菌数
演芸場 観客概数

成績 開演前 開演後

No. 1 ・D 1/3～II協定員一杯 6,746 5,484 

No. 2 c ～ 1,182 2,060 

No. 3 B 定員以上 2,235 2,060 

No. 4 c 定員一杯 2,656 3,422 

No. 5 c 70%～定員以上 2,628 3,372 

No. 6 ナν l/2弱～ 2/3 6,792 11,090 

No. 7 E l/2～定員一杯 3,722 1,062 

No. 8 c ～ 1,604 1, 718 

No. 91 B ～ 6,057 3,237 

No. 10 C 1/5 ～ 1／日弱 7,968 3, 117 

No.11 D 1/ 4～ l/2弱 2,767 620 

No. 12 c l/2 ～ 1/s弱 553 507 

No. 13 B l/10 ～ 725 1,015 

No. 14 c 略l/2～定員…杯 528 746 

註 1）.観客概数の欄の l/2は，定員数に対する
ものである。

2）.細菌数は各演芸場毎の平均値を示したO

3）.監視成績は，保健所の環境監視員による

衛生状況視察判定結果である（A-Eの

5段階に評価される〉。

表.4 便所把手の基材別細菌汚染

開 演 目IJ

詰襲［斡閥
木 製 66 4,37 7 66 4 

真鈴製 42 1, 628; 1 42 1,125 2 

硝子製 28 1, 594! 。29 1,553 。
表4で見ると，一般津田菌数は木製が多く，真餓製と

硝子製は大同小異であり，大腸菌群検出率はやはり木

製が高く，硝子製は検出せず，真ちゅうはまれに検出

する。綜合すると硝子製が最良のようであるが，硝子

製は総数も他より少く叉わずか2演芸場に使用されて

いたのみで，その 1は硝子製のみ，他の 1は真ちゅう

製と併用していたが，後者では真ちゅうと一般細菌数

もほぼひとしく，硝子製，真ちゅう製ともに大腸菌群

は検出しなかった。一般には真ちゅう製と木製が多く，

併用されている例も多かった。以上から，大体におい

て木製は細菌数が真ちゅうや硝子製に比して多く，真

ちゅうと硝子製は大同小異な傾向があるように推測せ

られる。一般細菌数が比較的少かったことから大腸菌

群の検出率が低いのも諒解．出来る。

次に表4の被険把子中から，便所の内外一組の把手に

ついて検討すると，内側の把手が外側のそれよりも細

菌数が多い例が多く，特：に開演後においてそうであり

（表 5），叉細菌数は往々内が著しく外より多い。し

かし比較的清潔であった 1演芸場においては，開演i孔

後何れも内側が外側より菌数が若干少い場合が多かっ

Tこ。

表.5 把手の便所内外ιよる細菌数の椙違

開演前｜［開演後

豚耐日苅；福i「例 数 l瓦両丙而－｛ii「1証一
一一」担誼睦｜位m金白II~坦lil世i匝姐filr3
i演芸場別［υ，160;5,135] 6 / 5 ff 2, 61 151 6 J 4 

；試験研叫別J2,599［州，843/ 22 I 21 l乱，n1j叫 26 1 11 
3. 総括及び結論

1) 本報告は，昭和28年2月に行った都内14演芸場

内空気ならびに各種用具の衛生状態調査結果報告であ

る。

2) 場内空気状態は温度条件は寒冷に傾き，冬季快

感帯以下であり，炭酸ガス 1～2問。，一酸化炭素0.006,% 

以下痕跡程度，じんあい数 500～1,000/CC余，落下菌数

50以下が一般であるが，時に更に高度に連することが

あり，保温ないし空気、清浄！支保持ともに不充分である。

一般に観客が多い所は空気汚染のおそれがあるが，観

客が小数でも空気汚染の認められる場合があるのは注

意を要する。

3) 場内各種用具の細菌汚染は，一般に表面100cm2

当りの一般細菌数が平均3,000～8,000経度で，座布団

と下足札が最も汚染が高く，次は畳，座布団カパーと

なり，便所把子は予想、に反し最も小数であった。茶わ

んは例外的に少く平均160に過ぎない。大腸菌群検出

率は約50～5%の間で，畳と座布団が最高，茶わんと

便所把手が最低であるO 便所把子では木製が比較的大

腸菌群検出が多く，真ちゅう製と硝子製は検出率が低

いようである。細菌数は個々による差が時に著しく，

叉観客数の多少と必ずしも併行的でないことは空気試

験の場合と同じであるO

4) 以上演芸場の衛生状態の現状は不満足であって

改善の努力が必要である。衛生管理の良否と観客数の

如何が衛生状態に彰響ずる主なもののように思われる。

終りに本調査に協力された東京都衛生局ならびに各

保健所の各位に謝意を表する。
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VJ［蒸しぶろの衛生状態

一一昭和28年 3月の調査成績一一

生活衛生部環境課斎 藤 功

小林正武

大坪 E

A 

本）ill~は者IW~ 7蒸しぶろの昭和28年3月の調査成積

であるO 本調査は都衛生局の委託と各保健所の協力の

下に行った。調査は場内の空気試験，浴水，浴室，な

らびに多種（22種目）の業務用品の細菌試験で、あるO

B 調査成績

1. 虫集状態

(1）温度条件一般に待合室は13～16°Gf1'1:，脱衣室，
浴室は約16～23°Cないしそれ以上位で，寒く感ずる所・
が若干ある。蒸しぶろ内は44°～52°C位で湿度100%

である。

（司炭酸ガス量周囲を閉めきる場合が多かったの

で，一般に炭目安ガス量は多く待合室や脱衣場でも往々

表 1 環境試験成績の一例

検査年月日昭和28年3月2日 天候雨

1%；を超過し，特に浴室，蒸しぶろ， l康相内で‘は2～
3%。以上にも上ることがある。

(3）麗撲数一般に 300～400/CC税度で，多くも
800/CC程度であった。

(4) 落下菌数 50以下の所が多いが，時に 100以上

となることがある。

信）照度一般に惜し照度は 100ノレツクスを超え

る所は少い。

(6) 空気状態は一般に入浴者数が多いと悪化する傾

向がある。

以上空気状態として最も注意すべきものは，換気不

足と思われる。
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2. 細菌試験成績 ' ぐもむにタオノレ，敷布（寝棺内およびマッサージ台上）

浴zk，浴室，各種業務用器具等に対して行ったもの 枕おLいおよび枕かけ（マッサージ台上）等は数千～

であるO 可検材料採取は，浴水は滅菌ピペットで駿引 数百で最も少い。これから観ると，やはり敷布や枕カ

し，浴水以外の被検箇所ないし被検器具は，滅菌生理 パ一等のように，取換え容易なものを使用すること

的食塩水をもって適度に湿潤にした滅菌ガーゼ片をも が3 汚染の軽被上有効と認められる。

ってふき，これをlOccの滅菌生理的食塩水中に投じて 次に男湯と女湯を比較すると，平均値では一般に女

試料とし 3一般細菌数および大腸菌群の試験を行った。 湯関係が菌数が多いが（表2），試験の例数が男女湯に

試験j真横の概略を述べると， より違うので，平均値だけでは比較し難く，更に内容

(1）一般細菌数 を，検討してみると，一般に男女湯間に余り大差はない

(i) 蒸しぶろに併設されている普通浴室の浴水，浴 ように思われる場合が多い。

槽縁，洗場等の一般細菌数は，一般公衆浴場に比して (2）大腸菌群試験例数2例以上の場合で＼検出 100

遥かに多く，文未の表2に示すように，浴水は平均男湯 Mであったのは普通浴室流し場（男湯〉，洗おけ，小腰

77万／CC，女湯59万／cc，浴水以外は表面100cm2当り数 掛，綿布（女湯〉，マッサージ台（女湯〉，寝棺マツト

百万，多い時は数千万に達する。これは普通の公衆浴 （女湯〉，検出75%以上は浴槽縁，流し場（女湯〉，枕

場に比し，蒸しぶろでは普通浴室に対する関心が淡い （女湯〉，毛布（男湯），マツナージ台（男湯〉，検出50～

ためで、はないかと思われる。 74%は浴ァk，綿布（男湯〉，寝棺マット（男湯〉，足マツ

(ii）繋務用品名種蒸しぶろに独特の腰掛，毛布， ト（女湯），マッサージ台数布（男湯），検出49ガ以下は

マッサージ台，マット，敷布その他の菌数は表商100 洗面器（男湯），足マット（男湯），検出0%はロッカ一

cm2当り数百一数万で，数十万に達するものは少数で 把手，首まわり（男湯），くし，寝棺内敷布，枕おiい

あった。たどし枕，ロッカー把手，その他某温泉の大衆 等である。以上で男，女湯の区別を示さなかったもの

浴場のマッサージ主床および手すり等は例外的で，数 は，原則として男女湯同率のものである（表2参照）。

十万乃至それ以上に達するものが多く，はなはだしき 以上（1)(2）を綜合すると，大体において女湯は男湯よ

は枕で 1,138万に達した例がある。注意されるものは り汚染が高いように思われる。また大腸菌群は一般紬

同種の器具でも付着生菌数は浴場により，叉同一浴場 菌数が 1万／cc以上の時に比較的よく検出されるのが

内でも個々の用品によって，生菌数は著しく相違する みられた。たどしロッカー把手，くし，枕等は；検出が

場合が少くない。さすがにタオノレや敷布等の細菌数は 少かった。

一般に他種器具より少い。叉足マット等の細菌数も比 (3) 被検7蒸しぶろl二iニlNo.1は利用者の多いにもか

較的少かった。結局各種器具の汚染順位を一般細菌数 iわらず，比較的細菌数が少く，他は利用者数も汚染

平均値によって見れば，枕，ロッカー把手等が第 1' 度も大差ないようである。

2｛立で数10万，その他はこれ等よりかなり少くかっ不 3. 総摘ならびに結論

定となり p数万～数百純度となるが，何れの器具でも何 本報は7蒸しぶろの衛生状態を調査したものである

個かの試験を繰返す聞には，ほとんど必ず10数万～数 が， J二記の成績を総括し結論を求めると，

10万を示すものが1{3'U位は出て来て，状況のいかんに (1）空気試験成績と細菌試験成績とは必ずしも対応

よっては高度の汚染の起る可能性の少くないことを陪 的でない。

示している。たとえばタオノレ等では一般に128～9,580 (2) 場内空気については換気不足が問題である。

の菌数範囲にあるが，たど 1例は 926,060を示し，寝 (3）細菌試験では，蒸しぶろに併設されている普通

棺マットでは平均4～5万であるが， 1例だけは30万 浴室関係の汚染の高いことが注目された。各種業務用

近い値を示した。 l詰！こ｜二lで、は枕，ロッカー把手，寝i1i~マット，腰掛等は平

各種器具の汚染順位は，前述のように最も甚しいの 均数万～数10万／100cm2の一般細菌数を示し，その

は枕，ロッカー把子で，次は洗おけ，普通浴室用小腰 他の用品も時に数10万の菌数を示すことがしばしば

掛，寝棺マット，綿布，洗面器，蒸しぶろ用腰掛，く で，常に高度の汚染の起る可能性があることを示して

し，足マットミ与が少差をもって続き，これ等は約9～ いる。しかし敷布や枕カバーは菌数が少かった。伊勢

2万／100cm2程度，叉首迦り，頭掛け毛布や，マツナ は全体の利用者数と必ずしも併行的でない。

ージ台等は所により相当差があるが， （文未の表3参 但）以上場内の衛生状態は決して満足すべきもので

！摂），これ等とほど汚染度等しいと思われる。以上に次 なし衛生管理に一層芳力が必要であるc 管理技術上．

( 58 ) 



交換容易な敷布やカバーのようなものを用いるのは有

効と思われる。

終りに本調査に協力された都衛生局ならびに各保健

所の各イ立に謝意を表する。

表 2 蒸しぶろ内細菌試験成績

｜＼＼＼、～ 試験種目 試験 一 般 長田 菌 数 大腸菌群

試験対象 -
←1 ～ ～一 回 数 最 均 最 多 検出率

浴 7k(男湯） 6 21,000 768,800 1,853,700 67ガ
fl （上り湯） 1 20 0 fl 
fl （女湯） 4 110, 700 585,300 920,800 50 fl 

糟 縁（男湯〉 10 360,000 5,929,600 31,0 80 fl 
fl （女湯） 4 97,600 2,871,000 7,027,200 75 II 

し 場（男湯〉 9 856,000 25,245,500 99,840,000 
fl （女湯） 4 1,352,000 3,623,000 5,904,000 75 fl 

マッサージ室（コンクリート床〉 1 7,046,400 100 fl 
fl （子 す り） 1 783,600 100 fl 

j桶 6 15,000 91,100 205,900 100 fl 
fl （髪洗いJIJ) 2 4,900 28,600 52,200 100 fl 

腰 掛（浴室 j日） 4 12,600 45,200 119,500 100 fl 
fl （蒸し風呂川） 5 6,600 19,600 36,900 100 fl 

丸 i奇 子（ fl 6 230 9,680 23,510 。fl
洗 間 器（男湯〉 10 590 29,410 65,860 20 fl 

fl （女湯） 4 15,100 42,400 122,100 75 fl 

枕 （男湯〉 11 1,000 531,300 2,300,000 27 fl 
fl （女湯）！ 4 358,000 3,251,900 11,381,800 75 fl 

ロッカー把手（男湯） 7 3,400 163,700 854,200 0 fl 
fl （女湯） 5 470, 700 933,100 1,565,000 0 fl 

首 廻 り（男湯） 6 700 52,380 167,210 0 fl 

毛 布（ fl 4 300 39,700 148,400 75 fl 

綿 布（ ,, ) I 2 32,800 45,200 57 > 700 I 50 II 

fl （女湯） 2 75,500 98,400 121, 300 i 100 fl 

マッサージ台（男湯） g 200 176,500 975,100 78 fl 
fl （女湯〉 1 13,400 100 II 

し（男湯） 2 4,600 20,000 35,400 0 fl 

fl （女湯） 2 26,880 53,980 81,080 0 fl 
」〉回 ざ（男湯） 1 4,135 100 fl 

寝 マ ヅ ト（男湯） 6 5,700 43,300 78、300 50 II 

fl （女湯） 4 7,000 102,600 294,100 100 fl 

足 マ ツ ト（男湯） 6 1,400 45,200 133,300 33 fl 

II （女湯） 3 1,700 6,300 9,600 67 fl 

タ オ ノレ（男湯） 10 128 2,170 9,580 10 fl 

fl （女湯） 3 2,200 4,400 6,500 0 fl 

f艮 相 内 敷布（男湯） 4 1,000 1,400 2,500 0 fl 

II （女湯〉 2 170 1,700 3,300 0 II 

マッサージ台数布（男〉 4 1,700 4,300 10,20_0 50 fl 

枕 覆（Q副官内） 1 1,300 0 fl 

マ ッサージ台枕覆 3 2,600 10,100 15,900 0 fl 

マッサージ台枕かけ 1 890 100 II 

註 1) 一般細菌数はr'f：水で‘はlcci:f=

2) 夕オjレ（男湯〉で、は， f也より汚染のカミけはなれた甚しし、1例（細菌数926,060）を｜除外した自直を示し

た。これを含めると平均細菌数が86,160となる。
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細菌汚染位浴場撞のある例
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IX 東京都にbける栄養掃取状況（第8報）

公共職業安定所登録日雇労務者の栄養揃取状況

新

生活衛生部栄養課 近

？酉

井義

藤光

井

老

之

倣

筒井政

嵯 ｜店主

古内正

行

郎

孝

者／）内にけ、約4万人の公共職業安定所登録日雇労務者 足している。ことに Ca,V.A., V.B1, V.B2, V.C. 

（所謂ニコヨン）がいるO この人々の栄華摂取状況を 等は一年l:[:1不足している。

知るために，公共職業安定所浅草分室登録者約 1,650 なお，ビタミン類の調理による損失を考慮に入れL

名を対象とし，之等の人々の専用食堂および屋台など ば，これらは砲に不足することもち論である。 （調査

の食物を，昭和28年12月より同29年8月にわたり， 1 成積表参照）

回継続3日間ずつ4間買収り，分析による結果と算出 さて，日雇労務者が毎日この食堂或いは屋台の食物

による結果を得た。 を摂取したとしても栄養は不足しているが，これら労

まづ， 4巨！施行した総平均において，分析値と算出 務者は1ヶ月のi二十l僅か15～22日就労する。したがって

値の差は，蛋白質，脂肪， Ca, P, Fe等において分 収入も乏しいので，毎日の栄養良．取状況も，労務者に

析値の万が多く，熱量において算出値の万が多い。 よっては食堂食或いは屋台にのみ依存しない場合もあ

また4間施行した結果の総平均を要約すれば，熱量 り得る。そのため， El鹿労務者の栄養摂取実態は，今

とFeのみは大体足りるが，その他の栄養素は全部不 問調査した成績以下となることが推察される。

（各期における各食堂の平均値並びに総平均値）調査成績表 ( 1日1人分）
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x 南氷洋産冷凍鯨肉の栄養価について（統報）

緒 幸吉

広司

苦々は既に南氷洋産冷凍鯨肉の一般栄養成分につい

ての報告を重ねた。

更に鯨肉の栄養ヒ第一義的なものは蛋白質であり，

しかも我国が蛋白源に乏しい点などよりして，鯨肉の

各部位および主なる動物性蛋白質のアミノ酸定性試！肢

を行い， f~時肉蛋自の栄養上占める位置を明らかにせん

と努めた。

1 喪験方法

各：検体の適当量をとり， 常法により H2S04で力n

水分解 Ba(OH)2でl十l和，鴻過し， F液を濃縮してi会

生活衛生部栄養諜新 井 義

酒井

藤沢正

老

倣
ゴコ
仁1

液とし，一次元25%合水プエノーノレ，二次元35%合水

ノレチヂン， コリジン混液を展開剤とし， 'ii1'1去により

Papar Chromatographyを行い， ニシヒドリンのプ

タノーノレ溶液を噴霧発色させ判定した。

2 実験結果

L註〕 1 定性試験であるため，表中の十｜十，廿，ート，

土，は縦欄にのみ関係を有し，棋欄相互においては無

関係であるO

〔註12 加水分解に伴う数種アミノ酸の損失につ

いては補正1如いたい。

第 1表 鯨肉各部位のアミノ酸組成

部分
脳皮 赤肉 尾ノ身 血液 ド赤リッ肉プ 司f:-1二

アミノi可愛種一～目＼日＼＼ 
肝臓 脳随 1r1，アミ

•Leucin+ 判十 オ十 十十 什 十十 什ー ＋十 十十 土？Isoloncin 

ct Valin 十十 イ十 十十 十土 ート土 十土 4十 什 4十

Alan in. 廿 十十 十十 十十 十十 十十 什 十十

Tyrosin ＋ ＋ 寸叩噂 ＋ 十 ＋ ート

Prolin 土 十 ート 土 土 ＋ 十 十 十件

Glycin ＋ 十 十 + 十 ート ＋ 十 ＋ 

Ser in 一「 土 十 十 十 ＋ 十十

Glutamic acid 十 一 土？ 土 十 ＋ 土 土

Asparatic acid 土 一 土 ::L 土 _L_ 

eThreonin ？ 十 十 十 土？
守、・－ ． 

• sulfoxid 十土 土 土 コ二 戸ト 土 ？ 土 土？

eLysin 土 十 ＋ 千十 廿ー

eArginin ？土 + 十 十？

eHistidin 十 十

B ~i~~f:~1 or i 十 朴 i＋ 十、

⑮ i::1Jは栄養上不可欠アミノ酸
一一一一一一一一一品ー』 【司守宇－－・－－司F’”円引’円F一一一明』晶晶一一・』~，町田守守〒『干守明日ー＋ーーー』晶－抽H・a・－－陪『守守””『宇『F円－·ー，一宇－~－晶－晶」ーーーーー亭占晶』““・－岨副日中ーー、，園田町咽－由宇守〒守＃干ー→ーーーー晶－－ー』－幽圃曹司民E 国民E品副回ー・ー－掴『凹ー－団一一ーーー』日ー晶4』均晶一一『ー“一ω』一一－『品占品』晶晶幽直一ー－噛..

( 62 ) 



第 2 表 動物蛋白各種アミノ酸の組成

ア＼ミ＼ノ＼酸食種品別組＼問＼ 上牛肉 上豚肉 上馬肉 上兎牛肉 上鶏肉 天鮫然 養肉鯉 養全虹前鱗jij 卵白 卵黄 品（J J(l''f. 

融『向u•it1 に，’ 甘十 ＋十土 十ト 廿 十十 -ltl- 十件 十件 十件 十件 十件 十十 4十

&Valin 4十 廿ー ＋十 --1+ H十 ＋；十 i十 4十 4十 十ト 十ト ＋十 サ十

Alan1n ~-l ~＋ 4十 廿 十十 十件 十十 ｝十 十1-- 廿ー 十十 ｝十 ＋十

Tyrosin ＋十 ＋ ート 十 十 十 ＋十 廿 一「 ート 十 十 十

Prolin 十十 ＋ ＋ 十十 十十 ート ＋土 イー 十十 十 ＋土 ＋ ＋ 

Glycin 十± 十 十 十 十 ± 十 ＋十 ＋ 十 ？ ？ 

Ser in 十 + ＋ 十 ＋ ート 十 ＋ 十 ？ 土 土 ？ 

Glutamic acid 十 十 ＋ 十 十 十土 土 ート ＋ 廿 土

Asparatic acid ± 土 ート ＋ ＋ ＋ 斗ー 土 + ＋ 十 士 土

eThreonin 十土 十 十 十 + 土 十 十 十 十 土 土
.... ,,... .... 

2・一
Rnlfmdn 土 ＋ ＋ 十 ＋ + ＋十 + 一 ート ート 二亡 土

eLysin 土 十 ＋ 十 + 十 土 土 十 ？ 十 十 ート

eArginin + 十 土 土 + 十 十 十 土 土

⑧Histidin 土 ＋ 土 Jーし－ + 
B A<:>lnin or 

＋ 4匂C itrulin ？ 土 ？ 十 土？ 土？ ？ ？ 

＠ 印は栄養ヒ不可欠アミノ酸

刊十 極多量と忠われるもの

什 多量と思われるもの

十 少量と忠われるもの

土 微量と思われるもの

？ 痕跡或は存在の疑わしきもの

種

第 3表各種動物粗蜜自含有量

日!J 蛋 白 質 〔ラ4〕

23.3 
20.1 
21.4 
20.5 
16.8 
23.4 
21. 0 
12.7 
24.0 
25.0 
17.5 
20.0 
22.0 
20.1 

｛（涼赤肉（冷凍）
牛
豚
馬
家兎
鶏
卵 （全卵）
f(frT 

鰹
ft授
鯉
鱒（虹）

結語

実験成績に示すように鯨肉の蛋白量は他の動物性蛋

白に比較して上位にあり，そのアミノ酸構成も，栄養

上何等そん色をみない。

これらの結果から見れば，蛋白源に恵まれない我匡！

にあって，鯨肉は，重要，有利な蛋白源であると思わ

れる。
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XI 南氷洋産冷凍鯨肉の Drip中のアミノ酸
について（予報〉

新 井 養 老
生活衛生部栄養課 酒 井 1数

藤 沢 正 ＝仁士3コ

1. 緒論 試料とした。

南氷洋産冷凍鯨肉の Drip流出については，さきに 3. 実験方法

天野，日中両氏等によって貯蔵中の条件別にかなり詳 Dripはその重量を測定し， 液量の多寡，濃度遣の

紬な研究発表が行われている。 区別なしに全量を，肉部はその適量を試料とした。 25

しかしながら，その化学際情および組成については がH2S04で常法に依り加水分解，Ba(OH)2で中和，i慮

触れていないようであるO i毘，穂波を濃縮したものを試料とし，一次元25%合水
よって我々の興味は， 1ヶ年以上も貯蔵した冷凍鯨 Phenol，二次元 35%合水Lutidine,Collidine等量況液

肉から流出した Dripの化学機構ならびに鯨肉の栄養 を展開剤として，常i去により PaparChromatography 

成分にいかなる影響がもたらされたかを知るために， を行い，その Spotにより判定した。

まずアミノ酸の定性試験を行った。 4. 実験成績

2. 検体調製 〔註〕（1) 本試験は定性試験であって，第1表中の十件

検体としては，－ 24°C, -16°C, -8°Cで1年間 件十土は縦欄にのみ関係をもっ量的序列であって，横

貯蔵後，＿gocで1ヶ月経過したものを，それぞれA, 欄相互においては無関係なことを諒承願いたい。

B,Cとし，そのうち鮮度の 90%, 70ガのものをa, 位）加水分解に伴う Tryptophane,Serine, 

bとした。 A,B, C三者についておのおのa, b 2 Threonine等の損失については補正願いたい。

種，百十6種を検体として選んだ。 (3} 各アミノ般の Ninhydrinに対する感度に

とれらのおのおの20gを秤取，約 2cm角に切り受 ついては， Spotと照合して若干の補Eを行った事を

器を付した肝斗j二に取り， 20°c土1°Cの室温で2時 付記，あわせて諒承ありたい。

店j解凍せしめ，滴下した Dripとドー斗上の！？立肉を夫々

第 1表 名異なる低漉度で1年間貯議後の鯨肉及び Dripのアミノ酸定性試験

、～～ ！ドリツ
アミノi鞍 ～～～～ 

eDioin十Isalencin

eValin 十±＋十

Alan in イ十 十十

Ty rosin 十士

Prolin ＋十

Glycin ート 十

Ser in 十 十件

Glutamic acid 十 ＋ 

Asparatic acid ＋ ＋ 

eThreonin ？＋ 

e Methionin-sulfoxid ＋ ＋ 

eLysin 十 什

Arginin 十 十？

eHistidin 十 ？ 

B-Alanin or Citlulin ート 4十

bf 
部i
十十

十ート

十十

十士

＋ 

＋ 

ート

十

＋ 

十

イー

十

十

十

＠ 印は栄養上不可欠アミノ酸 十ト
叶極多量と思われるもの 十

1: ;,[ A r i:t r ;r '..'.[C alq rυ；r ，~ ドリツ ドリツ ドリツ ドリツ ドリツ
プ肉プ 肉プ肉部プ肉書店プ

＋十 十十 十十 十＋ 十十 十± 十十 十土 十十

十十 十士 ＋十 ＋土 ＋十 十 ＋十 ＋ 十十

十十 十一ト 十十 ート十 十十 ＋十 イ十 十十 十＋

＋ ＋ 十 十 ＋ ート 土 ＋ 士

十 ＋ 十 ＋ ート ＋ ＋ 土 ＋ 

＋ ＋ ＋ ＋ ート ＋ 土 土 土

十十 』ト ＋ ート ート ＋ ＋ + 土
＋ ＋ ＋ ート 十 十 オ二 土

＋ ＋ ＋ ート ＋ ＋ 土 土 土

十 ＋ ＋ ＋ 十 士 士 土 土

十 イー 十 ート 十 ＋ 十 ート ート

＋ ート 十 ート 十 + ＋ ート 一J」『

＋ ？ ？ 十 ？ 土 ？ 十 ？ 

十 ＋ 十 十 十 十 十 十 十

と思われるもの 土徴量と思われるもの
と思われるもの ？ ？良跡あるいは存在の疑わしいもの
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第 2表 Drip 滅失量

貯蔵温度 ｛詳 ｝支 Drip重量 比率

-24° 90必 3.2gr 16タ6

fl 70% 2.0gr 10% 

-160 90% 2.6gr 13ガ

II 70が 1. 6gr 8ぅ4
- 30 90% 2.2gr 11% 

II 70% 1.6gr 8ラ4

5. 総指

上表にみるように鯨肉からの Drip中のアミノ酸の

種類は，母体である鯨肉のそれぞれと類似しているO

叉その貯蔵の条件に関係なく，すなわち収納型，非

収縮型の区別なしに，殆んど相似したものと見倣して

よい。このことは Dripの流出が撰択的で、なく，筋肉

組織内の全般に瓦り，一様な機構をもって生程される

ものと思われる。

しかも Dripの流出量は， 1ヶ年貯蔵後，更に－8°C

で1ヶ月貯蔵された試料で、あるから，多少検討を要す

る点はある。

しかし田中氏の， Drip量と収縮型およびAT Pに

対する報告があるが， Dr匂流出機構については我々

の場合も結果的には同様の経過を辿っているものと思

われるO
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共同献立による学校給食の実態調査
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栄養認生活衛生部

XK 

（実自生）食糧学校

" 

しい学校10校を選び，調査の］？.確さを裏づけするため

に再調査を行った。

(A）再調査校 市ヶ谷。原町。四右・釘三。同第五。

同第七。戸塚第二。同第五。淀帰第一。

調査期日 第1間を昭和29年11月5日～16日。第2

回を昭和29年12月13日～14日。

(B）調査対象給食を目標として小学校の高学年。

(C）調査方法調査の正確さを期するために，学童

に配分したものの 1食分を食品別に区分し，正確に秤

最し記載したO

給食は新宿区教育委員会拠出による，共同献立を基

礎にして調査を行った。

対象は各小学校ごとに，高学年学童配給の 1人分を

採取した。

成績は学童の給食を学校ごとに， 1回～2回にわた

って調査し，蛋白質，脂肪，糖質，熱量，無機質，ピ

タミシA, B1, B2, Cの11成分について，日本食品標

準成分表により，各栄養素の算出を行い集計したO

(D）給食の栄養基準

栄養基準は，学校給食栄養基準量（先全給食）によ

る，熱量 600Cal，蛋白質 25g，脂肪7g，鉄6mg，カ

ノレνワム600mg, ビタミンA2000I. U., B 1 0. 7mg, 

B2 0. 8mg, C 20mgである。

3. 調査成績

学童の給食における栄養摂取量の状態を学校単位の

平均において，第 1回の調査成績では熱量の最高，戸

塚第二小学校の 849Cal，最低は落合第三小学校の 498

Calで，総平均値は 653Calである。

第2回調査成寵では，熱量；の最高は，淀j需第二小学

校の 965Cal，最低は落合第三小学校の 548Calで総平

均値は 650CalであるO

蛋白質においては，第1間最高は，江戸川小学校の

412g，最低は：応！需第一小学校の 13.4gで，総平均値は

27.4gであるO 蛋白質，脂肪，熱；患の総平均は学校給

食基準量を超過し，無限質，ビタミン類は基準量に連
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1. 緒言

学校給食は学童遣の心身の発達に重要な役割をもっ

ている。 i唯単に食物を与えるというだけでなく， j車，切

な種類の栄養を与えるという事が大切なので、ある。

従来厚生省の調査からも，しばしば問題の焦点にな

るのはJ 発育期において学童連の栄養に最も不足勝な

栄養素は，カノレνワムとビタミン複合体ならびに良質

の動物性蛋白質である。

学校給食はとのような社会…般の傾向のなかにあっ

て食の問題についても，学校における教官官翌日のうち

にとりあげ，学童話5が：喜んで満足するような，そうして

一日に必要とする栄養量の三分の一以fこの食物を，学

校給食の機会に用意して，学童が従来食べなかった未

経験の食品等も合めて，給食を拡大したり偏食などが

次第に消え失せて行くような効果をもたらしながら，

本質的には学童の栄養を改善し，休｛立の向上をはかつ

て行くために重要な施設の一環と考えられるようにな

って来た。

学校給食計岡の演ず、る投割下［＝！，共同献立による給食

効果と，その運営価値についての調査資料はきわめて

乏しい。

よって共同献立による給食の実際と栄養隈取置の実

態を把握する目的で，新宿区教育委員会の協力を得

て，新宿区32校について，昭和29年11月5日～同12月

14日に立り調査を行い，いささか資料を得たので報告・

する。

2. 調査地域主主らびに実施方法

調査した小学校（所在地を省く）

津久戸。紅戸Jfl。市ヶ谷。早稲田。鶴巻。原町。仲

之！llf。富久0・東戸JlJo四谷第一。同第三。同第四。同

第五。同第六。同第七。大久保。天神。戸山。戸塚第

一。同第二。同第三。落合第一。同第二。同第三。同

第四。同第五。淀橋第一。同第二。同第四。同第六。

同第七。四戸Jl川、学校を合む32校。

更に i二記の小学を調査した後，栄養価の過不足の甚



しない。特にカノレνワムの不足は甚しい。 rnn, 2 
表， tm1, 21-.x1表参照〉
第11刻表・は11月， 12月の献立表から平均の蛋白質，

熱量，カノレVワム，鉄， ピタミシA, B1, B2, Cを摘

録して学校給食基準量を 100とした場合の各栄養素の

百分率を示したものであるO

第1, 2図表に示すように蛋白質，脂肪，熱量は大

体基準量を超過しているが，カノレνワムは4%にすきF

ない。

これはミノレクを使用しない献立の日が多かった事が

原因かと究明してみたが，毎日ミノレクを用いても基準

量の 60～70%しか給与されていないことが判った。

鉄およびピタミシA,B1, B2, Cはとかく不足にな

りがちである。

学校給食々品別基準量と学校給食々品別使用量の比

較をみると，

11月分は第3表に示すとおり，有色野菜， ミノレクは

基準量に満たないが，他は基準量よりも多くなってい

る。この結果からみてピタミン，カノレVワム不足の原

因をなしていると思われる。 Ctr~ 3 , 4 表， ~p, 4 

図表参照）

4.総括

栄養ご成分の実測量と，総購入量から計算した計算最

とを比較すると，計算量よりも実測量の栄養価が高く

なっている学校が19校，実測量より計算置の栄養価の

高い学校がSi交，栄養価のほとんどひとしい学校が4

1交である。
その差は凡そ 5%～10~.；和皮で，計算量より実測量

の栄養価が高い学校が多い。

また計算最より実測量の万が，栄養価の少くなって

いる学校は食品の歩獄り，分配の点等に欠陥があるも

のと考えられる。

調査の結果，実測量と計算量とを比較するならば，

栄養価の点においては大差はない。

一万栄養的にみるならば，カノレνワムおよびビタミ

シの不足が甚しいので完全給食の線に近接せしめるた

めには，食品の配合について一層の研究が望ましい。

たとえば有色野菜，小魚，海藻類を考慮した献立に

よってビタミ y，カノレνワムの不足を補うようにした

い。

なお経済が許すならば蜜柑，林檎等の果実類を使用

するのもー工夫である。

叉カノレνワムの点においても， ミノレクを今少し増量

したい。

5. 脱脂粉乳位ついて

学校給食に用いられている脱脂粉乳には，貴重な栄

養成分，特に学童の成長に必要な良質の蛋白質，無機

質が比較的多量に合有され，現在の学童の栄養欠陥を

補うには，最も適切な食品で、あるO その成分をi也の乳

製品と比較すると次のとおりであるO

ピタ 、、、．． ン

食品名 17~ 分gI 蛋白質gl脂質gI 糖質gl熱 C量：a1］ム）JノVcc~ソ）gl （脚pn~gl (F献~gh.u. J Bing 

生 手L 88.6 3.2 4.5 

手L 88.6 3.0 3.2 4.5 

55~ H旨乳 91. 4 3.1 0.1 4. 7 

全脂粉乳 2.5 25.9 26.5 39.1 

脱脂粉乳 4.2 34.8 1. 0 52.2 

(D）の基準量の項で述べた通り，学童1人当りの蛋

白質基準量は25gで，そのうちlOgは動物性蛋白質とす

るのが合理的なのであるから， 1食に粉乳22gを用い

る事により 7.8gの動物性蛋白質が確保出来，残りの

59 100 90 0.1 120 0. 04 0.15 2 

59 100 90 0.1 100 0.03 0.15 0.5 

32 100 90 O.f 0 0. 04 0.15 2 

499 890 730 1. 0 700 0.25 1. 30 5 

357 1200 980 1. 0 201 0. 30 1. 60 5 

仮りに lOg全部を 100匁 100円の牛肉で撰るとすれ

ば， 13円粧かiり，到底粉乳の比ではない。

制約された経費で賄う給食にとって，粉乳は最も大

切な食品と去わねばならない。

2.2gを他の獣鳥肉，魚介類で補充すればよいわけで しかし，この粉乳に対する児童のし好を調査してみ

ある。 ると，昭和26年の調査では，これの全然飲めない児童
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が， 33ガあったものが，その後の新宿区内某校の調査
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脱脂粉乳，市乳でも大差なく 90ガの者が好んで飲む

か，きらいで、も飲めるのであって，どうしても飲めな

い児童が10%で，昭和26年に比較して，三分のーに獄

少しているO 調理方法の:illIE，児童の食品に対する知

識向上等により，年々その率が猷少していくことがう

かどわれる。

次に，粉手Lを用いた調理で，区内の学童に喜ばれた

献立を取りとげてみよう。

一＼＼＼ 献 立 名

A 主食となるもの 粉乳入り蒸しパシ

粉乳入りコツペパシ

粉乳入り狐うどん

サンドイツナ

B パシに塗るもの 粉乳入り肝臓味噌

粉手L入り胡麻味噌

ク リ ーム

粉乳入りポテトマツνュ

c 洋風汁もの カ レー汁

（塩，胡j;JR，カレ ポタージユ

一粉， トマト， ν ナユー
ソース等） チヤワダ

D 和風汁もの すりみ汁

（味噌又は境味） けんちん汁

τ仁とI 野 汁

央 汁

卯の花汁

E 飲 も の 砂糖入ミノレク

コーヒ一入りミノレク

F 煮 も の クリーム煮

ブラワシソース煮

妙 煮
、、、 ノレク煮

イ田 煮 （醤油味）

G i焼 も の 粉乳入ゴロツケ

揚 も の 魚のフリッター

！｜～～一一一一一一～～～一一～
献 lL 名

H 蒸し もの なす丸むしクリームかけ

I あえもの クリーム手IJ （みそ味〉

クリーム和（塩味）

落花生和

野菜サラダ

J おやつ向 パシケーキ
、、、、 ノレク餅

揚 査定 子

ドーナッツ

カ ヲ ン糖

泡 正三時ヨ 美

これでみると，脱脂粉乳も飲料としての域を脱し，

主食に，汁物に，あえ物にと各調理方法に用いられる

ようになり，児童の口にすっかりなじんだ感があるO

今後，脱脂粉乳を多量に，そして飽きさせずに用い

るため，新宿区共同献立のl二！こlから，模範的なものを二

三示してみよう。

献立名 食品名 数量 蛋白質g 掛l
g 

ノ、。 ン 1ケ 11.2 383 
野
脱脂粉乳 22 8.0 80 

菜
小麦粉 3 0.3 11 

ク
さつま芋 50 0.7 57 

リ
にんじん 20 0.4 7 

キャベツ 20 0.3 3 
ム
そらまめ 50 3.6 49 

あ
塩，酢， 1111

3・乙
24.5 590 

ノ、。 シ 1ケ 11.2 383 

魚台（鯖） 20 4.6 32 

魚 じゃがいも 100 2.0 85 

ク
玉ねぎ 30 0.2 8 

リ
にんじん 20 0.4 7 

脱脂粉乳 22 8.0 80 

よ入
バター 5 40 

煮
澱 粉 5 17 

キャベヅ 30 0.5 5 

26.9 592 

( 68 ) 



｜塁l

A§ 

国閣

局
色
野
菜

笠
叫
J
b

じ
日
八
刀

l
L

R
同
日
刊
明
々

P
1
4

1 

一
け
て
の
憎
の
野
菜

H
子

第

白
川
又
門
川
肉

山

叩

玄

紛

120 

110 

献立名 え土、ト上ー 日仁l1, Jパ！'::1ァ 数量g 蛋白質 主~＼ Cal g 

ノ、。 シ 1ケ 11. 2 383 

脱脂粉乳 22 8.0 80 

カ
牛 肉 20 4.0 27 

レ
じゃがいも 80 1. 6 68 

30 0.2 8 

にんじん 20 0.4 7 

汁
小麦粉 5 0.6 18 

カレー粉境

26.0 593 

ノミ ン 1ケ 11.2 383 

牛 肉 20 4.0 27 

ν 
じゃがいも 50 1. 0 42 

チ
玉ねぎ 30 0.2 8 

にんじん 20 0.4 7 

ニL
許fr 2 18 

小麦粉 5 0.6 18 

脱脂粉乳 22 8.0 80 

三円生三 I月ミ 少々

25.4 583 日方f員1窓f骨

（脂肪）

一

議

出

平

内

一
i
J
落
合
片
五

一

一

回

v谷
沖
七

一

一

市

片

苛

一

江

戸

川

一

原

町

富
一
戸
塚
才
二

日

落

合

芳

三

四ッ一合
h
k
三

淀
橋
場
八
二

回
v谷
hr
五

20 

15-

図

( 69 ) 

2 

（まめ類）

第

（粉乳）

断勤務
h
平

内

一回りハ合－才一一一

一
品
弘
之
口
沖
五

一

江

戸

川

士
巾
汁
一
合

一
回
叩
片
口

U7
五

幽

4
1
A
合
芳
三

戸
塚
芳
二

四
v谷
h
k
亡

原

町

淀
橋
ア
ニ

30 



（；釘色野菜）

図3 第

糖）‘、、
H
H叶，ノ

r
h
u
 

「
l
l
、

120 

50 

（その他の野菜）

図4 第

民
団
六
米
大
ju

。
、、1ーし

70 

平

内

心
持
・
む
山
川
何
回
り
谷
h
k
五

伊
川
幽
落
合
b
A
一二

堅
四
り
谷
雪
二

円
汗
落
合
、
才
五

な
↑
巾
片
山
λ
口

一

で

原

町

自
民
！
四
ッ
谷
、
才
七

f

丸
山
江
戸
川

山
部
一
淀
措

γ
二

安
二
戸
塚
、
介
二

( 70 ) 



ISO 

第

‘‘‘‘， 
E
l
J
 

－a
a
a
z
 

／
1
1
1

、

第 6 図
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第 1表 調 査 献 立

学校名 献 立 名蛋白質脂質糖質熱量

g g g Cal 

パン， ミノレク， 煮込みおでん 33.0 5.9 117.4 619 

パターイ寸ノミシ， ミノレク， 煮煮煮煮中巾γ華込込込華，込風風みみみみみ煮煮おおおおでん 41. 2 22. 4 130. 3 784 ピーナッツクリーム付パ そ汁 24.4 12.2 93.1 575 
パン， ミノレク， でん 30. 8 8. 7 119. 4 657 
パン， ミノレク， でん 31. 8 15. 1 63. 5 704 
パン， ミノレク， でん 36. 2 12. 0 134. 6 696 
ノミン， ミノレク， 27. 4 9. 4 105. 8 635 
ノミン， ミノレク， 28. 2 7. 7 101. 4 588 
パン， ミノレク， サラダ 24.8 9.8 116.5 655 

四久ツ11保谷神山第第第第第第~ II パター付パシ， ミノレク， 中華風煮 30.8 19.8 103.3 717 
ニ II ジャム付パシ， み華華華vレそ風風風ー一汁煮汁煮煮行 21. 9 3. 2 133. 2 602 四 II パン， ミノレク， 32.2 7.7 39.2 633 
五 If クリーム付ノミン， 19. 0 9.1 161. 0 584 
六 If パン， ミノレク， 29.1 2. 9 117. 9 629 
七 If パン， ミノレク， 26.6 4.7 94.9 534 

大 If 九ねりミルク， 中中Zカ 25.1 7.9 114.4 問

夫 If パター付パン， カレー汁 20.0 22.8 86.8 638 
戸 If クリーム付パン， カレー汁 21.3 9.9 95.0 557 

戸 塚第第第第第第第第一二三一五二二四 If パン， ミノレク， i惨フライ， キャベツ 35. 9 20. 1 106. 9 771 If If ノミシ， ミノレク， 鯨吉｛野カf参フライ， サラダ 35.9 26.7 116.3 849 
If If パン， ミノレク， ツ，せんキャベツ 36.3 14.8 117.3 768 
落 合 If パン， ミノレク， 煮，みかん，あめ 28.7 5.1 138.9 716 

If If パター十付制付~· パシ， みそ 汁汁チ 24.3 30.4 88.5 722 
If If パターパシ， さつま 17.6 8.5 86.9 498 

I ,, ,, ノミター パン， ホワイトジ ュー 18.8 7.0 134.2 680 
If If ノミター パン， みそ汁 17.7 16.5 78.1 551 

淀 橋第Z第第百日)- " 揚ノミシ， 滑汁， みかん 13. 4 11. 8 92. 1 471 
II 二 II パン， ミノレク， 果物，かすみ汁 17. 2 24. 3 111. 3 794 
If If バン， ミノレク， j掠甘辛煮け野菜ソテー 31.8 7.1 98.9 586 
II If ジャム シ， んちん 25.2 6.3 106.2 585 
If 六七四 II 揚ノミン付，甘パ藷うま煮， すまし汁， Zかん 19.4 32.7 89.4 730 
四戸山 II パン， ミノレク， カツ， りんご 35.7 19.8 126.8 823 

校準平ム給 基均比準 875.3 422.3 3420.3 21002 27.4 13.2 106.9 653 

栄と養の 較量 （十2~g （十ig ~tdca 

第 2表 調 査 献
回...... 

Aム

学 j交 名 献 立 名 蛋白質 日旨 質 F唐 質 安［i 量
g g g Cal 

世四主 橋谷知第第二五小学II校 揚げノミy，かすみ汁，支文ミルク，風りんど 34.0 35.1 122.9 965 

パン，ミノレク 那 煮煮 26.6 4.4 112.2 614 
II 七 JI パシ，ミノレク 耳目風 27.3 5.1 111. 0 620 

市江戸ヶ川谷
If パン，煮付， ミカシ ミノレク 27.8 9.7 107.2 640 
If ピーナッツクリーム付きパン，鱈．の粕汁 29.4 12.6 88.8 644 

戸午落落四込塚合谷原合第第第第町五二三三

ff 

ジャムイナパY, か き ヨーのミ花焼汁汁煮
20.5 4. 7 118.0 600 

If ノミン ノレク， 27.6 6.5 110. 4 609 
If ノミシば，，紅鰐んミ茶， ミルク， すむきみ卯き 18.1 5.1 103.1 548 
If あん ， カレ 23.2 6.7 117. 9 645 
If パン の粕汁，ミノレク 31. 2 3.4 109.6 606 

学校平合給食栄養基均計準量

268.7 93.3 1101.1 6500 
26.9 9.3 110.1 650 
25 g 7g 600 Cal 
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覧 表 (11月分）

ピ タ 、、、． シ

カノレνヲム 燐 鉄 基準量より不足のもの

mg mg mg A I.U. B1 mg B2 mg C mg 

321 499 3.6 1072 0.30 0.54 10 日旨， Ca, Fe, A, B1, B2, C 
711 645 13.0 1114 0.38 0.58 7 

蛋~熱壷1: 熱B仁i，治~J：；；~i';"c 
213 323 3.7 774 0.26 0.15 8 
402 476 4.1 2054 0.35 0.49 12 
439 498 36.0 3913 0.35 0.51 11 
601 514 15.3 2793 0.37 0.63 12 
311 388 3.6 1116 0.37 0.53 26 
296 354 2.2 727 0.36 0.52 21 
304 422 3.5 2137 0.36 0.51 18 

303 355 2.4 1815 0.33 0.54 14 
99 184 0.3 1127 0.28 0.22 16 
317 375 2.6 2855 0.40 0.55 10 
33 196 3.5 1503 0.28 0.15 9 
298 362 3.1 1361 0.37 0.51 20 
300 387 3. 7 1493 0.31 0.43 16 
298 399 3.4 1363 0.41 0.48 10 
170 214 2.9 1432 0.25 0.32 g 
52 206 4.0 795 0.28 0.20 17 

407 491 2. 7 32 0.61 0.41 18 

g：脂蛋蛋蛋~： ~~，l~kti~~~~~ 
297 520 2.4 721 0.52 0.43 9 
315 490 5.3 70 0.62 0.40 17 
333 438 3. 7 1942 0.55 0.47 37 
194 298 3.7 168 0.15 0.19 6 , Ca, 
59 184 3.1 1408 0.15 0.43 23 ，，丞C~，93 244 4.1 1601 0.21 0.31 18 
136 235 2.5 60 0.22 0.17 10 ，熱，

66 136 2.0 2532 0.14 0.23 45 

蛋蛋熱！旨？熱I~，，，，，熱｛｛企re, B;,B, 321 405 12.3 2343 0.61 0.33 37 
320 425 4.3 1408 0.67 0.33 25 
90 168 2.4 2148 D.21 0.29 21 
110 306 2.3 1410 0.20 0.26 68 

Ca, , it 298 469 5.2 68 0.54 1. 36 5 

8507 11656 167.9 45391 13.26 9.64 585 
266 364 5.2 1419 0.41 0.30 18 

~oo~g （一6~g 2~0ーof.u. ~ー.Jmg bー.8~g (2ーO~g

覧 表 (12月分）

ピ タ 、、、． シ
カノレ乙／クム 伊ド 鉄 基準量より不足のもの

mg mg mg A I.U. B1 mg B2 mg C mg 

434 535 16.7 1071 1. 35 0.80 26 

：脂脂a包，，，c仁A；~e B2 
364 365 1. 9 1104 0.35 0.52 26 
305 357 11.1 1119 0.34 0.52 21 
427 426 4.1 1404 0.34 0.48 29 C包，， Fe，＇：.~~：~！： C 57 293 2.5 28 0.45 0.14 5 

121 301 4.8 486 0.25 0.28 35 

蛋蜜蛋脂H旨:JI旨C仁脂脂為·~熱，，，2it~~~；~~~c 136 453 4.3 267 0.32 0.50 28 
181 228 3.6 1421 0.25 0.20 3 
38 218 3.0 1351 0.41 0.16 9 
322 480 3. 7 108 0.35 0.53 15 

2320 3656 55.7 8359 4.41 4.13 197 
232 366 5.6 836 0.44 0.41 19.7 
600mg fong 2000 l.U. 0.7mg 0.8mg 20mg 
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第 3表 各学校給食食品完lj使用量一覧表（11月分〉

ミζ＼小ミ＼学ヶベ一校ご一名下＼＼五＼三＼一食別＼基品～主ー＝名一｜｜｜ ！ 小麦：~-0 魚又は肉 いも類 野その他菜白｜I砂 糖 i脱脂粉乳 まめ類
lOOg 20g 40g lOg 5g 

津久戸小学校 110 70 60 20 3 22 10 

江 JI! If 110 40 50 5 22 30 10 10 

市ヶ谷 If 110 3 22 20 10 70 5 

早稲田 If 110 15 60 7 22 20 20 

鶴 巻 If 110 18 70 6 22 20 25 5 

原 ドIJ If 110 25 65 6 22 20 20 5 

仲之 .mr If 114 30 60 20 5 22 20 15 3 

’日主主ヨ戸 久 If 110 15 60 10 2 22 20 5 5 

東戸山 If 110 15 100 4 4 22 20 5 

四谷第一 If 1;1.0 40 30 20 3 22 10 10 20 

If 川月ヨニ一二 If 110 30 55 20 30 15 15 

If 第四 If 114 45 25 34 6 22 32 20 5 

If 第五 If 120 20 45 10 25 15 3 

If 第六 If 110 30 70 10 8 22 20 10 

" 第七
If 1~0 25 15 15 3 22 20 10 2 

大久保 If 117 20 40 20 7 22 4 10 4 

天 キ申 If 118 20 15 20 11 10 23 

戸 111 If 1~8 35 50 30 25 5 グu) 

戸援第一 If 137 70 40 3 22 15 

If 珂gJ'ヨ7ー－ー~ If p7 65 40 2 3 22 2 5 15 
' 

If 生クおfJ一二一ゴ If 137 25 40 3 22 10 

搭合第一 If 112 30 70 15 28 22 65 

If 第二 If 110 3• 23 28 20 

If 第三 If 110 20 41 45 13 10 6 

If 第四 If 117 15 100 20 40 4 10 4 

11 第五 If 110 3 30 47 15 

淀陪第一 " 110 5 9 85 10 

If 第一 If 120 10 20 7 22 75 20 

If 第四 If 110 45 60 4 22 10 3 

If 第六 If 110 43 70 35 20 20 15 3 

If 第七 If 110 100 30 56 

四戸山 If 138 45 3 22 100 15 

止，5 3585 875 1313 613 275 455 331 557 229 

平 1さ3 115 38 57 27 12 16 14 24 10 
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第 4表 各学校給食食品別使用量一覧表（12月分〉

小麦粉！在員｜いも類｜告の他長（砂糖 l器壁豆類喜皇！脂肪

戸塚第二小学校 110 48 65 60 6 20 2 

四谷第五 II 120 10 45 18 18 13 

ぅ－ 谷 II 110 3 22 23 18 2 13 

淀帰第二 II 119 10 38 60 9 22 117 I 10 

原 同 II 110 40 40 40 3 22 20 

江 戸 Jf] II 113 47 46 20 19 

落合第五 " 121 43 38 20 40 30 

四谷第三 II 140 10 40 20 10 5 

落合第三 II 110 22 18 17 7 29 10 3 

四谷第七 " 113 28 36 42 3 22 8 

，にε』1 261 347 144 93 154 33 

平 均 117 26 32 35 14 9 15 21 3 
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X盟 学校給食調理室に長ける調理器具bよび

食器類の汚染朕態について

生活衛生部栄養課 新 井 養 老

酒 井 倣

渡 辺 甲 子

食糧学校（実習生） 鈴 木 美恵、子

学校給食は学童の体位向 L.,体質の改善？と共に，合 大腸菌群による汚染状態を調べた。引き続き昭和29年

四的，健康的な食生活を営む習慣，態度を養い，更に 10月新宿区内33校に対し同調査を行った。

学童を通じ家庭食生活の改善を企図した教育の一環と 調査法は前回と同様，まな板，ほうちょう（叉は砕

してはじめられたものであるが，いかにその献立が立 断機），食器の三種に対し行った。

派であり，内容が合理的であっても，諏理器具や食器 第l表に示すように33校中，まな板，ほうちょう，

類が非衛生的であっては，学校給食の主旨に反し，そ ；食器の三種全部に検出をみた汚染率100%の学校は1

の目的を達する事は出来ない。 校， 67ガ汚染率は17校， 33ガ汚染率の学校が11校，全

そこで，第1間を昭和26年2月に都｜メ314校に対し， くその検出を見ない学校が4校であった。

第2回を昭和26年10月に都内231交に対し，叉昭和28年 之を器具別にみると，まな板の汚染率78.8%，ほう

に都内保育園23箇所について，調理器具および食器の ちょう 57.6タム食器9.1必で最も汚れているのが，まな

第 1表 新宿区内33校における調理器具 板，次いでほうちょう，最も少ないのが食器であった。

学校名

平 均

および食器の汚染度 更に前回の調査成績と比較して見ると第2表のよう

組板 庖丁 食器

ート 十

一ト 一「
＋ 十

十 十
十
十
十
十
十 一
＋ 十
十 十
』ト 十
十

＋ 十
ート

平ト 一
十 + 
～ト ート
＋ 一
十 一

ート 一
ルト

ート 一
+ 十 一
ート ート
十 十 一
一
＋ + 一

一
＋ + 

!78. l.% 57.6% 9. 1妬

汚染率

67% 
67ガ
67% 

10~7拓~b 
33% 

33ァ；？河~ 33 
33 

67 再出再67 
67 

67 ヲ8河幅: 67 
67 
67 

33 垢拓
67 

間ラヲラ岸ララヲラ両: ら; 

33 
33 
33 
33 
33 
67 
67 
67 

6~~ 
6~ラ%五
33ガ
0% 

になる。

第 2表 学校，保背圏！こおける調理器具
および食器の汚染度

｜調査場所 l調査期間（庖丁（狙板（食器
部内小学校 126年2～3月＼57.1%¥85. 8%1 35. 7% 
II 126年10～12月147.8ヲ，，；j91. 3タ0j18.8拓

者I.I内保育闘 )28年1～3月160.9タ，，；j60. 9刻 26.1;-0;
新宿区内小学校j29年 10月157.6%1 78. 8%1 9. 1%j 

4回行った調査とも，まな板，ほうちょうの汚染率

が高く，現在衛生問題がやかましく，その思想が相当

普及されているにもかiわらず，昭和26年当時と比べ，

依然同じ数字を示してし、る。

しかし，食器においては，第一回の調査に比べ，~

の9%に猷少し，各学校における熱湯消毒の励行がう

かがわれる。

まな板，ほうちようにおいても食器同様に入念な消

毒が行われたならば，その率はずっと低lごするであろ

う。特にまな板についてはなま物，出来ヒった料理，

野菜，魚と種々の食品をのせるのであるから時々は表

面を削り，凸凹をなくし，熱湯をかけて滑潔に保って

ほしいものである。
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食生活を，清潔に，快適に，安全にしたいのは何人

も希望する事であるが，要は制理をする人の衛生に対

する認識と努力に待つほか，すべはないであろう。



XIV 学校給食ノ〈ンの栄養成分について

生活衛生部栄養課 業！？

酒

井養

井

学校給食の一般的栄養調査は，当研究所昭和27年度

年報に報告したが，今回は2区域の教育委員会の依頼

にこたえ，学校給食l二十！のパンについて試験した。

昭和29年度に学校給食法が制定され，給食用小麦粉

はこの法律の定むるところにより，完渡され3 他への

流用は禁止されている。規格は歩留り62%で一般の70

～80＿%に比してより精白されている。パン 1伽i分の小

麦粉は 100gでこの中に脂肪（マーガリシ） 2g，砂糖3g,

食塩17g，イースト 2g，ビタミン B10.4mg，ビタミン

B2 0. 3mg，燐酸カノレνクム 19.3gを添加することにな

っている。これを200°c20分間焼き，出来ヒり 4J時間

以後の 1個分の重量は 138g以＿t.，水分36ガ以下，V.B1

0. 32mg.0_上， V.B20.28mg以Jなければならない。

：検体の採取法は新宿区においては所員が各学校に行

きその日の給食用パンを持ち帰り》すぐに処理したo

Ill来上り後8時間～10時間位経過していると考えられ

る。武蔵野市の場合は教育委員会の万から届けられた

もので，焼き上り後30時間以上経過しているO

試験方法一般農芸化学試験により V.B1はチオク

ロム法， V.B2はノレミブラピン法を使用した。学校給

食新聞によるとパシのビタミン定量のI~~は内部を採取

すると報道されていたが，此の場合は全部均一に近い

状態にしたもので試験した。

試験成績第1去のごとくで、新樹区においては＇11聞

の重量が138gに克たない所は 1ケ所で，武蔵野市では

全部抗’，＿；＿＇0・量以下であった。しかしこれを水分の聞か

らみると新街区では8時間～10時間経過しているのに

かLわらず， 12ヶ所1+111ケ所までが36%以！；で・ある。

武ll!l~野市では全て36%以下で、あった。蛋白質は 11岡i十！

の合量に大設け、ないがY製パンが8.46gと云う低値を

示した。脂肪添加はマーガリン2gで、あるがマーガリン

中の脂質を82%位とみれば 1.64g；となり，これに小麦

粉本来の脂質を1.0%位と考えれば脂質は2.64g以上検

出されるはずである。この見地からすると新宿区では

7ケ所が規定以下であり，武蔵野市ではOベーカリの

1ケ所だけが規定量であり，ほかはすべて規定量以下

である。庶糖は糖質を97%イ立とみれば検出量は2.81g

となり？この規格以上のものは新宿区のY製ノミンの

者

機

l嵯峨

塚越

で二b"
i五乙
広三3

廿ハ
H
・

白日目

ヤ 二人

の3店のみであり，他はすべて規格以下である。

V. B1を組定量含有しているのは全部で6ケ所あり，

l世話唐の場合よりやや良好である。ビタミンB2も規定量

に達しているのは6ケ所だけである。これ等の規定量

から考察した場合熱量は 360Cal以上合有されるべま

であるが，武蔵野市では全部ζれ以下であり，新宿区

においては5ケ所が360Cal以上で、あった。

0、土諸成分の平均値は庶糖が規定量よりも37.7%も

少く，破壊されやすいビタミンよりその不足率が大き

い。ビタミンで、はB2が16.8_%,B1が11.3ガで＇B2の万が

不足している。重量の平均値は133gで3.6＿%のトjであ

り，脂肪は10.2ガ足りない。庶糖，マーガDンは製パン

所で、加え，ビタミン類付、製船場で、添加！していることを考

えると，前者の不足は製ノミシ所に帰する理であるが，後

者¢不足は判定出来ない。それは製パシ万法の未熟や

他への流用なども考えられないこともないからである。

第2表は霊量，水分，脂肪，庶糖， V.Br,V.B2の

規：準量を横線にとったもので，水分以外は1個中の含

量を示す。水分はグラブ作製上見易くするため特に%

を使用したO その結果全ての成分が；出準量に達してい

るのはK本店の 1ケ所のみであった。このグラブから

各製パン所の点数を調べてみた。まず標準パンの点数

を重量138，水分108,1\1~糖84，脂肪79, V,B164, V,B2 

56，総i；十529とした。この定め万は重量はlgをl桝目

とし，脂肪，｝申立居は訟を30桝目，VB1,VB2は 0.lmgを20

桝目，水分は 1;'-0を3桝目としこの各桝目の数を算出

した。扶体については水分のみは 108以上はその数だ

け（ー）とし，以下の場合は〈＋）とした。その結果最高は

Oベーカリの 673で庶糖で大分点数を増しているO こ

れは学校で特別の代価を払い特に庶糖を添加させたも

のである。次がK本店の 604でこの 2ケ所が標準量を

越えている。その他は大体400代であるが，庶糖を全

く検出しなかったT製ノqンは 403，又ビタミンを強化

したと思われないC製ノミンは376の低値を示した。平

均475で標準より54，即ち10.4%少ない。

以上のように標準量に達しているのは17製ノミシ所l千1

わず》ミに2ケ所であった。しかしこれはあくまで1個

中の成分の上から考察したもので・質の聞も考慮したら

3. 84g, K本店の3.54g，武蔵野市のOベーカリ 6.19g 又異った数値が符られるかも知れない。

( 77 ) 



第 1表給食用パンの成分分析表 （新宿区敬育委員会拠出）

製 f、ノ平量ic倒均2重個〕I水分l原I白質 脂2出肪J
所名 ／口；； '.Yロ I 

却 rrn1~1:1 ~~ll~： irn ~ぉ「~~~I ~ill ~l! 問ノミン 12933. 25 10. 45 0. 87 1.凶 68. 92 1. 48 1. 910.中 38山 50.抑 制

Eベ｛カリ 11932.56 10.07 1.56 1.8653. 64.03 0.81 0.960.3001 0.3570.192 0.228 321 

T製ノミシ 12631.66 10.70 1.35 1.7054. 68.41 01 0 0.205: 0.2580.120 0.151 343 

ル／＇ 123132.57 9.39 1.6司1阿川 1.211 1.則的~1 0. 09…i 0. 0591 331 

（武蔵野市教育委員会提出）

棚l議~i~煎糖 lb臨IV.Bil地l:J元l~jl;i1
g lヲ0I g ｜ガ ig 1mg%¥ mg i山日｜ 山gI G包I¥Cal¥ 

lfl 均｜ 時1.75, 10. 13112.同1.541 1.ゆ4.581 67.叫i.n/ 2. 11;0.判。州以 0.2251 27 41 338 
塑メミ準量にI-141 -4.25/ 
し g: % 

1-0. 74¥ 1-0 05 

比規準量率1-10~：－ 4.2拓51 ! I 1-2s~~i i ! 1-24ガ.91 iト 6ガ.6! 1-19.刻651 I 

三ケ聞明 133134.田： 9. 24 12.1副~1 1. 781 2. 37,52. 361 69. 24) i. 351 1. 75;0. 2141 o. 284:0. 18訓~I o. 2431 253¥ 3471 

査準霊1-＼~i-1Jll I : （－勺l I I ；－勺 ｜ーっ； 1－勺l I 

( 78 ) 



xv 

老

徽

郎

子

子

ミンCの変化について

智

泰

養井

井

峨

内

野

新

酒

院

明

天

栄養誤

家政大半（実習生）

調理による琉薬中のピタ

生活衛生部

II 

ない〉。

ハ．流7J<:1+1に1時間浸漬したもの。

実験方法

実験方法は，藤田氏の inclophenol滴定法によっ

て行い，各実験は， 3間ずつ施行し，その平均した

ものを実験艦とした。

3. 試験成績およびその概括

試験成績は表示したとおりであるが、これを概括す

れば，

(A) 15分間のからゆで。

(B) 0.5;-0重曹水で2分間ゆでたものO

(C) 2分間蒸したもの等と，生材料の合有量を

100 %としたものの比較において総v.c.の残存
率は，（A)50.3タム（B)83. 7%, ( C)89. 8拓で，

還元型v.c.においては，（A)76. 5~；；， (B)80. 9 

%,(C)87.5がで，蒸した場合の損失が最も少い。

叉，以上（A), (B), (C）の加熱処理後，

付） 水に浸漬して直ちに取出したものO

（ロ） おけ水に1時間浸漬（桶水は換えない）のも

のO

門流水に1時間浸潰したもの i

v.c.の残存率は，
(A) の総v.c.において付）46.0%,

円28.3タム

(A) の還元型v.c. において付）75.0~b, (P)67.0 

ァム例66.3%である。

次に（B）の総v.c.においては（'1)84.1%,（吋54.3~，； 

判 50.3%。
(B) の還元型v.c.においては収） 94.7%, （ロ）

50.4%，門47.1%であるO

(C) の総v.c.においては，付）90.9%,（ロ）61. 0 

ガ， (7'1)55.3%。

(C）の還元型 v.c.においては，付） 61.8%, （ロ）
46.3%，判54.7がである。

市！？局1 水に浸潰して直ちに取／Hしたもの iv.c.の

（ロ）44.1タム

(4) 

II 

( 79〕

ト緒言

調理法によって，ピタミシC (f/rV. C.と略記〉

の損失を防ぐことは，栄養摂取上ならびに食糧経済！？．

からも有意義である。

既に柴田氏（1)は，ほうれん草をいためた時と，ゆ

で、た場合のv.c.の損失を報告しており，何れも力n熱
時間の多い程，損失も多くなっている。他に之に類し

た報告は比較的少い。

我々l土調理によって生ずる，食品中のv.c.の損失
を知るために，ほうれん草を用いて，種々な方法によ

り，加熱を施し，これがv.c.の変化に如何なる影響
をおよiますかについて試験した。

なお野菜調理の！僚に慣例となっている，うで野菜の

水晒しと， v.c.の損失についても，あわせ行い，い
ささか卑見を得たので，報告する次第である。

2. 試験方法

(1) 試験期間

試験期聞は昭和29年8月～10月である。

試験材料

試験材料は市版のほうれん草であるがp 8～9月

頃はまだややびはじめの小さいもので， 4～5寸位で

あった。 10月頃のものは，ほとんど普通の成育を遂

げたものである。この材料を軽く水洗して麗挨を去

り， j慮紙で水切りして直ちに試験に供した。

定量：試験には，棄の部分のみを用い，芸や：恨の部

分は除外したO

(3）試験材料の処理

(A) 鍋に入れてふたをし， 15分間空ゆでした

ものO

(B) 0. 5ガ重曹水の1:jてlで、2分間ゆで‘たもの（水邑

は試料の 10倍）。

(C) 蒸し器に容れて， 2分間蒸したものO

以！二加熱万法を異にした各々について，更に

イ．水に浸潰して直ちに取出したものO

ロ．おけ水に1時間浸漬したもの（浸漬水は換え

(2) 



煩失は最も少く，流水Iご！！に 1時間浸潰したものi損失

は最も大である。

之に次t!＇，からゆで（15分間）の慎失が最も大で、あっ

た。

4. 結論

調理におけるv.c.の街失をまnるために，ほうれん
主主を用いて， 15分間からゆでしたものと， 0.5%重曹

プ1＜：で、2分間ゆでたものと，蒸し器で2分間蒸したもの

等について，総v.c.と還元型v.c.の定量試験を行

なお，野菜をゆで上げたI~~に，一般家庭において，

大抵は水制しを行うが3 これについても試験した。

った。

その結果は，水晒し時間の長い程：v.c.の損失が多
く，加熱したま Lで－， 7]¥:fliJliししないものL指失が最も

少なかった。

その結果は，総 v.c.，還元型 v.c.共に蒸した
(2分間〉場合の鎖失が最も少〈，重曹7Kゆで＇＇（ 2分間）

文献

柴田義衛：栄養と食糧 Vol.4, 195 (1, 952) 

調理による議案中の v.c.の変化についての試験成績表

カH 掛l 水 日同 し
I 総（：ρC屈1量）｜ 残~o存財0)0率 II 還V（~元~·ヲ6型1最〉 I 残（存1拓o~率0 

生 材 ギ｜ （ほうれん草） しない

! 15分間空ゆでしたもの しない 28.7 50.3 18.4 76.5 

II をプkに浸j音直ちに取／：！:lす 26.2 46.0 18.1 75.0 

II を桶水i℃ 1時間浸j責 25.2 44.1 16.2 67.0 

II を流水に 1時間浸漬 16.2 28.3 16.0 66.3 

生 材 :f~r. Ciまうれん軍〉 しない 70.4 100.0 51. 8 100.0 

0. 5.%重曹水で、2分間ゆでたもの しない 58.9 83. 7 41. 9 80.9 

II をァkに浸清直ちに取出す 59.2 84.1 49.1 94.7 

II を桶水に 1時間浸漬 38.3 54.3 26.1 50.4 

II を流水に 1fl寺岡浸漬 35.4 50.3 24.4 47.1 

材 n （ほうれん草） しない 48.2 100.0 36.1 100.0 

蒸し器で 2分間蒸したもの しない 42.3 89.8 31. 5 87.5 

II を水に浸漬直ちに取／:1:1す 43.8 90.9 22.3 61. 8 

II を桶水に 1fj寺間浸漬 29.4 61. 0 16‘7 46.3 

II な流水に時間浸漬 26.6 55.3 19.7 54.7 

c 80 ) 



XVI升二水から検出ナる生物の分類とその

水質汚染指標としての意義

（第1報〉

現在，本邦においては3 飲料水の試験は，厚生省編

さんの飲料水桧査指針に従って；行われており，これに

は閉化学的3細菌学的，生物学的の 3試験方法が採用さ

れている。これらの試験は？特別な場合を除き p いず

れも飲料の適否，すなわち飲料水の汚染の有無を検す

ることがその主目的であり，理化学的および細菌学的

の試験については，詳細な試験方法および飲料適否の

判定標準が記されている。しかるlZ:.，井7］＼からは，しば

しば糧々の生物が検出されy ヲi二水使用者にとっては責

大関心事で、あるにかえわらず，指針には生物学此試験

結果については，単？に「汚水性生物を検出してはなら

ないoJと記されているのみであり，その試験方法も主

として，湖沼，河j)]，又は昨水油，ろ過油等の生物，す

なわち地上水の生物あるいは水道生物に重点が置かれ

ており，~）投井水の試験には実際的でない感がある。

井水等の地下水から検出する生物のうち，地下水間

有生物と呼ばれるものは，そのせい息環境が暗黒であ

ること，ホ：温の変化が少いとと，食物が少いこと苓の

特殊な条件に支配され，特別な生物群を形成している。

従ってう升ニ水生物を地表水生物のように葉緑件の有

無により，清水性生物と汚水性生物とに分けることは

不当である。すなわち，地表水の場合件、ラ光合成を行

う有葉緑体生物の多くは清水性生物とされ，有機栄養

型の無葉緑体生物の多く rt.，汚水性生物とされている

が，本来暗黒な環境にせい息する井水生物の場合は，

有葉緑体生物の大部分は，外来性のもので，地表オてか

ら83；来した汚水性の生物で、あるとみるととが出来，地

表水生物の場合の原貝IJは適用出来ない。一定量の検水

中の全単細胞生物中，有葉緑体生物数をA，無葉緑体

生物数をBとすれば地表水の場合は生物学的汚染度

(Biological index of water pollution）所謂， B.I.P.

の算定は：

B.I.P. ＝ー豆一×100
A+B 

となるが，有勺k等の地下水の場合は：

B.I.P. ＝一主一×100
A－トB ハ

となるわけで、ある。但し，無葉緑体生物数（B）も，本

生活衛生部水質課 松 本 ？告

地下水間有生物の数（B2）とに分ける必要が考えられ

るので，井水の場合の B.I.P. の算定は厳存？には：

B.I.P. ＝~十旦－× 100
A十B1十B2

と，されるべまであるO

しかしながら，地下水固有生物については，本邦で

1-1:，その一部を除いては分類学的にも未だ充分研究さ

れていず，更にその生態学的研~，せい息環境の水質

との関係等については，ほとんど不明であり p 特に水

位衛生の立場ーからは，今後の研究にまつ所が多い。

一方，ヂi二水の飲料適否判定の場合，現行の理化学的

試験結果比必ずしも細菌学的討験の結果7 特に大腸

南群試験の結果と平行しない場合が多い。筆者等の行

っている試験の結果によれば＼却化学的に飲料適の井

水の大半が細菌学的には不適となっている。和i菌学的

試験が理イ七学的試験に比し＇ 7］＼.の廃尿性汚染に対しは

るかに敏感であることは周知の事実で論をまたない。

しかしながら，一般細菌数試験，大腸菌群試験共にそ

の結果が著しく不良な場合は問題ないとしても，料￥＜：.

大腸菌群試験の結果のみが不良である場合，現行の判

定標準では大腸菌群試験の結果，；市に検7.k10cc Fつ

5本ともことごとく陰性であることが，要求されてい

るが，一々，自ら検水を採酌し井戸の構造環境を見る

ことの出来ぬ試験担当者としては，飲料適否の判定に

苦しむことが多い。すなわち理化学的試験，一般細菌

数試験共にその結果が非常に良好で，大腸菌群試験の

結果のみが僅に不良で、ある場合は，その汚染は検水採

陣J時および運搬中の不注意によるのではないかと考え

られる場合も少くないのである。この点，生物学tr~試

験においては：険水：尿酌時に無菌自ち操作を要せず，その

試験結果は比較的安定しており？汚水:'I生生物の検出は

的確に‘汚染の存在を示し 3 習熟すれば短時間叉は即時

に結果を判定し得るという利点があるG

以上のような理由から，筆者は生物学的試験は3 井

プk下［二lの浮ゅう物，批j段物，井戸の底質等の試験ととも

に，飲料適否の判定および汚染源の探究に当り，買に

重視され，研究されるべきであると信ずる。

本来升二；］＼.の生物学的試験には原生動物または下等謀

来地下水性でない3 地表オくからの侵入生物の数（B1）と 類等の顕微鏡的生物が最も意思であると考えられる

( 8l ) 



が，現在筆者はこれらについての充分な資料をもたぬ

ので，先学各｛立の報告を参考として考察し，筆者の資

料としては，主として肉眼的な生物について，少例な

がら記録を整理し考察を試みてみた。

これらの井水生物の分類学的な詳しい研究は後日！I債

を追って発表の予定である。

筆者は以上述べたごとく，升二7kの汚染指標としての

観点から，井プ1，から検出する生物を，その由来により

便宜上下記の 3群に大別し，その各群の＇［：：物と井水の

汚染度との関係につき考えてみた。

I 地表生物群

II 地表水生物群

IH 地下水固有生物群

第I群地表生物群（陸横生物群〉
(Surface life : Terrestrial life) 

（第 1,10表参照〉

本群の生物は，地表生物が升ニ水中に落下したものでう

トピムν類（Collembola）のように水面に浮ゅうする
か，又は水i:[=iでは長く生存出来ぬために多くの場合種々

の枕澱物とともに死体またはその破片として見られる。

本群には非常に広はんな種類の生物が合まれ，井戸

附・近にせい息する小形生物はいづれもしばしば検出

し，まれな例ではあるが，井中？とねずみの死体が見ら

れたこともある。

本群の生物として，ヂi二水rfiからj如上iされたのは，扇

形Jf}J物，環形動物，軟体動物，節足動物，および脊椎

動物等の諸門の各穏動物であり， l持に環形動物中の陸

生ミミズおよび節足動物が最も多い。陸せいミミス守類，

ナメクヂ類，クモ領，ヤスデ類，ムカデ類，および諸

種の昆虫類等はしばしば毘られるものである。これら

の地表生物群の生物は，井水の水質汚染指標としての

意義は余り重要でないが，そのi釦士iは概して井戸の構

造が不良なことを示し，好ましいことではない。本

群の生物はネズミ， ミミズ，コオロギ等の様に狭小な

すき間から井i干lに侵入するか，又はトピムν，ナメク

ヂ，カマドクマ，コクガイピノレpヤスデ 3ゲジゲジ等の

様に井戸ふた裏面，井戸側等にせい息するものが，井水

iて［:::tに落下したものであり，落下生物群とも云い得るも

のであるO 特：［仁，冬期又は早春には，ポシプ，パイプ，

又はタンク等に凍結防止の為に巻くわらのl~i:.iに各種の

閉鎖式井戸でも，パイプは理没した細い土管の中を抜

けている場合が多く，多少のすき聞があるので，その

間げ、きが上記の生物又は汚水の』侵入径路となることが

多い。現に，前述のネズミの落下していた井戸も？この

形式の閉鎖式屋内井戸であったO 開放式無蓋の井戸の

場合は，勿論問題外である。いづれにしても p 本群の

生物が井戸に侵入するのは，白ちの運動性によるもの

であり，汚水又は汚物の侵入とは直接関係があるわけ

ではない。従って，これらの地表生物を検出した井戸

の水質は必ずしも不良ではないが，多くの場合井戸の

構造が不備であり，汚染の機会も多く，望ましいこと

ではないと思われる。

以下，分類別に井水から検出する，地表生物の各類

の代表的なものを記し，特にしばしば検出したものに

O印を付してみる。

1. 扇形動物：コクガイピノレ

2. 環形勤物： Oミミズ類（陸生〉

3. 軟体動物： Oナメクヂ，カタツムリ

4. 節足動物

甲殻類ワラヂムν

無角娯 Oクモ類

多足類 ムカデ， Oヤスデ，ゲジゲジ

昆虫類 Oアソ，ハエ， Oコオロギ， Oトピ

ムν，カマドクマ， Oコガネムν，
Oゴミムν

5. 脊継動物：ネズミ

往々 ，l盟せいミミス勺ヤスデ類の死体トピムν等が水
せい生物と混同されて，依頼者により持参されること

があるが，これらは升ニ水l二！吋に発生したものではなく．

侵入性のものであり，水質自体よりも井戸の構造の不

備を示すものであることを，はっきりしておく必要が

ある。

第E群地表水生物群
(Surface-water life) （第2'10表参照〉

本群の生物は，井水の汚染指標として最も重要な意

義を有し，通常，地表7]¥:1:[ciに見られる生物で3下水，摺7J¥.,

河川，池沼等の汚水性の7kにせい忠、する生物で、あるO

これらの生物は，本来水中生物で、あるため，升ニァ・.Ki:[:::t

に侵入した場合或る期間生存が可能であり，場合によ

っては繁殖することも考えられるが，光線の射入のな

虫が侵入しており，之に由来するものが多い。本群の いこと，水温の低いこと，食物の少いこと， PHのイ民

生物の井中への侵入佳路として，開放式井戸，または いこと等大きな環境の変化があるので，原貝！Jとしては，

タンク使用の場合は，ふたが木製ならばその不完全叉 そのま i長期間，升二水中にせい息し繁殖することは少

は腐朽が考えられ，金属製叉付、コンクPート製蓋の場 いと考えられる。叉その井中への侵入径路も，多くの

合でも僅かのすき間があれば侵入の機会となる。買に 場合，井戸側の閥げ＆，土層の間げ、きその他から汚水又
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は汚物に伴って侵入すると考えられる。

従って，この地表水生物群の生物を検出する井戸は，

現在汚水の混入を受けつiあるか，又は汚水と間程度

に汚染していると考え得ると思う。事実，下水や既込

が近くにあり，これらが不完全であるか，または環境

構造ともに不良な井戸にこのような例が多い。このよ

うな場合，細菌学的試験の結果は例外なく非＇ Wrに悪く，

細菌数は数千から数十万代を示すものが多く，理化学

試験の結果も概して不良な場合が多い。

従って，本群の生物を検出した場合は，厨房の廃棄

物等の汚物を検出した場合と Lもに，細菌学的および

理化学的試験の結果をまたず，直に飲料不適と判定し

て大過ないものと考えられる。

地表水生物群ヰI，最も重要なものは下等諜類，原生

動物，輪虫類等の顕微鏡的な鍛小な生物であるが，肉

眼的な生物の代表的なものとしてはイトミミズ，エラ

ミミズ等の貧毛類中のミズミミズ績（Naidomorpha) 

やヒノレ等である。たどしこの類のうちにもHaplotaxis

gordioides等のように地下水固有の種類もあり，一見

汚水性生物と思われるケンミヂンコ（Cyclops）等の

椀脚類（Copepoda）のうちには Eucyclopsnagasa-

kai, Sperocyclops yezoensis等， のように真暗黒

性（Stygobiotic）の種類もあり， Eucyclopsserrulatus 

のように，元来は地表水の種類で、あるが，たまたま地下

水中から発見せられる好暗黒性（Stygophilous）のも

の，叉全く一時的に地下水中に混入した外来暗黒性

( Stygoxenous）のもの等がある。このような場合，

地表水生物群として，厳密には，好暗黒性，外来暗黒

性の種類のみを含め，真暗黒性の麗は含めぬことにな

るが，現在ではその区別は専門的に過ぎ一般には困難

であると思われる。しかしながら 3 好暗黒性，外来暗

黒性の両者ともに本来地上水の動物相に由来するた

め，その適応形は数代を経る間に生じた変形に返ぎな

いのに反し，真j晴黒性の適応形は系統分類上叉は遺伝

的に悶定しているのである。

真暗黒性の生物は後述の地下水間有生物群に合める

ことに問題ないとしても，衛生学的立場から好暗黒性，

外来暗黒性の井水生物を本橋の地表水生物群に合める

か，地下水間有生物群としで扱うかは重要且難カミしい

問題であるが，現在これを解決すべき研究資料は，ほ

とんど無い。筆者の立場としては，筆者の現在までの

資料から判断し，飲料水の適否判定に関するi浪り，後

の両者は，本篇の地表水生物として扱うのが妥当であ

ると考えるO

本群に関する研究は，筆者の知る限りでは，郡山氏

が仙台市の井戸 30個所について行った研究が唯一の

ものである。氏の研究によれば、細菌学的に水質良好な

井オくからはほとんど見るべき浮潜生物は検出きれなか

った。更に大腸菌群陽性の井戸では Copepoda,

Chlorophyceaeカ2ヨド，［

j走は下記の様に多種の生物を険出しているO

京藻類（Cyanophyceae): Oscillatoria sp. 

日：藻類（Bacillariaceae) : Navicula romboides, 

N. parva, N. major, Navicula 2 spp., 

Gyrosigma sp. 

緑藻類（Chlorophyceae): Chlorophyceae 6 spp. 

接合藻類（Conjugateae): Hyalotheca sp., 

Conjugateae sp. 

鞭毛類（Mastigophora): Chilomonas sp., 

Flagellata 2 spp. 

滴虫類（Infusoria): Stentor sp., Vorticella sp. 

肉質類（Sarcodina): Cyphoderia ampulla, 

Euglypha tuberculata, Arcella vulgaris、

Difflugia lanceolata, D. acuminata, D. 

lobostoma, D. pyriformis, Difflugia sp., 

Centropyxis aculeata, Acanthocystis chae戸

tophora, Amoeba proteus, Amoeba sp., 

Clathru日naelegans 

渦虫類（Turbellaria): Microstomum lineare 

腹毛：煩（Gastrotricha): Chaetonotus sp. 

線虫類（Nematoda): Nematoda 2 spp., (larva) 

輸虫類（Rotatoria): Keratella cochlear is, 

Lepadella ovalis, Rotif era sp., Euchlanis 

sp吋 Asplanchnasp., Callidina 2 spp, 

甲殻類（Crustacea): Copepoda 2 spp., Cyclops 

3 spp. 

環形勤物（Annelida): Oligochaeta 1 sp. 

以上のように相当多くの種類が見られ，今後更に多

くの趨類が追加されることが容易に予想される。筆者

も Spirostomum,Vorticella, Sten torおよび，或種

の Flagellata等はしばしば認めているO

なお， ~j放式無蓋の井戸で光線がよく射入し，水深

も浅いような場合は，その生物相も，閉鎖式又は有蓋

の内部の暗黒な井戸と異り，水せい昆虫又は昆虫類の

え）］虫， Planaria, Asellus等地表水の生物を検出する

ことがまれでない。かLる井戸が衛生的に好ましくな

し汚染を受ける機会が多い事は謂うまでもない。

津市の古井戸から発見され，真結果性のJj空腸動物と

して有名な淡水水母 Crasp~dacusta iseana (Oka & 

Hara）も，その後同地万の井戸から全然発見されぬ

こと，該古井戸は直径 0.7mの開放式無蓋の井戸で？
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光線がよく射入し，水面が地面下，わずかに 0.5mで‘

あり水深は約 2.5m である点などからして， 生物の

政Wr(Biotop）としてはむしろ地表水に時L,,

Cra: spedacusta iseanaも地表水生物として扱うのが

妥当のように考えられる。

終りに，特に迫力iiするが下水溝，河川i，池沼等に近

い井戸からヒノレ，イトミミズ等明らかに本群の生物と

認められるものを検出した場合は，非常に危険であ

り，かLる井ブkは汚水の混入を受けつLあることを如

実に示しており，その飲用者から赤痢患者を出した実

例もある。

第目群地下水田有生物群（Subterranean-water

life) （第3,4,5,6,7,8,10表参照）

木群の生物は，地下．水に固有の生物で、真暗黒性

(Stygobiotic）であり，外部からの汚染と関係なく湧

出水，窟洞水，井水等の地下水中に見られる，一群の生

物であり，例外としては湖沼の深底部から検出された

報告がある。甲殻類，渦虫類，巻貝類，昆虫類，魚類，

間接類，賛毛類，ミズダニ類等に属するものが多く知！｜ら

れているが，実際井水から報告されたのは甲叡類が最

も多く， ミズダニ類，貧毛類，等がこれに次ぎ，渦虫

類，巻貝類等も時々検出されることがある。

これらの生物は，地下水という特殊な生活環境にせ

い息するために：（a）光線が射入しないことにより，

休の色素が消失しおおむね白色で、で冒あり，限も退化叉

は消失している。（b）水温の変化が少いため，おおむね

冷水狭適温性（Kaltstenotherm）のものが多く，地表

水生物に見られるような季節的消長は少く，四季にわ

たって検出される。（c）食物が欠之している（Oligo-

trophic）ため一般に形が小さく，楼息密度は著しく小

さい。：等の特：徴がある。

以上のように本群の生物は本来地下水中に棲息する

ため，井戸の環境，構造の良苔と関係なく，これらが

共に良好な井戸からも出ることが多く，特に肉眼的に

は清澄な水に多いので、潜水性の生物としていわゆる

「イドムν」又は「ミズムνJと称し，その検出は水質
の良好なことを去す証拠だとする人もある。しかしな

がら筆者の資料によれば，原化学的及び細菌学的に良

質な井水から検出することもあるが，相当汚染度の高

いと考えられる井水からもしばしば険出しており 3 こ

れらの検出は少くとも水質が細菌学的に良好であるこ

とを示すものとは考えられない。すなわち，これらの

地下水固有生物は本来活浄な地下水i:/=iにせい息するの

に消滅することはないと考えられる。

叉，本群の生物け、単一の種のみが検出されることも

あるが，同ーの井戸から数種の全く異った生物が同時

に検LUされる場合も少くない。即ち甘i]-:=J:j二水中に数種

の生物が群集を形成していると考えられる場合が普通

であり， T~u述地表水生物群のあるものと共存している

場合も稀でない。 （第9表参照）

本群の生物で，従来本邦から報告されたもの，叉筆者

が採集したものでは甲殻類がその大部分を占め，等脚

自(Isopoda）ミズムν科（Asellidae）のものと端脚目

( Amphipoda）ヨコヱビ利（Gammaridae) のもの

および樟胸！日（Copepoda）キクロプス科（Cyclopidae)

に属するものが多い。更にダニ類（Acarina) のミズ

ダニ類（Hydracarina），賛毛類（Oligoch.aeta）のミズ

ミミズ類（Naidomorph.a）等でも地下水間有の種類

が報告されており，筆者もこれらの標本をしばしば採

集している。この他にも全く白色の地下水性と思わ

れる Planaria等も時々採集しているが，いづれも！司

定未了のため属種名は後日発決の予定であるO 更に，

興味あることは，従来本邦からは報告のなかった，い

わゆる ミ生きた化石ごと呼ばれる Syncarida 日の

Bathynella及びParabathynellaの類が最近本邦の所

々の井戸から報告されていることで，筆者も都内八王

子及び狛江等の井戸から多数採集している。

以上，既に本邦の各地から地下水産の生物として報

告された生物に，筆者が主として東京都内の井戸から

検出した地下水性の生物を加え分類別に列記してみ

る。但し真性地 F水性か否か不明のものも多いので，

真性のtttl下水間有種として知られ又は考えられるもの

にはO印を附・した。

I . 腔腸動物（Coelenterata): Craspedacusta 

iseana (Oka & Hara) 

Il. 屑形勤物（Platyhelminthes): Dugesia gono・

cephala (Dug加）, Phagocata sp・， OPlanaria 

2 spp. 

目環形動物（Annelida): Hr油 ea ogumai Ya-

maguchi, OHaplotaxis gordioides (Hartmann), 

OHaplotaxis gastroch.aetus Yamaguchi, 

OOligochaeta 2 spp. 

]¥I. 軟体動物（Mollusca): Gyraulus albus (M-

uller), Segmentina nitidella ( v. Martens), 

Gastropoda 2 spp. 

v. 節足動物（Arthropoda): 
であるが，そのせい息環境が汚染されても余和其の汚 甲殻類（Crustacea): Ostracoda spp. 

染が著しくない限り，又は特殊な汚染でない場合は直 Acanthocyclops morimotoi, Cyclops vicinus, 

( 84 ) 



Canthocamptus staphylinus, Diacyclops dis-

junctus, Diacyclops languidoides, Diacyclops 

languidoides suoensis, Diacyclops languidoides 

japonicus, Diacyclops sp., 

OEucyclops nagasakai, Eucyclops serrulatus, 

Eucyclops miurai, 

Macrocyclops albidus, Macrocyclops fuscus, 

Megacyclops viridis takebuensis, Megacyclops 

viridis, Mesocyclops leuckarti, Microcyclops 

varicans, Paracyclops fimbriatus, 

OSperocyclops yezoensis, Thermocyclops 

u前10i, Tropocyclops prasinus, Attheyella sp. 

oBathynella morimotoi Ueno, OBathynella 

pacifica Uらno, oBathynella yezoensis Uらno,

oBathynella inlandica Uらno,oBathynella inter-

media Uらno,oBathynella maritima Uらno,

。Parabathynellamiurai Uらno,OParabathyne-
Uacarinata Uらno,

心Caecidoteakawamurai Tattersall、

心Caecidoteaaldyoshiensis Uらno,

Asellus nipponensis Nicholls. 

OAsellus hubrichti Matsumoto* 

oMackinia japonica Matsumoto* 

Gaimnarus pulex, Gammarus nipponensis 

Uらno,

Stygomomonia rotunda Imamura, 

Uchidastygocarus rotunda Imam.ura, 

Uchidastygocarus minutus Imamura, 

Mideopsis elliptica Imamura, 

昆虫類 (Insecta): Arthetrum triangulare Selys 

(larva),ODytiscidaespp. (2gen. nov., 4 spp. nov) 

VI. 脊椎動物（Vertebrata)

魚類（Pisces): Luciogobius guttatus Gill, 

Mogurunda obscura Temmincl王＆ Schlegel, 

Carasius auratus Linnaeus, Phoxinus 

steindachnerii (Sauvage), 

Anguilla japonica Temminck & Schlegel, 

Anguilla mauritiana Benett, 

両度類似mphibia): Triturus sp., 

Bufo vulgaris japonicus Schlegel, Rana rugosa 

Schlegel, Rana temporaria ornativentris 

Werner. 

〔註〕甲殻類l干i＊印は新種，＊＊印は新属，新種にて，

記載！rt目下印刷中（日木水産学会誌：vol.21, No. 12) 

以上：多種の動物を列記したが，これらの総てが井水

から報告されたわけではなし洞窟中の水中生物も地

下水生物として，少なからず合まれており，それらの

中には井水と共通の種もあるが井水からはー検出される

可能性は全くないと考えられるものもあるO これら本

邦の地下水生物相は最近に到り，急速に研究が進んで

OEucrangonyx japonicus U加o,OPseudocran岨 いるので，更に多くの種が追加されることが期待され

gonyx yezonis Akatsul・ζa & Komai, OPseudo－る。

crangonyx kyotonis Akatsuka & Komai, 以上，筆者は井水から検出する生物を衛生学的立場

OPseudocrangonyx shikokunis Akatsuka & から I .地表生物群 n.:r也表水生物群 llI.地下水間
Komai, Potamon dehaani White, Eriocheir 有生物群の3群に大別し，井水の汚染指標および汚染

japonica de Haan, Caridina japonica shikoku” 湖、探究の一方法として考察を試みたが，未だ資料がは

ensis Kubo, Caridina brevirostris Stimpso凡 なはだ少いために，個々の種については分類学的にも

無角類（Acerata) : Stygothrombium japonicum 生態学的にも不明の点が多く，上記3群のいづれに属

Imamura, Wandesia japonica Imamura, せしめるべきか不明のものも少くない。

Atractides miurai Imamura, Kawanmracarus 升二プ1＜：.の生物学的試験については，今後の研究にまつ

elongatus Uchida, ところが多いが，終りに筆者は次のようなことを記し

Neumania sp,, Feltria sp,, Lethanxona hyo- て，井水の飲料適否判定則禁しての生物学的試験の重

goensis Imamura, Lethanxona heteropalpis 要な意義を強調したい。

Uchida & Imamura, 1) 井水から検出する生物のあるものは，井水中の

Axonopsis uchidai Imamura, Axonopsis 沈i殴物，浮瀞物等とともに，その水質汚染度の比較的

longipalpis Imamura, 安定した指標となり得る。

Axonopsis subterranus Uchida & Imamura, 2) 生物試験の試料は採取に擦し，無菌的操作を要

Axonopsis miurai Imamura, せず，採水及び運搬時に生ず、る試、験誤差は少い。

Axonopsis heteropalpis Imamura, 3) 生物試験による井水の汚染度に対する敏感度は

Ljania japonica Imamμxa, 細菌学的試験及び理化学的試験のほ竿中間を示すと思
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われる 0

4) 生物学的試験は習熟すれば＼操作が簡単で短時

聞に結果を知ることが出来，場合によっては即時に飲

料不適の判定を下しでも大湿ない。

5) 升二水から検出する生物は，その由来によって

I .地表生物群， n.地表71'<:生物群，盟．地下水固有
生物群の3群に大別することが出来，前2群は汚染源

の探究に際し，非常に参考となるO 叉，地表水生物群

のあるものはv 汚染の存在の最も確実な証拠となり得

る。

6) 前記， 3群の生物中いかなる生物が検出されて

も，たとえ地下亦固有の生物であっても，その：検出は

井7.Kが衛生学的に良好で、あることを示す証拠とはなら

ない。井水としては，全然生物を検出しないことが最

も望ましいこと L考えられる。

7) チi二水生物は単一の種のみを検出する場合もある

が，多くの種が群集を形成していることも少くない。

即ち地下水固有生物群の数種が地表水生物群のあるも

のと，共に検出される場合も多い。かLる場合は，そ

れ等の生物を検出した井戸の水質汚染指標としては，

地下水間有生物よりも，地表水生物が，更にそのr:[::iの

最も好ましくないものが重視されるべきである。

8) 井水の生物学的試験で、最も重要なのは，原生動

物，下等謀類等の顕徴鏡的生物であるが，この方面の

研究は今後にまっところが多い。

終りに，本研究を行うことを許可され，研究ヒ種々

の御指導御便宜を賜った所長新芽j二養老博士，水質課長

長尾元雅技師，立立にi食ブ）くの理化学的分析を担当された

水質課三村秀一技師に対し厚く謝意を表します。

参考文献

1) Al出tsul王丸 K & T. Kon1ai : Pseudocrangonyx, 

a new genus of subter・raneanAmphipoda from 

Japan. Annot. Zool. Jap.フ Vol.10,No. 4, pp. 119-

126, 1922. 

2）赤塚邦三： Pseudocrangonyx,a new genus of 

subterranean Amphipods from Japan.動物学雑

誌 Vol.34, No. 404, pp. 683「684, 1922. 

3) Carpe前er,K. -K : Life in inla凶 waters.

London, 1928. 

4) Chappuis, P. A. : Die Tierwelt der unterir-

dischen Gewasser. Stuttgart, 1927. 

5）浜泊三義，吉岡正夫：長崎市内井戸汚染状況の生

物学的考察，公衆衛生年半FLNo.1, pp. 61-62, 1953. 

6）原孫六：津の古井戸の淡水クラゲ，

7）洞沢勇：水の汚染度の新生物学的定霊法に就て，

水道協会雑誌， No.126, pp. 19-25, 1943. 

8）洞沢男：水の生物学的試験の意義，公衆衛生学雑

誌， Vol.7, No.6, pp. 31-35, 1950. 

9 ) Ide, Y. : Limnological study of the subterra嗣

nean waters in Cave Hirogawara, Nagano Pref.. 

博物学雑誌 Vol.33, No. 55, pp. 108-113, 1935. 

10) Imamur T. : Studies on water一・mitesfror 1 1 

Hokkaido. Jour. Hokkaido Gakugei Univ., Sec-

tion B, Supplement No. 1, pp. 1-148, 1954. 

11) Imamura, T. : Some Stenophilous water-mites 

from Niigata Prefecture. Ibid., pp.149-:-164, 1954‘ 

12）今村泰ニ：本邦地下水動物相の特異性

第25回日本動物学会大会講演， 1954.

13）石井重美：ヲi二戸のiτ！こ！？乙「ヒピロスームムJ
動物学雑誌， Vol. 30, No. 354, pp. 171, 1918. 

14）伊藤隆：本邦の地下水に産するケンミヂンゴその

他（模脚類） ( l)水道協会雑誌， No.221, pp. 29 

-37, 1953. 

15）伊；捺隆：同企 CH）同上， No.224, pp. 25-33, 
1953. 

16）伊藤隆：同一i二（］JI)同［：， No. 228 ~PP· 20-26, 

1953. 

17) Ito, T. : Four new Copepods from subterra-

nean waters of Japan. Rept. Fae. Fish., Pre-

fectural University of Mie, Vol. 1, No. 2, pp. 

115-120 れ1952.

18) Ito, T. : Cyclopoida Copepods of Japanese 

subterranean waters. Ibid., Vol. 1, No. 3, pp. 

372-416, 1954. 

19）川村多実ニ：日本淡水生物学： 1・1ご巻p東京，1918.

20）駒井卓：吉国地下水産奇妙な笥脚類

動物学雑誌， Vol.34, pp. 76-77, 1922. 

21) I出リ井卓：苛国地下水産官の端脚類

動物学雑誌， Vol. 34, No. 399, pp. 28-29, 1922. 

22）君1¥111力：1111台市i：水道の生物学的調査について

宮城県衛研報告， No.12, 1951. 

23）郡山力：官以県における上水道の生物学的調査に

ついて，同i二No.17, 1952. 

24）郡山力：1111台市における井水の生物学的調査につ

いて，｜司L No. 21, pp. 1-9, 1953. 

25）厚生省編纂：衛生険査指針， lV飲料水検査指針，
東京， 1950.

26）小机弘之？佐野基人：地下水甲殻；~；の発現に関す

動物学雑誌、 Vol.33, Ng. 396, pp. 357-358, 192l. る衛生学的研究，第q局群楼とその環境条件につい

( 86 ) 



て，

北関東医学， Vol.4, No. 4, pp. 247-252, 1955. 

27）小机弘之，佐野基人：同J二，第2編，群楼後の消

長と水質の変移11守に汚染！立との関係について

北関東医学， Vol.4, No. 4, pp. 253-259, 1955. 

28）根本浩一：升ユ水から検出する生物の分類と，その

水質汚染上の意義（第 1報）第24回日本衛生学会講

i寅， 1954.

29）松本浩一：升二水から検出する生物の分類と，その

水質汚染指標としての意義（第2報〉東京都内升二プ］く

から検出する地下水性等脚類及びI出脚類について，

第25回日本衛生学会総会講演 1955.

30）松本浩一：東京都内井水から検出する地下水性等

脚績3種について，第26［［旧本動物学会大会講演1955.

31) Mez, C. : Mikroskopische Wasseranalyes des 

Wassers mit besonderer Bδrucksichigung von 

Trink-und Abwasser. Berlin, 1898. 

32) Oguro, Y. : A ne¥v subterr・aneanArn.phipod, 

Pseudocrangonyx n1anchuricus sp. nov. found 

in Manchoukuo. Menl.. Coli. Lit. Sci., Hiroshima 

Imp. Univ., Ser. B, Div. 1, 6, pp. 71-78, 1938. 

33) Oka, A. and M. Hara : On a new species of 

Limnocodium from Japan. Annot. Zool. Jap., 

Vol. 10, Part 4, pp. 83--87, 1922. 

34) Pennak, R. W. : F目resh「water Invertebrates 

of the United States. New York, 1953. 

35) Plasskitt, F. J.羽T.: Microscopic fresh water 

life. London, 1926. 

36) Richardson, H. : A monography on the Iso-

pods of the North America. Bull. U. S. Nat. 

Mus. No. 54, 1905. 

37) Rideal, S. And E. K. Rideal : Water supplies. 

London, 1914. 

38) Senft, E. : Microskopische Untersuchung des 

Wassers. Wien, 1905. 

39）水道協会：飲料水の判定標準とその試験万法，東

京， 1950.

40）津田松苗択：ワイノレへノレミ著，生物学的水質判定

要義（ l)水i菰来：ftNo. 129, pp. 17-31, 1944. 

41）津正i怯 [1i'f;jl~ ：同 .1., (JI）＇司 1・J No. 130, pp. 
28-40, 1944. 

42）洋III 松下古，jl·~ : !rill・., (JU）同 1:.,No. 131, pp. 24 

-33, 1944. 

t13）津日i松前：生物学的水質分析についてうあきつ

No. 2, pp. 158～163, 1940. 

44）津田払苗：邦室生物による水質汚漬指標生物表の

試作，水協来fE,No. 137, pp. 7-10, 1944. 

45) Thresh, J. C. : The examination of waters 

and water supplies. 2nd Ed. Philadelphia, 1913. 

46) Thresh, J. C. and J. F. Beak : The examina-

tion of waters and water supplies. 3rd. Ed., 

Philadelphia, 1925. 

47) u初o,M. : Notes on some subterranean iso-
pods and amphipods of Japan. Mem. Coll. Sci., 

Kyoto Imp. Univ., Ser. B, Vol. 3, pp. 355-368, 

1927. 

48) uらno,M. : A new subterranean Amphipod 

from Japan. Annot. Zool. Jap., Vol. 13 No. 1 

pp. 21-23, 1930. 

49) .J二野益三：日本の地下水から知られた甲殻類，植

物及動物， Vol.1,No4, pp. 23-29, 1933. 

50) uらno,M.: A new subterranean Copepod from 
Japan. Proc. Imp. Academy, Vol. 10, No. 4, 

pp. 229-232, 1934. 

51) uらno,M. : Subterranean Crustacea from 
Kwantung. Annot. Zool. Jap., Vol. 14, No. 4, 

pp. 449-450, 1934. 

52）上野益三：陸水生物学概論，東京， 1935.

53）上野益三：東京附近で、得られた地下水甲殻類2撞

植物及動物， Vol.4, No. 4, p, 117, 1936. 

54) uちno,M. : Three new species of Bathynelli-
ctae found in subterranean waters of Japan. 

Annot. Zool. Jap., Vol. 25, Nos. 1/2, pp. 317-

328, 1952. 

55) uちno,M. : The Bathynellidae of Japan (Syn-
carida-Bathynellacea). Arch. f. Hydrobiol. Vol. 

49, No. 4, pp. 519-538, 1954. 

56）羽Tard,H. B. and G. C. Whipple : Fresh-

water Biology: New York and London, 1945. 

57) Yamaguchi, H. : Studies on the aquatic Oligo-

chaeta of Japan. VI. A systematic report, with 

some remarks on the classification and phylo-

geny of the Oligochaeta. Jour. Fac. Sci., 

Hokkaido Univ. Ser. VI, Zoology, Vol. 11, No. 

2, pp, 277-342, 1953. 

58) 1J1日英二：本邦産水法賞毛環虫の目録，北海道学

芸大学紀要（第2部）， Vol.5, No. 1, pp. 93-120, 

1954. 

59）谷津直秀：動物分類表，東京， 1942.

60）松本浩一：日本水産学会誌：vol.21, No. 12（印刷中）

( 87 ) 



し出検を物生表地

Cl' 
N03-N N02-N NH3-N ｝；~ 反臭味

42. 

14. 

17. 

28. 

28. 

21. 

70. 

17. 

11. 9i 

10. 6j 

10.4! 

53. 71 
11.81 

21.5 

41. 41 

12. 5i 

8. 3; 

43. 7: 

12. 5: 

32.2 

28. 6; 

30. 21 
41. 4! 

28.6 

53. 7 

41.4' 

＼

i
ノH
 

守

1p
 
p
 

f
t
t＼
 

T

T

N

T

N

S

S

N

S

N

N

N

N

S

S

N

N

T

N

S

S

T

S

S

N

S

 

N

N

N

T

N

N

N

N

N

N

N

N

N

T

T

N

N

N

N

N

N

N

T

N

N

T

 

円
、

U

Q

U

N

N

N

N

S

N

N

N

N

N

N

S

N

N

N

N

N

T

N

N

N

N

N

 

s

s

 

S.Ac. 

S.Ac. 

S.Al. 

S.Ac. 

S.Al. 

S.Ac. 

S.Ac. 

S.Al. 

S.Ac. 

S.Ac. 

6.0 

S.Al. 

6.2 

S.Al. 

S.Ac. 

6.1 

6.1 

5. 7 

6.1 

S.Ac. 

S.Ac. 

6.2 

S.Ac. 

S.Ac. 

S.Al. 

S.Ac. 

12.5 

28.6 

28.6 

53. 7 

43.7 

10. 6 

10. 4, 

28. 1 
1・ 30.
l(lOO. 

N

S

S

N

T

N

N

S

S

 

N

N

N

N

N

T

N

N

N

 

N

N

N

M

N

N

N

N

N

 

6.1 

S.Ac. 

S.Ac. 

S.Al. 

5. 7 

S.Ac. 

6.0 

S.Al. 

8～8.0 

殆無色透明

殆無色透明

無色、透明

徴蛋白石濁

徴蛋白石潤

殆無色透明 l N 
殆無色透明 l N 
無色透明 l N 
無色透明［ N 

淡黄色［淡寅褐色

無色透明 lN 
淡責褐色 i淡寅褐色
無色透明！ N 

徴蛋白石潤 i N 
無色透明 i N 
無色透明 i N 
無色透明 iN 
無色透明 iN 
無色透明｜ N 

徴蛋白石潤 i淡貰褐色
殆無色透明 i N 
徴蛋白石潤 1淡寅掲色

無色透明 1 N 

殆無色透明！ N 

淡責措色 l淡貰梅色
無色透明！ N 

無色透明 j N I N 
殆無色透明 iN I N 
殆無色透明 j N I N 
淡賞袖色｜淡黄梅色｜異常

無色透明！ N I N 
殆無色透明｜淡賞禍色iN 
無色透明 lN I N 
殆無色透明； N I N 

殆無色透明 iN I N 

N
財

N
財

N

N

N

N

N

期

N
期

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

財

N

表1 第

水質試験項目

色及浩尚

検出生物名

II 

Acarina （ダニ類）コナダニ

Diplopoda （ヤスデの類）

I Collemb~la （トピム調）

Orthoptera （直趨類）カマドクマ

II ゴホロギ

ヒνバッタ
II ゴギプリ

Dermaptera （畳趨類）ハナミムν
Hymenoptera （膜麹煩〉アリ

Diptera（双趨類）ユスリカ，ハへ

II ノ、＂＇－

ゴクヌストモド
Coleoptera(lfl1j趨類）キ，コクヌスト，

II クロコガオ、

II 幼虫

Rattus sp. ,"f、ズミ

＠飲料過の水（許容限度－）

n
Nド叫

v
J

ヂ

ヂ

ヂ

勺

l

ク

ク

ク

f

メ

メ

メ

5

〉

ナ

ナ

ナ

ヮ

類

。
e

モ

彬

伽

ク

山

間

一

肌

旺

軟

h

o

／
｛
、
、
，
‘

l
h

H

a

H

H

’
h

託

刀

心

a

r

一u
d

党

副

恨

引

い

m

L

m

k

Lumbricomorpha （ミミズ類）

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

SSは少量

と異臭l床なしミ，

Sは徴壁，

お！こ＇JN はと沈津を認めずと，
（弱アノレカリ性を，

( 88〕



県

井戸所在地
飲料適否

採取年月日

戸

連

号

井

一

番

結験試質水の水井た

定

×
×

O
×
×

0
0
0
o
x
O
×

O
×
×

0

0

0

0
×

O
×
×

O
×
×
 

×
×

x

O
×
 

×
×

O
×

×

×

 
×

O
×

×

×

×

×

×

×

 

×

×

×

 

× 

× 

h
H
H羽
vct 

、こ

× 

×

×

×

×

×

×

×

×

O
 

0

0

0
×

O
×

0

0

0

 

1
－
1

4

0

u

Q

U

O山
ワ

山

A

v

n

u

n

G

Q

U

1

4

0山

1
ょ

A
官

円

。

に

U

1
ム

ウ

d
R
U
F
O
H
h
u
o白

q
G
F
O

ワム
H
q
u
q
u

に
υ
F
b

円

り

つ

山

町

t

n

U

1

4

ウ
a

2

2

1

2

2

3

1

1

2

3

3

2

1

2

3

2

2

2

2

1

1

2

1

2

2

2

2

2

3

2

 

’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’

P

？
？
，
，
，
，

p

，
，
，
，
，
，
，
，
，

p

’
’

3
 

2

5

6

2

2

2

9

6

5

9

1

2

1

2

5

5

1

6

5

2

0

4

5

0

2

5

3

5

0

0

2

6

9

1

7

 

寸

i

噌

i

叶

i

ィ
i

，
，
，
，
，
，
，
，
‘
J

’
’
’
’
’
’
’
’
’

p

’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’

9
 

2

2

3

4

4

4

2

3

5

4

5

4

5

5

5

5

5

2

5

3

3

5

5

3

4

5

5

5

3

3

4

2

4

5

2

 

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

1
i

噌

i

寸

i

1

i

1

4

噌
よ

1
4

噌

i

t

i

－－

1
i

噌

i

噌

i

1

i

1

i

1

i

寸
よ

1
i
1
i
1
4
4
2
－
1
i
4
1

噌

i

1

i

t

i

1
ょ

1
i
1
4
1
i
1
i
t
i

寸

i

1

i

寸

i

5

9

4

8

7

1

9

2

5

5

3

2

8

4

8

0

9

8

4

8

4

4

8

3

4

0

8

8

3

9

6

5

0

 

ーょっ臼

q
A

ヮ“

1

ょ
1
ム

Q
U
A
t
ι
u
q
h

ウ

’

吋

4
0
1
v
Q
d

門

t

o

d

－
ム

A
吐

O

O

Q

U

λ

ι

Z

O

L

M

Q

u

n

U

A吐

d吐

q

h

d

吐

R
U
1
4

1
4
 

北多摩郡狛江町

551 北多厚君l~昭品·rli

61北区袋町 J

4101立川市砂川町

561世田谷区大蔵町

6501世田谷区大蔵町

581杉並区高円寺

61北区袋町

481立川市砂川町

6, 8001立川市砂川町

521八王子市明神町

1, 8001立川市砂川町

2701八王子市明神町

161北多摩郡昭島市

531立川市砂川町

321八王子市明神町

1101八王子市明神町

61杉並区和泉町

321八王子市明神間

2801杉並区．阿佐谷

2, 4001 I二十l野区鷺宮

51北多摩郡国立町

53i立川市砂川町

2, 4001中野区鷺宮

1, 8001立川市砂川町

531立川市砂川町

一｜北区袋町

8101八王子‘市明事！JIHJ

2, 4001中野区鷺宮

2, 4001 l二！こi野区鷺宮

1, 8001立川市砂川町

6＼杉並区和泉町

21立川市砂川［llJ

八王子市明神lllJ

新宿区ド落合

5（十）

5（十）

5（一）

5（十｝

5（十）I
5(+)1 

5（十）i

5（一）I
5(+ )I 
5（十）＇

5（十〉

5（十）

3（十）

4（十〉

5（十）

5（十｝

5（十〉

3（十）

5（十〉

5（十〉

5(+) 

5（ー〉

5( +) 

5（十）

sc+ )I 
5（十）I

5（十）＼

5( +) 

5（十〉

5（十）

3（十〉

4（ート）

5（ート）

5（十） 2, 

に
U

氏
u

n

u

n

u

q

U
戸

H
U
G
U
戸

b

q

o

一

ワ

山

ヴ

’

円

i

p

O

F

h

d

円。

A
U

2

0

4

0

1

2

0

0

5

一

5

0

1

4

2

2

5

0

2

0

4

6

1
ム
ハ
U

ハU
9

ω

9

u

n

u

ハv
n

u

A

U

A

品
ハ
U

門

i

n

u

－－
A
n
u
n
u

ハU

ハu
n

U

1
よ

れ

u

q

u

ハu
n

u

門

t

ハu
n

u

ハu
n

U

可

d

A

u

n

u

ハU

ハu
n

u

ーょ

q

u

q

o

3

5

1

8

7

9

3

1

4

4

4

9

7

1

9

8

6

8

8

9

0

3

9

0

9

9

 

2

3

3

7

7

4

3

3

3

2

2

5

2

9

7

2

2

5

2

2

4

6

7

4

5

7

 

オ

上

司

i

F
b

ハ
b

Q

d

円。

F
h
d
Q
u
n
u
Q
d

可
4

門

i

n

U

氏
U

A
宮

守

s

Q

U

Q

U

F

b

1

A

円

。

守

d

「

D

「
O

Q

d

R

U

氏
U

Q

d

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

1
4
1
i

ハU
A
告

q
A
n
U

庁

d

n

u

n

u

o

O

寸

i
F
h
d
n
u
n
u
n
U

ハU
A

U

ハU
n

U

寸
i

噌

よ

れ

u

n

u

－－

F
b
n
u

A
生

A
吐

3. 

4. 

4. 

15. 

5. 

3. 

2. 

2. 

17 

127. 01 

165. 01 

165.0 
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を示す
j O×l士細菌学的に不適，化学的に適
）××は細開化学…適

×Oは細菌学的に適，化学的に不適

II；検出せずI／等を示し， S.Ac.は徴弱酸性， S.Al.は徴
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Tは痕跡を示す。以下各表を通じて同様



第 Z 表 地表水生物金検出

II I 判t¥;下司， fflfn丹 ! N I N I :::>.111. I N N s 

II ｜倣問団li問問IN I :::>.111. s N N 

II l相手.tt¥;円 l芳朗 i N I N S.Ac. N N s 

II ！腎l1：下只予言 !=lJ=I I N IN  S‘Al. N N s 

II I おl1；下司， JJ~· ~I凡 I N IN  6.3 N N N 

II i撚巴浩明 l.N 6.3 N N N 

II 

II 

II l的誘II日｜ N S.Al. N N s 

I! i御借目白銅 i掛首相下t.i N S.Ac. N N s 

II I；，台ヨ＇）!J.:1同仔¥fl:llヰ： N 1: S.Al. N N s 

II I 釦E乍匂。 南 i:IJこiI N 6.1 N N N 

II 殆無巴透明 N N S.Ac. N N s 

Nais sp. 

II 術審向子：溜1 N N S圃Ac. N s s 

fl 蛍正下勾ι 浮手 liJ:II N N S.Al. N N T 

II ；殆無巴透明 iN S.Al. N N s 

Crustacea （甲殻類）

Ascllus nipponensis Nichols 無色透明 N N S.Al. N N s 
Asellus sp. 

As合llussp. 殆無色透明 lN N I 5.8 N N T 
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し た 井 泣く の 水 質 試 験 事吉 果

K恥fn04蒸発残査 総硬度 Fe 大腸菌群 一般細菌 戸｜ ｜叩否
消費量 量 確定試験 数 井戸所在地 一連採取年月日

(p.p.m.) (P手m.) （！変） (p.p.m.) (lOcc×5) (lcc1十1) 番号 判定

163. 0.03 

：：~：130 J：憾袋 11 1955, 1, 3 I o o 
一 一栃木県芳賀郡茂木!l:IJ 88 1955, 5, 2 

2. 71 238. 4. 9.50 5（十） 30,000豊島区池袋 1141 1955, 8, 29 I× × 

49.0 8.5 北区袋町 18 1953, 6, 19 I× × 

1. 6 141. oi 3.5 0.25 5（十） 55 北多摩郡昭島・「Ii 5 1953, s. 21 I× × 
0.6 192.0 7.9 0.07 5（ー〉 21 世田谷区大蔵ft!］‘ 31 1954, 2, 22 。。

2.8 237. 01 6.50 1( +) 44 世田谷区大蔵町 30 1954, 2, 22 × × 

0.8 217.0 6. 0.12 4（十）i 320 目黒区本郷町 49 1954, 11, 1 0 × 

0.5 124.0 3. 0.05 5（十） 1立川市羽衣町 53 1954, 11, 12 。 × 

0.6 114.0 2. 0.02 5（一〉 12 八王子市新町 69 1955, 1, 31 。。

109. o: 2. 0.01 140 八王子市明神町 68 1955, 1, 31 。×

－！栃木県芳賀郡茂木lllJ 88 1955, 5, 2 

茨城県那珂郡野田 89 1955, 5, 2 

121. 2. 0.09 150 立川市砂川町 96 1955, 5,13 。×

162. 5. 5( 810 立川市砂川町 95 1955, 5,13 × × 

123. 3. 1,300 立川市砂川町 97 1955, 5,17 0 × 

2. 0.04 5( 32八王子市明神町 98 1955, 5,25 。×

1. 0.21 4( 440 大田区今泉!l:IJ 106 1955, 6, 9 。×

5（十〉 ナ区I樹 40 1955, 4,21 × 

3. 0.50 5（十） 1, 100練馬区上石神井 42 1954, 6,11 × × 

3. 0.07 5（十） 2北多摩郡狛江rur 56 1954, 1, 7 。×

3. 1,300立川市砂川町 97 1955, 5, 17 。×

0.6 2. 0. 5（ー） 11 1955, 1, 3 I o o 
一栃木県芳賀郡茂木町 88 1955, 5, 2 

0. 4¥ 3. 0. 5（ート〉 1,200 世田谷区玉川奥沢町 116 1955, 9, 6 I o × 
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表3 箆

「一＼＼ 試験項目 ｜ 

検出生物名 一一ー～一一一一l
Caecidotea kawamurai Tattersall 

色及南湖

" 
N S.Ac. N N 殆無色透明Caecidotea aldyoshiensis Ueno 

N S.Ac. N N 殆無色透明JI 

N S.Ac. N N 無色透明II 

N S.Al. N N 殆無色透明" 
N S.AI. N N 殆無色透明II 

N S.Ac. N N 殆無色透明II 

N S.Ac. N 微蛋白石淘｜淡貰掲色II 

N S.Ac. N N 殆無色透明II 

N 6.0 N N 無色透明II 

N 6.2 N l可無色透明JI 

’r S.Ac. N N 殆無色透明II 

T S.Ac. N N 無色透明II 

s N T S.Ac. N 灰白色俄蛋白石尚JI 

T N N S.Ac. N N 殆無色透明Asellus hubrid1ti 

T N N S.Ac. N N 殆無色透明II 

s N N S.AI. N N 無色透明II 

s N N 

N 

S.AI. N N 殆無色透明If 

T N S.AI. N N 無色透明II 

21. 3 T N N S.Ac.' N N 殆無色透明II 

10.4 N N N 6.0 N N 無色透明II 

10.4 N N N 6.3 N N 無色透明{{ 

10.4 N N N 6.0 N N 無色透明II 

11.8 N N N 6.2 N N 無色透明II 

12.5 N N

．
N
 

N 6.2 N N 無色透明II 

N N 6.1 N N 無色透明II 

N N N 6.3 N N 無色透明II 

T 

N

N

N

T

T

 

N 

N

N

N

S

N

 

N 

N

N

N

N

N

 

5. 7 

6.1 

6.3 

6.1 

6.1 

S.Ac. 

N 

N

N

N

N

N

 

N 

( 92 ) 

N

N

N

N

N

 

殆無色透明；｜

無色透明

無色透明

殆無色透明

無色遊明

無色j差別

II 

II 

/{ 

It 

II 

II 

fl 
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中験試質寸tの水持Tこし出

＿，福岡市大宇井尻

× × 47¥ 1953, 10, 25 1, 8001 Ff二l野区鷺宮5（十〉0.14 4,6 196.0 3.9 

× 。48¥ 1953, 10, 25 2, 4001 1=11野区鷺宮5（十〉0.27 4.0 165.0 1. 5 

× 。22¥ 1953, 1. 9 3, 500j豊島区長崎5（十〉0.15 3.0 180.0 1. 2 

〉く。25¥ 1954, 2, 11 290＼中野区沼袋5（十）0.13 7.3 238.0 5.5 

× 。26¥ 1954, 2, 22 410＼世田谷区大蔵5（十）0.12 6.9 189.0 0. 7 

× 。35¥ 1954, 3, 13 401中野区鷺宮5（十〉0.06 5.5 235.0 1. 6 

× × 38¥ 1954, 3, 28 6, 1001中野区大和llfJ5（十〉1. 44 4.5 240.0 3.1 

〉く。491 1954, 11, 1 320＼目黒区本郷町4（十）0.12 6.2 217.0 0.8 

× 。711 1955, 1, 31 1001八王子市明柑JμJJ5（十）0.02 2.8 118.0 0.8 

。。73¥ 1955, 1, 31 6＼八王子市明子ljl町5（ー）0.01 2.8 116.0 0.6 

× × 107¥ 1955, 6, 28 21目黒区碑文谷5（十）0.23 6.3 239.0 4.4 

〉く× 111¥ 1955, 8, 3 3, 300j Flこ1野区沼袋5（十〉3.1 

6. 91 

133.0 1. 9 

× × 1101 1955, 8, 3 31中野区沼袋2（十〉4.8 204.0 3.9 。。151 1953, 5, 21 31北多摩郡狛江田15（一）0.20 2.3 109.0 1. 5 

〉〈。161 1953, 5, 21 21北多摩者gi)1:':1江町1（十）0.32 1. 9 121.0 1. 3 

。。311 1954, 2, 22 211世田谷区大蔵fliJ5（ー）0.07 7.9 192.0 0.6 

× 。261 1954, 2, 22 4101世同谷区大蔵町5（十〉0.12 6.9 189.0 0.7 

〉〈。391 1954, 3, 30 1601板橋区下赤坂町4（十〉0.07 3.2 172.0 0.3 

× 。441 1954, 9, 2 120＼北多摩部主l江町5（十）0・143.0 136.0 0. 7 

× 。65¥ 1955, 1, 31 52＼八王子市明干lflfllJ‘5（十）0.03 2.4 110. 0 1. 0 

3（十〉｜ 2701八王子市明神町 I 121 1955, 1, 31 I o × ｜ 

5（ー）i Gj八王子市明神町 I 13119民日 I0 0 I 

5（十）｜ 71j八王子市明神町 I 741 1955, 1, 31 I o × ! 
5（一）I 121八王子市新1us / 69/1955,1,31/ o o J 
5（十）｜ 130/ i世田谷区下馬町 I s21 1955, 4, 9 I o × ！ 
一 一茨城県男:f~王

5( +>I 321八王子r111y3干rfWIJ I 98/ 1955, 5, 25 / O × ！ 
5（一！－〉｜ 8501八王子＂rli明干r:flfliJ I 991 1955, 5, 25 I o × 
（十）j 810j八王子市明神町 1 1001 19ss, 5, 25 

5( +)I 42＼練馬区石神井 I 102¥ 1955, 5, 21 I × × 
5（十）／ 41＿八王子市！明仰If I 1倒防5,7,25/ 0 × ； 

〉〈

× 

。
。

68¥ 1955, 1, 31 

71¥ 1955, 1, 31 

140＼八王子市明神町

1001八王子市明神町

5（十）

5( +) 

0.01 2.5 109.0 0.6 
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第 4 表 地下水間帯生物を検出

水質試験項目 Cl' 
色及活；褐 沈禅 臭味 反応 NHs-N N02-N N03-N 

検出生物名 ＼＼＼＼ 、＼＼＼＼ (p.p.m.) 

Mackinia japonica 被蛋白石持
一向
N S.Ac. N N s 14.0 間l'(Y~1判 l二

II 殆無色透明 N N S.Ac. N N s 10. 5 
II i；殆無色透明 N N S.Ac. N N s 10. 5 
II 微蛋白石潤 淡寅褐色 異常 6.4 N T N 10.5 

II 徴蛋白石潤 首長寅褐色 ニl子t：ι、？，、rlt 6.6 T T s 17.6 
II 殆無色透明 N 長f押持，、；fS 6.5 N N T 14.2 

II 徴蛋白石潤 淡貰褐色 異常 6.3 N N s 14.2 
II 徴蛋白荷濁 淡貰掲色 N 6.3 N N N 14.2 

II 徴蛋白石潤 淡貰褐色 N 5.8 N N T 35.8 

II 撒蛋白石濁 淡黄褐色 異常 S.Ac. N T T 28.6 

II 無色透明 N N S.Al. N s s 24.8 
If 殆無色透明 N N S.Al. N N s 28.4 
,, 

無色透明 N N S.Al. N N s 24.8 

" 
.. 微蛋白石濁 淡寅褐色 N S.Al. s N N 31. 9 

f/ 無色透明 N N S.Al. 1うI N T 28.4 

" 徴蛋白石濁 N N 7.0 N N N 24.8 

II 徴蛋白石津守 淡貰絹色 N S.Al. s N N 28.4 

II 殆無色透明 N N S.Ac. N N s 21. 3 
II 殆無色透明 N N S.Al. N N N 21.1 

fl 殆無色透明 N N S.Ac. N N T 21. 3 

II 無位透明 N N S.Al. N N T 17.6 

II 無色透明 N N S.Ac. N N s 28.1 
II 徽蛋白石商 淡貰褐色 N S.Al. T N N 21.1 

fl 無色透明 N N S.Al. N N s 21.1 
II 微蛋白石濁 淡貰褐色 N S.Ac. N N s 24.6 
II 無色透明 N N 6.3 N N N 11. 8 

fl 無色透明 N N 6.0 N N N 10.4 

II 無色透明 N N 6.1 N N N 13.2 

fl 無色透明 N N 6.1 N N N 8.3 

II 無：色透明 N N 6.2 N N N 11. 8 

II 無色透明 N N 6.2 N N N 12.5 

II 徴蛋白石尚 N N S.Al. s T s 21. 5 
fl 鍛蛋白石濁 淡貰掲色 N 6.2 N N T 30.2 

II 殆無色透明 N N 6.3 N N T 28.8 

fl 殆無色透明 N N S.Al. N N T 20.3 

II 無色透明 N N S.Ac. N N s 23.2 
fl 無血透明 N N S.Al. N N s 14.0 
fl 無色透明 N N S.Al. N N s 18.3 
fl 殆無色透明 N N S.Al. N N s 11.2 
II 無色透明 N N 6.1 N N N 12.5 

II 無色透明 N N 6.3 N N N 9. 7 

II 餓蛋白石渇 淡寅褐色 N 6. 7 SS s T 41.4 

II 無色透明 N N S.Ac. N N N 11.1 
一一一 一一一一一一
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した井水の水質試験結果（ 2)

KMn04 蒸発成査 総磁波 Fe 大腸菌群 H投細菌 井戸
飲料適否

消費量 量 確定試験 j数 井戸所在地 一連 J采取年月日
(p.p.m.) (P手 m.) （度〉

(p.p.m.) (lOcc×5) (lcc1干t) 番号
定

3.4 149.0 2.4 0.65 1（十） 210 立川市高松！llJ 1 1950, 3, 6 × 〉〈

0.9 111. 0 2.5 0. 72 5（ート） 10立川市高松町‘ 3 1950, 3, 6 O × 

0.6 110. 0 2.6 0.25 5（ー） 6立川市高松町 2 1950, 3, 6 。。

1. 3 132.0 3.4 2. 70 5（十） 570 北多摩郡昭島市 6! 1952, 3, 17 × × 

2.3 165.0 4.8 3.80 5（十〉 320 北多摩郡昭島市 5 1952, 3, 17 × × 

1. 6 141. 0 3.5 0.25 5(+) 55北多摩郡昭品市 5 1952, 5, 21 × × 

6.4 183.0 4.3 5.24 5（十） 830 北多摩郡昭島市 71 l952, 5, 21 × × 

1. 3 162.0 4.8 2.38 5（十） 270 北多摩郡昭島市 8 1952, 5, 21 × × 

0.8 200.0 4.4 8.50 5（十） 570 三鷹市下連雀 21 1953, 11, 20 × × 

4.3 237.0 7.8 2.40 5（十） 410 立川市砂川町 24 1954, 2, 9 × × 

0.9 169.0 5.5 0.08 2( +) 280 世田谷区大蔵町 33 1954, 2, 22 × × 

0. 7 189.0 6.9 0.12 5（十〉 410 世田谷区大蔵町 26 1954, 2, 22 。×

0.6 192.0 7.9 0.07 5（一） 21世田谷長大脱出J 31 1954, 2, 22 。。

2.8 237.0 7.9 6.50 1（十） 44世田谷区大蔵町 30 1954, 2, 22 × × 

0.9 200.0 7.9 0.07 2（十） 310 世田谷区大蔵町 32 1954, 2, 22 0 × 
0. 7 171. 0 4.8 0.60 5（十） 30 1世田谷区大蔵l±IJ 29 1954, 2, 22 × × 

2.5 226.0 7‘7 3.00 5（ト） 56世田谷区大蔵町 28 1954, 2, 22 〉く 〉〈

0.9 156.0 4.9 0.13 5（十） 650 ltl：田谷区大蔵町 27 1954, 2, 22 。×

0.8 136.0 3.0 0.10 5（十〉 38 北多摩君I~狛江ll!J 41 1954, 4, 24 。×

0. 7 136.0 3.0 0.14 5（十） 120 北多摩郡狛江町 44 1954, 9, 2 0 × 
0.6 128.0 3.0 0.07 5（十〉 2 北多摩郡~l~l江町 56 1955, 1, 7 O × 

0.6 165.0 4.6 0.06 5（ート） 370 北多摩~m国立fllJ 61 1955, 1, 10 O × 

2.2 206.0 7.3 8.40 5(+) 580 北多摩郡国立！HJ 60 1955, 1, 10 × × 

0.6 145.0 4.0 0.05 4（十） 24 北多摩郡国立fllJ 59 1955, 1, 10 0 × 
0.7 173.0 4.0 0.85 5（十） 61 北多摩郡悶立ドIJ 58 1955, 1, 10 × × 

0.6 114. 0 2. 7 0.02 5（ー〉 12 八王子市新町 69 1955, 1, 31 。。

1. 0 110.0 2.4 0.03 5（十〉 52 八王子市明神町 65 1955, 1, 31 0 × 
0.7 117. 0 2.6 0.01 5（ー） 7八王子市明干ijl凶J 66 1955, 1, 31 。。

0.5 105.0 2.6 0.02 5（ート） 110 八王子市明神［1JJ 70 1955, 1, 31 0 × 
0.4 113. 0 2. 7 0.03 3（十〉 270，八王子市明神flfJ 72 1955, 1, 31 O × 

0.6 116. 0 2.8 0.01 5（ー） 6八王子市明神llfJ 73 1955, 1, 31 。。

0. 7 198.0 9.1 1. 00 4（十） 16北多摩郡｜田島市 78 1955, 2, 24 × × 

0.5 205.0 6.3 3.15 5（ー〉 5北多摩郡国立ll!J 84 1955, 4, 12 × O 

0.4 175.0 5.5 0.11 5（イ） 490 北多摩郡国立町 85 1955, 4, 12 0 × 
0.4 151. 0 4.8 0.22 5（十〉 59北多摩郡国立lliJ 83 1955, 4, 12 0 × 
0.4 153.0 4.5 0.06 4（十） 43立川市砂川［1IJ 91 1955, 5, 13 0 × 
0.9 121. 0 2.8 0.09 5（十〉 150 立川市砂川町 96 1955, 5,13 0 × 
2.0 147.0 4.0 0.06 5(+) 340 lI.Jr i-t＇同沙Jfl!HJ‘ 90 1955, 5,13 0 × 
0.9 123.0 3.6 0.12 5（十） 1,300 立川市砂川町 97 1955, 5,17 0 × 
0.3 2.8 0.04 5（十〉 γ附 98 1955, 5,25 0 × 
0.9 108. 2.4 8 八王子市明神！HJ 99 1955, 5,25 O × 

2.5 257. 8.4 8.5 5( +) 練馬区石神井 104 1955, 5,27 〉〈 × 

0.4 115. 3.1 0.0 2（十） 北多摩郡田無ドIJ 108 1955, 7,15 0 × 
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第 5 表 地下水固有生物を検出

検出生物名

水質試験項目

色及情尚
Cl' 

沈津！臭ri;長｜反応 INH3-N I N02-N I N03-N 

T

S

S

T

S

S

S

S

S

T

N

T

S

 

Eucrangonyx sp. 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

If 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

If 

殆無色透明 i N N 5.7 N N 

N

N

N

N

N

N

N

N

N

S

S

N

N

N

 

31. 6 

21. 3 

10. 61 

14. 91 

21.1 

N

N

N

N

 

10.41 

10. 41 

10.4 

11. 8 

12.5 

11.1 

30.2 

1

4

1

i

1

L

e

c

c

e

ワ山

1

A

n

u

円。

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

6

・

A

6

．
6，

S

1

s

．
s

s

s

a

丘

1

1

1

S

l

N

N

釦

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

i

l
－

J
同
1
1
1
1
1
i
l
l
i
t－
－

創

i
l
i
l
i－
－

i
l－
－

日

向

日

旬

N

N

期

N

N

N

N

N

N

到

N

N

一

N

N

I
l－
－
峡

l
i－
－

決

i

l

明

明

濁

明

明

明

明

明

明

明

明

明

明

明

透

透

石

透

透

を

透

を

透

透

透

透

透

透

色

色

白

色

v
F
E
i
色

色

無

無

蛋

無

色

冶

無

色

無

無

色

色

色

色

殆

殆

徴

殆

無

無

殆

無

殆

殆

無

無

無

無

無色透明 l N IN  

無色透明 l N I N 

無色透明 l N ! N 

無色透明iN I N I 6.0 
徴蛋白石潤 i献褐色iN I 6.2 
殆無色透明！ N 

無色透明 i N 

無色透明｜ N 

殆無色透明 l N 

微蛋白石潤

N

N

T

 

N

N

N

 

N I N 

I N I s 
N i N 

6.0 N

N

N

N

N

 

6.2 

6.1 

N I S.Al. I N 

N I 6.1 I N 

N I 6.3 I N 
N I 6.1 I N 

N I S.Al. I N 

N

N

T

 

T I 20.3 

N I 12.5 

N I 9.7 

N I 12.5 

s 

T 

57.6 

23.6 

38.2 

11.1 

13.2 

無色透明

無色透明

無色透明

無色透明

N

N

N

N

 

N I S.Ac. 

N I S.Ac. 

N IS.Ac. 

N I S.Ac. 

N

N

N

N

 T 
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第 6 表 地 下 水 国 有 生 物 を 検

水質試験項目 Cl' 
私及活潤 沈浮 臭I床 反応 NH8-N N02-N N03-N 

検出生物名
(P心 m.)

Pseudocrangonyx sp. 殆無色透明 N N 5. 7 N N T 30.8 

II 殆無色透明 N N S.Ac. N N s 28.6 

!/ ｜無色透明 N N S.Ac. N N s 42.1 

／／ 1徴蛋白石尚 異常 S.Ac. N T T 28.6 

II i無色透明 N N S.AI. I可 s s 

II 殆無色透明 N IN  S.Ac. N N s 17.6 

II 

II 無色透明 N N S.AI. N N T 39.0 

II i殆無色透明 N N S.A1. N T N 87.8 

II ！殆無色透明 N N S.Ac. N N T 21. 3 

II ｜無色透明 N N 6.0 N N s 42.1 

II ｜無色透明 N N 6.2 N N N 

II i無色透明 N N S.AI. N N T 17. 

fl l無色透明 N N S.Al. N N s 21.1 

" ｜無色透明 N N 6.0 N N N 10. 4 

fl ｜無色透明 N N 6.1 N N N 

II ！無色透明 N N 6.3 N N N 10.4 

II 1無色透明 N N N N N 

II i無色透明 N N 6.2 N N N 12.5 

II 

fl ｜殆無色透明 淡寅褐色 N 5.8 N s s 

II i殆無色透明 iN N S.Ac. N N s 33. 

II ！無色透明 N I N I S.Ac. N N T 13. 

Parabathynel…inata Ueno l無色透明｜ N I N I S.AI. N N T 

無色透明 N N 6.2 N N N 11. 

II l無色透明 N N 6.2 N N N 12. 

II l無色透明 N N 6.1 N N N 12. 

fl i無色透明｜ N I N I S.Ac. N N T 13. 
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( 4) 

KMn041蒸発成査1総硬度
消費量｜量

(P手 m.)¥(p.p.m.) 

飲料適否
戸

連

号

井

一

番

果

大腸菌群卜般細菌

措定試験｜数

(p.p. m.)I (lOcc×5) I (lee中〉

車吉験試質

Fe 

* の* 井Tこし

定H
U
 
ιr 

、こ

採取年月日井戸所在地

（）支〉

× 。1952,11,14 世田谷区弦巻町5（十〉

× 。481 1953, 10, 25 

× 。
× 

× 

× 

。

豊島区長崎3, 5( +) 

× 

× 

× 

× 

× 

。
。
× 

。
。
× 。
× 。561 1955, 1, 7 

× 。591 1955, 1, 10 

4101立川市砂川町

280／世田谷区大蔵町

1401武蔵野市吉祥寺

3, 7001板憾区桜橋町

判蹴区下赤塚町

内i世匠腿若林
1201北多摩郡狛江町

981三鷹市上連雀

い多摩問自江町

2＼北多摩郡狛江町

241北多摩郡国立fl:fJ

52i八王子市明神町

5（十）

2（十）

1954, 1, 9 

＿，ん 1954,2, 9 

1054, 2, 22 

1954, 3, 4 

954, 3, 

1954, 3,30 

1954, 6, 11 

1954, 9, 2 

1954,11, 5 

1955, 1, 7 

r:1=1!1lf区鷺宮2, 5（十〉

0. 4.0 163.0 0. 

0. 4.0 165. 0 1. 5 

nu 
3.0 180.0 

2. 

nu 

7.8 

5.5 

5（十〉

5（十）

4（十〉

5（十〉

5（十）

5（ー）

5（十〉0.07 4.0 155.0 

1. 2 

Q
U
O
d
6

一
3

0

7

4

4

6

4

4

n

u

n

u

n

u

q

ο

n

u

n

u

n

u

n

υ

 

237.0 

169.0 

0.10 

0.14 

0.06 

0.07 

0.20 

2.6 

3.2 

124.0 

n
u
n
U
 

つω
q

u

7

2

 

噌

i

q

o

136.0 

192. 0 

5（十〉0.07 3.0 128.0 

4（十〉0.05 4.0 145.0 ロUAU
 

× 。65! 1955, 1, 31 5（十）0.03 2.4 110. 0 ハU

円

h
V

1
i

ハ
U × 。671 1955, 1, 31 3401八王子市明神町5（十）0.01 2.6 103. 0 

× 。681 1955, 1, 31 1401八王子市明神町5（十）0.01 2.5 109.0 0.6 

× 。701 1955, 1, 31 同

叫

巾
叩
・
同
・

み

4
a
A
4
a

明

明

市

市
子

子
玉

王

八

八

日

U

《

h
U

噌

i
噌

i5（十〉0.02 2.6 105.0 

。。731 1955, ;I., 31 5（ー）0.01 2.8 

88/ 1955, 5, 2 ＿，栃木県芳賀郡茂木町

× 

× 

× 

。
× 

× 

103/ 1955, 5, 27 

106! 1955, 6, 9 

11練馬区石神井

4401大田区今泉町

4i八王子市明神町 。

。

3（十）

4(+) 

0.45 

0.21 

1091 1955, 7' 25 

円

d

唱

iqd
 

噌

i

噌

i

，
，
 

5

5

 

E
U
E
U
 

n
H
u
n
H
U
 

1
4

噌

i

ロ
u

q

h

F
h
d

ヴ
4

6.6 

1. 3 

116. 0 

北多摩郡狛江fl:lJ

〉く。八王子市明神町

。。73! 1955, 1, 31 八王子市明神町

× 。98¥ 1955, 5, 25 八王子市明神町

5（十〉

5（十）

0.05 

0.07 

2.2 

3.0 128.0 

0.5 

0. 61 

0. 51 

1. 51! 

1. o¥ 

0. 61 

0.4 3（十）0.03 2. 7 113. 0 

5（ー）0.01 2.8 116. 0 0.6 

5（十〉0.04 2.8 115. 0 ハU

× 
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。109! 1955, 7' 25 八王子市明神町5（十〉0.05 2.2 113. 0 1. 



第 7 表 地 下 水 国 有 生 物 を

水質試験項目

色及浩潤｜沈滞

検出生物名

Triclada（三11皮類）.白色のPlanaria 無色透明 N I N ! S.Al. l N N T 17.6 

II 

II 殆無色透明ヰ」 N I S.AL I N N T 20.3 

II ピシク色のPlanaria 徴蛋白お潤 N S.Ac. N T s 49.6 

Oligochaeta （賛毛類）

Naidomorpha（ミズミミズ類〉 殆無色透明 淡賀掲色 N S.Al. N N N 10.6 

II 徴蛋白石濁 淡貰褐色 異常 S.Ac. N T T 28.6 

If l微蛋白石濁 議貰褐色 N S.Ac. N T s 49.6 
If ｜徴蛋向石潤 淡貰褐色 N S.Ac. N N s 23.2 
If N N S.Ac. N N N 11.1 

Mollusca （軟体動物）

Gastropoda （腹足類） ｜殆無色透明 淡黄掲色 6,2 N N T 42.1 

If 無色透明 N N 6.0 N N N 10.4 

II i徴蛋白石濁 淡寅褐色 N S.Al. N T SS 50.1 

If ！無色透明 N N 6.1 N N N 12.5 

If 1無色透明 N N 6.3 N N N 9. 7 

Acarina （ダニ類）

Water-mite 〈ミズダニ〉 無：色透明 N N S.Al. N N T 17.6 

II 無色透明 N N 6.3 N N N 10.4 

If I j醍色透明 N N 6.1 N N N 8・3

II i無色透明 N N 6.0 N N N 10.4 

II l無色透明 N N 6.2 N N N 11.8 

If ｜無色透明 N N 6.2 N N N 12.5 

II i無色透明 N N 6.1 N N N 12.5 

If 無色透明 N I N' 6.0 N N 11.1 

II 

If N 
N I 6 3 I N N N 9.7 

II i無色透明 N N S.Ac. N N T 13.2 

、、1
J
nu 
ハU
噌

i
，rt

、、



出した井水の水質試験結果（5)

一一一一一一一一一
KMn04 蒸発残査

総硬度 Fe 大腸菌群 一般細菌 井戸
飲料適否

消費量 旦Eヨj£ 確定試験数 井戸所在地 一連 採取年月日
(p.p.m.) (P♂.m.) （度） (p.p.m.) (lOcc×5) (lee中） 番号

~~u 定

0.6 128.0 3.0 0.07 5（十〉 2北多摩郡狛江町 56 1955, 1, 7 0 × 

一 一 一京都市東山区 81 1955, 4, 6 

0.4 151.0 4.8 0.22 5（十） 59 北多摩郡国立町 83 1955, 4,12 。× 
3.1 240.0 4.5 1. 44 5（十） 6,100 中野区大和町 38 1954, 3,28 × × 

5. 7 185.0 4.4 4.10 5（一） 14 埼玉県北足立郡 20 1953,10,19 × O 

4.3 237.0 7.8 2.40 5（十〉 410 立川市砂川町 24 1954, 2, 9 × × 

3.1 240.0 4.5 1. 44 5（十〉 6,100 中野区大和町 38 1954, 3,28 × × 

162.0 5.2 1. 20 5（十） 810 立川市砂川町 95 1955, 5,13 × × 

0.4 115. 0 3.1 2（十） 12 北多摩郡田無町 108 1955, .'7,15 0 × 

1. 5 185.0 2.3 1. 20 5（十） 720 北多摩郡狛江町 4 1952, 2, 21 × × 

1. 0 110. 0 2.4 0.03 5（十〉 52八王子市明神町 65 1955, 1,31 0 × 

0.9 247.0 7・2 5（十〉 33北多摩郡昭島市 80 1955, 2, 24 × × 

0.3 115.0 2.8 0.04 5（十） 32八王子市明神町 98 1955, 5, 25 O × 

0.9 108.0 2.4 0.03 5（十〉 850 八王子市明神町 99 1955, 5, 25 O × 

128.0 3.0 0.07 5（十） 2北多摩郡狛江町 56 1955, 1, 7 0 × 

109.0 2.5 0.01 5（十〉 140 八王子市明神町 68 1955, 1, 31 0 × 

0.5 105.0 2.6 0.02 5（十） 110 八王子市明神町 70 1955, 1, 31 O × 

118. 0 2.8 0.02 5（十〉 100 八王子市明神町 71 1955, 1, 31 0 × 

:I 
0. 113. 0 2. 7 0.03 3（十） 270 八王子市明神町 72 1955, 1, 31 0 × 

0. El! 116.0 2.8 0.01 5（ー） 6八王子市明神町 73 1955, 1, 31 。。
0.4 116.0 2.9 0.03 5（十〉 71八王子市明神町 74 1955, 1, 31 0 × 
0.6 113.0 2.8 0.03 5（十） 120 茨城県那珂郡野田 75 1955, 1, 31 O × 

一八王子市明神町 89 1955, 5, 2 

0.9 108.0 2.4 0.03 5（十〉 850 八王子市明神町 99 1955, 5, 25 0 × 

1. 0 113. 0 2. ~ 0.05 5（十） 4八王子市明神町 109 1955, 7,25 0 × 
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透

石

透

透

透

石

白

色

白

色

色
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白
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白
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白
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色
色
色
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蛋
蛋
無
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色
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色
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色
蛋

微
殆
徴
殆
殆
殆
殆
徴
微
殆
殆
無
無
無
無
殆
無
殆
無
徴
無
殆
無
無
無
無
無
無
担
…
無
微
微
徴
微
徴
殆
無
無
無
徴
無
無
無
徴

＼
i
ノ類

同
却
n
H
H
M
 a同

『
寸
凋
川
，
f＼
 a
 

λ
u
 o
 
p
 1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J
I
f
－

－

I
f
－

－

1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
f
－

－

f
f
f
f
H
H
H
H
H
H
N
 

I

f
－

－

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
f
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

p
 
o
 
c
 

28. 
10. 
13. 
10. 
8. 
11. 
12. 
41. 
9. 

T
N
N
N
N
N
N
S
N
 

T
N
N
N
N
N
N
T
N
 

N
N
N
N
N
N
N
N
N
 

S.Ac. 
6.0 
6.1 
6.3 
6.1 
6.2 
6.2 
S.Ac. 
6.3 

淡寅褐色｜異常
N I N 
N ・I N 
N I N 
N I N 
N I N 
N I N 
N I N 
N I N 

徴蛋白石渇
無色透明
無色透明
無色透明

無色透明
無色透明
無色透明
無色透明
無色透明

Ostracoda （介形類）

( 102) 



一
一
拍
定
一
×
×
×
×
×
×
×
×
×

x
×
×

O
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

O
×
×
×
×
×
×
×
一

O
×
一
×
×
×
×
×
×
×
白

一
h

巴

州

一

一
開

4
一
×
×
×
×

O
一O
×
×
×

O
×

0
0
0
0
0
0
0
×
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
×

×

×

×

×

O

×

0

0

0

0
×
×

一
会
白
砂

b
t
s
一

一

日

一

6
幻

n
n
幻

お

お

9
m
2
m
5
5
5
お
お

7

m

叩

日

目

紅

白

出

回

目

紅

白

n
u
u
u
M
6
U
U
2
日

目

白

日

日

3

3

一
月
一
死
え
丸
尻
町
h
n叫
札
止
止
1
1
1，L
L
L
9
h
L
L
L
l，I
，I
，L
L
L
I，I
，I
，2
，2
，2
，2
，2
，A
ム
ム
丸
5
，5
，Fh

弘
正
弘
良
町

｝

ゴ

」

一

噌

i
噌
i

噌
i
噌
i
噌
i
噌
i
噌
i

一

ト

ケ

ム

一

’

’

’

’

’

’

’

’

’

’

’

’

’

’

’

’

’

’

’

’

一

一

又

一

0
2
2
2
2
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

一
丘
一

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

↓

A

栄

一

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

一
幸
一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
一
1
4
7
5
0
8
7
4
8
4
6
0
2
1
4
0
6
1
0
9
2
5
8
1
2
3
4
5
6
8
9
0
7
1
4
5
8
4
2
1
6
0
1
0

一一円連号一

1
4
4
2
3
4
4
5
5
5
5
1
5
6
6
5
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
8
7
8
8
8
8
9
9
9
9
9
日
口

市
一
番
一

回
円

一

地

一

木

一

E

一

町

市

市

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

市

市

市

市

町

町

茂

一

Z

一

町

江

島

島

合

同

町

江

町

雀

雀

雀

出

合

江

立

立

立

立

神

神

神

神

神

神

神

立

島

島

島

島

区

立

立

郡

町

町

町

町

町

一
所
一
松
狛
昭
昭
搭
官
宮
川
和
狛
川
連
連
連
古
落
狛
国
国
国
国
明
明
明
明
明
明
明
国
昭
昭
昭
昭
山
国
国
賀
川
川
川
川
川
袋
袋

一
1

一
高
郡
郡
郡
下
鷺
鷺
砂
大
郡
砂
上
上
上
江
下
郡
郡
郡
郡
郡
市
市
市
市
市
市
市
郡
郡
郡
郡
郡
東
郡
郡
芳
砂
砂
砂
砂
砂
沼
沼

一一
F

一
市
瞳
摩
欝
区
区
区
市
区
摩
市
市
市
市
区
区
摩
墜
摩
摩
摩
子
子
子
子
子
子
子
欝
摩
摩
摩
摩
市
摩
摩
県
市
市
市
市
市
区
区

一

井

一

川

多

多

多

宿

野

野

川

野

多

川

鷹

鷹

鷹

野

宿

多

多

多

多

多

王

王

王

王

王

王

王

多

多

多

多

多

都

多

多

木

川

川

川

川

川

野

野

一
ー
一
立
北
北
北
新
中
中
立
中
北
立
三
三
三
中
新
北
北
北
北
北
八
八
八
八
八
八
八
北
北
北
北
北
京
北
北
栃
立
立
立
立
立
中
中

一ヨ

1
一

0

0

0

5

0

0

0

0

0

0

2

0

8

0

0

0

2

0

0
・4
0
2
0
0
0
6
1
4
0
0
6
6
3
5
一
5

0

一
3

8

3

0

0

0

3

4

白
い
ふ

1

2

3

5

0

0

0

1

0

2

2

9

0

3

0

7

8

2

2

5

4

0

7

7

2

6

1

1

3

3

匂

9

ι

5

4

4

5

4

0

一
回
十
丁
…

2

7

8

9

4

8

4

1

1

7

4

7

0

3

5

1

1

2

1

4

9

1

3

3

Z
且

ド

巾

j

一

i

：

，

，

，

 

b

x
一

2

2

1

6

1

「

札

7

3

7

世

μ
一

9

二
数

ο

一

）

一

＼

ノ

＼

ノ

＼

ノ

＼

ノ

＼

ノ

1ノ
＼
ノ
＼
ノ
＼
ノ
＼

lノ＼
J
ノ＼
J
ノ＼
J
ノ
＼
ノ
＼
j
ノ＼

lノ
1ノ
＼
／
＼
i
ノ
＼
／
＼
／
＼

lノ＼
lノ
＼
ノ
＼
／
＼
ノ
＼
ノ
＼

lノ
＼
ノ
＼
／
＼
／
＼

lノ＼
lノ＼
lノ
一
＼
j
＼
ノ
一
＼
ノ
、

lノ
＼
／
＼

lノ
＼
／
＼
ノ
＼

lノ
＼
ノ

一
群
験
5
一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一

十

十

十

十

十

十

十

一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一
菌
試
以
一
．

k
k
k
k
k
k
k
w川
町
川
町

Uヘ
町
民

k
k
k
k
k
k
K
Mぺ
町
川
町
町
川
町
川
町
内
町
町
川
町
民
《

K
K
Uぺ

k
k
k
k
k
k
k
k
w町
民

一
腸
定
取
一

一
大
確
何
一

寸｜寸ハ
l↑

5

わ
刈

5
0
7
4
J問

4
4「
町
d
J
m
q引
叶
判
所
η
出
J
q
N叶出

4
4
4封
引
刊
針
判
割
引
引
制
叶
例
制
川
門
出
勺
斗
d
引
「
斗
イ
引
吋
叫
！
同
副
判
制
つ
寸
i
i

一
e
札

一

M
μ
M
U
M－

M
U
U
M
U
U
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
U
U
U
M
M
M
M
H
M
M
M

一
F

P

一

Dム
↑

一

／

F
t＼

4
3
3
5
7
0
6
8
5
0
8
0
6
6
1
1ょ
0
6
3
0
5
4
5
8
7
8
9
8
0
1
0
2
1

一
3

5

一
9
4
5
6
8
0
1
9
8
4
6
5
6
7
8
9
4

一
度
）
一
2
．
Z
4
．
3
．
2
4
4
1
4
3
．
3
．
2
．
4
．
L
2
．
＆
3
4
1
4
．
4
．
2
．
Z
2
2
1
Z
2
．
Ah
－
－
1
＆
6
．
1
1
3
．
4
L
2
．
4
．
＆
6
．
1
Z
2
．
2
．
1
2
．
Z
1
z

一
羽
史
シ
↑
一

1
4

一
Z
U陀
HHU

一

一
一
総
（
一

一
一
＼
／
一

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
…
0

0
一

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

一投

m
一
9
．
5
．
3
．
L
2
．
5
．
6
．
1
ι
6
．
6
．
0
．
2
4
4
9
．
8
．
5
．
＆
5
．
z
o
－
－
＆
3
．
6
．
6
．
3
．
2
＆
1
庁

L
o
－
－
5
．
6
．
L
3
．
L
1
3
．
4
1
ι
1
1
1
3
．
6
．
6
．
ι

5
6
9
3
4
3
4
2
9
1
3
7
2
6
0
4
5
I
n
u
t
i
l
－
－

1
5
Q
u
o
d官

0

0

7

2

2

5

2

4

3

0

3

1

I

n

v

o

－
－

2

0

一発

$

1

1

1

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

1

2

1

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

2

1
〉

京
量
伊

コペ
i
v
λ
i引
J
q
J判
ω叶
民
J
叫
到
｜
司
引
制
担
割
J
4
A
U
ー引川町

d

同
州
刊
研
ー
引
制
ー
町
制
川
判
制
パ
似
l
G
J引
判
例
川
判
引
川
斗
副
パ
「
寸
別
利
引
制
刈
叶
引
l
到
3
0
7
6
1町
射
副
到

ωつ

沿
量
低
一
円
札
L
6
．
L
I
－
－
4
3
．
0
．
1
ι
0
．
n
札
口
仏
1
n
札
口
札
2
．
n
仏
仏
L
0
．
0
．

G
．
O
．
0
．
0
．
0
．
0
．
0
．
0
．
ハ
札
口
札
口
札
口
仏
仏
仏
0
．
2
．
L
3
．
4
L
t
仏
0
．
0
．
仏
仏
弘

一
拍
鴇
型

豆
、
、
白
一

( 6) 果結験試質* の* 持たし出

×
×

O
×
×
×

O
×
×
 

×

0
0
0
0
0
0
×

O
 

9
1
1
1
1
1
1
3
5
一

つ
U
つd

つ
u
q
u
q
o
q
U
1
4
9山
一

2
1
1「
L
L
1
L
5
5
一

A
吐

に
d
F
U
F
h
U
H
b
R
υ

民
U
F
h
U
F
h
d

一

H
D
F
H
U
F
O
R
U
F
O
F
U
P
U
F
D
F
b

一

9
9
9
9
9
9
9
9
9
一

1
2
1
1
1
1
1
1
1
一

4
4
F
D
氏
U

只
U
A
U

つ
臼
円
。

A官

Q
d

2
6
6
6
7
7
7
9
9
 

sc +)I 4101立ffrrli砂Jfllllf
5( +)I 521八王子市明神町
5（一）I 71八王子市明干f!Tll!J
5(+ )I 1401八王子市明神町
5（十）I 1101八王子市明神町
3（十）j 2701八王子市明神町
5（ー）I 61八王子市明神Jllj・
5（ート）！ 531立川市砂川町
5（十）｜ 8501八王子市開ijlf!IJ

( 103) 



第 9表 各井戸別による検出生物と細菌学的，化学的試験結果による飲料適苔の判定（ 1 ) 

検

I .地表生物群

出

Tubificidae sp., 

生 物

fil.地下水個有生物群

sp・.Mackinia. japonica 

Macldnia japonica 

Macldnia japonica 

sp., Gastropoda sp. 

sp., Macldnia japonica 

Macldnia japonica 

sp・.Mackinia japonica 

Macldnia japonica 

×× 

×〉く

×× 

×× 

sp. 

Eucrangonyx sp. 

Asellus nipponensis, 

Branchiura sp. 
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Asellus hubrichti 

Asellus hubrichti 

Oligochaeta sp. 
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第 9 表（ 2) 

：険 出

J.地表生物群 ln.地表水生物群
Tubificidae sp. 

Caecidotea akiyoshiensis, Eucrangonyx sp. 

Eucrangonyx sp. 

Nais sp. 

Macldnia japonica 

Nais sp. 

Gammarus sn. 

Tubif icidae sp. 

sp., Pseudocrangonyx sp. 

Tub if icidae sp. 

sp., 

sp., 
Pseudocrangonyx sp. 
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Cope[poda sp.,Ostracoda sp., Pseudocrangonyx sp., J 
I Asellus hubrichti, Mackinia japonica, 10× 
I Eucrangonyx sp,. Gastropoda sp. I 

A田el叫刷C日Z-Ostrac 
[o× 

¥o× 
Jo 0 
[o× Mackinia japonica, Ostracoda sp., 

Pseudocrangonyx sp., Water-mite 
Cop!epoda sp., Asellus hubrichti, Eucrangonyx sp.I{¥...., 
Caecidotea aldyoshiensis, Water-mite. l¥Jハ

CopJepoda sp., Asellus hubrichti,Mackinia japonica,r 
I Ostracoda sp., Eucrangonyx sp. 10× 
I Parabathyn~日a carinata川Tater-mite. I 
Cop!epoda sp., Caecidotea akiyoshiensis, I 
Asellus hubrichti, I 

Macldnia japonica, Ostracoda sp., Wat ト 1
mi胎， JOO
Pseudocrangonyx sp., Parabathynella I 
carinata. I 

Cop;epoda sp., Asellus hubrichti,Macldnia japonica, I"" 
Eucrangonyx sp., Water-mite J¥Jハ

Copjepoda sp., Eucrangonyx sp.,Wa白一i白 Jo× 
lo× 
｜×× 

｜×× 

791 I c仇 odasp. I×× 

｜予l 一一 1一一二三ら；ふ白 sp：…戸占一一｝｝－
811 I Cop;epoda sp., Caecidotea l王awamurai,Planaria I 

821 I j Asell山肱ichti _E 
! s3J I ；詑~~~~！a8~~ponira,Eucran伊m sp., Jo× 

Co拘odasp., Mack凶 japoni叫 ucrangonyxsp. ｜×O 
I cゆ卯dasp., Mack凶 jap叫 a [o× 
I Asellus hubrichti [ 

第 9 表（ 3) 

出

百地表水生物群｜

生 物

lH .地下水固有生物群

検

Cope!poda sp吋 Macldniajaponica, 
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第 8表（ 4) 

判 l C仇 O白 sp.,Mackinia伽抑 Jo× 
I 

191[ l …sp.，弛ckini
921 slug : Cop：叩dasp. jo× 

931 I ω向凶asp. l×× 
I 

94j Collemb尚 sp. / Copj 

I A工・a:ηeinasp. I 
I Orthoptera sp. ¥ 

対 I Tu凶凶esp. ¥ Naidom仰 hasp. l×× 
961 I Tゆ削

判－，1、ub制 daesp., Nais叫 Ma

98「一－Araneinaspγ一一1示一…λ己：：一一了瓦詞雨函而ゐ山配l王iniajaponi仇 lOx 
I I : Gastropoda sp., ¥ 

I Diplopo白 sp. I j Eucran附 xsp.,Para凶 ynellacarinaぬ｜
I I Asellus hubrichH, Macldnia ]aponi叩， I I 

991 I J Ostracoda sp., I I 
I l Eu口：an
I i町ute.

l…一竺 1一二一」竺竺そti，恥叫onyxs~土叫： Eucr叩 nyxsp. 

102¥ I : Asellus hubrichti, Eucrangonyx sp句××

判 －j ¥ Pseudocran伊nyxsp. I × × 

竺一一 ！｝ 一 i Ma仙 ia拘 onica l×三
吋 I l Eu位 an伊nyxsp. Jo× 

吋 ¥Tub削 d忽esp. j Pseu白m時町xsp. I？× 
叫 ｜；臼ecid

竺L一一一一匂－－一 I [ Asellus hubrichti》Euβロrangonyxsp., I ベ I I Pse_udocr…x ~P· 同thynel.Ia 10× 
I I carinata, Water-mite I 

叫 j Copjepoda sp., Caecido抑制oshiensis Ix× 

』L I p竺竺 sp.,Ca印刷
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検出生物の君主別から見た生物検出井水の細菌学的並び民化学的飲料適苔の判定見lj
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Planaria sp. ** 

Naidomorpha sp. 料

Caecidotea akiyoshiensis 

Asellus hubrichti 

Mackinia japonica 

Eucr・angonyxsp. 

Pscudocrangonyx sp. 

Parabathynella carinata 

l』
仁I以

5 

〔註〕 Gastropoda,Copepoda, Ostracoda, Hydracarina は同定未了の為，地表水生物群，地下水固有生物群の

何れに属するか不明の為，かりに両群の聞に置いて一群としてまとめた。

＊印の Planaria及び Asell usを桧出した井戸は同一の井戸で，水量豊富な湧水を利用した井戸で，他の

掘井戸と異る為，例外と考えてよい。

料印の Planaria及び Naido1norpha は同定未了であるが，通常見られる地上水型の種と非常に具り，

明らかにt也F水固有の型と考えられる。
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XVJJ：某地区の井水汚染調査報告

生活衛生部水質課 長 尾

村
苅
秀

雅

昭和28年6月頃から，某地区の一部井水が悪臭を発 い。

し，且つ濁り甚だしく茶を入れると黒紫色を皇し，飲 (3) 分光分析の結果，わずかであるが水銀が検出され

料にならなくなったと地元民から市当局に陳情があり， た。

当研究所にその原因を究明するよう依頼があったので， 昭和29年5,6月頃から，前年の汚染地区が某万向に

昭和28年度は 3回にわたって現場調査と水質試験を行 拡大されたので，今度は前回同様理化学試験を行うと

った。 同時に，電気探査による地 iてのi由貿を調査・し汚染地区

1. 現場調査 の地下の状況を探究した。

第1回調査は8月下旬汚染地区を中心に，現場にてPH 1. 理化学試験

試験，環境調査を行い，叉近所にある某社の工場廃水設 昨年と同様に電気伝導度，アノレカリ）孔カメレオン

備を視察した。第2,3回は10月中旬，第1回の水質試 消費量等について汚染地区を中心に60数箇所行った。

験に基き，汚染地区を中心に約40箇所の井水のPH測 その成績は別表のとおり。

定および 3,4箇所の開放式井戸の水深を測定， j也下水 2. 地質調査

の流れの方向を調査した。 横河製の大地比抵抗測定器を使用して， 20数箇所の

2. 理化学試験（研究室！こで路行） Jtl:i下構造を探査し，砂れき層と粘土層の境界と測定地

付）一般の水質試験 点の標高より，粘土層の等高線を作成した（表参照）

（吋特殊成分の険査 3. 考礎

付） 第1回の検査において一般水質試験を行った l. 鉄分は井戸の汚染と深い関係があるらしく，これ

処，アjレカリ度p 電気伝導度の価［に相当異状が まで当所で取扱ったものは，その原因がいかなる場合

認められたが，その他は一般の井水と余り相違 でも，汚染されると非詰？乙増加する傾向がある。

が見られなかった。第2,3回は，その特妹性に 2. 汚染地区を電気探査し地質調査を行った所，汚染

かんがみ，アノレカリ皮，電気伝導度を主体に測 地区は，一つの窪地となっており，谷を形成し，其西

定を行い，これにより等量線を作成した（別表） 偶I］の高位に某会社の廃液処理場があり，ここを起点と

（ロ）汚染地区内のー箇所の井7k（汚染最も甚だし して汚染が東に延びている。

いもの）約2lを蒸発乾燥して分光分析により特 3. 当所で現寝まで、に検査したJ]l化学試験の成績を見

殊成分の検査を行った。 ると，今度調査した付近は従来一般に水質良好で，PH

現場調査の結果判明した事柄 は大体6.0位，アノレカリ度30P.P.m.内外，電気伝導度

(1) I司地区，の井戸はほとんど全部閉鎖式で外部よりの は1.20mho cm-1×10--6となっているが，汚染された

汚染は考えられない。 地区はpH6.3～6.7，アノレカリ度40～lOOP.P.m，電気伝

(Z）視察した某農薬工場内の出水処理はきわめて不完 導度1.40～3.00mho cm--1×10-6と，いずれも増加を

全と思われるO 示し，その等量線は電気探査の結果とほど一致してい

理化学試験 る。

(1) 別表等量線医1は， PH，アノレカリ度，電気伝導度 4. 汚染井戸の 1ケ所よりわずかではあるが，農薬ω

の3っとも同様な傾向を示し，聞き込みの汚染地区と 原料に使用されている水鋲が検出されているO

大体一致した。 以上の諸点を綜合して；検討するに，今度の某地区の

但）図表のように，某会社の工場から某地区ゐ・1商に市 井戸汚染の原因は茶会社の農薬工場の廃液が地中に浸

状に汚染されており，同工場の反文、；側は何等変化がな 透したために起因するものと推察される。
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比抵抗柱欣図（軍位：Ohm米）
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市販中華麺の残留アノレカリ量の試験報告

一一一
多

欣

隆雲

井

野

三

松

中

食品課食品獣医古I~

xv簡

嗣

試験成績

生麺93撞のアノレカリ置は第1関に示すように0.3～

1. 7%の範囲に分布し，その平均は 0.82%，例外とし

て3.5がのものが1件あった。

度
数

8

7

6

5

4

3

2

1

う守2図

0.25 0.35 0.45 055 0.65 0白75085 OHS 1.05 1.15 1.25 i¥2COョ%

ゆで麺27穏の残留アノレカリ震は第2図に示すように

0.2～1.2%の範囲に分布し，その平均値は0.56%であ

った。厚生省公衆衛生局長通牒第947号による視水の

使用基準に基いて，ヰ；華粗製造業者に依頼し製造した

中華翻の残留アノレカリ量の試験成績は第1表のとおり

表

である。

むすび

止述の試験成績から考察すると，市販1=(:1華麹iの多く

が厚生省局長通牒による視水の使用基準を仕組るHbk

を使用している疑いがある。炭酸アノレカリ（ソーダ，

カソ〉の毒性については不詳であるが残留アルカリ量

が3.5%と云う例外的な中華麹が存在すれば，それを

大量に食べた場合には，何等かの障害がl也り得ると思

われるO

近頃しばしlまf－ド華麺に原因すると思われる食司二i議が

発

試験したが，中毒原因と一般に考えられる毒物は何等

検出されていない。

中華麺は小麦粉， j：見ァk，食塩等により製造する麺で

ある。槻水として使用される薬品は炭酸カリワム P 炭

酸ナトリクム，燐酸カリワム，燐酸ナトリワム，苛性

アノレカリ， 1i~l；酸アノレカリ等であるが，後二者は有害と

してその使用は禁じられている。炭酸アノレカリの毒性

については，文献が少く，その詳細は不明であるが，

医療用として使用した例では副作用があり，現在は使

用されていないとのことである。炭酸アノレカリは強ア

ノレカリ性であり，粘膜に対する腐しよく性を考えると

大量に摂取した場合には何等かの障害を起すことは売

分に考えられる。

われわれは食品試験を行うJ・.に市眠中華麺の残留ア

ノレカリ量を知る必要から，この）支部公衆衛生部の協力

を得て 120種の試料について残留アノレカリ量の試験を

することが出来た。

試験法

中華翻4:tの残留アノレカリ量の試験は，中華麺を細切］
混和し，その10gを上血天秤で計り，蒸気乾燥器中に約

8時間乾燥し，それを試料として薬学会協定衛生試験

第

沖1回

0.15口250.350A50.5コOk[;ζJ）（・白川5;os11s1::s i351.ASi5うlるう KzCOi九

法l十11天分の水溶性アノレカリ度試験i去により試験を行い，

アノレカリ量を無水炭酸カリワムとして計算し，乾燥中

華麺に対する重量百分率で、表わした。

なお灰化は500～520°Cに調節した恒温電気炉を用

いて行った。

( 116) 



XIX 人工甘味剤の品質の試験結果

食品獣医部製品課 秋

藤

山勝

居

記

食品衛生j去に記載されている添加物のうち，合成調

味料として溶性サツカリシ，ズノレチンがある。これら

の成分の規格は明示してあって厚生省が菌接試験を行

っており，叉向者を混和したものや，混和稀釈したも

のは，都道府県庁がこれらの試験を取扱っている。混

和剤又は稀釈剤として使用されるものについては， q寺

に法的明示がなく，通常広く天然品で、食品Vi二供される

ものが利用されている。すなわち各種の澱粉類3糖類？

少畳の食撞，童Wi，炭酸カノレνクム，ビタミン類宅iが
用いられる。これらのものは分離定量試験も割合に簡

単であって，原料のサツカリシやズノレチンの品質‘を知

ることがでまる。

H司和29年！変今当課で

1,522件，申請数量は76,lOOkgで全部合倍品である。

しかしながら同年度に東京都公衆衛生部で収去した

もののなかには，かなりの不良品があり，不良品の主

総q又去検体数 199fLj: 

内 市ミ

J険 ，体 日リ 適件数

ズノレ チ ン 101 57(56.4ガ） 44( 43. 

ズノレチン稀釈製剤 25 18(72.0ガ〉 7(28. 

i容性サッカリン 37 

釈溶性製剤サッカリシ稀 ! 1 I 1 

ズノレチ混シj合容性製剤サツ 35 
カリン

199 

治

瑛

友成 E 直

佐藤禰代子

なものは，ズノレチンに関するものが多数であった。従

来はパラサッカリシ（カノレチシと称するもの）が使用

される例もあり，叉最近ではカサズノレと称するものが

使用され，無機物としてマグネνワム壊が用いられる

場合もある。今後市販品の品質の参考のため資料を報

告するO

なお収去検体の製造所（あるいは原料として使用所），

又は販売所は37ケ所であって， 1ケ所より検体1種～

25障であるO

試醸結果

( 1) ズノレチシ

総検体数 101(!1: 

内適件数 57件 (56.4%) 

不適件数 441'!: (43. 6ガ）

ズノレチシの不適理由

1 融点が低いもの（カサズノレと推定されるもの） 4件

2 閥！点が低く，澱粉の反応を認めるもの 3件

3 高~！点がや L 低く，熱湯， アノレコーノレに全溶しない

もの 7刊二

4 離！点が｛尽く，熱湯，アノレコーノレに全溶せず，灰分が

多く，パラサッカリンの反応を認めるもの 7件

5 融点が低く，アノレコーノレに全溶せず，灰分が多い

もの 2 ('j: 

6 融点が低く，塩化物多量のもの 3 ('j: 

7 塩化物多量のもの ll{t[: 

8 澱粉を認めるもの 5 (Lf: 

9 サツカリシの反応を認めるもの 2件

以 I:：で、あって，その不適品の試験成績は別表のとお

りである。

第 表 ズルチン不適品試験成績表

熱 湯 iアノレコー
不溶物｜ノレ不溶物

Cl' 実議場｜灰 分 要！

←し ート

170° 

152°(164°) 

170° 

140°(171°) 

十 一「

vト 十

ー

寸

！

寸

！

寸

カサズノレ

＋ 十 ｜カサズノレ

ート ＋ iパラサッカリン

(l:l.7) 
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備考

熱湯不溶物，アノレコーノレ不博物，有機性7}f_雑物，ア JレカJレょう融により S0／＇の項の（ー〉は陰性，（＋）は陽性

を示す。

塩化物，灰分の項の（一）は限度内の量を示し，（ャ1－）は限度以上のものを示すο



(2) ズノレチン単味稀釈製剤 不適組由

稀釈剤としては，澱粉類が最も多く用いられる。

総検体数 25件

内適

不適

18件

7件

(72%) 

(18ガ〉

1 パラナツカリジの反応を認めるもの 6件

内検体より多量のカJレνワムを認めるものが3件あ
った。

2 カナズノレと認められるもの 1 f"I二

第 2 表 ズルチン単昧輔釈製剤不適品試験成績表

No. 合格証 標 71て ズノレ量チン 繭融！点点）（再結後の 澱 粉
ノミラサツ Ca" 摘 要

定形 カリシ

1 あり なし 77.0 147°(171°) 十 ート ＋ 

2 あり なし 77.8 135～150°(171°) ＋ 十

3 あり D.70% 73.0 158°(171°) ＋ イー ＋ 

4 あり なし 78.9 166°(171°) ＋！ 十 ＋ 

5 あり なし 85.8 154°(171°) →ー ＋ 十

6 あり なし 78.5 162°(171°) ＋ 十 ＋ 

7 あり D.95% 92.0 160°(171°) 十 一 カナズノレ

備考ー Ca・・ は検体に水を加え酢酸酸性として櫨過後，鴻液に1臨酸溶液を加えて著明な白沈を生じるものを

（＋）とし，生じないものを（ー）とする。

(3）溶性サッカリン

総検体数 37件

内適 34(tl: 

不適 3j~二

(92ラの
〔8，？の

溶性サッカリン不適fl日由

1 外観不適のもの（微紅色不純物を合む）

2 遊離アノレカリを認めるもの

3 瑚砂の反応を認めるもの

1｛＇牛

1件

1件

第 3 表 ；容性サッカリン不適品試験成績表

No. l 合利融点肘叶~j~諮問 SO.'' I Cl' i友義務［灰分i摘 要i

~ _I ;11 ~~：： I iドI ;_ I = 1~何日出；E刊
(4）溶性ナツカリン単l床稀釈製剤

稀釈剤としては，庶糖（白双）がmいられる。
総検体数 1件

適 1件

(5）ズノレチン，溶性サッカリン混合稀釈製剤（粉末）

総検体数 24件

内適

不適

12jtj二

12件

(50%) 

(50%) 

ズノレチン，溶性サッカリン混合稀釈製剤不適山由

1 分離したスソレチンの融点が低く（所謂）カナズノレ

と思われるもの 8件

2 分離したズノレチンの謝！点が低く，パラサッカリシ

の反応を認めるもの 1件

3 マグネνヲムの反応を認めるもの 3件
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第 4 表 ズルチン，溶性サ•yカリン混合製剤不適品試験成績表

No. I合格証｜標示μ （ズ再ノレ結チ後ン融融点点） 
パラサツ Mg・ －｜摘

ズノレチン カリン
Ca" 要

1 あり
D 35 20.8 35.1 173° 十s 30 

2 あり
D 35 19.9 36.0 171° 十s 30 

3 あり
D 35 20.8 35.0 172° 十s 30 

4 あり なし 24.0 69.0 162° (164°) カサズノレ

5 あり なし 20.0 69.0 162° (162°) カサズノレ

6 あり なし 27.0 65.0 162° (162°) カナズノレ

7 あり
D 35 22.0 35.2 162° (164°) カサズノレs 25 

8 あり なし 12.3 24.8 162° (162°) カサズノレ

9 あり なし 20.6 43.0 162° (162°) 十 カサズノレ

10 あり なし 16.2 23.2 164° (155°) ＋ カサズノレ

11 あり なし 15.2 23.5 164° (155°) カサズノレ

12 あり なし 14.0 26.0 150° (171°) 十 十
JiZラサツカリ
てノ

備考…・・・標示の項中Dはズノレチン， Sは溶性サッカリンを示す。

(6）ズノレチン，溶性サッカリン温合稀釈製剤（錠剤）

総検体数 11件

iサ適 11件 (100,%) 

不適 0件

第5表 ズルチン，溶性サツ力リン混合稀釈製剤

（粉末〉適晶試験成績表

No.I ~;1- Iァ｜、ソカリ｜三ノレ！ 摘 要
ン

2 ありなし 22. 0 10. 粉，乳糖，煎糖，重曹

3 ありなし 21. 6 10. 食捕，少量の炭酸カノレ

4 ありなし 10. 9 19. νワム，ビタミンBirx 
5 ありなし 17. 9 29. カリ11いらjもる。

6 ありなし 18. 8 30. 

7 12.0 25.0 

8 ありなし 21. 0 29.8 

9 あり なし 20.5 29.3 

10 あり なし 20.0 78.6 

11ありなし

12なし！なし 5.0 

設 今回の試験の結果，ノド適i泊中所謂カサズノレ，カ

ノレチシ，無機物（カノレνワム， マグネνワム塩）が検

出される場合が多くあったのでーjぷ調査の系出t~を t.IH~1'

第 6表 ズルチン，溶性サッカリン混合締釈製剤

（錠剤）趨品試験成績表

No.IL長吉h正~ l襟示出｜明寸｜ズル l捕 要

1 ありIs . 16 D . 2:1 16. 5 24.0 稀釈剤として
2 あり S. 25 D . 38 28. 5 39.0 は，j股粉，煎糖，

3 あり S .25D. 38 29.0 38.3 乳糖，重曹等が

4 あり S. 30D. 40 29.1 37.0 用いられる。

5 あり S. 30D. 40 30.2 39.0 

6 あり S. 30D. 40 33.0 40.0 

7 ああああありりりりりi な L 14. O 24. 0 8 S . 30 D . 40 29. 7 39. 7 

9 S.25D.25 27.0 24.4 

10 S . 25 D. 25 28. 5 24. 0 

11 l S . 25 D. 25 27. 0 23. 01 

するo

a. カサズノレについて

嵩のあるズノレチンとして販売使用されているもの

で，ズノレチシと比較して 1.2～1. 5倍の嵩があり，甘

味はや i淡いonえら長のものはそのま L，製剤の場合は食
111！~衛生i負査指針に従い， Wi'i:酸エナノレで分離ちゅう /JI し

て何られるズノレチンWI当物について試験すると次のよ
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うである。融点は 160～162° ，熱湯から再結したもの

は，副！点164～166° で光輝ある無色又は微に紅色を帯

び唱た結品で、顕徴鏡下で、ズノレチンとの判別はし離い。食

品衛生試験法によるズノレチシの実性反応（青色J常生成

反応うは陽性であり，試験管中に熱するとアンモニア

を発生し，白色の昇華物を生成する。叉硝酸第二水銀に

よる反応においても紫色を呈する。灰分は認めない。

アノレカリょう融の後硝酸酸性で、硝酸ノミリヲムにより硫

酸根を認めない。

0ズノレチシとの混融試験

ズJレナ γ カサズノレ 融 占

100% 0% 173° 

90% 10ガ 168°湿潤 171～171. 5° 

80ガ 20% 163°湿潤 169° 

70拓 30ガ 163°湿潤 168° 

50ガ 50ア6 162.5°湿潤 164～165° 

。ラ4 100;>0 162° 

増量剤あるいは稀釈剤として，マグネνクム，カノレ

νワム塩類（主として炭酸雄）が用いられる場合があ

る。

常法により）天分を塩酸（又は硝酸〉に溶解し，アン

モニアアノレカリ性で彦酸アジモシにより白沈を生じる

のはカノレνヲムであり，この穂波に燐酸ソーダをかiえ

て結晶性沈澱を生成すればマグネνクムの存在を認め

る。

結び

前記試験成績から市版甘味剤の実情の一端がうかが

われる。そして不良品が相当売出されているものと思

われる。試験成績を］試まとめると次のようであるO

① 甘味剤のうち，ズノレチンは最も成績が悪く総検体

101件の中44件（43.6%）が不適であり，ズノレチシ単味

稀釈製剤もまた25件のうち7件（28%）が不適であるO

＠溶性サッカリンは37件中不適品は3f':I二（ 8ガ）で

ズノレナシの成績に比して良好である。

① ズノレナシ，溶性サッカリン混合稀釈製剤中粉末の

b. カノレチンについて ものは24件Ft二112件（50%）が不適品であって，適品不

ズノレチシ又はズノレチシ製剤の増量剤としてJFJいられ 適品共に合格証紙があるが，標示は殆ど実行されてい

ているもので，パラサッカリンを主成分とし，多くの ない。然し錠剤の場合は11件中全部が合絡で不適品は

場合炭酸カノレνワムが併用混和されている。甘味は全 1件も発見せられず，証紙も標示も実行され，内容量

くなく，僅かに苦味を有する白色の粉末であるO 常法 もほとんど一致する。

に従いズノレチンを分離抽出するとき，ズノレチシに附随 ④ ズノレチンで不適品の主なものは，櫨化物，パラナ

してパラサッカリンが抽出されるためズノレチン相当物 ツカリン，ヂズノレチン，澱粉，所謂カサズノレを認める

の融点を測定すると融点の低下が認められる。これに ものであるが？重金属の試験ではいずれも良好の成績

ついて試験するとパラトノレオーノレスノレホンアミドの反 で、あった。

応を認める。叉熱湯から分再開・＊告すると融点171～173° R 溶性ナツカリンでは結品も揃い爽雑物も少いが，

のズノレチシと副！点110～117° 又は135～137° のパラナ 不適になるのは，遊離アノレカリを認める場合が多い。

ツカリンが得られる。多くの場合灰分試験において規 また重金属を検出したものはなかった。

定を超える灰分が認められ，灰分からカノレνワムを検 ① 温合稀釈製剤の不適品については，原料ズノレチシ

出する。 に関する場合が多いと考えられるが‘叉増量剤として

c.無機物について マグネνワム塩が認められた場合もある。
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xx 大腸菌群検出用図形培地y 特にヂソキシコレート
寒天（Desoxycholateagar）に関ナる研究

食品獣医部獣医衛生課 雲隆三郎

田幸治

町三佐夫

本論文の要旨は，昭和30年4月，第25回日本医学会総

会，第10回日本公衆衛生学会総会において発表したo

I緒言
平板培養法による大腸菌群含量測定用培地として欧

米ではすでに各種の培地が研究され，ヰlでも「デソキν

コレート寒天（以下「デJ寒夫と略称）」および「グア

イオレツト＠レッド，胆汁寒天（以下V.R.B.A.と略

称〉のような固形培地が最も広く研究され，実用化さ

れている。アメリカにおいては乳および乳製品中の大

腸菌群含量測定用に「デJ寒天あるいはV.R.B.A.が

公定法として推奨されている。我が国でも衛生検査指

針には乳および乳製品中の大腸菌群試験法として「デ」

寒天， V.R.B.A.などによる万法が採録されてはいる

が，公定法として認められていないので未だ広く実用

化されておらず，また「デJ寒天国産乾燥粉末培地も市

販されてはいるが，此の製品も一社に止まるのみであ

る。したがって本培地の性能および服用に関する報告

もきわめてわずかであり，その実用価値についてはほ

とんど未知であるO 「デJ寒天は腸内細菌の分離およ

び乳，乳製品，水および下水の大腸菌群， 「プロテワ

ス」菌などの菌数測定用として Baltimoreの Johns 

Hopkins大学の Leifson(1935）によって考案された

ものである。我が国における「デ」寒天に関する系統

的な研究報告。としては乗木，高倉等の報告があるのみ

である。

これらの培地が実用に供し得る性能を有するもので

あれば，大腸菌群試験に際して従来のB.G.L.B.培地

等を位、mする万法より簡易であり，定性定量を｜司H寺に
実施出来，特に定量にi探しては従来のM.P.N.~去にく

らべて資材，時間等がきわめて経済的で，かつ，操作

も簡単であるために作業能率が向上し，特に乳および

乳製品等の大腸菌群の規格の定められているものの一

斉検査｜時，または汚染度調査のような多数の検体を短

期間に処理しなければならぬ場合には誠に好都合であ

る。こ Lで従来のM.P.N.法と「デJ寒天法による大

腸菌群定量試験を比較してみるとmi表のように検脊

1111鳥

に要する期間がM.P.N.法より 2～3日短縮されるこ

とがわかる。

第 1表 M.P.N.法と平板法の比較

培地および万法 所要日数試推験定 確定ー試験
試フJ二三ロ2験ミ3、"' 

M.P.N~去．） 
(B.G.L. 4～5日 2日 1～2日 1日

平（「デ板J寒天法〉 2 1:3 20～24時間 1日

「デj寒天の特徴は，これが含有するデソキνコー

ノレ酸ソーダにより大腸菌群以外の菌の発育を抑制し，

大腸菌群を撰択的に発育させる性能を有するために，

大腸菌群の混入に注意すれば調製後直ちに使用する場

合必ずしも滅菌する必要もなく，更に培養後わずか20

時間前後で大腸蔚群の存否及び推定数を知ることが出

ゴミる，点である。

我々は今回大腸菌群検査法簡易化，迅速化の一環と

して「デ」寒天のうち特に Standard Method for 

the Examination of Dairy Products (1953年版〉

に記載されている DifeoFormula No. B-273をと

りあげ，乳，乳製品を：検査対象として，本培地が大腸菌

群，検査用培地として笑用に供し得るか否かを検討すべ

く，基礎的ならびに応用実験を行ったので，その結果

について報告し，諸賢の御批判を乞う次第である。

第 2表ヂYキシコレート寒天（B-273）の組成

Proteose pepton lOg 

Sodium Chloride 5g 

Lactose 10 g 

Sodium Desoxycholate lg 

Ferric Ammonium Citrate 2g 

Dipotassium Phosphate 2g 

Neutral red 0. 03g 

Agar (gram恥） 17 g 

Aqua Destillata 1,000cc 

PH 7. 3J二0.1
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Il 「ヂ」審天の性能位関する基礎実験

1. 「ヂJ寒天における保有菌株の発育態度
市乳から分離した既知の大腸菌群菌株，すなわち

Coli I型除， AerogenesII型 r~ミ，中間 II型株の斜面寒

天18時間培養を用いて生理食塩7]¥.lcc.中lmg濃度の菌

浮説液を調製し，以下10倍稀釈法により lee中10-5mg

起の菌浮瀞液を調製し，それぞれ1白金耳を市服およ

び試作「テ］寒天ならびに E.M.B.培地に塗抹35°C,

24時間培養後，各菌株の発育態度を検査したO

その結果第3表に示すように「デJ寒天および対照

であるEM.B.培地のいずれもその検出率は良好で，

3者聞に優劣を認められず3 またこれらの菌株間にも

発育の差は全く認められなかった。なおプドク球菌，

変形菌を混じた場合にも，それらの発育が抑制され，ま

た，たとえ発育したとしても，大腸菌群との鑑別が容

易なためE.M.B.培地よりも大腸菌群の検出，釣菌が

確実かつ容易である。

第 3表 「ヂ」寒天における大腸菌群の発育態度

l託 ~llmgl1

O斗~~~1:I: I: I: I~ I~ 
信~ge 一i：~：.1＝~1EI EI EI: I: I: 
i:j=1間II i試f~l:J~ I E I E I : I : I : 
時）…集落数300< 什…100～300 十…100以下
2. ヂ寒天と乳製品開標準寒天との比較

「デJ寒天を大腸菌群の定量に｛史用する場合に，乳

製品用標準寒天と「デj寒天との間の菌数に差が認め

られるか否かを検討する必要があるので，両培地を用

いて同一菌浮了時？液について菌数測定を実施した。すな

わちColiI型除およびColiII型伐の35°C24時間ブイヨ

シ培叢を生理食塩水で108～109軽度に稀釈し，此の菌

浮iJJf-液につき「デJ寒天および乳製品用標準寒天をm
いて混釈扱謹培養に付し， 35°Cに前者は20時間，後

者は48時間培養後，それぞれ菌数を測定した。この場

合，培地1種につき10～20枚の平板を一組とし，得た

測定値について去の検花を行った。実験は8回実施し

( 123) 

第 4~更 Jヂ」寒天と乳製品用標準寒天との比較

（其の 1)

一一一」一一

｜デソ（キνゴレPーHト7 ‘天
B-273) 

乳製P品E用！7標.0準寒天

1 20 22 
2 12 10 
3 19 22 
4 19 20 
5 34 15 

6 10 39 
7 18 15 
8 37 22 
9 28 24 
10 17 22 

11 13 20 
12 36 35 
13 52 21 
14 15 30 
15 16 27 

平均 23.06 22.93 

第 5表 「ヂJ寒天と乳製品用標準寒天との比較
（共の2)

｜デソキ山一割乳製吋戸天｜(B-273)PH7 PH 

1 9 22 
2 20 10 
3 12 22 
4 19 20 
5 19 5 

6 34 15 
7 10 39 
8 18 15 

io 37 7 
7 22 

11 28 9 
12 17 10 
13 13 24 
14 8 22 
15 36 20 

16 6 35 
17 52 21 
18 15 30 
19 9 27 
20 16 9 

平均 19.2 19.2 



板値とM.P.N.{I直との間に有意の差は認められず，対

照である標準平板値とも一致し，－r11tt反品と試作品との

間にも有志の差は認められなかった。なお雑菌（ブド

ワ球菌？枯草菌，変形菌）を混入した場合につトて「デJ
寒天平披法とM.P.N.法とを比較したが， I可定量値は

よく一致し，雑菌による影響は認められなかった。こ

の場合には「デJ寒天は市販品だけについて行った。
（第7表）

第 7表 雑菌j毘寵下におけ苔「ヂ」寒天定量舗と

M.P.N.値との比較

総菌数

43×105 

菌数はlee当り

大腸薗群に対するヂソキシコ四ル酸γーダ

(Na-desoxyeholate）の影響

「デJ寒天に含まれる非目的菌発育阻止物質で、ある

デソキνコーノレi酸ソーダ量が大腸菌群の発育に及ぼす

影響を見るために次の実験を行った。本培地に合まれ

るデソキνゴーノレ般ソーダの所定培地合量は0.10%で

ある。そこで0.10%以下の合量，即ち0.04タム 0.06%,

0.08%のもの 3種と，0.10%以上，即ち0.12%,0.14% 

0.16%, 0.18~；；＇， 0. 20%のもの 5種と所定培地合量

0.10%のものとの計9種の，デソキνコーノレ酸ソーダ

合量を異にする「デ」寒天を調製し， ColiI型除の35°C

24時間ブイヨン培養の 107倍稀釈菌浮悌液を用いて培

地1種につま5枚の平板を用いて況釈振盤培益に附・し，

デソキVコーノレ酸ソーダのi担猷による影響につき検討

した。但しこの場合すべての培地の PHを7.3とした。

その成績は第8去に示すとおりで，所定培地合量0.10

μを中心として，これ以下の合量の場合との問に当然

差は認められないが，所定量以上の場合はデソキνコ

ーノレ酸ソー夕、合置の増加にともない大腸菌群の発育が

抑i次阻止され，0.16%以上になると，かなり阻止作用が

あらわれ， 0.20ガになると著しく， 0.10%と0.20%と

の間には明らかに有訟の差が認められるに至った。雑

菌（ブドワ球菌，変形菌， i111草菌）を混入した場合に

ついては，デソキνコーノレ酸ソーダの濃度が低下する

につれて発育抑制力が猷退するために雑菌の発育が旺

盛になり，大腸菌群の判月I.I釣T!f;i容に困難を：！ミすに至る。

4. 

たが，両者聞に有志の差は認められなかった。その成

積の一部を示すと第4表および第5表のとおりである。

なお fデJ寒天で、は大腸菌群が深部集落と表層集落と

では多少色調，形態を異にする場合があることを知っ

たが，このような現象を防ぐ意味で、培地が鼠回した後

表層を普通寒天でカバーすれば表層部のものでも深部

のものでも同様な色調形態を示し，判定に便で，非目

的菌とのあやまりを防止出来る。なお「デ」寒天は24

時間以上培養を続けても菌数の増加はみられず，集落

の増大はあるが次第に槌色し，また菌数が多い場合に

は集落は小さくなり，他の雑菌の影響もあるためか拙

色が早く，測定に困難を来し，誤差が大になるので，

菌数の多いと思われる場合には試~sj.を適当に稀釈して

培養し， 20～24時間以内に判定することが必要である

(15日寺間でも測克可能）。 20時間でも24時間でも菌数

に差はみられない。

3. 「ヂJ寒天と斑.P.N.との比較
Me Crady及び Hoppkins等によって考案改善さ

れ，大腸菌群定量法として今日広く採用されているB.

G.L.B.醗酵管による M.P.N.法と「デJ寒天による

平板法との聞に差異が見られるか否かを：／会討すべく次

の実験を行った。すなわち ColiI型誌のブイヨン35°

C24日寺間培養を， 1%の割に脱）］旨乳を合む滅菌生理食

境71'をもって108～109f古和度に稀釈し，この菌液につ

いてB.G.L.B.醗酵管によるM.P.N.法と「デ」寒天

による平板法を併用し大腸菌群定量試験を行い，前者

同；B.G.L.B.5本ずつ3段階を 1来日として 5組ずつ培

養し，後者は「デ」寒天平板2枚を 1組として前者同

様5組ずつ培養し， B.G.L.B.は35°Cに48時間，「デ」

寒天は 35°Cに24時間培養後，それぞれ測淀川を行いp

得た数値について差の検定を実施した。なお対照とし

て乳製品用標準寒天を用いて「デJ寒天と同様の万法

で接種， 35°Cに24時間培養して， i〕lj2者との比較を

行った。その結果第6去のように「デJ寒天による平

M.P.N.{!i直

54×102 

35×102 

35×102 

54×102 

18×103く

市販「デ」寒天

54×102 

34×102 

39×102 

39×102 

63×102 

1

2

3

4

5

 

「ヂ」寒天定量｛直とM.P.N.値との比較第 6表

（培地［試作「デJ塞i市阪「デJ寒！M.P.N 値（標準平根｛直l佐｜夫 PH7.s］夫 PB7.3I~町 4 1＿！~7. 0 
I 1 I 85×10s I 51×10s I 35×10s I 58×108 
2 I 32×10s I 12x109 I 35×10s I 59×108 

i 3 I 33×10s I 55×10s I 92×10s I 46×10s 
I 4 I 55×10s I 54×10s I 35×10s I 13χ109 

1 5 I 13×仰 I33×仰 I22×10s 1 29×抑

( 124) 

菌数はlee当り



No.51株）「ヂJ寒天におけるデソキシコ目ル酸ソ四ダの影響（供試菌株は ColiI型第 8表
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8 12 20 27 24 28十30+ 25-t十32-t十平均

5. 大腸菌群に対する中性紅（neutralred）の影響

指示薬として本培地に合まれる l二~l'j生紅の影響をみる

ために，メノレク製，！Ell陸軍衛材製，武田製の 3積の中

性紅を用いて試作「デJ寒天を調製し，之等の培地に
つき市販「デJ寒天を対照として大腸菌群定量試験を

行った。培地のPHはすべて 7.3とし，使用菌液は

Coli I型株24時間ブイヨシ培養菌液を107倍に稀釈した

ものを用いたO 調製した培地の色調は市販品とメノレク

製i:[:11j生紅をmいた試作品とでは大差ないが，他のl判生
紅を用いたものでは色調が著しく淡く，中ドt紅を添加
する前の色調とほとんど差がなかったが， 3者共実験

の結果では発生した集落の赤変！友は市眼品と異ならず，

第9表に示すとおり発育菌数にも有志差は認められ

ず，所定量0.003 %であれば，どの中性紅を用いても

充分目的を達し得ることを知った。しかし量を所定量

の10倍（0.03%）に鴎量したものでは大腸菌に対する

発育阻止作用が認められ， Leifsonも述べているよう

に中性紅もその量により他の色素同様に菌に対する発

育阻止作用を呈するものであることを知った。

第 9表 「デJ寒天における中性紅の影響

（供試菌株はColiI型No.51株）

＼色素］Merk I 武田 11日i箆儲材陣l陸「デJiMerk 
＼及量i I I l寒天 ｜ 
No~~ ¥0. 003%)0. 003刻0.003糾0003%1 0. 03竺
1 I 378 I 373 I 385 I 380 I 101 

2 I 362 I 366 I 441 I 370 I 40 

3 I 407 I 375 I 423 I 368 I 93 

4 I 368 I 393 I 380 I 410 I 43 

5 I 360 I 393 I 385 I 390 I 30 

（数字は1平板に発生した集落数を示す）

（数字は1平板に発生した集：客数，十記号は雑菌の発育状況を示す）

るかを検討するために， PII6. 0～6.4およびPII8. 0～ 

8.1附近のものを調製し，ColiI型株の食埠水浮潜菌液

と午乳浮世序菌液（牛乳の酸度0.15ガ，PH6. 6）の両者に

ついて，それぞれこれら培地と所克明17.3の「デJ寒天

の31軍を用いて培養し，その発育状態を，除討した。そ

の結果，食壊7k浮潜液の場合はもち論，牛乳浮悌液の

場合でも 3種培地問に発育した菌数その他に有意差は

認められなかった。

第 10表

食境水浮滋液の場合

第 11表

牛乳浮J溶液の場合
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129 

156 

124 

7.3 

140 

126. 

164 

6.4 

150 

149 

145 

次に雑菌の混在する牛乳についてPH6.0,PH7.3,PH 

8.1の3種の「デJ寒天における大腸菌群の発育状態を

検討したところ，PH6.0～7.3の範囲では大目易菌群の検

出定量が可能であり，両首｜由に有志差は認められない

が， PH8.1では集落の発生は認められなかった。

（第10,11, 12表）

第 12表牛乳浮瀧菌液（雑菌混在〉

PH8.1 

n
U

ハU

A

U

PH7.3 

520 

520 

610 

PH6.0 

590 

540 

590 

「ヂJ寒天の実際上の応用実験

「デ」寒天による市乳乳飲料等の大腸菌a群定性

試験，特~＜：：B.G.L.B.措地との比較

従来から用いられているB.G.L.B.培地による大腸

菌群検出率と「デ」寒天によるそれとの間に差がある

か否かを知るために次の実！践を行ったの

目

( 125) 

6. 大腸菌群に対するPHの影響

「デ」寒天（B-273）の所定PHは7.3土0.1であるが，

この範囲外にある場合，即ち酸性側と強アノレカリ性側

にある場合とで大腸菌群の発育にどのような影響があ



すなわち，当所に収去または依頼により提出された 試料についでB.G.L.B.培地は2本ず、つを用いp各々に

市乳，乳飲料，アイスクリーム39例を試料として，一 原液 1ccずつを添加し，「デJ塞天は2枚の平板を用

第 13表「ヂ」寒天とB.G.L.B.培地による い，夫々に広液1ccずつを混釈培養し， B.G.L.Bは

大腸菌定性試験の比較 35° Cに48時間培養し，24時間毎にガス発生状況を観察

B. G. L. B(2本） 寒デ天ソキ（~~：ゴ：文〉ート
し，「デ」寒天は35°Cに20時間培養後，赤色集落発生の

試料名！ 有無及び，集落数を検査した。なおB.G. L. Bでガス発

24時間 48時間 20時間 lcc lcc 生したものはE

1 手し 37 22 その成績は第13表に示すとおりである。

2 II 45 8 すなわち大腸菌群検出率は 1例を除却時者全く一致

3 II 300く 300く し，大腸菌群検出用培地として「デ」寒天がB.G.L.B.

4 II 12 12 培地と同等の性能を有することを示した。なおB.G.L
5 II 300く 300く B.培地では24時間ではガス発生を示さず， 24時間以
6アイスクリーム 115 201 

降48時間でガス発生を示す場合でも，「グJ寒天では20
7 II 。。

時間で完全に大腸菌群集落の発生を示し，大腸菌群険
8 II 。。

出が「デJ寒天による万が時間的にも B.G.L.B.培地
9 II 。。
10 II 136 82 にまさることを示した。しかし「デ」寒天における菌

11 II 。。 数とB.G.L.B.におけるガヌ発生の速さとは必ずしも

12 II 。。 並行せず，「テ］寒天で300以上の集落発生がみられる

13 II 28 8 場合でも， B.G.L.B.では24時間ではガス発生がみら

14 乳 3 4 れず， 24時間以降に至って漸くガス発生のみられる場

15 アイスクリーム 44 48 合もあり p 逆に「グJ寒天における菌数が少い場合でも
16 II 17 15 24時間で完全にB.G.L.B.でガス発生を示す場合も認
17 II 300く 300く められた。しかしいずれにしても B.G.L.B.培地で！場
18 II 。。

性の場合は「デJ寒天でも陽性であり，菌量の極めて
19 II 。。

少い場合を除いては両者が不一致を示すことのないこ
20 II 。。

とを確認した。従って従来の B.G.L.B.培地に代え
21 If 70 60 

22 If 1 2 るに「デ」寒天をもってしでも，充分大腸菌群定性試

23 II 1 1 l換の目的を達し得ることを知った。なお菌量の少い試

24 II 142 132 料について実施する場合には，供試量を増して行けば

25 II 10 8 両者間の不一致を防ぐことが出来ると思惟する。

26 II 4 8 2. 「ヂJ寒天による市乳，乳飲料等の大腸菌群定量
27 アイスクリーム 33 44 試験，特！こM.P.N法との比較
28 II 。。

Ya1e (1937）は液体培地および国体培地名10種につ
29 II 。。

いて研究を行い，「デ」寒天が低温殺菌乳中の大腸菌群
30 II 。。

数測定；に最も良い結果を示すと報告した。我々も定性
31 II 。。
32 II 300く 300く

試験ではB.G.L.B.と同等の結果を得ることを知り得

33 II 26 12 たので，さらに市乳，乳飲料等について「デ」寒天によ

34 II 25 45 る大腸菌群定量試験を実施し， B.G.L.B.によるM.P.

35 II 300く 300く N.法との比較を行った。試料は保健所から送付を受

36 乳 7 5 けた販売店収去のもの，我々がプラシトにおいて採取

37 II 8 9 したもの，ならびに業者，消技者から検査依頼を受けた

38 II 5 8 ものなどで，市乳，乳飲料i¥i・100例，クリーム13例計
39 アイスクリーム 。。

113例につき約1ヶ年に豆って検査したものの集計で

註 （「デJ寒天l閣の数字は試料 leerf=1の大腸菌 あるO 「デ」寒夫による大腸菌群定量（r;l複式法により，

~n11z-を示しB.G.L.B側の分子は／，j腹自主管数を示す） ［片ー：液あるいは10{ff稀釈試料（ある場合には 100倍稀釈

( 126) 



48時間で？則定を行ったO 菌数の多いと思われる場合は

1000倍稀釈液まで実施した。なお参考として同時に標

準平板培養法による一般細菌数の測定を行った。その

成績は第14表のとおりである。

試料まで〉について培養後，35°C-20時間で測定したo

M.P.N.法は5本づ .1.3段階稀釈により，すべて原液，

10倍稀釈試料， 100倍稀釈試料について実施し， 35°C

試番料号 I「値デ／c」c悪天測斗っM P. N値／cc[ 一般細菌数／cc

51 12 0.4 3,100 
52 44 2.5 7,500 
53 3 2.5 9,200 
54 5 4.5 6,400 
55 2 4.5 5,200 

56 5 2.5 3,100 
57 5 4.5 2,300 
58 31 45 9,lOll 
59 3 4.5 6,300 
60 64 45 6,200 

61 37 110 2,400 
62 44 18~く.5 2,300 
63 2 4,600 
64 3 2.5 3,000 
65 3 4.5 2,900 

66 135 180く 2,100 
67 15 10 1,500 
68 14 10 3,200 
69 49 110 2,900 
70 17 25 2,500 

71 17 10 1,000 
72 20 25 1,800 
73 28 45 9,200 
74 14 1~~ く 3,000 
75 19 1,300 

76 16 25 5,000 
77 49 25 1,700 
78 22 25 5,300 
79 C/コ 180く 120,000 
80 。 。 2,000 

81 1. 7 2 3,000 
82 C/.コ 180く 270,000 
83 140 180く 29,000 
84 4 2 89,000 
85 35 31 60,000 

86 390 

~u~ くく
230,000 

87 仁：／.） 29,000 
88 454 2,000 
89 350 140,000 
90 100 160 160,000 

91 むつ 180く 4,900,000 
92 。 。 33,000 
93 30 7 10,000 
94 234 180く 2, 700,000 
95 むつ 180く 34,000 

96 C/.) 180く 210,000 
97 。 。 48,000 
98 。 0.4 24,000 
99 。 。 4,000 
100 。 。 1,000 
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市乳，乳飲料中の一般細菌数及び

大腸菌群測定値

920 
0 
40 
45 
0 

24,000 
1,000 
14,000 
28,000 
8,100 

2,800 
5,100 
4,000 
6,100 
6,500 

P.N.値／ccl一般細菌数／cc

4,900 
170,000 
1,200 
5,600 
86,000 

6,100 
27,000 
20,000 
13,000 
7,100 

9,200 
2,000 
4,300 
560 
11, 000 

く300
120,000 
690 
38,000 
13，。。。

2,100 
590 
92,000 
330,000 
82,000 

12,000 
. 14,000 
35,000 
12,000 
12,000 

2,800 
4,300 
12,000 
2,500 
3,300 

9,800 
8,800 
10,000 
1,200 
10,000 

0 
0 
0. 7 
0 
180く

0 
5.4 
1 
2.3 
2.3 

15 
9.5 
9.5 
0 
180く

2 
180く
4.5 
180く
25 

5 
0 
0.4 
0 
0 

0.6 
0.6 
2.5 
2 
1.1 

2.5 
9.5 
2 
5 
0 

180く
14 
15 
45 
0 

0 
1,400 
3 
25 
180く

0 
0 
1 
0 
162 
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すなわち，なかには同定量値！問にかなり差のある場

合も見受けられるが，一般的には大なる支障はないも

のと考えるO なお大腸菌群菌数の極めて多い場合には

発生集落がまわめて小さく，定型的集落の形成が阻害

されると同時に槌色が速かにおこる場合もあるのでp

IE確な成績の得られないことがある。従って培養の！授

に原液， 10倍液＇ 100 f音波と少くとも 3段階について

実施する必要ーがあると共に，少い場合には原液の最を

多くとり，これを2～3枚の平板に分けて培養するこ

とも必要である。

3. 「ヂJ寒天に発宵する赤変集落について

1) 「デ、J寒天に発育する赤変集落については，先

に乗木，高倉等が赤変集落全部が大腸菌群で、あるとす

る点に疑義があると報台したことおよび我々がみた

M.P.N.値と「デJ寒天測定値の間にかなり差のある

点について検討する意味で，市乳，乳飲料，アイスクリ

ーム 12例について本培地による大腸菌群怯l:U試験を

行い，発生した赤変集蒋を分離し，之を B.T.B. 乳糖

ブイヨシ臨醇管に主主；種，35°C24～481時間培養を行ーった

結果，第15表に示すとおり，18～24時間で酸形成は著明

であるが， 72時間経過しでもガス産生を全く示さない

もののあることを知った。しかもこれらの株は本培地

に発育の際定型的大腸菌群と何等具らない集落を形成

しグラム染色性はすべて陰性であった。 ζの点につい

ては莱木，高倉等も既に報告しており，このような菌

株のうちには，ブイヨンあるいは普通寒天を通過培養

することにより，ガス産生能を復活するもののあるこ

とを報告している。そこで分離後第1代でガス産生を

示さなかった菌l去について，これを普通寒天培地に接

趨培養後再び乳糖ブイヨシに接種すると，あるものは

普通寒天を 1回，あるものは2～3間通過により乳糖

プイヨシで24時間以内に酸形成と共にガス産生を示す

に至った。

しかしある菌株は全くガス産生能を示すに至らなか

った。このような株が乳糖を遅く分解するか否かをみ

るために7日間培養を続けたが，ついにガス発生を示

さなかった。

またガス産生能を復活した菌の原株をB.G.L.B.に

も接種してみたが，乳糖プイヨシにおけると同様の態

度を示し，寒天培地通過によってB.G.L.B.でもガス

産生を示したO これらの株のE.M.B.培地における所

見は定型的大腸菌群と同様であり，また乳糖ブイヨジ

でガス産－生能を復活しない株はB.G.L.B.においても

全く醗酵せず，これもE.M.B.培地上の所見は定型的

大腸菌群と異なる様相を示さなかった。
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2) 以上の知見を基礎として， 29年8月再－びrl5乳，

乳飲料など49例について，「デ」寒天による大腸菌群疋

量試験を行い，一平板30以内の赤変集落の発生をみた

平板を選び，全赤変集落を分離し，完全試験を行った。

OIJ16;J¥三〉。分離した赤変菌集落は総数327株で，完全

試験の結果，大腸菌群として分強し得た菌株は325株

第 16表市乳，乳飲料49倒から分離した赤
変菌 327株の完全試験成績

24日寺間以内
酸及びガス産生

300｛朱（92.3%) 

f大腸菌群 325株
I (99. 4ガ）

赤変菌 i
327株｛

i非大腸菌群2｛朱
¥ (0.6タ｛，）

普通寒天1代通過後
ガスl室生

12株（3.7%)

普通寒天3代通過後
ガス産生

13除（4.0%)

(99. 4%）で，他の2株はガス産生を示さなかったの

で一応除外した。大腸菌群に属する325株のうち，300株

(92. 3%）は「デ」寒天から分離後直ちに乳糖ブイヨ

シに接種したととろ， 24時間で酸およびガスの産生を

赤：したが， 12除（3.7%）は乳糖ブイヨンに接種後72時

間を経過してもガス産生を示さず，これを普通寒天培

地に1回通過後再び乳糖プイヨシに接積したところ，

接種後24時間以内に酸，ガス共に産生を示した。残り

のお株（4.0%）は普通寒天培地に 3 代継1~（後，乳糖ブ

イヨシで24時間培養して始めてガスの産生を万三すに至

ったO これらの菌株のB.G.L.B.における態度は乳糖

ブイヨシにおけると同様で， E.M.B.培地で、は大腸菌

( 128) 



群lj~；有の定型的集落のJl：！：成を示した。除外した 2 松は

ブイヨンおよび普通寒天に4代継代培養した後乳糖ブ、

イヨシに接撞，それぞれ7日間以上培養観察したが，

遂にガスの産生を示すに至らなかった。この2株はグ

ラム陰性の無芽胞梓菌である。

以上のように「デ］寒天に発育する赤変集落中には，

「デJ寒夫から分離しこれを直ちに乳糖ブイヨシに接

種した｜努，酸形成は見られるが，ガス産生を示さない

菌株があり，これを更に普通寒天培地に継代培養する

とガス産生能を復活し，大腸菌群の特性を示すに至る

ものがあることを確認した。従って赤変集落について

完全試験を実施の際，乳糖プイヨシ24～48時間培養に

よりガス産生を示さぬことを理由として，これを非大

腸菌群とすることは危険であるO 以｜二のような現象の

機構については今後の研究にまつものがあるが，

Heinmets, Taylor等のいう“Restoration”の概念

に通ずるものがあるのではないだろうか。

なお325株の大腸菌群について IMVICSystemに

よる型鑑別を実施し，夏季における殺菌乳中の大腸菌

群各型の分布の定置的観察を行った結果，第17表のよ

うな成績を得た。

第 17表分離菌株のIMVICSystemによる分類

菌 翠1 i宋 ~~丈 ラ4

Coli 14 
13.2 

Coli II 29 8.9 

I国 97 
33.6 

下ド ｜国 II 12 3.7 

Aerog. I 67 

Aerog. II 4 1. 2 21. 8 

不規則型 102 31. 4 

ら本培地通過によって，細菌の代謝になんらかの！埠持

が起ったものか，あるいは全く屈を異にする菌である

か，現在のところでは明らかでなく，今後検討してみた

いと思う。 MallingOlsen (1952）は「デJ寒天は流込

平板培養用として使用の際に，乳糖1主要酵性閣と非自護酵

性菌の集落を区別することが困難であるとのべている

が，恐らくこのような点を指摘したものと考えられる。

IV 総括ならびに結論

大腸菌群検出用問形培地の一つである「グ」寒天の

性能について基礎的ならびに応用実験を実施し，次の

ような知見を得た。

1. 保存大腸菌群の中 Coli型， AerogenesII型，

1=[=1間 E型［）！（を対象として「デJ寒天に塗抹培養し，そ
れらの発育態度を検査したところ，いずれも発育良好

で， E.M.B.培地との聞に遜色をみず，また雑菌と混

在する場合でも雑菌はその発育を抑制されるために，

大腸菌群検出率は高く，確疋試験用培地としてはE.M.

B.培地よりも大腸菌群の鑑別，必j菌が容易確実であるO

2. 保存大腸菌群菌株のブイヨン培養を用いて，

「デ」寒天と乳製品用標準寒天を併用して菌数測定を行

ったところ，発育菌数の間に有志差は見られず，した

がって大腸菌群はその発育を抑制されないことを知っ

た。さらにM.P.N.法と本培地による定量試験を行い，

その測定値を比較したところ，阿古ーはよく一致するこ

とが認められた。同時にM.P.N.値と対照である標準

平板値が一致することも再認識し得た。

3.「デJ寒天に合まれる雑菌の発育阻止剤で‘あるデ

ソキνゴーノレ酸ソーダは所定量（0.1%）で，充分その
目的を遺するが，0.2%附・近まで閑量すると大腸菌群に

対する発育阻止作用が顕著になり，逆に所定量から以

下の量になると発育阻止作用が猷弱し，滞i次その量を

被少するに伴い減弱の）支もカI!わり，雑菌の発育を旺盛

ならしめ，大腸菌群の測定を困難にする。指示薬であ

なお IMVICSystemによる型分績の結果，「デ」寒 る1=[1性紅は，培地所定量0.003 ;'0で充分その目的を達

夫から分離後普通寒天培地を通過することにより，ガ することが出来るので， ±¥t｝量の必要はなく，かえって

ス産生能を復活した菌株中には Coli型に属するもの 増量によって大腸菌群に対する発育阻止作用を呈する

は認められず， Aerogenes型， r：！~I間型，不規則型とし に至る。試みに所定量の10倍，即ち0.03がに哨量した

て分類し得るもののみであった。すなわち Coli型に 結果，明らかに発育阻止作用を示した。

属する株は「デj寒天から直ちに乳糖ブイヨンに接種 4. 本培地の所定 f>Hは7.3±0.1とされているが，

してすべて24時間以内にガス産生を示し，本培地を通 純培養菌液についてはPH6.0～PHS.0の範囲では菌の

過してもガス産生能を失うことなく， Coli型以外の菌 発育にほとんど影響を与えないが，牛乳中に雑菌と大

株ド！こiには本培地を通過することによりガス産生能を失 腸菌が共存する場合はがPHが酸！生であればPH7.3の場

い易いものがあるとも考えられるが，この問題はなお 合と同様になんらその聞に差異がないが， PH8.0附近

検討を要するものと思う。ガス非産生赤変菌株につい にある場合，大腸菌群の発育を許さない場合のあるこ

ては，これが元来は大腸菌群に属するものでありなが とが認められる。しかし実際の場合，試料の添加により
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PHに変化を生じても，PH域が6.0～7.4｛立にあれば検出

定震に支障を来さず，充分目的を達することが出来る

ものと考える。

5. 市乳，乳飲料等35例について「デ」寒天とE.G.

L.B.培地（醗酵管2本使用）による大腸菌群定性試験

を行い，「デ］寒天による大腸菌群検出率がB.G.L.B.

によるそれとよく一致し，時間的に「デJ寒天による

場合の万が大腸菌群を早く検出出来るので， B.G. L.B. 

とむしろ同等以上の価値ある撰択培地と考えることが

出来る。なお試料中の大腸菌群含量がきわめて少い場

合には両者が不一致を示すことがあるが，これは試料

採取量を増加することにより補正し得るものと考え

るO さらに市乳，乳飲料100例について「デj寒天と

M.P.N.法による大腸菌群定量試験を行った結果，阿

倍定値は差支えない程度に一致することを認め，「グJ

寒天によっても一応大腸菌群の定量が可能であること

を知ったO

6.「デ」寒天に発育する赤変菌については，既に乗

木，高倉等が報告しているように赤変菌がすべて大腸

菌群であるかと、うか疑義があるので， rb乳，乳飲料等

から本培地に発育した赤変菌を分離桧討を力nえたと

ころ，赤変菌はすべてグラム陰性で，その大部分が大

腸菌群の特性を有することを知ったが，そのなかには

「デ」寒天から分離直ちに乳糖ブイヨンに移して酸産生

能を示しても，ガス産生能が48時間経過後なお認めら

れず， ζれを普通寒天あるいはブイヨンに継代培養後

再び乳糖ブイヨンに接種すると24～48時間以内に汗ス

産生能を復活し，大腸菌群としての特性を示すものが

認められた。なお僅かではあるが，赤変菌中に以上の処

理を講じても酸形成は示すが，ガス産生を全く示さぬ

ものがあることも見受けられた。また IMVICSystem 

により市乳，乳飲料49例から分離した325株の大腸菌

群について型分類を実施した結果，「デ」寒天から分離

後普通寒天継代培養によりガス産生能を復活した赤変

菌株中には Aerogenes型，あるいは中間型等として

分類可能なものはあっても， EscherichiaColi とし

て分類し得るものは1例も認められなかった。

以上のとおり我々は牛乳，乳飲料を試料として「デJ
寒天につき詳細な実験を試みた結果，きわめて少数例

(0.6タめながらガス非産生赤変菌の発育を認めたが，

その他全般の成績から見ると従来用いられている大腸

菌群検査用撰択培地にまさる性能を有することを認

め，さらに検査の簡易，迅速による作業能率の向上や

その経済的である点など種々の利点を綜合し，我国に

おいても牛乳々製品の検査に本培地による大腸菌群検

出試験法を公定法として採用し得る価値あるものと考

える。

稿を終るに臨み本研究に種々協力された研究生（日

本大学農獣医学部）清水市ー君に深謝する。

文 献

1) Leifson, E: New Culture Media Based on Sodium Desoxycholate for the Isolation of Intestinal Pa-

thogenes and for the Enumeration of Colon Bacilli in Mill王andWater. J. Path. & Bact. 40: 581, 

(1935) 

2) A.PH.A.: Standard Method for the Examination of Dairy Products, 9th Ed. (1953) 

3) 厚生省編：衛生検査指針1食品衛生検査指針（1951)
4) Pabel, E. J. & Parfitt, E. H.: A Comparison of Media used for the Determining the Bacterial 

Content of Ice Cream. J. Dairy Sci., 497, Vol. XIX, No. 7 (1936) 

5) Courtney, J. L. : Milk Plant Monthly, Vol. XI, No. 12 (1951) 

6) 高倉：大腸菌群検索のための胆汁酸塩力11培地の検討日本獣医学雑誌 Vol.15, p. 54 (1954) 

7) 高倉，乗木他：デソキνゴーノレ酸ソーダ寒天による大腸菌群の検出について． 第8回日本公衆衛生学会総会
(1953) 

8) 浅沼，長尾：食品の細菌学的試験成績について 岡山県衛研所報3.50～52 (1952) 

9) 高瀬： M.P.N.値の信頼度に関する研究． 第9回厚生科学研究会総会（1952)

10) S. B. Thomas & J. M. Harcombe：平板培養法による牛乳の大腸菌含量の測定技協資料47-63,No.152 

(1955-No.1) 

11) Heinmets, F., Taylor, W. W. & Lehman, J‘J. : The Use of Metabolites in the Restoration of the 

Viability of Heat and Chemically Inactivated Escherichia Coli. J. Bact., Vol. 67, No. 1, (1954) 

12) 草場：統計的実験計画法とその解析法（1954)

( 130) 



昭和 29年東京都に発生せる

狂犬病の検査成績
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（上野動物園） 2頭，猿（多摩川閤） 7頭合計280顕

である。うち狂犬病陽性頭数は犬43頭，猫1顕，ラマ

2頭合計46頭であり，検査受付頭数280頭に対しその

陽性率は16.4%で，今次狂犬病流行の初年である昭和

23年以来の成績に比しその陽性率は最低｛立を京してい

る。

これ等の検体は自然へい死又は殺処分（薬殺，撲殺，

銃殺，絞殺）せられ屍体として送致された例が大部分

であり，それ等屍体そのま iのもの（全身〉と，狂犬

病予防員，開業獣医師等により現場において剖検せら

れ一般臓器を検査した後，皮膚附着のままの頭部のみ

を送付されたものとの2種である。

3. 検査方法

受理検件については一応検体送付書と照合し臨床症

状その他参考事項を調査したのち，剖：検，組織学的検

査，補体結合反応試験，動物試験などを実施し成績の

確実を期した。

すなわち，剖検により一般臓器，殊に胃の病変を検

査したのち，各臓器の一片を採取し10%ホノレマリン水

に貯蔵した。脳は皮膚剥離後すべて無菌的操作により

採出した。採出した脳は両アジモシ角から各一片を採

り無水アノレコーノレに固定し，さらに各2枚の押捺標本

をつくり，余等の考あんした染色法ならびにセラーズ

氏法などにより染色し，ネグリー小体を：検査した。無

水アノレゴーノレに固定したアジモシ角からはパラフイシ

切片標本を作り，ヘマトキνリシエオジン染色又は必

要に応じマシ氏レンツ氏法染色を行いネグリ小体を検

査した。アジモシ角採取後の脳から.~ーに動物試験，補

体結合反応用材料およびスタムを採り，残余の脳は10

%ホノレマリシ水に貯蔵した。また毎例アジモシ角にお

けるネグリ小体検査と同時に延髄における非化膿性脳

炎を検査し診断の一助とした。

補体結合反応には脳材料（延髄，四丘など） 5瓦を秤

量購砕して40%乳斉Jをつくり，これを40°C温浴中に l

1. まえがき

東京都における今次の狂犬病流行は昭和23年に端を

発し，昭和25年を流行の頂点として漸被し，昭和27年

にはその発生頭数は71頭に蹴少したので，既に流行が

終そくの傾向にあるものと想像していたが，昭和28年

に入るや前年を遣に上廻る発生を見たので再流行を懸

念させた。ところが昭和29年にはその発生は46頭に過

ぎず，今次の流行もいよいよ，末期に近づきつつある

感がある。

しかし狂犬病は依然として無登録犬及び野犬から発

生しており，少数とはいえ狂犬病が発生している事実

にかんがみ，その防疫対策を更に強化徹底せしめ，こ

の際本病の根絶を期することこそ緊要事と思料され

る。

2. 検査材料

検査材料は第1表のように犬251顕，猫20頭，

第 1表検査材料一覧表
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四季別粧犬病発生表

(3.4.5) I (6.7.s) 

夏

12 

第2表

15 

春

数fitl 

（引地区別発生状況

発生地区は2君1115区であり，無発生地区は1若j¥8区

である。最高発生地区は杉並間保健所管内の 5顕であ

り，府中，目黒阿保｛住所の4頭これに次ぎ，板楠，渋

谷阿保健所3頭-z;・その他は1～2頭の発生である。発
生の状況を概観すると，発生は主として板儒，豊島，

新宿，港を南北に結ぶ線の西側であり，狂犬病総数46

頭のうち37頭はこの西側地区から発生しており，東側

地区の発生は僅かに9顕にすぎない。買にその発生状

況を昭和28年と比較すると，同年29頭という発生の王

座を占めた葛飾区がわずか2頭に，板慌区の16頭が3

頭，および江東地区の10頭が1頭と各々激蚊した外，

墨田，江戸川岡地区においては，前年各 9vJtの発生を

見たが，本年は皆無となったことなど特に注目に値す

る，点である。

次に同一町内およびその周辺地区における発生状況

を見ると，同一町内において2回発生した例が多く，

府中市栄町における発生は最高で4聞に達している。

これらの発生は相互l受傷による感染の明瞭な例，相互

l皮傷によると悲！像される例及び相互！皮傷のI~＠連性に乏

しいと思料される例などまちまちであるが，ある地区

に狂犬病が発生すれば同一町内及びその周辺地区に狂

犬病が続発し勝ちであるという事実は否定し離い。そ

の病毒侵入及び感染経路の明りような例を挙げると次

のようである。

1) 1月19日杉並区井荻駅前に発生した狂犬病は野

犬とあるが，首ii命があり，首ii輸に鈴がfl付着している点

から飼犬と想像される。付近住民の言によると練馬方

面から侵入したようであり，練馬区南田中［1tJから杉並

区八成何j，正保［l:iJ,神戸［HJ，下井草ll[J，下井草駅など

で、人10人と犬2践をl史んだ。（杉並西保健所記録〉

2) 2月21日同区沓掛fl!Jに発生した無届犬は上記野

犬との接触が疑われる。（同保健所記録）

3) 3月16日足立区加賀皿沼町に発生した野犬は，

地区が埼三日誌との境であり，埼玉地区から侵入したこ

とが確認され，旧のl二！こlの一筋道その他で通行人，学童

など 5人をll交傷している。

4）府中市栄町における発生は 5月24日登録前の

26.1 32.6 タ4

時間浸漬後12,000 r.p.m. 15分遠心してその上清を抗

元とし，これに既知狂犬病毒で高度に免疫したそノレモ

ツトの免疫血清と， 2充単位の補体を加え37°C温浴糟

中に2時間納め，さらにこれに溶血系（ 3単位の緬羊

溶血素血清と 3%緬羊血球浮溶液等量加えたもの）を

加え，前記温浴槽中に30分間納めて特異的免疫反応の

有無を検した。

動物試験には市政マクスを 1：検体に5匹ずつ用い，

これに検体脳の10%乳剤0.03琵ずつ脳内に接種したの

ち， 25～30日間観察した。接種後4日目からへい死し

たマクスについては症状の有無にかかわらず補体結合

反応により分離病毒を同定し狂犬病か否かを確認し

た。以上の諸検査の成績をそう合し，そのいずれかに

おいて狂犬病の病徴を所見した例を陽性と決定した。

4. 狂犬病の発生状況

(1) 月別，季節別発生状況

第1図に示すように年聞を通じて毎月発生した。そ

のうも 5月が最高の発生を示し， 1.2. 3. 7. 9月の発生

は同数であり，その他の月では1～4頭の発生を示し

Tこ口

第 lfll.月別法大病先生厨

ω
Q
8
7
6
5
4
3
 2 
1 

すなわち年間を通じて5月の発生が最高であること

は従来の発生に類似しているが，その他の月の発生は

従来とかなり違った曲線を固いているO さらにこの発

生状況を四季別に分類して観察すると，第2表に示す

ように，春季における発生が首位を占め，夏季これに

次ぎ，冬季が第三位であるが，冬季の発生率は夏季と

大差のない点が従来の発生と著るしく相違しており旦

つ概して夏季に次いで、多発した秋季の発・生率が最低位

である点、も特異的である。

q 718 516 3llf 2 J.JI 1 

( i32) 
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査調生発~lj 区地病犬狂第 3表
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間一町内及び屈辺地区狂犬病発生表第4表
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備考 同一町内3回及び4回以上の発生なし



狂犬病発生分布地図第21立！2.5月の幼犬に初発した。本犬は4月9日野犬に岐傷

を受け， 45日の潜伏期を経て発症している。次いで7

月19日野犬に発生し，この野犬は更に同町の3カ月未

満の幼犬を岐傷し，この幼犬は8月7日すなわち唆傷

を受けてから21日の潜伏期をもって発症しているO な

お同町において 8月30日発症した無届犬の感染経路は

明瞭ではないが，おそらく以上の狂犬病のいず~hかと

接触のあったことが想像される。

(5) 練馬区向山町1374に発生した2頭のうち，最初

の1頭は6カ月の無届犬で， 5月1日に発症し 5月6

犬より発生しており，総数の79.1%を占めている。と

れに登録未満の幼犬を加算すると，突に狂犬病の90.7

%は現行の狂犬病予防法適用外の犬から発生してお

り，狂犬病流行の根源がこの点にあることは容易に肯

定されるところであり，強力なる施策を希望する次第

日に殺された。次いで、同町1315番地に発生した 2.5月

の幼犬は， 5月5日他犬からi皮まれた記録があり，お

そらく前記の無届犬に校傷されたと想像される。校傷

から発症までの潜伏期は55日である（練馬保健所の記

録摘記）。その他三鷹市における 2硯，南多磨君］）町田f±IJ

である。

(c）性との関係

離に比して断然雄が多い。この関係は昭和124年以来

発生の狂犬病について観察すると例年殆んど変化がな

い。従来狂犬病は雄に多いといわれている。その理由

は，必ずしも簡単ではないようであるが，種々の資料

から考察すると，東京都内における犬は雌に比して雄

の絶対数が多いζとが想像されるので，これ等の点も

その大きな理由のーっと認められる。

5. 検査成績

(l') 病理解剖学的検査成績

病理解剖学的検査成績のうち狂犬病の剖険上重視さ

れる胃の内容について表示すれば第6～ 7表のようで

ある。

森野における 2頭，新宿区角替町における 2頭，杉並

区永福町および和泉町の各1頭，白黒区の4頭，渋谷

区大山町及び世田谷区：北沢町の 1顕の如きいず‘れも明

瞭ではないが相互接触による発症が疑われる。

(b) 音籍との関係

(3) 年齢，音籍，性との関係

例年令との関係

狂犬病と決定した46頭のうち猫1頭，ラマ 2頭を除

き， 43頭につき調査すると，生後2カ月から 3才にお

よんでいるが， 1才未満が62.8ガで過半数を占め， 2

才21.0%であり， 3才は著被している。この成績は昭

和28年の成績とほとんど同様であり，殊に90日未満の

幼犬において11.6＿%＇の狂犬病発生率を示している事実

は，昭和28年同様に，狂犬病予防法適用範囲について

考慮すべき問題である。

従来の成績同様に狂犬病は依然として無登録犬，臨F

胃内容調査表第 6表

食塊
空虚
塊

物
食
－
具

異物
のみ

41 9 11 9 12 

狂犬病年令別，畜籍別，性別調査表第 5表

畜籍，
2才13才｜不詳令年

性別タ6

100 22.0 26.8 22.0 29.2 

犬頭部材料及びラマをl除く。備考

肯内異物調査表第 7表
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リ小体を検出し得た。その検出率は69.5%に当り，昭

和28年の検出率91.3ガに比べ遥かに低率である。更に

これを昭和23年以来の成績と比較すると，今次狂犬病

最流行期であった昭和25年の成績69.4%と殆んど匹敵

しており，最流行期と終そ’く期と想像される昭和29年

のネグリ小体検出率がほとんど同値であることぬ偶然

の一致とも考えられるが，また考えようによっては興

味ある事実ともいえる。

(b) 延髄における非化膿性脳炎

狂犬病46例l二［：145例について検査し， 39例すなわち

86.7%において非化脳性脳炎を所見した。この成績は

昭和28年の検査率95.2%に比べやi低率ではあるが，

しかし狂犬病の補助診断としての価値を少くとも減ず

るものではない。

すなわち従来の成績に見られるように，胃内答は異

物が首位を占め，胃空虚の例がこれに次いでいる。但

し食塊と異物とが混在した例と，異物のみの例との総

数は2i例となり，全体の51.2%に当り，狂犬の胃の過

半数には異物の存在することが知られる。しかしまた

食塊のみを含有する狂犬病のあることを注意すべきで

あるO

異物の種類としてはワラが第11立を占め，草片，毛

などがこれに次ぎ，稀には糞塊の存在を認めることが

ある。

位）組織学的検査成績

（＆） アンモン角におけるネグリ小体

狂犬病46例のアンモン角につき，押捺，切片標本に

よりネグリ小体を検査したところ， 46例l千132例にネグ

表覧績成査検病犬狂第8表
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86.7 

も陽性成績を示した例は46例中30例， 65.2%であり過

半数を占め，組織検査，補体結合反応の二つの検査は

陰性で，動物試験のみ陽性例は2例4.4＿%であり，そ

の他はと記三種検査成績のいず司れかが陽性を示したも

のである。要するに狂犬病と診断される例，中にも組

織学的検査，補体結合反応陰性成績を示し，動物試験

において陽性成績を示す例が，その年により多少の相

違はあるが， 4%以上あるという事実は，狂犬病の診

断上銘記すべきであるO

( 135) 

100 87.0 69.6 69. 

(3）補体結合反応成績

狂犬病46例について実施し， 40例， 87.0%の検出率

を示し，昭和28年の成績92.9%に比べやi低率である

が，ネグリ小体の；検出率に比べはるかに高率である。本

法は比較的短時間で判定し得られる利点があり，狂犬

病診断法として推賞すべきであると認めるO

性） 動物試験成績

狂犬病46例について実施し， 100がの成績を得た。

以上の成績を；更にそう合して検討すると，組織検査，

補体結合反応，動物試験の3種検査において 3 いずれ

ヲ6



第9表検査成績綜合表

組織検査 補体結 動物

小ネグ体リ
例数 ；ラ4

脳炎 合反応 試験

十 十 十 ＋ 30 65.2 

一 十 ＋ 十 5 10.8 

一 ＋ ＋ 3 6.5 

一 ＋ ーし 1 2.2 

＋ 十 ＋ ＋ 1 2.2 

一 + 十 →吋 1 2.2 

一 十 ート 2 4.4 

一 ＋ + 1 2.2 
一 十 2 4.4 

備考 l印は検査しなかった例を示す。

6. むすび

(1) 昭和29年中に疑似狂犬病として受付けた，検体は

280頭（犬251頭，猫20頭，猿7顕，ラマ 2頭）にの

ぼり，検査の結果狂犬病と決定した例は46例（犬43頭

猫 1頭，ラマ 2頭）すなわち，受付頭数に対する陽性

率は16.4%であり，昭和23年以来の成績に比べ，その

陽性率は最低｛立を示す。

(2）狂犬病は年間を通じて毎月発生し 1～9頭の発

生を見た。最高発生は 5月の 9顕，最低は4' 10, 12 

月の 1頭の発生であり，その他の月では 1, 2' 3' 

7' 9月の5頭の発生があった。 5月の発生が，最高

を示している点は従来の多くの成績と一致する。更に

その発生を四季別に見ると春季が最高であり，夏冬こ

れに次ぎ，秋季の発生が最低であるO 殊に従来最低の

発生を示していた冬季の発生が夏季と大差ない点は興

i床のある事実であり，狂犬病流行の消長，その他につ

いて何等かの示唆を与えるようにも思料される。

(3) 地区別発生状況を見ると狂犬病46頭r=!=t37頭は板

楠，港区を南北に結ぶ者I）の西側の地区から発生してお

り，その反対の東側の地区からはわずかに9頭の発生

を見たに過ぎない。

住）狂犬病と決定した犬43頭の年令，音籍別，性別

による観察は従来の成績と全く一致し，年令別では1

才未満の幼犬に（62.8ガ〉，音籍別では無登録犬（41.9 

%），野犬（37.2%）に，性別では雄（65.1%）に多発

している。

信） 病理解剖学的所見において，胃内における異物

は51.2%（食塊と異物の例を含む）を所見したu 但し

食塊のみを含有する狂犬病も22.0＿%において認めたこ

とは留意すべき事実である。

(6）組織学的検査即ち脳アンモン角においてネグリ

小体を検出した例は69.5%であり，著しく低率であ

る。延髄における非化膿性脳炎は86.7%において所見

し，依然として狂犬病の補助診断としての価値を示し

ている。

(7) 補体結合反応による診断成績は87.0%を示し，

昭和28年の同成績92.9必よりやL低率であるが，ネグ

リ小体検出率69.5%に比べれば極めて高率であって，

狂犬病診断上大いに推賞すべき診断法で、あるO

(8）動物試験成蹟は46例に実施し， 100%の成績を

得た。そのうち 2例4.4ガは動物試験のみによって陽

性成績を示した。この事実は狂犬病診断ヒ重要視すべ

きものである。
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XXI 「ラマJに発生せる狂犬病の検査成績について

嶋 回 幸 子台

上 木
戸央ふι4馳
人

食品獣医部獣医衛生課
加藤多右衛門

大 石 純

村 ←と

聖子 間 IE 健

緒 さ王子

－ E司
に固定して切片標本をつくり， Mann氏法にて染色し

狂犬病はあらゆる種族の温血動物を冒す創傷性伝染 Negri小体を再検査した。残余の脳からスタム，補体結

病である。その感染は狂犬病獣のl史傷または病毒の汚 合反応，動物試験材料をさい取した後10%ホノレマリシ

染に因ることは周知のとおりである。従って海外諸国 水に固定し，脳の各部について非化膿性脳炎を検査し

にあっては野獣の狂犬病もきん少ではないが，動物園 た。

に飼養している観覧用の動物に狂犬病の発・症した例は (2) 補体結合反応試験法

文献に乏しく，我国においてはわずかに明治42年2月 余等が日常犬の狂犬病，険査に用いている予研安東氏

上野動物園飼育中の樺太熊，日本熊など3頭の発生報 法にならい，；検査材料第 1号については脳のみを，検

告があるに過ぎないようである。 査材料第2号については，脳，顎下腺，舌，肺，心，

余等は昭和29年9月上野動物閣の「ラマJ2顕が狂 肝，昨，腎の各臓器につき次の要領により実施した。

犬病様症状を思し，へい死および殺処分した材料につ 抗元。脳は選択的に視丘，四丘，延髄の部分を混合

いて病理学的及び病毒学的に検査したところ，狂犬病 したものを，また他の臓器はその一部を無選択的に切

であることを確認したので，その検査成績を報告する り取り，減菌生理的食塩水に40°C 1時間浸出したも

次第である。 のを毎分12,000廻転15分間高速遠心し，その上清を抗

1. 検査材料 元として用いた。

検査材料は上野動物闘において飼育していた観覧用 免疫血清（抗体）。 既知狂犬病毒で慌患した海猿脳

の「ラマJ2頭（♀合〉である。 より製した不沼化ワクチンにより頻回免疫した海猿血

検査材料第 1号（♀〉は昭和28年5月7日ドイツ， 請を用いた。

ノ、ーグシベツク動物閣から輸入し，検査材料第2号 補体。数回の海摂血清を混合したものの 2充単位を

（合）は昭fi:t29年5月29日オランダ，テイノレプノレグ動 用いた。

物園から輸入した。 溶血系。 3%緬羊赤血球浮溶液と，同量の 3単位：へ

第1号は9月12日上野動物闘においてへい死し， i司 モリジンを混合したものを月1いた。

園職員が解剖を実施し，検査材料として全脳の送付を なお免疫血清および補体には日本脳炎病毒に対する

受けた。第2号は9月16日上野＇tfiJJ物闘において余等が 抗体を合まないことを確めたものを用いた。

硝酸ストリキニーネをもって殺し， lf!J園内で解剖に付 (3) 病毒分離試験法

し，脳およびその他の一般臓器を採取し，検査に供 組織学的検査および補体結合反応試験に用いた同ー

した。 材料から病毒分離試験を行った。

2. 検査方法 まず各臓器から滅菌生1型的食塩水で＇ 10%乳剤をつく

(1）組織学的検査法 り毎分2,500迦j転， 15分間遠心し，その上渚を健康マワ

左右脳アンモシ角より10数枚の押捺標本をつくり， ス（10～llgr)5 ]Z!!に 0.025ccずつ脳内接種を行い， 30

余等の染色法， Sellers氏法， Ma mi氏法で染色し， 日間観察した0 f1JQ祭r+1へい死したマクスについては脳

Negri小体を検査し，更にその一片を無水アノレコーノレ心しの補体結合反応および組織ι険査により Negri小体の

本店i~の要旨は｜昭和J30ff4 Fl !;f139問日本獣医学会において発－哀したものであるO

( 137) 



検査を反復実施し，その狂犬病死か否かを確認した。

更に病毒陽性の臓器については，その材料の 10-J～

10-5の5段階の稀釈液をつくり， 各段階毎に健康マ

ワス（10～llgr) 5 "jlliずつに 0.025ccの脳内接種を行

い， 30日間観察して毒力価（LD5めを求めた。

性） 中和抗体試験法

ラマの狂犬病はまれな例なので参考として検査材料

第2号の血清および心嚢液につき固定毒（西原株）を

もって中和試験を試みた。

すなわち狂犬病固定毒（西j京株）の生理的食櫨水20

M乳剤をつくり，これを10進法稀釈により稀釈し，こ

れに同量の被検血、清または心襲液を加えて最後の稀釈

が 10_;_3～10'-6になる 4段階を37°C60分恒温槽中に

感作させた後，各段階稀釈液ごとに 5"jlliの健康マワス

(10～llgr）に0.025ccずつ脳内接種を行い， 15日間観

察し，対照と被検材料－からの LD50差を求めた。

3. 検査成績

(1）臨床所見

1) 検査材料第 1号

昭和29年9月3日ごろ下顎門歯1本が抜け，この時

盛んに板堺を｜安んでいた。そのころから同居の合を追

いまわしていたが，発11宵のためとおもい特別の考慮を

はらわなかった。 9月10日興奮し合を追い外耳を岐ん

だのを確認した。 9月11日午前9時30分，子供動物園

「ヲマJ舎から鹿苑屋久島鹿舎に移動し観客から隔離

した。この際頚に綱をかけようとしたとき抵抗し飼

養人を攻撃し肢もうとした。 9月12日朝まで食欲があ

り，発揚状態が著るしく四壁のものを岐んだ。午後5

時30分ごろ口辺から相当量の出血があったので，係員

が検査しようと柵内に入った際，突如攻撃し吹みっこ

うとした。望診すると，下暦の垂下，口唇より1；目当量

の出血を認め，耳翼を横に伏せ，鼻翼の開閉著明，眼

は所謂兎眼を呈していた。午後5時現合を盛んに追い

座臥時上下顎骨の先端5cmほど折損を認めた。なお

観察中午後10時30分へい死した（以上上野動物閣の記

録による），

2) 検査材料第2号

9月13日，前記♀の症状により注意中のところ，夕

刻から槌の柵を唆んでいるのを認めた。 9月14日夕刻

から挙動不穏，脊戸を発し，眼除充血，鼻翼開閉著明，

異I啓を認めた。四回のものを校み係員を襲う気配を示

したO 一部後肢の軽い麻~i)jtを認めた。

9月15日朝動物園より都衛生局に連絡あり，衛生局

獣医衛生課員と共に余等も同閣に急行し初診した。

当時不安の：IR明かで，落ちつきがなく，耳を後万に

鋒立し絶えず警戒の状が見られた。眼球は突出し，棒

を出すと猛烈に校みつき容易に放さない。右口角から

出迎があり，流誕lと共に流下し，ふだんは起立してい

るとのことであるが好んで室の一隅に蹄臥した。ただ

し棒を出すと i皮みつき，全身に軽いちくでき（［1畜j~~ ）

が見られた。

9月16日朝再診，舎屋の四監は亜鉛板で1耳まれてお

り，その根を取り除く音に非常に敏感であり，突如と

して起る大音響に反応し転倒したことさえあるO 眼球

突出，耳翼を護立し，物に唆みつくことは前日と変り

がないが，猛然としてl安みつき中心を失して転倒する

ことさえある。また興奮して前田の金網に前肢をかけ

起ちあがる動作を示すこともある。興奮のあとは疲労

あるもののごとく室の一隅に蹄臥する。前日より一般

にやや衰弱したように見られた。午前日時頃硝酸スト

リキニーネで殺した。

但） 病理解剖学的検査成積

1) 検査材料第 1号

胃腸，胃内容は中等度で，異物は殆んど認められな

い。第4胃もほとんど変状なし。大小腸共に変状をー認

めない。

肝，牌特に変状を認めない。

腎，包膜の剥離容易であるが，！僅脹し断面3層の境

界不明瞭である。

心，心冠部脂肪層に点状出血を認めた。心筋横断面

も同様変状を呈し，右心房内に血液瀦溜を認める。

肺，気道に泡沫および血液を認めるO 右肺は相当量

の欝血所見を呈する。左肺もおおむね同様である。気

管支内に泡沫を認める。

脳，小脳の型がややくずれ，小脳と延髄の間に出血

性変状を認める。

子宮，粘膜面に高度の斑状出血を認める。 （日、と上

野動物園の記録による）

2) 検査材料第2号

栄養やや不良，屍強完全，被毛光沢に乏しい。上顎

先端は容易に弛勤し，右口角には創傷があり出血を認

める。

皮下湿潤し，脂肪に乏しい。血液灘間不全暗赤色を

呈する。 j二顎骨は先端から 5糎｛立の部分において骨折

せるを認める。

胃，第1胃け、小さい。内容草片塊を含有し粘膜灰白

色湿潤。第2胃，第3胃｜有には少量の柔軟な内容を含

有する。第4胃は内容に乏しく粘膜はやや赤色を皐し

来占性で、あり十二指腸に移行する部に一握りの塊状内容

の蹴在するを認めるO
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小腸，縮小し内容は殆んど空虚であるO 粘膜には変

状は認め難い。

大腸，内容に乏しく，内容は塊状を呈する。

昨臓，灰赤色湿潤であるO

肝臓，ほとんど右翼から成り厚大であるO 左諜は薄

小，中葉は狭長且つ薄小で後面6葉に分裂する。一般

に暗褐色で表面平滑，割問暗褐色血液に乏しく，小葉

像不明瞭，実質は湿潤し脆弱である。

牌臓，形短大，包膜灰白色扇平で，辺縁鋭，割面淡

褐色血液に乏しいoF胞不明，牌材明瞭実質・粘靭であ
る。

腎）臓，形左右共に蚕豆形である。包j民の剥離容易，

表面暗褐色，割面暗褐色血液尋常，腎小葉の形は明瞭

である。 3J曹の境界不明瞭で実質は溜濁する。

勝脱，拳大で透明な尿を古満する。粘膜灰白色湿潤

するO

心臓，灰赤褐色，血液競闘し，心内膜暗赤色，心筋

圏濁柔軟であるO

自市臓，退縮不全淡赤色やや弾力がある。肋膜面には

異状がない。割面淡赤色血液尋常，実質湿潤する。

咽rr侯頭，顎凹から咽喉頭にかけて著明な浮腫を認め

る。日間侯粘膜は灰白色である。

脳，硬脳｝摸および蜘妹膜の血液は尋常である。脳実

質は血液に乏しく溜渇する。

(3) 病理組織学的検査成績

1) Negri小体検査成績

Negri小体は第1号および第2号ともに，アジモン

角の押捺標本及び却］片標本において検出され，；更に第

2号の切片標本では小脳のプリキンエ細胞においても

検出された。 Negri小体の数は第 1号よりも第2号が

多く， 1神経細胞内に1個のものが断然多いが2儲，

3 f同時として 5個を認めた。長さは 101.t位のものが最

長である。形は円形，精円形のもJりが多い。小脳のプ

リキンエ細胞に検出したものは割合に数が多く，同細

胞50個のうち店舗にNegri小体を認めた。 1細胞1伺

が多いがち（固を認めた細胞がある。長さは最長14μ位

でアンモシ角の Negri小体に比してやや長い。

2) ~P1t膿性脳炎検査成績

ジ判じ膿性脳炎の所見は2例共に認められたがその病

変は軽度であり，ことに第1号において軽徴である。

病変としては灰白質小静脈周囲における淋巴球性細胞

浸潤が見られた。病変の高度な部位は延髄，ワロリ橋

四丘，視丘等菱形脳から間脳に豆り？この点犬の狂犬

病変と類似している。

脳実質内血管は血液に富み，小出血寵を認める。こ

の所見は第2号に比し第1号が顕著であり，延髄，四

丘，視丘等に認められる。蜘妹）漠，軟脳膜の血管には

血液を克盈し，或いは尋常に含有する。

性） 補体結合反応試験成績

第1表に示すように脳については第1号および第2

号共に陽性成積を示したが，顎下腺，舌，肺，心，肝，

l惇，日専，腎の各！臓器はいずれも強い抗補体が生じて判

定が不能であったO

(5) 病苦分離試験成績

第2表のように，病毒は第 1号は脳，第2号は脳，

肺，肝，昨，舌等よりの分離に成功したO しかし血液

第1表 補体結合反応試験成績表

＼ 指数i I I I 
---- I 2 4 s 16 32 64 I対｜判｜決
被検材料＼＼｜ ｜照｜定｜定

No. 1 I 40% I 4 4 2＋土 0 0 I 0 I+ I I 
脳 I20 % I 4 2+ 1-o o o I o I十 I'

No. 2 I 40% I 4 4 4 4 4 4 I 0 I + I , 
脳 I20% I 4 4 4 4 3+ 2十I0 I+ I I 

凶rnHI 4 2-o o I o I + I 
対照 INbe I 0 0 I 0 I工｜

からは病毒の分離はできなかった。その成績を見ると，

接種マワス数に対する狂犬病発病死マワス数の割合は，

脳の場合は共に5匹中5匹が発病死しているが，他の

！臓器については枠，舌，肺，肝臓のJI院で発病死数が少

第 2 表 病寵分離試験成績表

~sj. 検査1号 検 査 材 ~s［・ 第 2 ぢヒゴ

区 目首 脳 '§; I辛 牌 肝 腎 ii) 肺 血液

成 績 ＋ ＋ ＋ 十 十 十

潜 伏 日 数 12 10.5 17 12 17 18 

マクス発病率 5/5 2/5 

L D 50 4.167 5. 1. 

( 139) 



なくなり，肝臓の場合は10匹接種（5 p_g宛2回実施） したその感染経路は明瞭ゼ可ないが，「ラマJ自体が狂犬
したうちの21lliだけが狂犬病死を示しているO またそ 病毒を潜在したまま輸入されたか，現在地において狂

れ等の潜伏期を観察すると，脳では平均10.5～12日， 犬病獣制度傷されたかのいずれかであろう。前者と仮

昨臓12日，舌，胃，肝17～18日を示した。 定すれば輸入月日の異る 2頭がほとんど時を同じうし

LD50は第1号脳4.167，第2号脳5.000，昨2.500, て発・症した点に不審がある。後者即ち狂犬病獣に2頭

舌1.571，肺1.478，肝臓は 1以下であった。 が同時にl安傷されたと推定すれば， 2頭が相前後した

(6）中和抗体試験成績 潜伏期を経て発症したと見なして少しも無理がない。

第3表に示すように，：検査材料第2号の血清，心馨 しかし本年（昭和29年）に入ってから狂犬病が文京区お

液をもって試みたlh和抗体試験はそのいずれにも中和 よびその周辺地区に発生していないが，狂犬病獣の行

抗体は認め得られなかった。 動範聞は数旦から卜数里に豆るから，無発生地区に狂

第 3表 中手口抗体試験成績表

血 情

心嚢液

対照

LD 50 1対照と LD50差

4.685 0.435 

4.602 0.518 

5.120 

犬病が突発し得ることもあり，かかる例はしばしば遭

遇するところである。なおここに興味ある事実は9月

17日文京区春木町2～16番地山田某の飼犬が疑似狂犬

病でへい死し，検査の結果狂犬病と決定した事実であ

る。前述のとおり文京区はもとよりその周辺地区には

狂犬病の発生がなかったにもかかわらず飼犬に狂犬病

が突発した事実は興味があり，殊に春木町と上野動物

園とは近距離にあり，かっその発生の時期が相前後し

4. 感染経路について ている点等から推測しでも，上野動物園の「ラマJが突
まず「ラマJ舎のある環境を見ると，上野動物園正 然狂犬病を発症したからとて前言の決して牽強附・会で

門に向って左側に「子供動物園jの一割があり，この ないことが知られる。しかし2頭の「ラマJが狂犬病獣

ー菌jは全体に突出して道路に接しているO 圏内には， の同時唆傷による発症かどうかについては一抹の疑念

「ラマj，豚， 111羊，猿，鶴馬，朝鮮馬等子供達に親し がある。すなわち上野動物園の臨床記録によると，検

みのある動物を収容し，それぞれの収容舎があり，収 査第 1号（♀〉は9月3日に下顎門歯が抜け，当時羽目

容舎の前面は運動場となり，努めて子供述と自由に接 被をかちり古を追いかけていたという。臨床上狂犬病

触のできるような環境におかれてあるO この子供動物 を疑うような症状の現れたのは9月10日であるが＇ 9 

園と背留に接する道路との境界には約15糎間隔に高さ 月3日に既に狂犬病を発症していたと見なすと，この

約3mのコンクソートの円柱が縦らされており，騎馬， ！時期に合を追いかけていたから古をl安傷していたかも

朝鮮馬を収容する厩舎の裏側jは民家に接し可なり腐朽 計り難い。このことは雄の発症に関連して重要な事項

した板塀をもって境されているO 板塀の下万はところ であるので，上野動物園の係員に念を押して尋ねたと

どころ破損しており，動物閣の側から板塀の下方に金 ころ 9月10日雌が雄をl安んだことは確認されたが，そ

網が張られているのが見られるO れ以前においてはp ♀が古を追いかけている事実は認

「ラマJ舎は子供動物園の道路を背にした位置にあ めたがl皮傷したかどうかは明瞭でないとのζとであっ

り，大いさ約3坪ばかりで，舎の前聞は開放され約1 たO しかし 9月3日墳に合を岐傷したと仮定すると古

mf立の金網のII要仕切りがあるのみであり，そのまま速 はそれから10日イ立の潜伏期を経て発症しているので，

動場に連なり，運動場の境もまた高さ約lm位の金網 合の発症は♀の｜皮傷に困るという仮定も成立するわけ

の柵をもって区切られているO fラマJは昼間はこの であり，従って平の発症は現在地における狂犬病獣の

運動場に出して自由に参観させ，夜は「ラマ」舎内に ｜皮傷に因るか，もしくは輸入当時すでに病毒が潜在し

収容していたとのことである。 ていたのが少くとも 1ヶ年以上の潜伏期を経て発症し

要するに「ラマ」舎の位置は道路に接しており，道 たと見倣す仮定も成立するわけであり，要するに感染

路を境する柵の間隔及びその周辺の状況並び‘に「ラマJ 経路は明瞭でないといわざるを得ない。ただしここ数

舎の構造等から推して，犬の侵入し得ることも可能と 年来東京都内には狂犬病が流行しており，殊に上野公

想像され，侵入すれば容易に岐傷され得る環境におか 閣に近い文京区春木町に， 「ラマ」の狂犬病発症に相

れてあった。 次いで犬の狂犬病が発症している事実から推測して，

！二記の環境にあった「ラマJ2頭が突然狂犬病を発症 現在地における狂犬病獣（おそらく犬）の岐傷に図る
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克・症が疑われる。但し2頭の「ラマJが同ーの狂犬病

獣の岐傷に図る発症か，古の発症は♀のl安傷に起悶す

るかはいずれともいわれない。

5.総括

(1）検査材料第 1号は9月3日発症同月12日へい

死した。発病からへい死までの経過は9日である。検

査材料第2号は9月13日発症，同月16日殺したO 即ち

発症後3日目である。

症状としては2例共興奮症状が著明であり，いたず

らに物をi皮み，刺戟に対して鋭敏な反応を示し，多分

に狂犬病を疑ったが臨床症状で、は狂犬病を決定ず、ける

までに査らなかった。

(2) 病理解剖学的には特異病変は鬼られなかった0

2例共物をi皮んだことによって顎骨の骨折があり，出

血を認めた。更に第2号は顎山から頭部にかけて皮下

浮）撞を認めた。

(3) Negri小体は2例共アンモン角の押捺標本な

らび、にパラプイン切片襟本において検出された。罫／~に

第2号・で、は旬］片標本において小脳のプリキシエ細胞に

も検・wされた。 1切片内における Negri小体の数は
第1号よりも第2号において多く，長さは、最長 10,lで

あるが小脳に見出した小体は最長 1411であった。

（・：！：）非化膿性脳炎像は2例共に認め，その病変の

税）支は2例共軽微であるが， j第1号に比し第2号が幾

分高度である。病変の発現部イ立は菱形脳から間脳に立

っており，この点犬の狂犬病変と類似するO

信）補体結合反応成績は脳については2例共陽性

成績を示したがう検査第2号の脳以外の諸臓器につい

ては抗補体がつよくラ判定不能であった。

(6) 病毒分離試験において第1号は脳，第2号は

脳，肺，肝，昨，舌等から病毒を分離したが血液からの

病毒分離は陰性成績を示した。更に病寄分離臓器別に

その潜伏期ならびに毒力価を見ると第2号脳は潜伏期

平均10.5日で最も短く，毒力価（LD50）は5.000で

最高である。第1号脳これに次f，その他の臓器では

昨臓の潜伏期12日，毒力｛［回2.500が高－度であり，肺臓

の潜伏期10日が最も長く，毒力価では肝臓の 1.000以

下が最低である。

(7) l十l和抗件試験は第2号の血液，心襲被：につい

て試みたが両者共認められなかった。

(8) 感染経路は明瞭ではないが，：険査材料の環境

および9月17日文京区春木町の畜犬から狂犬病が発生

している点から推察して，現在地における狂犬病獣

（おそらく犬）の！皮傷に困る発症が疑われるO 但し

2例が同一狂犬病獣の校傷に困って発症したものか，

或いは合の発症は，♀のI投傷に起因するかは明瞭でな

し、。

6.結言

余等は昭和29年9月上野動物園「ラマ」 2頭（検査

材料第1号及び第2号・ 〕が狂犬病様症状を呈し，

へい殺した脳その他の材料について，病理組織学的検

査，補体結合反応試験，動物試験等を実施し， 2例共

狂犬病なることを確認した。なお検査材料第2号につ

いては， 1卒，舌，肺，肝等よりも病毒を分離し得た。

感染経路は明瞭でないが，現在地における狂犬病獣

のl皮傷による発症が疑われる。

終に臨み古賀閤長ならび‘に動物園職員各｛11：の御協力

を深謝いたします。
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xx置薬用資源の研究（第3報〉
アシタパの有効成分について（概要〉

化学試験部医薬品第二課木村 雄四郎

アνタパ Angelム、aKeiskei Koidzumi( Apiaceae) 

は房州以南の梅岸地万ことに伊豆諸島に多く野生する

宿根草で，伊豆諸島、では昔から若葉を食用に供する外，

牧草として知られ乳牛の乳の分泌ならびに乳質を良く

するといわれている。

アνタパはきわめて生育のさかんな植物で葉を切っ

てもアνタ（翌日）になると叉諜が出るとの意であるO
新鮮な葉柄を切ると黄色の汁が出るが，その衛生上の

害杏ならびに薬効などについては何等の記載を見なし、。

われわれは以上の事実に鑑みアνタパの有効成分の
研究を行ったのでその概要を報告する。

研獄の概要伊豆大島躍ならびに当所薬草闘で栽培

したアνタパの新鮮な葉を葉柄と共に細切してメタノ

ーノレで、数回温浸し，浸液を合して被庄蒸溜し，その残

留物をエーテルで振還して葉緑素等を除いた後，酢酸

エナノレで数回温浸し，浸液を脱水して誠庄蒸溜すると

粗結品を析出する。これを50～70岸アノレコーノレから再

結品してmp.256° の淡黄色細針状品を約0.1%とmp.

235～236＂の賞色細針状品を約 0.06%得た。

前者は諸反応より Flavon-glucosid で糖は Paper

Partition Chromatography （以下P.P.Cとする）に

より Glucoseであることを確認した。なお本l誌の諸

反応は既知の Luteolin-7-glucosid と一致するので，

その混融試験により Luteolin-7-glucosidであること

を証明した。

後者は諸反応により Flavonol-glucosidで糖はP.P.

C.により Glucose であることを確認した。本品の

諸反応は全く Iso-quercitrinと一致するので既知物質

と混融試験により Iso-quercitrinであることを証明

した。

西 ）11 洋

ノOH

G・O－（＼／。、一／一久一OH
｜ ｜ ｜：＼一一／

＼／＼／  
I CO 
OH 

Luteolin-7-glucosid 

ハ／OH

HOー（＼／v＼＿／一＼ーOH

I I II"'・・/ 
""/"" /""O・G I CO 
OH 

Iso-quercitrin 

G=Glucose 

結論 アνタパは葉の成分として Luteolin-7-glu-

cos id及び Iso-quercitrinを合有する。

これらの Flavon-glucosid及び Flavonol-glucosid

は緩下，利尿作用を有するが， Iso-quercitrinはその

化学構造が Rutinに近似し，小沢光（1）によれば，い

わゆる Rutin作用，即ち毛細血管の脆弱性を強イじす

る作用があり，一般に類似作用を有する薬物は単味よ

りも併用することにより相剰作用が期待される。アν

タパの催乳作用は恐らく以上の両成分によるものと認

めら ~1, る

本研究に！祭し貴重な混融試料を供与された東大教授

服部静夫博士ならびに第一製薬株式会社研究部清水正

雄陣士に感謝する。

引用文献

(1)小沢光，奥田朝晴，松本滋：薬学雑誌、 72,1173, 

1178, 1183, 1188 （昭和26年）
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XXIV 薬用資源の研究（第4報〉

サフランの栽培条件と dークロチンならびに球根

の増殖関係の研究 （第 4報〉 〈概要〉

化学試験部医薬品第二課木村 雄四郎

西川洋

1954年度においては新潟県西蒲原郡道上村打越，新 聞場試験ポット試験と同一種球根20g以上681簡を

潟県薬草協会（長谷川稲作氏）より優秀な球根を得て， 選び3要素を完全にほどこした闘場に各球の間隔およ

3要素によるポット試験を追試し，圃場試験をもあわ び深さそれぞれ10口立に10月4日植付け，ポット試験

せて実施した。 と同様に唯韮を採取乾燥しαークロナシを測定した。

〔試験方法〕 ポ7ト試験ポット，培養士，肥料 研究結果ポット試験の結果は第1,2表に示すよう

区分，肥料配合割合，使用肥料，植付方法などはすべ に雌韮重量では－N区が少い。雌韮11問中のαークロチ

て従来と同一方法により 1区4ポット， 1ポット 4球 シ平均値では－N区が他区に比して少く特に無肥料区

づっ10月4Elに植付け，離韮の採取は開花日の午前10 よりも少いのは3要素の不均一によるものでNの影響

時とし，採取後は40°cを越えない温度で乾燥した後， がすこぶる大きい。国場試験の結果は第3表に示すよ

硫酸グVケーターに開花順に貯え，最後に五酸化燐デ うにポット試験と比較して雌蓋の開花球1個当り平均

νケーターに移し，真空乾燥し精秤した後木村，西川 重量はやや劣る。叉開花：tJ(1個当りの αークロチン γ

法（薬学雑誌73巻25（昭和28年〉〉によりαークロチン 最は25g以上の平均値はポット試験区の標準肥料区と

を測定した。 ほど同一であるO

第 1表 3要繋試験成績総括表

｜標準区 無窒素区 無燐酸区

E雪料E{ N （硝酸アンモ／＇） 2 2 

P20o （過燐酸石灰） 5 5 

K20 （硫酸カL リ〉 2 2 2 

植 ねー ｛；~＇ 数（ケ）［ 16 16 16 

同 J二 総重 量（ g) 502.0 500.5 499.0 

｜司 平均童 量（g) 31. 4 31. 3 31. 2 

開 花 対t 数（ケ） 16 16 16 

植付球開花率（ガ〉 100 100 100 

開 15 期 間（月日） 11. 9～12.4 11.9～12. 7 11. 9～12.2 

平均開花日数（日） 11.1 9.8 

21 19 19 

総開花数（ケ） 75 72 65 

開花球平均開花数（ケ） 4. 7 4.5 4.1 

同最大花数 8 7 6 

盤｛；{E~if震当i g::：~ I 38.0 31. 3 32.8 

125,644.38 100う180.58 124,802.36 

よ長量 開花球1球当り砂崩 7,852.77 6, 261. 61 7,800.15 

ロ平均含量（ガ〉 23.55 22.23 24. 30 
十一一一一一＿＿＿＿，一一
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無加里匹

2 

5 

16 

496.0 

31. 0 

16 

100 

11.11～12.7 

14.5 

21 

85 

5.3 

10 

647.4 

40.5 

118,142. 75 

7,383.92 

24.44 

無肥料区

16 

492.5 

30.8 

15 

94.25 

11.9～12.8 

14.7 

21 

64 

4.3 

7 

472.6 

31. 5 

109,664. 71 

7,310.98 

24.48 



無燐酸区

1 32.9 
2 31. 4 
3 30.5 
4 30. 01 31. 2 

＇~ 

I 5JI 1 32.6 1! 2 

｜｜ 禁旦 2 31.1 
1 ~！ i 5. 3 30.4 4. 

（区 4 29. 91 31. 0 11 11 6.315.3 

1/t 2 t/rf I 無 1
日巴 2 29. 1 1 1 1 3.7 
~sj. 3 ~di 30. 5 1 1 1 L i 4.3 区 4 4. 3 4. 3 

第 3表圏場試験成績総括表

35g 以上 30g 以上 25g 以上 20g jリ、 J二

主貰 付－ 球 数（グ〉 3 17 41 7 

府j 総意 量（g) 111. 0 530.5 1,109.5 166.0 

1 球平均重量（g) 37.0 31. 2 27.1 23.7 

開 花 iミt 数（ケ〕 3' 16 36 7 

植付球開花率（ガ） 100 94.1 87.8 100 

開 113 ｝明 間（月日） 11.3～11.29 11.1～12.3 11.10～12.1 11. 9～11. 

平均開花日数 12. 7 7.1 8.5 10. 0 

最長開花日数 13 15 22 5 

総 開 1E 数 14 59 127 23 

開花球平均開花数 4.7 3. 7 4.9 3.3 

同上最大花数 6 6 7 5 

(mg) 104.8 491. 170.2 

(mg) 34. 30. 28.47 24. 

28,064.81 120, 306. 43,627. 

」長量 開花球1球当り平均γ量 9,354.94 7,076. 5,848.78 6, 261. 

ロ平均合量（財） 24.99 24. 24.28 25. 
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第5表植付球に対する球根増加率

( 3要襲試験）

% 
/50 

140 

'/30 

/20 

／／（） 

100 
標準区無窒素区無燐蹴区無加里区無肥料区

第6表厨場試験区球根増加率表

以上の試験を終えた球根はそれぞれ1955年5月9日

堀上げ＼風乾した後 7 月 13 日秤量した。 l~i力rr率はそれ

ぞれ第 4,5,6,7表に示すとおりである。

すなわちポット試験においてはP20o,K20の欠乏

による影響が大きく，岡場試験で、は植付球25g以上の

噌加率が大であるO

〔結論〕 これまで4年間の成績を綜合するに雌韮

の収量および αークロチシ i収量については特にNの影

響が，叉球根の増殖についてはP205,K20の影響が

大きいことを認めた。従ってナプランの生産条件とし

ては20g以上の無病の種球を選び，施肥上以上の諸点

(145〕



に注意する ζ とが肝要である。

この研究に当り協力された新潟県薬草協会長谷川稲

作氏に感謝するO

第7表櫨付球に対する球根増加率

（国場試験〉

% 
2W1 

270 

790 

180 
3月g以上 305以上 25f1-以上 208P.壮

( H6) 



XXV 3-Dimethylamino回トl-di(2田thienyl）町1-buteneに対ナる

各種アルカロイド沈澱試薬の検出限度と

額徴結品試験について

化学試験部医薬品第三課 田 村健夫

谷哲也戸

3 -Dimethylamino-1. 1-di (2-thienyl)-1-butene として試薬の感度を比較する方法をとった。即ち

は1950年英国において生れ，我国では昨年麻薬に指定 Phosphomolybdic acidの本麻薬に対する検出限度は

された新しい合成鎮痛剤である。これに対して犯罪化 1 : 6400であるから， 1 : 6400を（1）とし，感度の高い

学の領域における鑑定方法としてはアルカロイド呈色 ものを 1/2, 1/4……とし，感度の低いものを2.4…

試薬による反応， その他化学的に Thiophen, S, ・・・としたO 表中最も感度の高いものは KMn04,Br,

Dialkylamino等を；検出することなどが考えられるが HAuC14, HgBr2 in HCl,Dragendorff, Marme, Mayer, 

まとまった報告はない。われわれは各種アルカロイド Sodium lead iodide, Mercuric sodium chlorobromト

沈殿試薬の本麻薬に対する検出限度を求め，次にこ L deで概ね 1; 25600の感度を示した。

に生じた洗j肢が結品を生成するかどうか観祭し，その

結品形により本麻薬の鑑定に活用し得るかどうか検討

し結論を得たので報告する。

1 各種アルカロイド沈澱試薬の検出限度について

実験：従来文献1～13に幸！芝居されたアノレカロイド沈

澱試薬を Fulton＂の分類形式を参考として境基性試

薬，酸素酸，ハログシ，塩化物，臭化物，沃化物， ν

アシ塩およびチォνアン塩，硝酸塩，亜硝酸塩および有
機試薬の 8種に分煩し，その検出限度を求めた。実験

万法は Slideglassに試料1滴をとりその上に試薬1

滴を加えて沈殿が生ずるかどうか顕微鏡で観察した。

第 1：喪塩基性試薬

試薬の種類

NaOH ( 5 %) 11：削 2 I無品形

NH4C03 ( 5 %) I 1 : 200 32 I fl 
NH40H ( 5ガ） i 1 : 3200 2 ! fl 

Na3P04 ( 5 %) 

Na2HP0412H20 
(5%) 

NaAc (30%) 

Ba(OH)2 (Sat) 

1 : 6400 (1) 

1 : 3200 2 

1 : 800 8 

1 : 6400 (1) 

K2Cr04 ( 5 %) i 1 : 200 32 

fl 

fl 

fl 

fl 

II 

その結果は表1～8に示す。この：検出限度を試薬相互

に比較対照しやすいために Fultonの方法14 を用い

τPhosphomolybdic a.cid液による検出限度を標準

( l47) 

第2表酸嚢酸

i 試薬の種類 I~~~~：騒音~；，~~~：1
Cr04 ( 5 %) 1 

K2Cr207 (5ラの 1: 400 16 II 

HC104 (5~の 1 : 1600 4 結 日同日

KMn04 ( 1ガ） 1 : 12800 予4 無品形

KMn04 with H3P04 1: 25600 ;/,!'. fl 

~~~ 印：：：，四o::!c~I出ラM: 〕 1 : 6400 (1) I II ) 1 : 3200 2 I II 

(10%) 1 : 6400 1 II 

第 3表ハロゲン試薬

I 検出限度 ; r 

試 薬の積類 i感度 溶液番号｜結晶の有無I
I (by Fulton)! I 

Br water (sa 

Br iηHBr I 1: 3200 2 I 11 I 

Br in NaBr J 1 : 12800 75. ! 11 / 

WagnerNo.1～No.8/ 1: 6400 (1) ! 11 ! 
Acid 羽TagnerNo. 1 I ! I 
～No.s"'5 j 1: 6400 (1) I 11 / 

I in NaBr I 1・ 800 8 ! " i 
Iin NaBrwi出H2S04I1 : 800 8 I II I 
Kraut I 1 : 12800 75. I " / 



無品形う41 : 125600 Dragendorff 
化物

｜ 検出限度 I I 
類！感度 溶液番号｜結晶の有無！
I (by Fulton)! 

塩第 4表

II 32 200 1: Lead acetat~ iodide 

品結予41 : 25600 Marme 

無品形う41: 25600 Acid Mayer 
無品形8 1 : 800 

800 1 : 

品

無品形

予4

.% 

Concentrated Mayer! 1 : 25600 

1 : 25600 

品

// 

記；

予4

7i 

1 : 12800 

1: 25600 

Mayer 

Sodium silver 
iodide 

Sodium lead iodide 

Zink Pottasium 
iodide 

日
日目

II 

II 

k
－
 

一

r
I

G小
川
町

8 

20 320 

64 100 

1 : 

1 : 

( 5 %) 

i試

is叫加
l Bismuthchloride 
, in HCI 

! CdCI2 

i CdC12 in HCI 

HAuC14 

種の
~ .... ・
河ミ

無品形

II 

% 

予4

1 : 25600 

1 : 25600 

く5ラの

in HCI II 

無品形32 200 1: 
II 16 400 1 : in HAC II 

シアン塩及びチオシアン塩第 7表

I 検出限度 I I 

試薬の種類！感度 溶液番号l結晶の有無
一一一 I (byFulton) I 
Sodi~ nitrofer叫
anide ( 5河）

( 5 %) 

II 

II 

II 

4 

4 

4 

1 : 1600 

1 : 1600 

1 : 1600 

( 5 %) 

with NaCl 

in HCl 

HgCI2 

II 

II 

無品形32 1 : 200 32 200 1 : PdC12 in HCl 

無品形4 1 : 1600 ( 5 %) H2PtC16 
II 64 

~ 

1 : 100 

in HCI 

KsFeCN6 

結品

無品形

結晶

1 : 12800 II II 4 1 : 1600 in HCl II 

64 1 : 100 ( 5 %) K.4FeCN6 
II 8 800 1 : SnClo in HCI 

予4
32 

1 : 12800 

1 : 200 

in HCl 

( 5 %) 

II 

NH4SCN II 8 800 1 : SnC14 in HCI 
II 

1 : 1600 4 品高i!i64 100 1 : (5 %) ZnC12 
無品形

II 32 200 1 : in HCI II 
II 1 : 1600 4 

II 

II 

800 8 

1 : 1600 4 

1 : 

｜ 検出限度 I 
試薬の種類｜感度 溶液番号｜結品の有無

一 一一一一一 _L _ip_y_£型！~2L~－－－

物i~ 臭第5表

II 1 : 800 8 

m
 
u
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’
 

噌

G
 

l

冶

叩
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叶
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n
口
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円
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心
円
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O
詑

O

．1E
．l 

L
u
刈
A
L叫

＆工
u

’
Tι

．
A
ι
1白
’
 

II 7f 1 : 12800 
無品形% 1 : 12800 HAuBr4 

II 1 : 6400 1 Reinecke 

Zink sodium 
thiocyanate 

1 : 12800 HAuBr 4 in HCl II 予五

fl 1 : 3200 2 
II 2 1 : 3200 H2PtBr6 

硝酸塩，亜硝酸塩及び宥機試薬

I 検出帳震 I 
試薬の種類｜感度 溶液番号｜結品の右無

I (by Ful知的i

無品形

第8表
II 

fl 

2 

8 

1 : 3200 

800 1 : 

11 in HCI 

Ca也niumSodium 
.bromide 

HgBr2 

64 100 1 : 

fl 1 : 800 8 

II 

II 

結 晶
無品形

II 

II 

1 : 1600 4 

64 

M
M
M
v
m
 6400 1 

1 : 100 

1 : 12800 
1 : 12800 
1 : 12800 
1 : 400 

1 : 

Lead copper 
sodium nitrite 
Mercuric sodium 
nitrite 
Mercuric sodium 
chloronitrite 
Uranium nitrate 
(20必）
I Picric acid ( 1 % ) 
Picrolonic acid( 1 % ) 
Styphnic acid (1%) 
Tann~c ac~d (5%) 
Tannie acid and 
NaAc 

同
日日

無晶形

Ca也niumsodium 
thiocyanate 
Cobalt sodium 
thiocyanate 
Ferric sodium 
thiocyanate 
Manganous sodium 
thiocyanate 
Nickel sodium 

II 

結

4 

う4

1 : 6400 (1) 

1 : 25600 

1 : 1600 ( 5ラの

11 in HCI 

Mercuric Sodium 
chlorobromide 

PdBr2 in HCI II 

( 148) 
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第；6表沃化物
I 検出限度 ｜ 

種類｜感度 溶液番号｜結晶の有無
I (by Fulton) / 

函7一両円二瓦了1-;---品

400 1 : 

の薬



試料：オートシ末（小野薬品工業株式会社製） て溶かす。 60%HNOa 1～2 ccを添加する。

試薬： KMn04with H3P04 : 5 % KMn04に数滴 ~nC12 in HCl P金属 Sn'lgに 38%HCl 40ccを加え

の85ヲ；，； H3P04を加えるO て溶かし，水素ガスの発・生がほとんど認められなくな

Br in HBr : NaB1・ 5 gを水90ccに溶かし H2S04(1 ったならば水 60ccで稀釈し金属 Sn3gを添加する。

十3)10ccを加え Brを飽和するO ZnCl2 in HCl : ZnC12 5 gを38%HCl 40cc，水60

Br in NaBr : 5 %NaBr液に Brを飽和する。 ccに溶かすo

Wagner No. 1 : KI lg, I 1 gをzk1 ccに溶かす。少 HAuBr4: HAuC14°4H20 5 g及び NaBr5 gを水

量の Iを添加して水を力nえて lOOccとする。 lOccに溶かす。

Wagner No. 2 : KI 1. 75g, I 1 gを水2ccに溶かす。 HAuBr 4 in HCl : HA uC14 • 4 H20 5 gを40対日Br・

7］＇（を加えて lOOccとするO 7.5cc及び 37% HCl 92. 5ccに溶かす。

WagnぅrNo. 3 : KI 2. 75g, I 1 gをァ1<3ccにi容かし， H2Pt Br6 : H2PtC1日・ 6H20 5 g, NaBr・6gをブjて100

7.kをかiえて lOOccとする。 ccに溶かす。

Wagner No. 4 : KI 5g, I lgを水 10～15ccに溶か H2PtBr6 in HCl : H2PtC16 6 H20 5 gを 40話 HBr

し，プjくを加えて lOOccとする。 7.5cc及び 37%HCl 92. 5ccに溶かす。

Wagner No. 5 : KI lOg, I lgを7}(lOOccにi容かずの Ca也ni山ηsodiumbromide: CdC125g, NaBr 15gを水

Wagner No. 6 : KI 20g, I lgを水 lOOccに溶かす。 lOOccにBかす。

Wagner No. 7 : KI 35g, I訟を水 lOOccに溶かす。 HgBr2 in HCl: HgBr2. 5 gを 38対日CI22cc及び、7]'(

Wagner No. 8 : KI 50g, I lgを水 lOOccに溶かす。 98ccに溶かす。

Acid Wagner : Wagner No. 1～No. 8の夫々 9cc Mercuric sodium chlorobromid3: HgC12 5 g, NaBr 

にH2S04(1十3)leeを加える。 4gを水 lOOccに溶かす。

I in NaBr : NaBr 2gを水 lOOccにj容かし， Iを加 Pd.Br2 in HCl: PdBr2 5 gをァ1¥95cc, 38% HCl 5cc 

えてときどきふりまぜて 1～2時間後使用する。 に溶かす。

I in NaBr with H2S04 ：前記 Iin NaBr試薬 9cc Dragendorff : Bismuth subnitrate 5 g, KI 25gを

に H2S04(1十3)leeを加える。 • 水88cc,H2S04 (1+9) 12ccに溶かす。
Kraut: Bi(No3)2• 5 H20 8 gをHN03(1.18) 20cc1z:. Lead acetate iodide: Pb(Ac)2 3 g, NaI lOOgを7]'(

溶かし， KI27. 2gを水 50ccに溶かした液を加えて 60ccに溶かす。

lOOccとする。 Marme : Cdl2 3 g, KI 4. 5g を水 lOOccに溶かす。

SbC13 in HCI : SbC13 5 gを水50cc,38% HCl 50ccに Mayer: KI2gを水 lOOccに溶かし Hgl2を飽和するO

溶かすo . Concentrated Mayer : KI lOgを水 lOOccに溶かし

Bismuth chloride in HCI : Bismuth subnitratぅ5g Hgl2を飽和するO

を水 75cc，筒形 HCl25ccに溶かす。 Acid Mayer : Concentrated Mayer試薬2ccに水及

CdC12 in HCI: CdC12 5gを 38% HCI lOcc, 7]'( 90cc び H2S04(1十3）各4ccを加える。

に溶かす。 Sodium silver iodide : AgN03 5 g, Na! 75gを水 100

HAuC14 in HCI : HAuC14・4H202gを20必HCI15cc ccに溶かす。

に溶かす。 Sodium lead iodide: Pb Ac2 3 g, Na! lOOgを水60cc

HAuC14 in HAc : HAuCI・44 H20 lgをHAC(2十1) にi容かす。

6ccに溶かす。 Zink pottasium iodide : ZnAc2 5 g, KI 20gを水100

HgC12 in HCl : HgCl2 5 gを 38が HCI15cc，水85cc ccに溶かす。

に溶かす。 K3FeCN6 in HCl : K3FeCN6 5 gを水80cc,38 ？~ HCI 

HgC12 with NaCl: HgC12 5g及び NaCl25gを水100 20ccに溶かす。

ccに溶かす。 K4FeCN6 in HCI : K4FeCN6 5 gを水 80cc,38対日Cl

H2PtCI6 in HCI : H2PtC16・ 6 H20 2 gを 20;0HCl 15 lOOccに溶かす。

ccにi容かす。 Cadmium sodium thiocyanatョ：CdC125 g, NaSCN 

SnCI4 in HCl：金属 Sn5gを 38拓 HCl80ccで処理 18gを水 lOOccに溶かす。

するの水素ガスの発生が綾慢であれば水浴上に加温し Cobalt sodium thiocyanate : C9(No3 )2 5 g, Na号。

¥ :J,49) 



6gを水 100ccに溶かす。

Ferric sodium thiocyanate : Fe2(S04)3 1 g, NaSCN 

5gを水 100ccに溶かす。

Manganous sodium thiocyanate: MnS04.2H20 5 g, 

NaSCN 15gを水 100ccにi容かす。

Nickel sodium thiocyanate: Ni(Ac)2 5 g, NaSCN 

6'.5gを水 lOOccに溶かす。

Platinium sodium thiocyanate: H2 PtC16 5g, NaSCN 

1.5gを水 lOOccに溶かす。

Reinecke : Ammonium diamine chromium tetra-

出iocyanate( NH4(NH3)2Cr(SCN））の飽和水溶液（約

1. 5%）用時調製

Zink sodium thiocyanate : Zn( Ac )2 5 g, NaSCN 10g 

を水 lOOccに溶かす。

Lead copper sodium nitrate: Pb(Ac)2 6 g, Cu(Ac)2 

3. 5g, NaN02 lOgを水 lOOccに溶かす。

Mercuric sodium nitrite : Hg(N03)2 5 g, NaN02 4 g 

を水 lOOccに溶かし，HN032～3滴を加える。

Tannic acid and NaAc : Tannie acid 5 g, Sodium 

acetat3 lOgを水 lOOccに溶かす。

Phosphomolybdic acid: P205 20Mo05・51H20 lOgを

水 lOOccに溶かす conc-HN031 ccを添加するO

2. 沈澱試薬広より得られる結晶について

rxi殴試薬により得られる沈殿物について結品物か無
品物か顕徴鏡（50×～120×）で観察した。この際動

揺， j創平などにより刺激することを避け，カパーク守ラ

スは使用しなかった。この結果，結品イむの難易，結品

生成の速度などは相互に非常な差異が認められ，更に

試料の濃度の相違により結品形の異るものが認められ

る。結晶を生ずるもの及びそれらの結晶形は第9表の

写真に示した。
第 9

SnCI2 in HCI 

3. 顕微結晶試験の蹴薬鑑定への応用と考察

次に得られた結晶が麻薬の鑑定上実用に供し得るた

めには，次の条件を満足するととが必要と考えられる。

NH4SCN 

Sodium lead Iodide 

ZnCI2 in HCI 

1）極めて特徴のある品相であること， 2）容易に認

められる幾何的形状であること， 3）結晶化が速かで

あること， 4 ）.試料の濃度差の影響を受けず，同一の

幾何的形状であること。以上の条件に基ずいて各々の

結晶を観察すると実用的価値を有するものとして塩酸

酸性PdCl2，塩酸酸性 HgBr2，埠酸酸性 K4FeCN6を

あげることが出来る。

塩酸酸性 PdCl2は本麻薬に対して和感度は悪く，結

品化が緩慢であるが大きい細長い褐色の板状品が析出

するO 現今我国で医療に供される麻薬の中で本試薬に

より結晶を析出するものは認められない。 Tropa-

( 150) 



cocaineが易結晶性の槍状品，羽状品 Apomorphineが

やや難結晶性の板状品を析出する。注意を要するのは

覚醒剤のMethylaminopropane(HCl塩）が本試薬によ

り類似の板状品を析出することである。なお Watson

はAmidoneが本試薬により結晶することを報告15）し

ているが，これは現在我国で、は入手出来ない麻薬で、あ

るので追試し得なかったo'

塩酸酸性の l{gBr2は本麻薬から写真のような美し

い結晶を析出する。この訊渓は従来他のアノレカロイド

に対して酸性で使用した実験例が見られるが，条件に

よっては結晶形及び、結品の生成状態が異るので試薬及

び塩酸の濃度の変化による影響を追及すると，塩酸量

の被少は感度の増加を来すが，結晶の生成速度は塩酸

量10～30ccが最も良好の結果を示した。次に本処万lド

HgBr2の量を変化した場合， 含有量 lOg以下では感

度の低下を来す。注意を要するのは HgBr2の濃度の

変化によって結晶形が非常に異ることで 10g以下で

は一定の特徴ある結晶形が得られず，時間の経過に伴

い変化し，再現性に乏しい。本処方において好結果を

招来するO 我国で入手し得る麻薬の中で本試薬によ

り結晶化するものは Morphine及び Codeineであ

る。 Morphineから得られるものは結品形が類似して

いるが，外観褐色を呈し，分岐が多く，結晶の析出が
器緩や点舟・和記

極めて速かであるが感度が悪く 1:200以上の濃度を必

要とする。 Codeineからは小板状品を析出する。他に

Tropacocaineから槍状品， Cotar nineから羽状品を

析出する。

域酸酸性の K4FeCN6は第9表写真のような特異な

結品を析出する。 K4FeCN6の結品試薬としての使用

はかなり古く，Amerinkは33種のアノレカロイド及び類

似医薬品の鑑識に使用している。この試薬は酸性にお

いて使用している例が多く，HgBr2と同様に条件によ

っては結品形及び生成状態が具るので，条件による影

響を追及すると K4FeCN5の量を一定にして撞酸量を

猷少すると感度の低下を示すが，生成時間には殆んど

変化を示さない。塩酸量 5cc以下では結晶形が時間

の経過に伴い変イ七し，一般に結品の発達が緩慢で分岐

が少いが，海Ii時放総状に発達し，板状品となるもの

もある。次に塩酸量を本処万のように一定にして

K4FeCN6の震を変化して行くと 20g以上でYよ結品形

が非常に小さく，無品形のものが視野の広範囲に認め

られる。感度は5%以上では変化はないが，それ以下

では急激に被少を来す。我国で入手し得る麻薬の中で

木試薬により結品イじするものは Pethidine(HCI塩〉

及び、Cocaine(HCi塩〉で前者が小板状品，後者が葉

状品を析出する。他に Cotarnineが星状品， Tropa-

cocaineが不規則な板状品を析出する。

4. 総括及び結論

1) 3 -Dimョthyl出nino-1.1-di(2-thienyl)-1-butene 

に対する各種アノレカロイド沈殿試薬 98種の検出限度

を求めたO 最も鋭敏な試薬としては KMn04with 

H3P04, Br, HAuCI4, Mercuric sodium chlorobromide 

Dragendorff, Marme, Mayer, Sodium lead iodide 

等で概ね 1: 25600の感度を示した。

2), 1）に用いた試薬の中で、結晶を析出するものは

HC104, PdC12 in HCI, CdC12 in HCI, ZnC12, ZnC12 

in HCI, SnC14 in HCI, Cdl2, Marme, Cone-Mayer, 

Sodium lead iodide, NH4SCN, Picrolonic acid,HgBr2 

in HCI, K3FeCN6 in HCI, K4 Fe CN6 in HCI であ

った。

3), 2）で得た結晶について顕徴結晶的検討をした結果

雄酸酸性 PdC12，塩酸酸性HgBr2，壊酸酸性K4FeCN6

から析出する結晶が 3-Dimethylamino-1,1-di

( 2 -thienyl) -1-butene の鑑定に有利に活用し得

るものと考えられる。
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cone Mayer 
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Picrolonic Acid Manne 

K4FeCN 6 in HCI 
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HgBr2 in HCI K3 FeCN6~~in HCI 
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XXVI 水銀塩によるそノレヒネの墨色反応について

化学試験部医薬品第三課町 村 健 夫

戸谷哲也

Morphineの犯罪科学的鑑定に当って，その分子内 法は一般Phenolに対しては赤，段，黄色を呈するこ

に有する Phenol性 OH基を検出することにより，確 とが報告され，音色を呈するものについてふれていな

認の一手段とすることが行われている。従来の試験法 い。そこで、われわれは比較的入手し易い Phenol類に

において、この目的で使用される呈色反応は数種に限 ついて，それらの呈色状態を検討したところ， Table

定されている。このことは Morphineの構造が非常に 2のように虫色するものは樫，赤，黄色を呈し，青色

複雑で Phenol に対する一般試薬も陰性なものが多 又は青色に類似する呈色を示すものはなかった。

く，特異的に反応するものが少いためで、あろうと思わ 以上の実験により Morphineは本反応において，

れる。われわれは麻薬類の犯罪科学的徴量定量法の研 一般 Phenolおよび他の麻薬類と異り p 特異的に発色

究に当り，その根幹となるべき Morphineについて するので Morphineの犯罪科学的鑑定に当り， Mor-

Phenol に対する反応を検討したところ， Millon phine確認の一手段として活用し得ると思われるO

Lintner反応が一般 Phenolに対する反応と異り特異 実験の部

的に発色する事実を知ったので、これについて報告す 実験1.実施法

るO 1）試料：局万MorphinaeHydrochloridumの水溶液

われわれが実施した方法は， Lintner が黒ビーノレ 2）試 薬

i千1のSalicylicacid を検出するに用いた原報の万法を ① 10% Hg(NOs)2波

大体そのま L用いたもので， Morphineは本反応にお ① 10% H2S04 

いて次の特徴ある呈色を示す。 ① 1% NaN02 液

① 美しい青色を呈し，アノレカリ性にすると赤色に変 3）実施法

ずる。 試料 5cc をとり， 10~0 Hg(NO＆）~液 2滴を加

①色調は安定性に乏しく漸時たい色する。従ってそ えて煮沸し， 2分間煮沸を続けた後，冷却し 10ガ

のま iでは比色定量を行うには不適当である。加温 H2S04 2滴および 1%NaN02液5滴を加えるO

すると槌色は速かに進行する。 Phenol類のなかに 実験2.麻薬品：及び類似アノレカロイドの本反応による

は加温により発色の進行が速かなものがあり，安定 呈色状態について。

なものがかなり多い。 実験1の方法により Tablelの麻薬及び類似アノレカ

① Phenol類は本反応において枕臓を生ずるものが ロイドについて呈色状況を観察したO

多いがMorphineは沈澱を生じない。 Table 1 

④確認限度は約 10rである。 Color Reaction of Narcotics and Similar 

Millon原法及び Nass反応においては Morphine Alkaloids with Millon Lintner1s Reagent. 

は呈色しない。 Compound Color 

政くに麻薬娯および類似アノレカロイド， 特に Mor-

phineの誘導体が本反応において如何に呈色するかに

ついて検討したところ， Tablelのように Morphine

と近縁的関係を有する Heroinにおいても Codeine 

においても全く呈色しないことを知った。 Apomor-

phineが赤色を呈し， Meconicacidが黄色を呈する

が， Morphineとは皇色を全く異にしチ？見向する恐れ

はないQ

次に I、eigl》 Rosenthal er其他によれば， illonJ京

', 154) 

Morphine 

Diacetylmorphine (Heroin) 

Codein 

Hydrocodein 

Ethylmorphine ( Dio nin) 

Dihydroxycodeinon 

Neomochin 

Oh ton 

Cocaine 

blue 

Colorless 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 
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1-Phenyl-2 -Methylaminopropane 11 

1-Phenyl-2-Aminopropane 11 

Apomorphine red ppt 

Meconic acid yellow ppt 

実験3.Phenol類の本反応による呈色状態について

実験1の万法により Table2 の Phenolについて

呈色状態を観察した。

Table 2 

Color Reaction of Phenols and Their Deriva-

tives with Millon Lintneris Reagent. 

Compound 

Phenol 

0－‘Cresol 

0-nitrophenol 

Guaiacol 

Color 

red ppt 

red ppt 

Colorless 

Purple 

Potassium guaiacosulphonate /1 

Salicylaldehyde red ppt 

Salicylic acid 

Methylsalicylate 

Salo I 

red 

If 

Colorless 

( 155) 

α－naphtol 

β－naphtol 
M-cresol 

P-cresol 

P-aminophenol 

P-nitrophenol 

P-oxybenzoicethylester 

VaniIIin 

Eugenol 

C戸nol

Picric acid 

Hexachlorophen (G 11) 

Chinoform (Vioform) 

Brenzcathechin 

Resorcin 

Hydrochinon 

Epirenamin 

Ethylprotocatechulate 

Phloroglucin 

Gallic acid 

Pyrogallol 

Isoamylgallate 

Propylgallate 

Ru tin 

orange ppt 

II 

red ppt 

11 

faint yeIIow 

Colorless 

red ppt 

yellow ppt 

II 

purple ppt 

no reaction 

Colorless 

yeIIow ppt 

red 

yeIIow ppt 

faint yeIIow 

red 

dark orange 

yellow ppt 

orange ppt 

orange ppt 

yellow ppt 

yeIIow ppt 

yeIIow ppt 



xxvn クロロブイ｛ノレ極近誘導体の分析化学的研究 I 

香粧品中の水溶性クロロブイ｛ノレの試験法

化学試験部医薬品第三課佐々木 元

7_k~容性クロロフイーノレ（Chlorophylline.・…・以下C

HNと略す）の試験法としては釦！境についてN.N.R.

法（1）が，叉鉄塩およびマグネνワム塩については不破

法（2）などがあるが，これ等は何れも燐酸緩衝液をi容ば
いとする比色法であって，香粧品などの製品中に添加

された場合の試験には適用し得ず，近年CHNの添加

製品が著しく多くなった関係上その試験法が要望され

ているO

従来製品中のCHNを試験するには，塩酸エーテノレ

による抽出液の直接比色法が用いられているが，液量

が多くなるためイt粧品1:j二！など、の微量の存在の確認は図
雑であって，加熱濃縮によってはたい色し，叉CHN  

以外の天然色素の障害などもあってその取扱いには多

少の不便がともなう。

よってわれわれが本研究の目的とした点は次のとお

りである。

(1）定性的には境酸エーテルによる抽出液を吸着ク

ロマトにかけることにより確認の鋭敏皮をあげ

る。

(2）定量的にはN.N.R.法は経時変化の誤差要因が

多いため再．現性に乏しいが，緩衝液にかわるべま

親水性溶ばいによる比色法について検討し，眼光

度ならびに吸光比などに関してN.N.R.法との間

に相l}mを見出す。

(3) 塩酸エーテノレによる抽出液を親水性j容ばいによ

って再抽出した後比色し，製品に添加された場合

の試験法として適用し得るものとし，（2）と同様に

N.N.R.法との問に荘］l}ljを見出す。

その結果定性的にはアノレミナによる吸鷲クロマトグ

ラブイが良好な結果を与え， ;I：量的には水酸化アノレカ
リ液がCHNそのもの L比色i容ばいとしても，櫨酸エ

ーテノレによる主！1l:H許証からの：rHrl1/l:¥I'#ばいとしても，

N.N.lq去の燐酸緩樹液より種々の点ですぐれている

田村健夫

戸谷哲也

ことを認めたので，ここに報告する。

本研究を実施するに当り御指導，御助言を戴いた東

大理学部不破敬一郎，東邦大学教授薬師寺英次郎，

国立公衆，衛生院坂上米次の諸先生に対し謹謝し，又

種々御便宜を与えられた日本自動車国立工場の万々に

深謝する。

実験の部

定性的試験

1. 盤酸コユ四チルによる抽出

抽出効果に対する検討：化粧水などの製品lゃからの

抽出効果に関しアノレゴーノレおよびアノレゴーノレとグリセ

リシの共存する場合の在処万液（RP.I, II）に対し

エーテノレ50ccおよび 3N境酸3ccを加え，分液ロヲト

中でよくふりまぜ，政くに順次飽和食境7_k20ccず、つをj目

いて稀釈していったどきのエーテル層と水層との分離

状態と着色の有無（TableI）について調べた。その

結果何れの処方液の場合でもCHNの抽出は食撞水を

加えるだけでかなり効果が上り，又グリセリンの混入

はさまたげとならず，むしろ抽出効果が上．ることを認

めた。

従って化粧水などのなかのCHNの抽出にはアノレゴ

ーノレを故意に潤去しなくても大きな差異はないものと

忠オつれる。

RP. 

0. 005% Na-Cu『chlorophylline lOcc (500γ〉

的v/11% Ethyl alcohol 90cc 

RP. Il . 
0.005% Na-Cu-chlorophylline lOcc (5007) 

6011/11ガ Ethyl alcohol 90cc 

Glycerine 20cc 

( 156) 



115cc （十） 45cc （十）

93cc （十） 87cc （十）

80cc （十） 120cc （ー）

70cc ( +) 150cc （ー）

60cc ( +) 180cc （一）

11 50cc （十） 210cc （ー）

（十）（ー）…・ H ・H ・・・intensityof color 

検液の調製：よって化粧水なと、の製品l二十！のCHNを

抽出するには次のようにし，以下の実験における拍出

操作もこれに従った。

試料 50～100cc（数γから数百γを含むもの）を分液

ロワトにとり飽和食境水2倍量で稀釈し， 3N櫨酸註）

3ccを加え，エーテノレを！順次30cc,20cc, 20cc, 15cc 

および15ccをmいて 5回抽出し，そのi怒の浮遊物を傾
斜により除きながらエーテノレ液を別の分液ロヲトヰlに

合する。ここに集めたエーテノレ液を飽和食塩水10cc,

10ccで2回洗じようし，このエーテル液を倹液とする。

討：） CHNの大部分は実験の結果PH4.4～4.8程度

でエーテJレに移行するが，その際認められるエー

テJレ不溶解物はPH1以下でないとエ｛テ 1レに転

溶しない。

この不溶解物につν、ては後述（TableV）する。
なお回体試料の場合も塩酸量を適宜変えて PHを

調整する他はこれに準ずる。

2. カ守ムクロマトグラフイ

殴着剤として炭酸カノレνワム，塩基性アノレミニクム

ゲノレ，アノレミナなどにつき検討したが，炭酸カノレνワ

ムは岐着能が適当で，叉必要により稀塩酸で処理出来

る点，取あっかいに便であるが液の流出がきわめて遅

いためアノレミナを使用した。

操作法：内容50ccのロクトを有する内径7mm高さ

50mmの Fig.Iのような吸着管の底部に脱脂綿の少

量およびアノレミナ (Brockmannクロマト用） 2 gを

順次充てんし，最！二r;i[Sに鴻紙を置いた後，少量：のエー

テノレをロクト上より加え管内を充分潤した後，予め無

7k硫酸アトリクムで脱水した前記エーテル検液を加え

る。検液の流下と共に着色物は吸着管の上部に唆着さ

れる。次にこれを合水ブマタノーノレの少置で洗じようし

The Effect of Extraction in Various Solvents 

Extraction of Na-Cu-chlorophyllinate 

from alcohol-Glycerine soln. 

Ether layer (color) Water layer (color) 

82cc ( +) 

65cc ( +) 

60cc （十）

55cc （十）

45cc ( +) 

98cc （十）

135cc ( +) 

160cc （ー）

185cc （一）

215cc （ー）

separated 

Water layer (color) 

separated 

Table 

Extraction of Na-Cu-chlorophyllinate 

from alcohol soln. 

Ether layer (color) 

Ether 50cc 

5 11-HCl 10cc 

Satd. 

NaCl soln 20cc 

fl 

fl 

non 

1. 

2. 

FD
彦
氏
U

可
4

0

0

て行くとCHNは上部に岐帯されて余り動かないが，

この｜祭後述の製11f~1：［二！の試験に際して認められる黄色の

色素はCHNの下端を移動する。

カラムクロマトグラブイの鋭敏度：

前記抽出法によって得た検液そのま Lと，この検液

をクロマトにかけた場合とでは後者の万がはるかに鋭

敏であって 10γ；100cc の確認が容易となる。（Table

II）叉本法により種々の濃m~の標準液を調製後処理す

れば数拾γ～数百γにわたり岐着帯の厚さと着色強度

との問に比例関係が成立し半永久標本をつくるととも

可自包である。

( 157) 

一一耽ぬ持

I Fig 

fl 

II 

9. 



Table II Comparison of Dilution Limit 

Na-Cu-chlorophyllinate column Separative color tube (2cm×50cc) 

（必） 50cc chromatography funnel side up 

0.1 × 104 + 
0.2 × 104 + 
0.5 × 104 

0.1 × 103 

0.15× 103 

0.2 × 103 

十

十

十

＋ ＋ 

＋ 

＋ 

0.25× 1Q3 十

＋土ー・・・・・・・・・・・・intensityof color 

＋ 

十

＋ ＋ 

ート→ゐ

試験成績：本法により市版のアストリシゼント，乳

液などについて試験した成績の二三を示せば Table

聴のとおりであるOすなわち市阪品から得たエーテル

検液の大部分は黄色で、あって， CHNの青緑色を認め

難いが，クロマト操作により黄色色素は下層に移動し 3

CHNは上部に吸着される。この賞色色素は強い酸性

としたとき始めてエーテルに移行するCHNの分解産

物と推定される強酸性の物質と，液性に関係なくエー

テノレに移行する中性物質の二種からなる。市販香粧品

i=！二lのCHNはほとんどその合量僅微であって， PHの

いちどるしく低いものは特に低下している。

Table lJI Detection of Cu-Chlorophyllinate in Preparations 

Sample PH Separative funnel column chromatograahy 

A 4. 2 Yellow 十

B 6. 0 Yell ow green 廿
C 7.0 Green 十件

D 6. 0 colorless 

E 7. 0 Yellow green 土

F 7. 0 Yellow 十

十件 4十十土一…υ ・…，..intensity of color 

Green yellow ＋ 

Green イ件
Green -H十
Green 十

Green 十

colorless 

定量的試験

1. 再抽出溶Iまいの選択と抽出物の性状 ることがきわめて困難な実状にあるが，以下の再抽出

前記クロマト操作とは別にエーテル：険液を適当な溶 操作により二三の知見を得た0 • 

ばいで再抽出し，これを比色することはN.N.R.法と 試料：本試験のため｛車用した試料は日本自動車など

の関連において興味のある事であるが，従来CHNの より患与された3種類でベツクマシ分光光度計DU型

試験に際しその色調と吸光度などの関係が製品の種類 を用いて測定した最大岐収位置およびN.N.R.法にょ

によって非常に差のあることはしばしば経験するとこ る405,630m1iの吸光度ならびにその比は次のとおり

ろであり，単に CHNと云ってもこれを一律に規定す である。

Table IV 
Sample E 405 m1.t 

Relationship between Sample and wave length in mrl 

E 630 m1.t Ration % Actual peal王
( E405m1i : E630m1l) ( N. N. R. method) in Extinction 

NG* 0. 582 0. 164 

SA** 0. 531 0.130 

TK* 0.390 0.091 

* Na-Cu-chlorophyllinate 

3.5 103 

3. 3 94 

4.3 69 

** K-Cu-chlorophyllinate 

E 408 mp,= 585 

E406mp=532 

E 405 m1l口 390

再抽出溶ばいの選J尺：N.N.R.法に準拠する意味 で‘あった。この事実は， CHNが一度境酸で処理され

からエーテノレ；険液を燐酸緩衝液で再抽出することを試 た場合CHNのアノレカリ金属がはずされること i矛盾

みたが予期に反し一部分が転溶するのみであった。従 があり p 一般に酸処理によってその最大吸収位置が右

って更に pnを高めて実施したが同様に11忌j容は一部分 にずれる傾向にあることなどよりCHNそれ自身が酸

( 158) 



方法については，一般ターノレ色素の試験法の考え方か

ら出発して Na2COsで PH7～8にして抽出する市

川，南城の定性的の報告（3）があるが少しく意味を具に

するので柑1出の経過と 3種の試料について実施した各

分屑の色調，強度などを TableV, Table VIに示す。

処理により一部変化を受けることも措定される。

そこで更にアノレカリ強度を概念として NaHC03, 

NaOHの各溶液を順次使用したところ， NaHC03で、

残りの一部分が， NaOHではほとんど完全に転溶す

ることを認めた。

なおエーテル抽出液から直接アノレカリで転溶させる

Table V Extraction of Cu-Chlorophyllin by various AHrnli solvents 

Sample 25 mg in Aq. lOOcc 

3N HCI 

Ether 100cc 

Ether 2 insol Ether 1 

with PH 7. 5 
phosphoric acid Buffer sol. 200cc 

with 0. 2 Mol NaHC03 lOOcc 

with 0.1 N NaOH soln. 50cc 

Ether 4 
PH 7. 5 Phosphoric 
acid Buffer soln. 3 

0.2 Mol 
NaHC03 soln. Ether 6 5 

0.1 N 
NaOH soln. Ether 8 soln. 7 

Color of Fraction 

Sample 

SA TK  

Green 時 Green 十時

Blue Red 十件 Green 掛

Green 十件 Green 件

Blue Green 件 Green 叫

Blue 十十 Yellow Green 朴

Blue Green 十 Yellow Green十十

Blue + Green + 
Yellow + Yellow 朴

鼎十十十土....・ H ・・intensityof color 

品
川
品
川
廿
十
士
十
＋

Table VI 

NG  

Green 

Red violet 
Green 

Green 

Yellow Green 

Yellow Green 

Blue 

colorless 

Solvents 

Dioxane 

Ether 
Buffer soln. 

Ether 

NaHC03 soln. 

Ether 

NaOH soln. 

Ether 

Fractian No 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

油溶性〈中性）の物質でカロチノイド系物質と推定さ

れ，前記製品中からのカラムクロマトに際、し認められ

たものと類似しているO

CHNのペーパークロマトグラブイ： TableV,VI 

の結果を補足するため各抽出段階に使用した溶ばいを

展開液としてペーパークロマト（以下PCと略す〉を

試みた。実施にあたっての装置，｝慮紙などは田村，戸

谷（4）の報告に従った。

その結果試料ならびに展開溶ばいにより多少異るも

塩酸処理のエーテル検液は1～3簡の Spotsを生ず

る。しかしこれは試料そのものでも 4～5筒の Spots

を生ずるところから塩酸処理の直接の影響はないもの

( 159) 

以上の抽出操作によるとエーテノレ不溶解物はいずれ

の試料においても生成するがその量を異にしTKが特

に多い。本不溶解物は櫨酸処理によってCHNの一部

が分解して生成するものか，全く別種の爽雑物による

ものか明かでないが， PH 1以下の強酸性において多

量のエーテノレと処理して初めて抽出されるクロリン様

の物質であるO

叉各抽出液は同ーの分屑においても試料により色調

を異にし， CHNの製造工程ないしは原料の相異等が

推定される。

その他 0.1N NaOHでなおエーテノレ層（VIII）に

残留する黄色物質はUVランプ下で強い盛光を有する



と思われるO

又PCに際し分離されたものが何であるかは速断出

米ないが， CHNがこの様に多数F紙上で分離された
例を見ないので Table刊に示す。

Table ¥Ill Paper Chromatography of the Pigment of Na-Cu-Chloropbyllinates 
and its fractions 

Sむnple Kinds of Solvent 

Rf value （×100) 

A 

II 

B 

NG  

II 

c 

II 

D 

Rf value （×100) 

A 

II 

B 

SA 

II 

c 

II 

D 

Rf value （×100) 

A 

II 

B 

TK  II 

c 

II 

D 

A : iso-amylalcohol 100十ethylalcohol140十PH
7. 5 phosphoric acid buff er70十aq. 70 

B : iso-.f担ηylalcohol 100－トacetone140十0.2Mol 
NaHC03 50十aq.70

C : iso-amylalcohol 100十acetone 140十0.1N 
NaOH 40+aq. 80 

！現i民スベクトノレの測定：そこで更に各分唐の吸収ス

ベクトノレを測定した。各分j吾は一見濃度とすることが

Fraction 

Directラ Ether soln. II 

。10 28 70 92 27 92 
G DG G G G G G 
十 判十 十件千十 十 ＋ 十件。43 64 97 2 59 97 
DG y DG G DG G G 
十件 ート ＋ 4十 ＋ 十件 十件。7 23 69 98 15 64 97 
G G G G G G G G 
＋ イ十 ＋十十件

+ + * 。47 56 58 97 。 56 
DG DG DG B y G G 
＋ 4件 ＃十件土 千十 十

。10 28 70 92 28 92 
G DG DG G B G G 
十件 併ート十 十 刊十。 43 64 97 2 62 95 

DG  Y DG G DG G G 
判十 士十時 ＋ 十件 十件。7 23 69 98 15 63 97 
G G G G G G G G 
＋ 4十 十ト ＋ 十十 十ートー｝十。47 56 58 97 50 
DG DG DG B y G 
十 十件 十十！－ 十十 土 イ十

0、10 28 70 92 28 92 
G DG DG G B G G 
十 十件 十件十十 ＋ 4十十。43 67 97 2 63 95 
DG y DG G DG G G 
十件 ート ート 4十 ＋ t十十 -H十。7 23 69 98 15 66 97 
G G G G G G G G 
十 十十 十ト ＋ 十卜 十件。47 56 58 97 50 57 
DG DG DG B y G G 
＋ 十社 掛十十土 十十 十

D : iso-amylalcohol 100十acetone140+aq. 120 

G ・ ........ Green D .. ・ .. ・・ .. nark 

y ・・・・・・・・・Y~llow B ......... Blue 

時十十十士・・・・・・intensityof color 

間難で、あったので、抽出に使用した同一溶ばいで分屑

3 ' 5は約10倍に，7は約5倍にき釈した。従って測定

( 160) 



Absorption CUi'ves of Fraction 3 

by Becinmm Spectrophotometer 
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Absorption Curves of Fraction 7 
by Beckman Spectrophotometer 

Fig. 4. 

結果の暖光度およびその比（Table珊， Fig. 2, 3, 

4 ）は各試~6j－における相対的の意味のみを有する。

各IJ&！［！（スペクトノレの測定結果を TablelVの試料の

それと比較するときNGの各分屑3, 5は全般に吸収

位置にいちどるしい差異を認めないが，他の2試＊＇I－は

おLむね右にずれている。しかしながら分屑6では何

れも長波長側に著明なず、れを生ず、る。叉分屑7におけ

るSA,T Kのそれぞれの Hationは非常に大きいが，

分屑7に抽出物を持たないNGの Rationが小さいと

ころから， N.N.R.法における Rationの大小は或る

程度分屑7に影響されることが明かである。

叉燐酸緩衝液の代りに O.lNNaOHを溶ばいと

して直接CHNを測定したときはほとんど大きな暖収

位置のずれを認めないが NaOHでエーテノレ；倹液から

抽出したものは前記のとおり境酸処理の影響のためか

N G以外のものは多少右にず、れを認める。

Fig. 3. Absorption Curves of Fraction 5 

by Beckman Spectrophotometer 
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Table珊

4.2 (4.3) 632.5 405 4.1 630 405 3.5 (3.5) 632.5 408 

4.5 (4.6) 632.5 405 4.1 (4.2) 630 407 3.4 (3.3) 632.5 408 

5.1 630 406 4.0 630 407 3.5 632.5 408 3 

Solvents 

O.lNNaOH 
(direct~d) 

0.1 N NaOH 
(extract :;d) 

phosphoric 
acid Buffer 

0. 2 Mol NaHC03 4.8 630 405 3. 7 630 406 3.2 632.5 408 5 

3.5 650 406 3.3 635 406 3.2 660 406 6 0.1 NNaOH 

11.3 

（）＊…・……・・ Ration in E 450 mμ : E 630 mp. 
0.1 N NaOH (direct:;d）＊＊…－….. 0. 001ガ Na-Cu-chlorophyllinatein 0. 1 N NaOH soln. 
0.1 N NaOH (extracted)*** ...... extracted with 0.1 N NaOH lOOcc from Fraction 2 

( 161) 

660 400 11.8 630 405 7 Ether 



にわたる経時変化を比較した。

なお試料の量はDI Rでは 0.0017タム 0.001%を用

い，叉EXTでは0.01%水溶液の17cc,lOccをとり，

溶液の調製に準じエーテル抽出し，これを 0.1 N 

NaOH lOOccで抽出使用した。

実験の結果 Fig5. DI Rの場合はNG, S Aの破

光度は長時間にわたって著しい低下を示さないが，緩

衝液では何れも大きな低下が認められ， 11守にNGでは

その差が明瞭である。 Ex Tの場合はDlRの場合よ
りももやi低下する傾向にあるが同様緩衝液との差は

著明である。しかしSAでは緩衝液との差が明瞭でな

く，叉TKの低濃度ではDIR, EX Tの何れも緩衝

液との差が明瞭でなく平衡して若干の低下を示すが，

高濃度においては大きな差を認め得る。

以上の実験結果から次のことが去える。

0.lN NaOH の使用はCHNの経時変化を阻止す

2. 経時変化の検討

N.N.R.法による測定値にばらつきの大きい原因と

しては溶ばい緩衝液のPHが適当でなかったか，叉は

CHNの経時変化（5）などが考えられる。われわれはこ

のためガラス電極法による PHの精密な補正と調製後

30分以内における測定を行い比較的良好な結果を得て

いるが，坂上（6）は緩衝液調製用の外国製品の使用が好

結果をもたらし，叉緩衝液の代りに精製したヂオキサ

シをj容ばいとすれば経時変イ七を小さく出来ることを認

めている。

前述の種々のアノレカリ強度の抽出に際し，たまたま

0.1 N NaOH液でCHNの色相が外観上安定である

ことを認めたので、3種類の試料に関し， O.lNNaOH 

に直接溶解したもの（以下DI Rと略す）， 0.1 N 

NaOHでエーテノレ検液から抽出したもの（以下 Ex 
Tと略す〉，ならびに N.N.R.法について約100時間

Relationship between Solvents, Extinction and Hours. Fig. 5. 

A 企一一也 －ー一企一一ー一一曲盟・4／、 0

0. 7 

0. ~ 
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/Oo ？。80 70 Co to 50 

hours 

30 之。Io 

0. 0017% Na-Cu-chlorophyllinate 

0. 001% Na-Cu-chlorophyllinate 

NG  

SA 

II TK  

PH 7. 5 phosphoric acid buffer so In. 

0.1 N NaOH soln. (directe) 

extracted with 0.1 N NaOH soln. 

(0 A 口 Z

L@ ＆.圏：
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リクム塩であるSAがDI Rの場合，緩衝液と同様に

低下しているところから，カリクム塩に対しては

KO Hの使用も考えられるが未だ：検討していない。

3. NaOH法と N.N.R.法との関係

N.N.R.法で得た値と， 0.1NNaOHを溶ばいと

したとき（以下仮に NaOH法と称す〉の値との比

は，苛性アノレカリによって特に比色上影響をうける爽

雑物がない限り，試料の如何にかかわらず一定のはず

であるO

わず、か3試1111.の実験値であるが参考のため TableJX

に示す。

るうえに有効であるO 叉経時変化は一般に濃！克が高い

税大である。

なおCHNの経時変化はそのアノレカリ金属がはずれ

ることが主要な要因と考えられ， Mg-Chlorophyllで

起る光分解などはCHNに対し二次的に関与するもの

と推定される。

叉 O.lN-NaOHを溶媒としたときの3試料の経時

変化はNGく SAくTKのII慎に大となるが，それぞれ

の分屑 8(Table VJ）に合まれるカロナノイド様物質

の量にほぼ比例するところから，これ等が爽雑物の拠

色に起因するものと考えられる。なお更にCHNカリ

クム壊の脱離を NaOHが抑制し得るかどうかは，カ

CJB 

91. 3 

92.3 

87.2 

Relationship between N. N. R. Method and NaOH Method 

タ6

AJB 

91. 3 

94.3 

87.2 

BJA 

109.1 

106.2 

114. 6 

c 
NaOH extracted 

Eo.001;?6 
lcm 

0.580 

0.520 

0.390 

B 

NaOHmethad 

R0.00190' 
仙 lcm

0.635 

0.563 

0.447 

A 

N.N.R.method 

R 0. 00190 
L:; lcm 

0.582 

0.531 

0.390 

Table lX 

G 

A 

T K 

N 

s 

法による備に対し約90%前後となることを認めたが，

未だ例数僅少のため外国製品などについても実施し確

定的な値は今後の検討にまちたい。

以との実験経過からCHNは試料によりかなり差異

があり，なお特性についても一律に規定し難いが，ク

ロロブイーノレの異性体を純粋に分離したものからそれ

ぞれのCHNを製し，これについて検討すれば試験法

その他の資料として買に得るところが多いと思われ

る。

文 献

Tests and Standards for N. N. R. (1953) 

不破敬一郎； 日本佑学会年会 （昭28)

市川，南城： 公衆衛生年報 1,14 0回29)

田村，戸谷：同 上 2,25 （昭29)

Dorald P. Sanderes and Samuel W. Gold-

stein; Drug Standards 21, 185 (1953) 

坂上：未発t 表
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結論

1. 定性的試験として塩酸エーテルによる抽出条件を

検討し，抽出液をアノレミナを主体とする吸着クロマ

トにかけることにより lOOccの抽出、液中10γ程度を

確認することが出来た。

2. 定量的試験に関連してエーテノレ検液から燐酸緩衝

液， NaHCOs液， NaOH液によって順次抽出さ

れる分屑を得ることを見出し，分屑の峻収スベクト

ノレの測定，ならびにペーパークロマトグラブイを行

い， CHNの性状について若干の知見を得た。

3. 0.1 N NaOH をN.N.R.法の燐酸緩衝液の代り

に使用するとき経時変化が著しく小さくなることを

見出し，叉エーテル検液からの抽出溶ばいとしても

適当であることを認めた。

4. NaOH 法によって得た備はN.N.R.法の値の約

110%前後，叉 0.1 N NaOHをエーテノレ；検液から

の再拍出溶ばいとして用いたときの抽出率はNaOH



xxv臨玩具類の衛生化 的調査
〈日本公衆衛生学会発表抄録〉

化学試験部医薬品第三課 回 村健夫

田茂

都内玩具問屋においてj坂売されている玩具104種に

ついて衛生化学的試験を行ったので，その成績につい

て報告するO

種 類

西

玩具のうちで小児の保健衛生上重大な影響をもつも

のとして，食品衛生法に，品質について法的規制が行

われている次のものを目的として調査した。

試 E会 文オ 象 試験万法

1. 銅性，鉛お，亜鉛や，アジチモシを原材料として使用した金
属 もち 有有害害性性青金色料属 食品衛生試験法

2. うつし絵 II 食品衛生検査指針

3. ゴム風船，ほうづき「 II II 

4. 合成樹脂製おもちゃ 有ホ 害性着色料
Jレマヲ γ，フエノ －）レ

II 

5. 紙製， 木も， ／［守， ゴ接ム触，革す， セノレロ本イド， 土， 金属も又は陶
のので口に ることを質とするおちゃ 有有 性性 金着色料属 fl 

1) 検体11種中，鉛を検出するもの2，法定外色棄

を検出するもの3，検体はラッパ，サイレシ，呼子な

どと呼ばれる玩具で色彩を添えるため，赤，青，賞な

どのリポシをつけたものが多かった。サイレシと呼ば

れる飛行機型おもちゃは鉛を79ガも合有していた。又

塗布された色素は溶出しやすく， l同にリポシは水に溶

出しやすい。

2) 検体40種中，鉛を検出するもの30，法定外色素

(Methyl Violet）を検出するもの100うつし絵は単

に水溶性ターノレ色素を紙に塗布したものと， 7］＇てに不溶

性有機顔料を印刷したものとに大別できるO I記者から

は MethylVioletが，後者からはレーキの沈澱剤に

起因すると恩われる鉛を検出した。

3) ：険体45種lて！こI，法定外色素（RhodaminB ）を検・

出するもの20,(Basic Fuchsin）を：検出するもの100

ゴム風船の類では毛僚と称するものの木部より Rho-

damin Bを検出し，ゴム製ほうづまよりBasicFuchsin 

を検出した。

4）；検体8種i仏法定外色素（RhodaminB）を検

出するもの 1, Formaline, Phenolは検出しない。

合成樹脂製おもちゃで幼児がもっとも接触するものと

して「おしゃぶりJがあり，笛がある。本検体1=1こl亜鈴

型おしゃぶり 1個より RhodaminBを検出した。

5）：段J体26種1=!

をj食出するもの9。この種類に属するものとしては木

ガラ，烏笛，動物呼子，呼子，笛，ナイレジ p 巻取笛

などで非常にその種類が多い。鉛を検出した検体は細

長い金属製で，表聞に緑色の塗料が施され，口に接触

する部分の塗料が剥離していたものであるO 叉法定外

色素はその玩具につけてあるリボンに多く検出され，

他は木製簡の表面塗料，烏型布細工の染~S／－などから検

出されたものである。

総括

今回の市！甑玩具の品質調査は検体104種中食品衛生

法に違反する不良品 84.6%を発見する結果を得た。

不良品の中には著量の鉛を含有するものや有害性着色

;r'l・i容出の著るしいものがあり，今後の品質向一l二のため

製造者及び関係者の努力を期待したい。

〔164)



XXIX 昭和29年度各課研究項目

1.東京都内の犬のナノレモネラ保菌状態について 細菌部徴生物課 松井清治

細菌部微生物課 辺野喜 IE 夫 富川栄

松井清治 11.東京都内のネゴの Salmonella保菌状態並び

斎藤雅雄 に大腸菌について

2.昭和28年度東京都内に発生した，ナノレモネラ II 辺野喜 E 夫

による食中審の4例について 松井清治

II 新井養老 門野義雄

Jf I 路不IJ JI国 他

辺野喜正夫 12.東京都内の健康者の SalmoneIIa保商状態に

松井清治 ついて

3. vグラブレキジネリの粘液様変異菌株につい II 辺野喜玉夫

て 松井清治

II ヰl if-¥j＇・仲蔵 門野義雄

高山康良I~ 13.東京都西多摩郡における鼠よりのリケツチヤ

4.色素！室生及び栄養要求から見たνグラブレキ の検索と悲虫の調査成蹟

νネリ 4について II }If 路利 JI慎

II 松井 j賢治 辺野喜 E 夫

辺野喜正夫 f也
(}!]I崎市立病院）杉山大是ー 14.都内某汚水処理場の汚水及び汚泥の寄生虫卵

5.被検血清、に赤羽：使用の血祭を用いたT.P. I. 検査成績

テストの成績について 細菌部寄生虫諜今閤義盛

II 冨川栄一 池沢 茂

平良富美子 15. カノレνワム及びマグネνワム代謝（第8報）
6.電気恒温水槽の改良について ホノレモン注射による血清透析性Ca及び・Mg最

II 小林文治 の変動

（芝保健所）桑原義 細菌部臨床試験課柳沢文正

7.某銀行において試みた紙幣及び職員の手指の 小笠原 公

汚染に関する検査成績 16. カノレνワム及び、マグネνワム代詩t（第9報）
If 千野秀夫 労働時のCa及びMg代謝に関する研究

秦 賢寿 II 柳沢文 E

小林文治 藤井嘉寿

池沢 茂 17. カノレる／！フム及びマグネνワム代謝（第10報）
・8.淋菌の分離培地について 姉人科領域における血清透析性Ca及び、Mglt

II 早川i 武 について

山崎俊郎 II 柳沢文 IE

辺野喜正夫 新井幸

（吉原病院）田中 英 18. カノレνクム及びマグネVクム代詞t（第11報）
9. rプス菌Ty2株の掻小集落について 明：ー液の総Ca，透析性Ca量及びPHについて

II 高山康郎 II 柳沢文 E

10.プロテヲス モノレガニ，プロテクス レツト 新井幸

ゲリの色素産生及び栄養要求について 19.癌患者血清及び、尿の透析性マグネνワムにつ

( 165) 



いて 状況

細菌部臨床試験課柳沢文正 生活衛生部栄養課新井養老

20.食品のカノレνクムイオン測定法と測定値につ 近藤光之

いて 酒井 機
If 柳沢文 E f也

藤井嘉寿 33.新宿区32校における学校給食実態調査につい

21.学童の検尿成績について て

If 新井養老 II 新井養老

川i路利）I国 酒井 激

柳沢文正 嵯峨喜一郎

f出 1i出
22.学童の検尿成績について（続報） 34.新宿区内学校給食ノミシ成分調査

II II II II 新 井養老

23.姫娠反応に関する知見（ 1) 酒井 機
If 柳沢文正

11珪峨喜一郎

高野善七 他

岸 政之 35.主要食品蛋白質r:！こ！のアミノ酸構成について

24.空中細菌試験法に関する研究 II 新井養老

生活衛生部環境課斎藤 功 酒井 激

他 藤沢 E 古
25.紫外線並びにオゾシ殺菌灯の殺菌効果につい 36.市版強化食品のピタミシ合有量の貯蔵試験

て 酒井 激

" 斎藤 ~J 37.調理による食品成分の損失，特にピタミシC

｛也 について

26.某新開社内夏季環境並び、に実感調査成績及び II 新井養老

本成績への著者の空気判定標準の適用につい 酒井 徽

て i佳峨喜一郎

II 斎藤 ~J f也
27. 日本薬学会協定普通室内空気判定標準改訂案 38.南氷洋産冷凍鯨肉の Dripについて

について II 新井養老

II 斎藤 ザ1 酒井 激

28.興業場の衛生状態 藤沢正吉

II 斎藤 功 39.南氷洋産冷凍鯨肉の栄養価について

他 II 新井養老

29.蒸し風呂の衛生状態 酒井 犠

II 斎藤 ~J 藤沢 E 吉

他 40.糠味噌漬のカノレνワム強化について
30.東京都の屋外空気と煤悶に関する調査 II 新井養老

II 斎藤 功 酒井 機

他 11睦峨喜一郎

31.東京都内各種ピノレ内空気の汚染と換気効果 他

II 斎藤 功 41.家畜類の脳髄質部及び皮質部の組成について

他 II 新井養老

32.東京都における栄養摂取状況（第8報） 酒井 機

公共職業安定所登録日雇労務者の栄養摂取 11産峨喜一郎
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｜嶋田幸治

春田三佐夫

54.昭和29年東京都に発生せる狂犬病の検査成績

If l嶋田幸

上木英

村上

加藤多右衛門

他

55.「ラマ」に発生せる狂犬病の検査成績について

！嶋田事治

上木英人

加藤多右衛門

村上

’他

56.医薬品各種製剤中の生菌数について

化学試験部医薬品第一課新井

佐々木

湯本

下平

藤

他

42.全国主要養蛎場産かきの栄養成分について

生活衛生部栄養課新井養

酒井

嵯峨

他

43.学校給食調理室における調理器具及び食器類

の汚染状態について

53.大腸菌群の耐熱試験

食品獣医部獣医衛生課

JE 沢

治

人

老

敏

郎
事

新

酒

渡

他

44.井水から検出する生物の分類とその水質汚染

指標としての意義（第 1, 2報）

生活衛生部水質課長

松

45.八王子市及び横山村井水汚染調査

長尾

三村

46.市版i=［こl華麺の残留アノレカリ量の試験報告

食品獣医部食品諜三雲

松井

中野

老

機

子

養井
井

辺

If 

If 

甲

老

一

冗

雄

男

養

雅

雅

一
冗
浩

元

秀

尾

本

芳

彰

If 

湯

青
::±:-
i::t 

f也
58. ジアスターゼの糖化に関する研究

湯本芳

橋爪六

59.市版D.D.T.及びB.H.C.製剤の品質試験

湯本芳

吉原武

川口京

芳雄

健太郎

武俊

本

柳

原

57.学校常備薬品の調査

If 隆三郎

多

欣 嗣

47. 

雄

郎

治

臣

JJ3J 

JE 成友 If 

秋

友

他

49.合成)J彰脹剤原料の品質の発泡力に及ぼす影響

一一一一一一一 ← 小野－~子

大畠敏子

雄

俊

子

If 治

思

山勝

成 E

If 

48. 

60.薬用資源の研究（第3報）

アνタパの有効成分について
化学試験部 医薬品第二課 木村雄四郎

西川洋

木村雄四郎

西川洋

62.番粧品の特殊成分試験法の研究（第1報〉

香粧品中の水溶性クロロプイノレの試験につい

て

61.薬用資源、の研究（第4報）

サフランの栽培条件と αークロチン並び‘に球

根の増殖関係の研究（第4報）

If 

ー！寧

子

瀬

奥

51.食肉食品i=［こ1における腸球菌の研究

食品獣医部獣医衛生課 i嶋田幸治

春｜百三佐夫

52.デソキVゴレート寒天培地における大腸菌群

の発育能について

孝

日

日

戸

沢

If 

50. 

夫｛建ホJ征II~薬品第三課化学試験古r~

治

夫
主dni
 

幸

三
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目
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春

If 



戸谷哲也 64. ミロンリントナー反応によるモノレヒネの鑑識

63.麻薬の微量鑑識法の研究（第4報） について

3ーヂメチノレアミノ－1・1ージ（2チエニノレ） 化学試験部医薬品第三課田村健夫

-1ープデンの顕微光学的研究 戸谷哲也

化学試験部医薬品第三課田村健夫 65.用品の規格設定に関する研究

｝ゴ谷哲也 If i王｜村健夫

西田茂

( 168) 



年 報 V£ （昭和29年度〉

昭和31年 3月15日印刷 昭和31年 3月25日発

印刷者 芳 山 猛

凶
μ

叫
H
H
H

マγ
n
uV
 

E
『
向

μ

寸
E
E
dl
 

ιト 芳山印刷株式会社

東京都新宿区大京町23番地

踊集兼発行所

東京都立衛生研究所

東京都新情区百人町4丁目 539

昭和30年登録第 799号


